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本書は、（社）情報通信技術委員会が著作権を保有しています。 

内容の一部又は全部を（社）情報通信技術委員会の許諾を得ることなく複製、転載、改変、

転用及びネットワーク上での送信、配布を行うことを禁止します。 
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＜参考＞ 

１．国際勧告等との関連 
  本標準は、TTC 標準  JT-Q931（第９版平成１１年４月２２日策定）をベースに、また、社団法人電波産

業会（ARIB） RCRSTD-28「第二世代コードレス電話システム」標準規格（第３．２版平成１１年２月２日

策定）（以下  ARIB 標準 RCR STD-28 （第３．２版））及び PHS MoU 仕様 B-IF2.02 第２版（平成１０年

７月策定）で規定されるインタフェース条件に整合させる方針で信号方式を規定している。 

さらに、本標準は TTC 標準 JT-Q931 をベースに公衆用基地局の保守、運用、管理等のためにＢ／Ｄチャネ

ルを呼毎にパケット交換モードとして利用可能とする規定を追加している。 

  なお、TTC 標準  JT-Q931 との相違等については表に示す。 

  本標準は、TTC 標準  JT-Q931 をベースとしているため、章、節の構成は TTC 標準  JT-Q931 との整合

を図っている。このため、TTC 標準  JT-Q931 で記述されているが、本標準では標準化の対象外としたも

のについては＃を表示し、本標準で追加した項目については＊を表示することとする。 

 

２．継続検討項目等 
 

        料金通知 

 

  料金通知に関して、料金通知のフォーマット等は各事業者マターであるため、本標準においては、料金通

知のための情報要素を規定していないが、ARIB 標準 RCR STD-28 （第３．２版）においては、料金通知情

報要素（ARIB 標準 RCR STD-28 （第３．２版）4.4.3.7.3.5.16 節参照）を標準化している。本標準において

も料金通知のための情報要素を標準化するか否かに関しては継続検討課題である。 
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３．改版の履歴 

 
 版  数 発  行  日             改  版  内  容 

 第１版 平成  ５年１１月２６日 制  定 

 

 

第２版 

 

平成  ６年１１月２４日 

 

RCR 標準 STD-28(第１版) の策定、及び PHS 

の名称変更等に伴う改版 

 

 

第３版 １９９５年１１月２８日 3.1kHz オーディオ機能追加に伴う改版 

 第４版 

 

１９９６年  ４月２４日 

 

非制限ディジタル通信実現のための情報追加 

による改版 

 第５版 １９９９年 ４月２２日 ＰＨＳ－ＵＵＳ付加サービス（サービス１暗黙

の要求）の追加及び JT-Q931 の改版に伴う改版 

 

 

第６版 ２０００年 4 月２０日 Ｂ／Ｄチャネルを呼毎にパケット交換モード

として利用する規定に伴う改版 

 

 

４．工業所有権 
 本標準に関わる「工業所有権等の実施の権利に係る確認書」の提出状況は、ＴＴＣホームページでご覧に

なれます。 

 

５．注意事項 
  本標準はＰＨＳ公衆用基地局－ディジタル網間インタフェースの内、レイヤ３について規定するものであ

るが、この規定の全てを本インタフェースにおいて提供することを強制するものではない。 

 

６．その他 
5.1  参照している勧告・標準等 

     ARIB 標準      ：RCR STD-28（第３．２版） 

     TTC 標準      ：JT-Q931 （第９版） 

                      ：JT-Q850 （第１版） 

     ITU-T 勧告    ：Q.931 （1998 年版） 

   PHS MoU 仕様      ：B-IF2.02（第２版） 



  － iii － ＪＴ－Ｑ９３１－ｂ 

表  TTC 標準 JT-Q931 からの変更点（１／７） 

 

 項番   項      目     JT-Q931 と本標準の差分       理        由 

 

 

 

 

 

 

１） 

 

 

 

 

 

名  称 

 

 

 

 

 

①「ユーザ」は「公衆用基地局」、

「網」は「ディジタル網」とする。 

②呼状態における公衆用基地局側

の状態 U0,U1,･･･ を C0,C1,･･･ と

する。 

①「ユーザ」と「網」が指す

内容を明確にするため。②公

衆用基地局の英語名称（Ｃ

Ｓ）を参照しているため。 

 

 

 

 

 

２） 

 

 

 

プロトコル識別

子 

 

 

  本標準用に新規に規定する。 

 

 

 

  ＴＴＣ標準 JT-Q931 のサ

ブセットであるが、ＮＮＩと

して使用するため。 

 

 

 

３） 

 

 

モード 

 

 

  「ユーザ信号ベアラサービス制

御モード」を削除。 

  本モードは使用方法が明

確になっていないため。 

 

 

 

 

 

 

 

 

４） 

 

 

 

 

 

 

回線交換モード 

接続用メッセー

ジ 

 

 

 

 

①『呼設定確認』を削除。 

②『再開』『再開確認』『再開拒 

否』『中断』『中断確認』『中断 

拒否』を削除。 

③『付加情報』を削除。 

 

 

①使用方法が明確になって

いないため。 

②本標準では適用されてい

ないため。 

③本標準ではスティミュラ

ス手順を用いないため。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５） 

 

 

 

 

 

 

 

回線交換モード 

接続用情報要素 

 

 

 

 

 

 

①「モアデータ」「輻輳制御レベ

ル」「呼識別」「網特有ファシリテ

ィ」「表示」「日時」「中継網選択」

を削除②「送信完了」を削除。 

③「キーパッドファシリティ」「シ

グナル」を削除。 

 

 

①本標準では適用されてい

ないため。 

②本標準では適用されてい

ないため。 

③本標準ではスティミュラ

ス手順を用いないため。 
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表  TTC 標準 JT-Q931 からの変更点（２／７） 

 

 項番   項      目     JT-Q931 と本標準の差分       理        由 

 

 

 

 

 

 

 

 

６） 

 

 

 

 

 

 

 

接続形態 

 

 

 

 

 

 

 

  公衆用基地局－ディジタル網間

はポイント・ポイント接続とす

る。但し、公衆用基地局への着信

時は、ＤＬ－ユニットデータ－要

求プリミティブを用い、呼状態管

理はポイント・マルチポイント接

続に準拠し、呼廃棄状態を定義す

る。 

  インタフェースに複数の

公衆用基地局が接続される

形態を規定していないた

め。および、着信時の無効な

メッセージを避けるため。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７） 

 

 

 

 

 

 

 

 

着信時の最初の

応答 

 

 

 

 

 

 

 

  『呼設定』メッセージに対する

公衆用基地局からの最初の応答は

『呼設定受付』メッセージのみと

する。なお、本メッセージは、エ

ンド・エンドの通信の成立を確認

（移動局からの応答受信等）でき

た公衆用基地局のみが行う。 

 

 

  公衆用基地局における本

メッセージの送信条件は、デ

ィジタル網における無効な

メッセージの受信を避ける

ため課せられている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８） 

 

 

 

 

エンド・エンド

の通信の成立を

確認できない公

衆用基地局の動

作 

  エンド・エンドの通信の成立を

確認できなかった公衆用基地局

は、自ら呼番号を解放し、ディジ

タル網にはメッセージを返さな

い。 

 

着信における無効なメッセ

ージを避けるため。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９） 

 

 

 

 

 

 

回線交換呼制御 

手順 

 

 

 

 

 

①分割発呼、分割着呼は削除。 

②中継網選択、呼の再接続、伝達

能力の選択、高位レイヤ整合性選

択は削除。 

③チャネル交渉手順は削除。 

 

①②本標準では適用されな

いため。 

③通常の発着呼においてチ

ャネル選択権は公衆用基地

局にあるため。 
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表  TTC 標準 JT-Q931 からの変更点（３／７） 

 

 項番 項      目 JT-Q931 と本標準の差分 理        由 

 

 

 

 

 

 

 

 

10） 

 

 

 

 

 

 

 

メッセージから

の情報要素の削

除 

 

 

 

 

 

 

①『呼出』『呼設定受付』『応答』

『経過表示』の各メッセージより

伝達能力情報要素を削除。 

②『通知』メッセージより伝達能

力情報要素を削除。 

③『呼出』『応答』の各メッセー

ジからチャネル識別子情報要素を

削除。 

 

①②これらのメッセージに

おける伝達能力情報要素は

「伝達能力の選択」に用いら

れ、本標準では伝達能力の選

択は提供されないため。 

③これらのメッセージは『呼

設定』メッセージに対する最

初の応答とならないため。 

 

 

 

 

 

 

 

11） 

 

 

 

 

 

『呼設定』 

メッセージ 

 

 

 

 

  公衆用基地局からの発信時の

「発番号情報要素」、公衆用基地

局から／への発／着信時の「着番

号情報要素」は必須とする。 

 

 

  発信時の「発番号情報要

素」は発信側を特定するた

め。 

  発信時の「着番号情報要

素」は相手側を特定するた

め。 

  着信時の「着番号情報要

素」は着信側を特定するた

め。 

 

 

12） 

 

呼番号情報要素 

 

  呼番号長を２オクテットに固定

する。 

同時に成立する着信数が多

いため。 
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表  TTC 標準 JT-Q931 からの変更点（４／７） 

 

 項番 項      目 JT-Q931 と本標準の差分 理        由 

 

 

 

 

 

 

13） 

 

 

 

 

 

呼状態情報要素 

 

 

 

 

 

  呼状態から 

①C2/N2 （分割発呼）、C25/N25( 分

割着呼) 、②C15/N15(中断要求)、 

C17/N17(再開要求) を削除する。 

 

①「分割発呼／着呼」は本標

準では提供されないため。 

②「呼の再接続」は本標準で

は提供されないため。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

14） 

 

 

 

 

 

 

発／着番号情報

要素 

 

 

 

 

 

・番号種別 

  国内／国際／網特有番号／拡張 

  予備のみとする。 

・番号計画識別 

  勧告 E.164/E.163 ／国内番号計 

  画／私設番号計画／拡張予備の 

  みとする。 

  これら以外の番号種別、番

号計画識別は本標準では提

供しないため。 

 

 

 

 

 

 

 

 

15） 

 

 

 

チャネル識別子

情報要素 

 

 

  一次群インタフェースに関する 

記述を削除。 

 

  一次群インタフェースは

本標準では提供しないため。 

 

 

 

 

16） 

 

 

経過識別子情報

要素 

 

  ネットワーク間のインタワーク

上、ＩＳＤＮと見做す。 

  他網とのインタワーク上

の位置付けを明確にするた

め。 
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表  TTC 標準 JT-Q931 からの変更点（５／７） 

 

 項番 項      目 JT-Q931 と本標準の差分 理        由 

 

 

 

 

 

17） 

 

 

 

 

コーディング標

準 

 

 

 

伝達能力情報要素、呼状態情報要

素、チャネル識別子情報要素、経

過識別子情報要素のコーディング

標準において“ＣＣＩＴＴ標準お

よび”を削除する。 

  本提案文章はＴＴＣ標準

を対象としているため。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

18） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

タイマ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①ディジタル網側で以下を削除す

る。T302 (分割発呼) 、T304 (分割

着呼) 、T307 (呼の再接続)  

②公衆用基地局側で以下を削除す

る。 

T302 (分割着呼) 、T304 (分割発

呼) 、T318、T319 (呼の再接続) 

③ディジタル網側 T303を“4秒な

いし 5 秒” とする。 

①本標準では提供しない機

能に伴うタイマであるため。 

②同上。 

③公衆用基地局の要求条件

による。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

19） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

着信時の動作 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①網が提示するチャネル識別子は

“指定あり、変更不可”および“任

意チャネル”のみとする。 

②再送した『呼設定』メッセージ

に応答がない場合、発側に“#20:

加入者不在” を送信する。 

③提供できないベアラを受信した

公衆用基地局は、エンドエンドの

通信が成立し得る場合のみリモー

ト側に“#65:未提供伝達能力指

定”を送信する。 

④公衆用基地局のローカルな動作

は記述しない。 

⑤「5.2.9 選択されないユーザの切

断復旧」を削除する。 

 

 

①チャネルハントを公衆用

基地局側とするため。 

②当該事象を示すための理

由表示値であるため。 

③移動通信特有の加入者が

不在である状況と未提供な

ベアラでの着信が同時に起

こった場合の関係を明確に

記述するため。 

④端末を対象としたローカ

ルな記述であったため、公衆

用基地局には不必要と判断

したため。 

⑤Ｐ－Ｐ接続に限定してい

るため。 
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表  TTC 標準 JT-Q931 からの変更点（６／７） 

 

 項番 項        目 JT-Q931 と本標準の差分 理      由 

 

 

20） 

 

付属資料Ａ：ユ

ーザ側及び網側

ＳＤＬ図 

上記の変更を受けて変更。 

 

 

 

 

 

21） 

 

付属資料Ｃ：中

継網選択 

削除。 

 

本標準では提供しないため。 

 

 

22） 

 

付属資料Ｄ：対

称な呼の運用に

関する拡張 

削除。 

 

必要ないため。 

 

 

 

23） 

 

 

付属資料Ｅ：網

特有ファシリテ

ィ選択 

 

削除。 

 

 

本標準では提供しないため。 

 

 

 

 

24） 

 

 

付属資料Ｆ：Ｄ

チャネルバック

アップ手順 

 

削除。 

 

 

本標準では提供しないため。 

 

 

 

25） 

 

付属資料Ｇ：経

過識別子の使用 

削除。 

 

必要ないため。 

 

 

26） 

 

付属資料Ｈ：メ

ッセージ分割手

順 

上記の変更を受けて変更。 

 

 

 

 

 

 

 

 

27） 

 

 

 

 

付属資料Ｋ：応

答受信以前のベ

アラコネクショ

ン設定手順 

 

削除。 

 

 

 

 

本標準では提供しないため。 
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表  TTC 標準 JT-Q931 からの変更点（７／７） 

 

 項番 項        目 JT-Q931 と本標準の差分 理      由 

 

 

 

 

28） 

 

 

 

付属資料Ｌ：ベ

アラサービス変

更のためのオプ

ションとしての

手順 

削除。 

 

 

 

本標準では提供しないため。 

 

 

 29) 付属資料Ｍ：仮

想私設網アプリ

ケーションにお

ける私設網相互

接続をサポート

するための追加

基本呼制御手順 

削除。 本標準では提供しないため。 

 30) 付属資料Ｎ：柔

軟チャネル選択 

削除。 本標準では提供しないため。 

 

 

 

31） 

 

 

付録Ⅰ：理由表

示一覧表 

 

「#20:加入者不在」を加える。 

 

 

移動体通信のための理由表

示であるため。 

 

 

 

 

32） 

 

 

付録Ⅱ：メッセ

ージフロー図の

例およびコーズ

マッピングに関

する例 

削除。 

 

 

 

本標準では提供しないため。 

 

 

 

 

33） 

 

付録Ⅲ：コーデ

ィング一覧 

変更なし。 

 

 

 

 

 

 

 

34） 

 

 

 

付録Ⅶ：グルー

プ化された複数

インタフェース

に対する着信 

インタフェースの範囲を越えた記

述を付録としてまとめる。 

 

 

インタフェースの範囲を越

えた内容で、明確に記述する

必要があるため。 

 

 

 

35） 

 

 

『通知』メッセ

ージ 

 

ディジタル網－公衆用基地局方向

のみとする。 

 

本標準では提供しないため。 

 

 

 

36） 

 

呼番号 

 

ダミー呼番号は用いない。 

 

本標準では提供しないため。 

 

 

 

 

37） 

 

 

 

経過識別子情報

要素 

 

 

『ローカルユーザ収容私設網 (自

分側 )』を削除。 

 

 

公衆用基地局で私設網を収

容する形態について未定義

であるため。 
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1.概 要 
  本標準は公衆用基地局－ディジタル網間インタフェースにおけるネットワークコネクションの設定、維

持および切断復旧の手順について規定する。これらの手順は基本インタフェース構造におけるＤチャネル

を介して交換されるメッセージに関して規定される（付録 4.参照）。 

 

  本標準は、Ｄチャネルでの呼制御に必要な特質、手順及びメッセージを規定することを目的としている。

しかし、手順の詳細については、まだいくつか規定されていないものがあり、それらは今後の検討課題で

ある。 

 

1.1   標準の範囲 

本標準で現時点で記述されている手順は、回線交換コネクションの制御のためのものである。Ｄチャネ

ル上での他のメッセージ情報の転送は今後の検討課題である。 

 

  （注１）レイヤ３という記述は、本標準に記述されている機能とプロトコルに適用される。データリン

クおよびレイヤ２という記述は、レイヤ３のすぐ下のレイヤに対して同じ意味で適用される。 

  （注２）機能とプロトコルについてＯＳＩネットワークレイヤとの整合をとることは、今後の検討課題

である。 

 

1.2   インタフェース構造への適用 

  レイヤ３の手順は付録 4.で規定されるインタフェース構造に適用され、レイヤ２の機能とサービスを利

用する。 

  レイヤ３の手順は標準ＪＴ－Ｑ９２１－ｂで定義されるプリミティブを用いてレイヤ２のサービスを要

求したり、レイヤ２からの情報を受信する。これらのプリミティブはプロトコルレイヤ間の通信を示すの

に用いられるが、インプリメンテーションを規定するものではない。 

 

2.  呼制御の概説 
  本標準に於いて“着信”および“発信”の記述は、インタフェースの公衆用基地局側から見た呼につい

ての記述である。 

  本節では、節２．１に回線交換呼（呼状態）を、そして節２．４にインタフェース（グローバル呼番号

状態）の状態を規定する。 

  本節では、個々の呼の基本的な呼制御状態を規定する。これらの規定は、インタフェース自体の状態、

接続されている機器の状態、Ｄチャネルの状態あるいはＤチャネル上のシグナリングに用いる論理リンク

の状態には適用するものではない。何故なら、公衆用基地局－ディジタル網間インタフェースにおいては、

複数の呼が同時に存在するだろうし、それぞれの呼は各々異なる状態にあり、インタフェース自体の状態

も明白に規定できないからである。 

 

（注）新しい手順が開発された場合、状態やＳＤＬ図が追加定義されうる。 

 

  呼制御手順の詳細は、５章に記述されている。その詳細は３章で規定されている公衆用基地局－ディジ

タル網間インタフェースを介して転送されるメッセージ列や、公衆用基地局側とディジタル網側における

情報の処理と動作の見地から記述されている。 

  回線交換呼の呼制御の概略ＳＤＬ図及び詳細ＳＤＬ図は付属資料Ａに示されている。 
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  本標準はＢチャネルに関するものを規定する。 

2.1   回線交換呼 

  本節では回線交換呼の基本的な呼制御状態を規定する。呼制御の手順は、５章に記述されている。 

 

2.1.1   インタフェースの公衆用基地局側における呼の状態 

  公衆用基地局－ディジタル網間インタフェースの公衆用基地局側の呼の状態を本節で規定する。 

 

2.1.1.1   空（C0）[Null] 

  呼が存在しない状態。 

 

2.1.1.2   発呼（C1）[Call Initiated] 

  発信側の状態。公衆用基地局がディジタル網へ呼設定を要求した状態。 

 

2.1.1.3   分割発呼（C2）[Overlap Sending]                             

2.1.1.4   発呼受付（C3）[Outgoing Call Proceeding] 

  発信側の状態。呼設定に必要なすべての情報をディジタル網が受信したことの確認（「呼設定受付」

（CALL PROC））を公衆用基地局が受信した状態。 

 

2.1.1.5   呼出通知（C4）[Call Delivered] 

  発信側の状態。発信公衆用基地局が着信側で呼出が開始されていることの通知（「呼出」（ALERT））を

受信した状態。 

 

2.1.1.6   着呼（C6）[Call Present] 

  着信側の状態。公衆用基地局が呼設定要求を受信したが、まだなんらかの応答をしていない状態。 

 

2.1.1.7   呼出中（C7）[Call Received]  

  着信側の状態。着信側公衆用基地局が呼出（「呼出」（ALERT））を通知したがまだ応答していない状態。 

 

2.1.1.8   応答（C8）[Connect Request]  

  着信側の状態。公衆用基地局が呼に応答し、応答確認を待っている状態。 

 

2.1.1.9   着呼受付（C9）[Incoming Call Proceeding] 

  着信側の状態。公衆用基地局が動作の継続が可能で、かつ、呼設定に必要なすべての情報を受信したこ

との確認応答をした状態。 

 

2.1.1.10  通信中（C10）[Active]  

  着信側においては応答に対する確認（「応答確認」（CONN ACK））をディジタル網から受信した状態。

発信側においてはリモート側が呼に応答したことの通知を受信した状態。 

 

2.1.1.11  切断要求（C11）[Disconnect Request]  

  公衆用基地局がディジタル網にエンド・エンドコネクション（もし存在すれば）の切断復旧を要求し、

ディジタル網からの確認を待っている状態。 

 

＃ 
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2.1.1.12  切断通知（C12）[Disconnect Indication] 

  ディジタル網がエンド・エンドコネクション（もし存在すれば）を切断したことにより、公衆用基地局

が切断を通知された状態。 

 

2.1.1.13  中断要求（C15）[Suspend Request]                            

 

2.1.1.14  再開要求（C17）[Resume Request]                             

 

2.1.1.15  解放要求 (C19）[Release Request] 

  公衆用基地局がディジタル網に解放要求をし、ディジタル網からの確認を待っている状態。 

 

2.1.1.16  分割着呼（C25）[Overlap Receiving]                               

2.1.2   ディジタル網側の呼の状態 

  公衆用基地局－ディジタル網間インタフェースにおけるディジタル網側の呼の状態を本節で規定する。 

 

2.1.2.1   空（N0）[Null] 

  呼が存在しない状態。 

 

2.1.2.2   発呼（N1）[Call Initiated] 

  発信側の状態。ディジタル網が呼設定要求を受信し、まだなんらかの応答をしていない状態。 

 

2.1.2.3   分割発呼（N2）[Overlap Sending]                               

 

2.1.2.4   発呼受付（N3）[Outgoing Call Proceeding] 

  発信側の状態。ディジタル網が呼設定に必要なすべての情報を受信したことを、公衆用基地局に確認（「呼

設定受付」（CALL PROC））した状態。 

 

2.1.2.5   呼出通知（N4）[Call Delivered] 

  発信側の状態。ディジタル網がリモート側の呼出が開始されていることを通知した状態。 

 

2.1.2.6   着呼（N6）[Call Present] 

  着信側の状態。ディジタル網が呼設定要求（「呼設定」（SETUP））を送出し、まだなんらかの応答を受

信していない状態。 

 

2.1.2.7   呼出中（N7）[Call Received]  

  着信側の状態。ディジタル網は公衆用基地局から呼出中の通知を受信したが、まだ応答を受信していな

い状態。 

 

2.1.2.8   応答（N8）[Connecet Request] 

  着信側の状態。ディジタル網は公衆用基地局から応答を受信したが、まだ呼の応答確認を送信していな

い状態。 

 

＃ 

＃ 
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2.1.2.9   着呼受付（N9）[Incoming Proceeding]  

  着信側の状態。公衆用基地局から動作の継続が可能で、かつ、呼設定に必要なすべての情報を受信した

ことの確認応答（「呼設定受付」（CALL PROC））をディジタル網が受信した状態。 

 

2.1.2.10  通信中（N10）[Active]  

  着信側においてはディジタル網が着信公衆用基地局へ応答確認を送出した状態。発信側においてはディ

ジタル網でリモート側が呼に応答したことを通知した状態。 

 

2.1.2.11  切断要求（N11）[Disconnect Request]  

  ディジタル網が公衆用基地局からのエンド・エンドコネクション（もし存在すれば）の切断復旧要求を

受信した状態。 

 

2.1.2.12  切断通知（N12）[Disconnect Indication] 

  ディジタル網がエンド・エンドコネクション（もし存在すれば）を切断し、公衆用基地局・ディジタル

網コネクションの切断を通知した状態。 

 

2.1.2.13  中断要求（N15）[Suspend Request]                              

 

2.1.2.14  再開要求（N17）[Resume Request]                               

 

2.1.2.15  解放要求（N19）[Release Request] 

  ディジタル網が呼の解放を公衆用基地局に要求し、公衆用基地局からの確認を待っている状態。 

 

2.1.2.16  呼廃棄（N22）[Call Abort] 

  着信側の状態。着呼が成立する前にその呼が切断復旧されている状態。 

 

2.1.2.17  分割着呼（N25）[Overlap Receiving]                            

 

2.2   パケットモードアクセスコネクション                                

 本節では、ISDNバーチャルサーキットベアラサービスにアクセスするための基本的なパケットモードア

クセスコネクション制御状態を定義する（ケースＢ）。 

 アクセスコネクション制御手順は６章に記述されている。 

 

2.2.1 インタフェースの公衆用基地局側におけるアクセスコネクション状態 

公衆用基地局・ディジタル網インタフェースの公衆用基地局側のアクセスコネクションの状態を本節で

規定する。 

 

2.2.1.1 空（C0）[Null] 

 アクセスコネクションが存在しない状態。 

 

2.2.1.2 発呼（C1）[Call Initiated] 

 発信アクセスコネクションの状態。公衆用基地局がディジタル網へアクセスコネクション設定を要求し

た状態。 

＃ 

＃ 
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2.2.1.3 発呼受付（C3）[Outgoing Call Proceeding] 

 発信アクセスコネクションの状態。アクセスコネクション設定に必要なすべての情報をディジタル網が

受信したことの確認（「呼設定受付」（CALL PROC））を公衆用基地局が受信した状態。 

 

2.2.1.4 着呼（C6）[Call Present] 

 着信アクセスコネクションの状態。公衆用基地局がアクセスコネクション設定要求を受信したが、まだ

なんらかの応答をしていない状態。 

 

2.2.1.5 呼出中（C7）[Call Received] 

着信アクセスコネクションの状態。公衆用基地局が呼出（「呼出」（ALERT））を通知したが、まだ応答

していない状態。 

 

2.2.1.6 応答（C8）[Connect Request] 

 着信アクセスコネクションの状態。公衆用基地局がアクセスコネクションに応答し、応答確認を待って

いる状態。 

 

2.2.1.7 着呼受付（C9）[Incoming Call Proceeding] 

 着信アクセスコネクションの状態。公衆用基地局がアクセスコネクション設定に必要なすべての情報を

受信したことの確認応答をした状態。 

 

2.2.1.8 通信中（C10）[Active] 

 着信アクセスコネクションにおいては応答に対する確認（「応答確認」（CONN ACK））をディジタル網

から受信した状態。発信アクセスコネクションにおいては公衆用基地局がローカルディジタル網のアクセ

スコネクションが完了したことの通知を受信した状態。 

 

2.2.1.9 切断要求（C11）[Disconnect Request] 

 公衆用基地局がローカルディジタル網にアクセスコネクションの切断復旧を要求し、ローカルディジタ

ル網からの確認を待っている状態。 

 

2.2.1.10  切断通知（C12）[Disconnect Indication] 

 ディジタル網がエンド・アクセスコネクション（もし存在すれば）を切断したことにより、公衆用基地

局が切断を通知された状態。 

 

2.2.1.11  解放要求（C19）[Release Request] 

 公衆用基地局がディジタル網にアクセスコネクション解放要求をし、ディジタル網からの確認を待って

いる状態。 

 

2.2.2 インタフェースにおけるディジタル網側のアクセスコネクション状態 

 公衆用基地局・ディジタル網インタフェースにおけるディジタル網側の状態を本節で規定する。 

 

2.2.2.1 空（N0）[Null] 

 アクセスコネクションが存在しない状態。 
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2.2.2.2 発呼（N1）[Call Initiated] 

  発信アクセスコネクションの状態。ディジタル網がアクセスコネクション設定要求を受信し、まだなん

らかの応答をしていない状態。 

 

2.2.2.3 発呼受付（N3）[Outgoing Call Proceeding] 

 発信アクセスコネクションの状態。ディジタル網がアクセスコネクション設定に必要なすべてのアクセ

スコネクション情報を受信したことを、公衆用基地局に確認（「呼設定受付」（CALL PROC））した状態。 

 

2.2.2.4 着呼（N6）[Call Present] 

 着信アクセスコネクションの状態。ディジタル網がアクセスコネクション設定要求（「呼設定」（SETUP））

を送出し、まだなんらかの応答を受信していない状態。 

 

2.2.2.5 呼出中（N7）[Call Received] 

 着信アクセスコネクションの状態。ディジタル網は公衆用基地局呼出中の通知を受信したが、まだ応答

を受信していない状態。 

 

2.2.2.6 応答（N8）[Connect Request] 

 着信アクセスコネクションの状態。ディジタル網は応答を受信したが、まだアクセスコネクションの応

答確認を送信していない状態。 

 

2.2.2.7 着呼受付（N9）[Incoming Call Proceeding] 

 着信アクセスコネクションの状態。着信公衆用基地局からアクセスコネクション設定に必要なすべての

アクセスコネクション情報を受信したことの確認応答（「呼設定受付」（CALL PROC））を、ディジタル

網が受信した状態。 

 

2.2.2.8 通信中（N10）[Active] 

 着信アクセスコネクションにおいてはディジタル網が着信公衆用基地局へ応答確認を送出した状態。発

信アクセスコネクションにおいては、ローカルディジタル網がアクセスコネクションが完了したことを通

知した状態。 

 

2.2.2.9 切断要求（N11）[Disconnect Request] 

 ディジタル網が公衆用基地局からのアクセスコネクションの切断復旧要求を受信した状態。 

 

2.2.2.10  切断通知（N12）[Disconnect Indication] 

 ディジタル網が公衆用基地局・ディジタル網アクセスコネクションの切断を通知した状態 

 

2.2.2.11  解放要求（N19）[Release Request] 

 ディジタル網がアクセスコネクションの解放を公衆用基地局に要求し、公衆用基地局からの確認を待っ

ている状態。 

 

2.2.2.12  呼廃棄（N22）[Call Abort] 

 着信アクセスコネクションの状態。アクセスコネクションが成立する前に、そのアクセスコネクション
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が切断復旧されている状態。 

 

2.3   一時信号接続                                                      

 

2.4   グローバル呼番号に対応した状態 

  本節では、グローバル呼番号を用いるプロトコルの状態を定義する。 

  初期設定のためのグローバル呼番号の使用手順は、節５．５に記述されている。 

  各インタフェース毎に、ただ１つのグローバル呼番号が存在する。 

 

2.4.1   インタフェースの公衆用基地局側における呼状態 

  公衆用基地局－ディジタル網間インタフェースの公衆用基地局側の状態を、本節で規定している。 

 

2.4.1.1   空（Rest 0）[Null] 

  未処理状態。 

 

2.4.1.2   初期設定要求（Rest 1）[Restart Request]  

  公衆用基地局が初期設定要求を送信したが、ディジタル網からの確認応答を、まだ受信していない状態。 

 

2.4.1.3   初期設定（Rest 2）[Restart]  

  ディジタル網から初期設定の要求を受信し、すべてのローカルアクティブ呼番号から応答を、まだ受信

していない状態。 

 

2.4.2   インタフェースのディジタル網側における呼状態 

  公衆用基地局－ディジタル網間インタフェースのディジタル網側の状態を、本節で規定する。 

 

2.4.2.1   空（Rest 0）[Null] 

  未処理状態。 

 

2.4.2.2   初期設定要求（Rest 1）[Restart Request]  

  ディジタル網が初期設定要求を送信したが、公衆用基地局から確認応答を、まだ受信していない状態。 

 

2.4.2.3   初期設定（Rest 2）[Restart]  

  公衆用基地局から初期設定を受信し、すべてのローカルアクティブ呼番号から応答を、まだ受信してい

ない状態。 

 

３．メッセ－ジの機能定義と内容 
  本章は、ＪＴ－Ｑ９３１－ｂメッセージ構成の概要について、各メッセージの機能の定義及び内容（す

なわち意味）に注目して述べている。各規定は、以下を含む。 

  a)   メッセージの転送方向、定義区間及び使用法の簡潔な記述を示す。定義区間としては以下の用語が

使われている。 

    １．定義区間「ローカル」とは、発アクセスまたは着アクセスのどちらか一方に関連すること。 

    ２．定義区間「アクセス」とは、ディジタル網内に関連せず、発アクセス及び着アクセスに関連する

こと。 

＃ 
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    ３．定義区間「デュアル」とは、発アクセスまたは着アクセス及びディジタル網内に関連すること。 

    ４．定義区間「グローバル」とは、発アクセス及び着アクセスに関連しかつディジタル網に関連する

こと。 

  b)   メッセージ内のコード群：０の情報要素を出現順（全てのメッセージ種別に共通）に示した表。各

情報要素に対して、表は以下のものを示す。 

    １．情報要素を規定する本仕様の項番。 

    ２．情報要素が送信されうる方向。例、公衆用基地局からディジタル網（‘ｃ→ｎ’）、ディジタル

網から公衆用基地局（‘ｎ→ｃ’）、もしくは（‘両方向’）。   

    ３．必須（‘Ｍ’）、もしくはオプション（‘Ｏ’）。 

        ‘Ｏ’指定の各場合において、対応する注釈は情報要素が含まれる環境を記述する。 

    ４．情報長欄の‘＊’は情報要素長の最大オクテット数を規定せず、ディジタル網またはサービスに

依存し得ることを示す。 

 

     （注）－ 全てのメッセージは、他のコード群５、６、７の情報要素と節 4.5.2 ～節 4.5.4 で記述され

たコーディングルールに従った固定シフトと一時シフト情報要素を含み得る。これらは、

第３章の各表には含まれていない。 

 

  c)  必要に応じた詳細な注釈。 

 

3.1   回線交換モード接続制御用メッセージ 

表３－１／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂに、回線交換モード接続制御用メッセージを要約する。  

 

表３－１／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂ 

回線交換モード接続制御用メッセージ 

   

 参    照 

 

 

 

 

 

 

 

  呼設定用メッセージ 

    呼出（ALERTing) 

    呼設定受付 (CALL PROCeeding) 

    応答 (CONNect) 

    応答確認 (CONNect ACKnowledge) 

    経過表示 (PROGress) 

    呼設定 (SETUP) 

 

        3.1.1 

        3.1.2 

        3.1.3 

        3.1.4 

        3.1.8 

        3.1.14 

 

 

 

 

  呼切断復旧用メッセージ 

    切断 (DISConnect) 

    解放 (RELease) 

    解放完了 (RELease COMPlete) 

 

        3.1.5 

        3.1.9 

        3.1.10 

 

 

 

 

  その他のメッセージ 

    通知 (NOTIFY) 

    分割 (SEGMENT) 

    状態表示 (STATUS) 

    状態問合 (STATUS ENQuiry) 

 

        3.1.7 

  付属資料 H（注１） 

    3.1.16 

        3.1.17 

注１ 付属資料Ｈで定義されるオプションのメッセージ分割手順が実装されている場合、メッセージ分割が



  － 9 － ＪＴ－Ｑ９３１－ｂ 

必要である。 
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3.1.1   「呼出」(ALERTing) 

  本メッセージは、着信公衆用基地局の呼出が開始されたことを示すために、着信公衆用基地局から転送

され、そしてディジタル網から発信公衆用基地局に転送される。 

 (参照  表 3-2/JT-Q931-b)  

  

表３－２／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂ 

「呼出」(ALERT) メッセージ内容 

 

メッセージ種別：呼出 

定義区間      ：グローバル 

方向          ：両方向  

 

情  報  要  素 参  照 方  向 種  別 情報長 

プロトコル識別子     4.2 両方向 Ｍ １ 

呼番号     4.3 両方向 Ｍ ３ 

メッセージ種別     4.4 両方向 Ｍ １ 

経過識別子     4.5.23 ｎ→ｃ Ｏ（注） ２～４ 

 

  注－インタワーキングの事象の場合、本メッセージに含まれる。ディジタル網から公衆用基地局の方向

で、インバンド情報／パターンを提供する接続の場合、本メッセージに含まれる。  
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3.1.2   「呼設定受付」 (CALL PROCeeding)  

本メッセージは、要求された呼設定が開始され、これ以上の呼設定情報は受付られないことを表示する

ためにディジタル網から発信公衆用基地局にあるいは着信公衆用基地局からディジタル網へ転送される。   

(参照  表 3-3/JT-Q931-b) 

 

表３－３／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂ 

「呼設定受付」(CALL PROC) メッセージ内容 

 

  メッセージ種別：呼設定受付 

  定義区間      ：ローカル 

  方向          ：両方向 

 

情  報  要  素 参  照 方  向 種  別 情報長 

プロトコル識別子     4.2    両方向      Ｍ      １ 

呼番号     4.3    両方向      Ｍ      ３ 

メッセージ種別     4.4    両方向      Ｍ      １ 

チャネル識別子     4.5.13    両方向  Ｏ（注１）    ２～＊ 

経過識別子     4.5.23    ｎ→ｃ  Ｏ（注２）    ２～４ 

 

  注１－ディジタル網から公衆用基地局の方向で本メッセージが「呼設定」(SETUP) メッセージに対する

応答の最初のメッセージである場合、チャネル識別子情報要素は必須である。 

        公衆用基地局からディジタル網の方向で本メッセージが「呼設定」(SETUP) メッセージに対する

応答の最初のメッセージで、公衆用基地局が「呼設定」(SETUP) メッセージで指示されたＢ－チ

ャネルを受付ない場合、チャネル識別子情報要素は必須である。 

  注２－インタワーキングの事象の場合、本メッセージに含まれる。ディジタル網から公衆用基地局の方

向で、インバンド情報／パターンを提供する接続の場合、本メッセージに含まれる。 
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3.1.3   「応答」(CONNect)  

  本メッセージは、着信公衆用基地局が呼を受付たことを通知するために着信公衆用基地局からディジタ

ル網に、またディジタル網から発信公衆用基地局に送られる。 

（参照  表 3-4/JT-Q931-b)                                                         

 

表３－４／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂ 

「応答」(CONN)メッセージ内容 

 

  メッセージ種別：応答 

  定義区間      ：グローバル 

方向          ：両方向                     

 

情  報  要  素 参  照 方  向 種  別 情報長 

プロトコル識別子     4.2 両方向 Ｍ １ 

呼番号     4.3 両方向 Ｍ ３ 

メッセージ種別     4.4 両方向 Ｍ １ 

経過識別子     4.5.23 両方向 Ｏ（注１） ２～４ 

低位レイヤ整合性     4.5.19 両方向 Ｏ（注２） ２～１８ 

 

  注１－インタワーキングの事象、もしくはインバンド情報／パターンを提供する場合、本メッセージに

含まれる。 

  注２－応答する側が発信側に対して低位レイヤ整合性情報を返送したい場合、公衆用基地局の方からデ

ィジタル網の方向において本メッセージに含まれる。着信側が低位レイヤ整合性情報要素を含ん

だ応答を行った場合に、ディジタル網から公衆用基地局の方向において含まれる。低位レイヤ整

合性交渉に対してオプションとして含まれるが、発信側に対して本情報要素を転送しないディジ

タル網も有り得る。（付属資料Ｊ参照） 
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3.1.4   「応答確認」(CONNect ACKnowledge)  

本メッセージはどの公衆用基地局が呼を与えられたかを示すためにディジタル網から着信公衆用基地局

に送られる。また、対称な呼制御手順を可能とするために発信公衆用基地局からディジタル網に送信され

得る。  (参照  表 3-5/JT-Q931-b) 

 

表３－５／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂ 

「応答確認」(CONN ACK)メッセージ内容 

 

メッセージ種別：応答確認 

定義区間      ：ローカル 

方向          ：両方向 

 

情  報  要  素 参  照 方  向 種  別 情報長 

プロトコル識別子 4.2 両方向 Ｍ １ 

呼番号 4.3 両方向 Ｍ ３ 

メッセージ種別 4.4 両方向 Ｍ １ 

 

 

3.1.5   「切断」(DISConnect) 

本メッセージはエンド・エンド接続を切断復旧することをディジタル網に要求するために、公衆用基地

局より、もしくはエンド・エンド接続が切断復旧されたことを表示するためにディジタル網により送られ

る。  （参照  表 3-6/JT-Q931-b) 

 

表３－６／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂ 

「切断」(DISC)メッセージ内容 

 

メッセージ種別：切断 

定義区間      ：グローバル 

方向          ：両方向 

 

情  報  要  素 参  照 方  向 種  別 情報長 

  プロトコル識別子      4.2     両方向       Ｍ       １ 

  呼番号      4.3     両方向       Ｍ       ３ 

  メッセージ種別      4.4     両方向       Ｍ       １ 

  理由表示      4.5.12     両方向       Ｍ     ４～３２ 

  経過識別子      4.5.23    （注１)   Ｏ（注２）     ２～４ 

 

  注１－ディジタル網から公衆用基地局の方向ではディジタル網がインバンドトーンを提供する場合、本

メッセージに含まれる。 

  注２－インバンドトーンが提供される場合、ディジタル網によって本メッセージに含まれる。  
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3.1.6   「付加情報」(INFOrmation)                                        

 

3.1.7   「通知」（NOTIFY） 

  本メッセージはディジタル網から、ユーザ中断のような呼に関する情報を表示するために転送する。  

（参照  表 3-8 /JT-Q931-b） 

 

表３－８／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂ 

「通知」(NOTIFY)メッセージ内容 

 

メッセージ種別：通知  

定義区間      ：アクセス 

方向          ：ｎ→ｃ 

 

情  報  要  素 参  照 方  向 種  別 情報長 

プロトコル識別子     4.2     ｎ→ｃ      Ｍ     １ 

呼番号     4.3     ｎ→ｃ      Ｍ     ３ 

メッセージ種別     4.4     ｎ→ｃ      Ｍ     １ 

通知識別子     4.5.22     ｎ→ｃ      Ｍ     ３ 

 

 

3.1.8   「経過表示」（PROGress） 

本メッセージは、インタワーキングが生じた時、またはインバンド情報／パターンを提供する時、これ

らの事象を呼の過程として表示するのにディジタル網からもしくは公衆用基地局から転送される。 

（参照  表 3-9 /JT-Q931-b） 

  

表３－９／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂ 

「経過表示」(PROG)メッセージ内容 

  

  メッセージ種別：経過表示 

  定義区間      ：グローバル 

方向          ：両方向 

 

情  報  要  素 参  照 方  向 種  別 情報長 

プロトコル識別子    4.2    両方向      Ｍ     １ 

呼番号    4.3    両方向      Ｍ     ３ 

メッセージ種別    4.4    両方向      Ｍ     １ 

理由表示    4.5.12    両方向    Ｏ（注）   ２～32 

経過識別子    4.5.23    両方向      Ｍ     ４ 

 

  注－公衆用基地局またはディジタル網がインバンド情報／パターンの提供に関する付加的な情報を提供

するために本メッセージに含まれる。 

＃ 
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3.1.9   「解放」（RELease） 

  本メッセージは公衆用基地局もしくはディジタル網のいずれか一方から送信され、本メッセージを送信

している装置がチャネル（もしあれば）を既に切断したことを示し、チャネルと呼番号を解放するために

送信される。さらに「解放」(REL) メッセージを受信した装置ではチャネルを解放し、さらに「解放完了」

(REL COMP)メッセージを送信したあと呼番号を解放する準備をする。（参照  表 3-10/JT-Q931-b）                        

 

表３－１０／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂ 

「解放」(REL) メッセージ内容 

 

  メッセージ種別：解放 

  定義区間      ：ローカル（注１） 

  方向          ：両方向 

 

情  報  要  素 参  照 方  向 種  別 情報長 

プロトコル識別子    4.2    両方向      Ｍ      １ 

呼番号    4.3    両方向      Ｍ      ３ 

メッセージ種別    4.4    両方向      Ｍ      １ 

理由表示    4.5.12    両方向  Ｏ（注２）    ２～32 

 

  注１－本メッセージはローカルな意味を持つ。しかしながら、最初の呼切断復旧メッセージとして使用

される時はグローバルな意味をもつ情報を転送し得る。 

  注２－本メッセージが最初の呼切断復旧メッセージである場合は必須である。また、エラー処理条件の

結果として「解放」(REL) メッセージが送信される場合も本メッセージに含まれる。 
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3.1.10  「解放完了」(RELease COMPlete) 

  本メッセージは公衆用基地局もしくはディジタル網のいずれか一方から送信される。本メッセージを送

信している装置がチャネル（もしあれば）および呼番号を解放したことを示す。解放されたチャネルは再

利用が可能となり、さらに本メッセージを受信した装置は呼番号を解放する。  （参照  表 3-11/JT-Q931-b）                  

 

表３－１１／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂ 

「解放完了」(REL COMP)メッセージ内容 

 

  メッセージ種別：解放完了 

  定義区間      ：ローカル（注１） 

方向          ：両方向 

  

情  報  要  素 参  照 方  向 種  別 情報長 

プロトコル識別子     4.2    両方向      Ｍ      １ 

呼番号     4.3    両方向      Ｍ      ３ 

メッセージ種別     4.4    両方向      Ｍ      １ 

理由表示     4.5.12    両方向  Ｏ（注２）    ２～32 

 

  注１－本メッセージはローカルな意味を持つ。しかしながら、最初の呼切断復旧メッセージとして使用

される場合はグローバルな意味をもつ情報を転送し得る。 

  注２－本メッセージが最初の呼切断復旧メッセージである場合は必須である。また、エラー処理条件の

結果として「解放完了」(REL COMP)メッセージが送信される場合も本メッセージに含まれる。   
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3.1.11  「再開」(RESume)                                                

 

3.1.12  「再開確認」(RESume ACKnowledge)                                

 

3.1.13  「再開拒否」(RESume REJect)                                     

 

3.1.14  「呼設定」(SETUP)  

  本メッセージは発信公衆用基地局からディジタル網へ、もしくはディジタル網から着信公衆用基地局に

呼設定を開始するために転送される。（参照  表 3-15/JT-Q931-b）  

 

表３－１５／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂ 

「呼設定」(SETUP) メッセージ内容 

 

  メッセージ種別：呼設定 

  定義区間      ：グローバル 

方向          ：両方向 

 

情  報  要  素 参  照 方  向 種  別 情報長 

プロトコル識別子    4.2    両方向     Ｍ     １ 

呼番号    4.3    両方向     Ｍ     ３ 

メッセージ種別    4.4    両方向     Ｍ     １ 

伝達能力    4.5.5    両方向     Ｍ   ４～10 

チャネル識別子    4.5.13    両方向 Ｏ（注１）   ２～＊ 

経過識別子    4.5.23    両方向 Ｏ（注２）   ２～４ 

発番号    4.5.10    両方向 Ｏ（注３）   ２～＊ 

発サブアドレス    4.5.11    両方向 Ｏ（注４）   ２～23 

着番号    4.5.8    両方向     Ｍ   ２～＊ 

着サブアドレス    4.5.9    両方向 Ｏ（注５）   ２～23 

繰り返し表示    4.5.24    両方向 Ｏ（注６）     １ 

低位レイヤ整合性    4.5.19    両方向 Ｏ（注７）   ２～18 

高位レイヤ整合性    4.5.17    両方向 Ｏ（注８）   ２～５ 

 

  注１－本情報要素はディジタル網から公衆用基地局への方向において必須。公衆用基地局からディジタ

ル網への方向においては、公衆用基地局がチャネルを表示することを要求する場合、本メッセー

ジに含まれる。 

        含まれない場合は、“任意チャネルの受付可能”とみなして解釈される。 

  注２－インタワーキングの事象、もしくはインバンド情報／パターンを提供する接続の場合に本メッセ

ージに含まれる。 

  注３－発信側識別のために、発信公衆用基地局またはディジタル網からの本メッセージに含まれ得る。

基本呼制御では、ディジタル網から公衆用基地局方向には含まれないことがある。公衆用基地局

からディジタル網の方向には、必須である。 

  注４－発信側が発サブアドレスの表示を行いたい場合は、公衆用基地局からディジタル網への方向で本

メッセージに含まれる。基本呼制御において、ディジタル網から公衆用基地局方向に含まれ得る。 

＃ 

＃ 

＃ 
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  注５－発信公衆用基地局が着サブアドレスの表示を行いたい場合は、公衆用基地局からディジタル網へ

の方向で本メッセージに含まれる。「呼設定」(SETUP) メッセージの中に着サブアドレス情報要

素を含めているならば、ディジタル網から公衆用基地局の方向で、本メッセージに含まれる。 

 注６－低位レイヤ整合性交渉のため、２つまたはそれ以上の低位レイヤ整合性情報要素が含まれ得る。 

 注７－発信側が、着信側に対して低位レイヤ整合性情報を与えたい場合、公衆用基地局からディジタル

網の方向で本メッセージに含まれる。もし、発信側が低位レイヤ整合性情報要素を含んだ発信を

行うならば、ディジタル網から公衆用基地局の方向で本メッセージに含まれる。低位レイヤ整合

性交渉手順を利用する場合、優先順位の高いものからならべられた２つ、３つあるいは４つの情

報要素が含まれ得る。すなわち、最優先のものが最初になる。（付属資料Ｊ参照） 

 注８－発信側が、着信側に対して高位レイヤ整合性情報を与えたい場合、公衆用基地局からディジタル

網の方向で本メッセージに含まれる。もし、発信側が高位レイヤ整合性情報要素を含んだ発信を

行なうならば、ディジタル網から公衆用基地局の方向で本メッセージに含まれる。 

 

 

3.1.15  「呼設定確認」(SETUP ACKnowledge)                               

 

3.1.16  「状態表示」(STATUS) 

  本メッセージは「状態問合」(STATUS ENQ)メッセージに対する応答として、または節 5.8 に示されるエ

ラー状態を通知するために呼の生起期間中の任意の時点で公衆用基地局またはディジタル網から送信され

る。   (参照  表 3-17/JT-Q931-b)  

 

表 3-17／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂ 

「状態表示」(STATUS)メッセージ内容 

 

  メッセージ種別：状態表示 

  定義区間      ：ローカル 

方向          ：両方向 

 

情  報  要  素 参  照 方  向 種  別 情報長 

プロトコル識別子    4.2    両方向     Ｍ     １ 

呼番号    4.3    両方向     Ｍ     ３ 

メッセージ種別    4.4    両方向     Ｍ     １ 

理由表示    4.5.12    両方向     Ｍ   4 ～32 

呼状態    4.5.7    両方向     Ｍ     ３ 

＃ 



  － 19 － ＪＴ－Ｑ９３１－ｂ 

3.1.17  「状態問合」(STATUS ENQuiry) 

  本メッセージは、公衆用基地局もしくはディジタル網によって、レイヤ３の同位エンティティからの「状

態表示」(STATUS)メッセージ要求がある場合いつでも送信される。また「状態問合」(STATUS ENQ)メッ

セージに対する応答としての「状態表示」(STATUS)メッセージ送出は必須である。  ( 参照  表 3-18／

JT-Q931-b) 

 

表 3-18／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂ 

「状態問合」(STATUS ENQ)メッセージ内容 

 

  メッセージ種別：状態問合 

  定義区間      ：ローカル 

方向          ：両方向 

 

情  報  要  素 参  照 方  向 種  別 情報長 

プロトコル識別子     4.2    両方向      Ｍ     １ 

呼番号     4.3    両方向      Ｍ     ３ 

メッセージ種別     4.4    両方向      Ｍ     １ 

 

 

3.1.18  「中断」(SUSPend)                                               

 

3.1.19  「中断確認」(SUSPend ACKnowledge)                               

 

3.1.20  「中断拒否」(SUSPend REJect)                                    

 

3.2   パケットモードアクセスコネクション用メッセージ                    

 表 3-22/JT-Q931-bに、X.31パケットモードアクセスコネクション用メッセージを要約する。 

表 3-22/JT-Q931-bは６章で定義されるケースＢ（ISDNバーチャルサーキット・サービスへのパケット交

換アクセス）に対して用いられる。ケースＡ（PSPDNサービスへの回線交換アクセス）に対しては、節 3.1

の表 3-1/JT-Q931-bが用いられる。 

 

表 3-22/JT-Q931-b パケットモードアクセスコネクション用メッセージ 

 

         参  照 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・アクセスコネクション設定用メッセージ 

 

  呼出 (ALERTing) 

 

  呼設定受付 (CALL PROCeeding) 

 

  応答 (CONNect) 

 

  応答確認 (CONNect ACKnowledge) 

 

 

3.2.1 

 

3.2.2 

 

3.2.3 

 

3.2.4 

＃ 

＃ 

＃ 

＃ 
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  経過表示 (PROGress) 

 

  呼設定 (SETUP) 

 

3.2.6 

 

3.2.9 

 

 

 

 

 

 

 

・アクセスコネクション切断復旧用メッセージ 

 

  切断 (DISConnect) 

 

  解放 (RELease) 

 

  解放完了 (RELease COMPlete) 

 

 

3.2.5 

 

3.2.7 

 

3.2.8 

 

 

 

 

 

・その他のメッセージ 

 

  状態表示 (STATUS) 

 

  状態問合 (STATUS ENQuiry) 

 

 

3.2.10 

 

3.2.11 
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3.2.1 「呼出」(ALERTing) 

 本メッセージは、着信公衆用基地局の呼出が開始されたことを示すために、着信公衆用基地局からディ

ジタル網に転送される。（参照 表 3-23/JT-Q931-b) 

 

表 3-23/JT-Q931-b 「呼出」(ALERT) メッセージ内容 

 

 メッセージ種別 ：呼出 

 定義区間    ：ローカル 

 方向      ：公衆用基地局からディジタル網へ 

情 報 要 素 参 照 方 向 種 別 情報長 

プロトコル識別子 4.2 ｃ→ｎ Ｍ １ 

呼番号 4.3 ｃ→ｎ Ｍ ２～＊ 

メッセージ種別 4.4 ｃ→ｎ Ｍ １ 

チャネル識別子 4.5.13 ｃ→ｎ Ｏ（注１） ２～＊ 

経過識別子 4.5.23 ｃ→ｎ Ｏ（注２） ２～４ 

 

 注１－本メッセージが「呼設定」(SETUP)メッセージに対する応答の最初のメッセージで公衆用基地局が

「呼設定」(SETUP)メッセージで指示されたチャネルを受付けない場合はチャネル識別子情報要素

は必須である。 

 注２－私設ディジタル網におけるインタワーキングの事象の場合、本メッセージに含まれる。 
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3.2.2 「呼設定受付」(CALL PROCeeding) 

 本メッセージは、要求されたアクセスコネクション設定が開始されたことを表示するためにディジタル

網から発信公衆用基地局にあるいは着信公衆用基地局からディジタル網へ転送される。 (参照  表

3-24/JT-Q931-b) 

 

表 3-24/JT-Q931-b 「呼設定受付」(CALL PROC) メッセージ内容 

 

 メッセージ種別 ：呼設定受付 

 定義区間    ：ローカル 

 方向      ：両方向 

情 報 要 素 参 照 方 向 種 別 情報長 

プロトコル識別子 4.2 両方向 Ｍ １ 

呼番号 4.3 両方向 Ｍ ２～＊ 

メッセージ種別 4.4 両方向 Ｍ １ 

チャネル識別子 4.5.13 両方向 Ｏ（注１） ２～＊ 

経過識別子 4.5.23 ｃ→ｎ Ｏ（注２） ２～４ 

表 示 4.5.16 ｎ→ｃ Ｏ（注３） （注４） 

 

 注１－ディジタル網から公衆用基地局の方向で本メッセージが「呼設定」(SETUP)メッセージに対する応

答の最初のメッセージである場合、チャネル識別子情報要素は必須である。 

公衆用基地局からディジタル網の方向で本メッセージが「呼設定」(SETUP)メッセージに対する応

答の最初のメッセージで、かつ、公衆用基地局が「呼設定」(SETUP)メッセージの中で指示された

Ｂ－チャネルを受付けない場合、チャネル識別子情報要素は必須である。 

 注２－インタワーキングの事象の場合、本メッセージに含まれ得る。ディジタル網から公衆用基地局方

向で、インバンド情報／パターンを提供する接続の場合、本メッセージに含まれる。公衆用基地

局からディジタル網の方向で、インバンド情報／パターンを提供する接続で、付属資料Ｋがイン

プリメントされている場合、本メッセージに含まれる。公衆用基地局からディジタル網の方向で、

節 5.11.3および節 5.12.3の手順に従う場合、本メッセージに含まれる。 

 注３－ディジタル網が、公衆用基地局に表示される情報を提供する場合、本メッセージに含まれる。 

 注４－最小の長さは２オクテットである。また、最大長はディジタル網に依存し、３４または８２オク

テットである。 
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3.2.3 「応答」(CONNect) 

 本メッセージは、アクセスコネクションを受付けたことを通知するために着信公衆用基地局からディジ

タル網に、またディジタル網から発信公衆用基地局に転送される。（参照 表 3-25/JT-Q931-b) 

 

表 3-25/JT-Q931-b 「応答」(CONN) メッセージ内容 

 

 メッセージ種別 ：応答 

 定義区間    ：ローカル 

 方向      ：両方向 

情 報 要 素 参 照 方 向 種 別 情報長 

プロトコル識別子 4.2 両方向 Ｍ １ 

呼番号 4.3 両方向 Ｍ ２～＊ 

メッセージ種別 4.4 両方向 Ｍ １ 

チャネル識別子 4.5.13 ｃ→ｎ Ｏ（注１） ２～＊ 

経過識別子 4.5.23 ｃ→ｎ Ｏ（注４） ２～４ 

表 示 4.5.16 ｎ→ｃ Ｏ（注２） （注３） 

 

 注１－本メッセージが「呼設定」(SETUP)メッセージに対する応答の最初のメッセージで公衆用基地局が

「呼設定」(SETUP)メッセージで指示されたチャネルを受付けない場合はチャネル識別子情報要素

は必須である。 

 注２－ディジタル網が、公衆用基地局に表示される情報を提供する場合、本メッセージに含まれる。 

 注３－最小の長さは２オクテットである。また、最大長はディジタル網に依存し、３４または８２オク

テットである。 

 注４－私設ディジタル網におけるインタワーキングの事象の場合、本メッセージに含まれる。 

 



 ＪＴ－Ｑ９３１－ｂ － 24 －  

3.2.4 「応答確認」(CONNect ACKnowledge) 

 本メッセージはどの公衆用基地局がアクセスコネクションを与えられたかを示すためにディジタル網か

ら着信公衆用基地局に送られる。また、対称なアクセスコネクション制御手順を可能とするために発信公

衆用基地局からディジタル網に送信され得る。(参照 表 3-26/JT-Q931-b) 

 

表 3-26/JT-Q931-b 「応答確認」(CONN ACK) メッセージ内容 

 

 メッセージ種別 ：応答確認 

 定義区間    ：ローカル 

 方向      ：両方向 

情 報 要 素 参 照 方 向 種 別 情報長 

プロトコル識別子 4.2 両方向 Ｍ １ 

呼番号 4.3 両方向 Ｍ ２～＊ 

メッセージ種別 4.4 両方向 Ｍ １ 

表 示 4.5.16 ｎ→ｃ Ｏ（注１） （注２） 

 

 注１－ディジタル網が、公衆用基地局に表示される情報を提供する場合、本メッセージに含まれる。 

 注２－最小の長さは２オクテットである。また、最大長はディジタル網に依存し、３４または８２オク

テットである。 
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3.2.5 「切断」(DISConnect) 

 本メッセージはアクセスコネクションを切断復旧することをディジタル網に要求するために、公衆用基

地局より、もしくはアクセスコネクションが切断復旧されたことを表示するためにディジタル網により公

衆用基地局へ転送される。（参照  表 3-27/JT-Q931-b) 

 

表 3-27/JT-Q931-b 「切断」(DISC) メッセージ内容 

 

 メッセージ種別 ：切断 

 定義区間    ：ローカル 

 方向      ：両方向 

情 報 要 素 参 照 方 向 種 別 情報長 

プロトコル識別子 4.2 両方向 Ｍ １ 

呼番号 4.3 両方向 Ｍ ２～＊ 

メッセージ種別 4.4 両方向 Ｍ １ 

理由表示 4.5.12 両方向 Ｍ ４～32 

表 示 4.5.16 ｎ→ｃ Ｏ（注１） （注２） 

ユーザ・ユーザ 4.5.30 ｃ→ｎ Ｏ（注３） （注４） 

 

 注１－ディジタル網が、公衆用基地局に表示される情報を提供する場合、本メッセージに含まれる。 

 注２－最小の長さは２オクテットである。また、最大長はディジタル網に依存し、３４または８２オク

テットである。 

 注３－アクセスコネクションがまだ「通信中」状態に達していないならば、ユーザ・ユーザ情報要素は

送出され得る。しかし、JT-X25手順が本情報転送に用いられた後のアクセスコネクションの「通

信中状態」への移行の後には、ユーザ・ユーザ情報要素は送出されない。 

 注４－最小の長さは２オクテットである。また、標準の最大デフォルト長は１３１オクテットである。 
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3.2.6 「経過表示」(PROGress) 

 本メッセージは、私設ディジタル網におけるインタワーキングの事象が生じた時、これらの事象をアク

セスコネクション設定の経過として表示するのに着信公衆用基地局から転送される。（参照  表

3-28/JT-Q931-b) 

 

表 3-28/JT-Q931-b 「経過表示」(PROG) メッセージ内容 

 

 メッセージ種別 ：経過表示 

 定義区間    ：ローカル 

 方向      ：公衆用基地局からディジタル網へ 

情 報 要 素 参 照 方 向 種 別 情報長 

プロトコル識別子 4.2 ｃ→ｎ Ｍ １ 

呼番号 4.3 ｃ→ｎ Ｍ ２～＊ 

メッセージ種別 4.4 ｃ→ｎ Ｍ １ 

理由表示 4.5.12 ｃ→ｎ Ｏ（注１） ２～32 

経過識別子 4.5.23 ｃ→ｎ Ｍ ４ 

 

 注１－着信公衆用基地局から付加情報を提供するために含まれる。 
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3.2.7 「解放」(RELease) 

 本メッセージは公衆用基地局もしくはディジタル網のいずれか一方から送信され、本メッセージを送信

している装置がチャネル（もしあれば）を既に切断したことを示し、チャネルと呼番号を解放するために

送信される。さらに「解放」(REL)メッセージを受信した側ではチャネルを解放し、さらに「解放完了」(REL 

COMP)メッセージを送信したあと呼番号を解放する準備をする。本メッセージは、アクセスコネクション

が、Ｄチャネル又は存在するチャネル上で与えられたこと及び、ディジタル網が呼番号を解放する意図が

あることを表示するためにディジタル網から公衆用基地局へ送出される。(参照 表 3-29/JT-Q931-b) 

 

表 3-29/JT-Q931-b 「解放」(REL) メッセージ内容 

 

 メッセージ種別 ：解放 

 定義区間    ：ローカル（注１） 

 方向      ：両方向 

情 報 要 素 参 照 方 向 種 別 情報長 

プロトコル識別子 4.2 両方向 Ｍ １ 

呼番号 4.3 両方向 Ｍ ２～＊ 

メッセージ種別 4.4 両方向 Ｍ １ 

理由表示 4.5.12 両方向 Ｏ（注２） ２～32 

表 示 4.5.16 ｎ→ｃ Ｏ（注３） （注４） 

ユーザ・ユーザ 4.5.30 ｃ→ｎ Ｏ（注５） （注６） 

 

 注１－本メッセージはローカルな意味を持つ。しかしながら、最初の切断復旧メッセージとして使用さ

れる場合はグローバルな意味をもつ情報を転送し得る。 

 注２－本メッセージが最初の切断復旧メッセージである場合は必須である。また、エラー処理条件の結

果として「解放」(REL)メッセージが送信される場合も本メッセージに含まれる。 

 注３－ディジタル網が、公衆用基地局に表示される情報を提供する場合、本メッセージに含まれる。 

 注４－最小の長さは２オクテットである。また、最大長はディジタル網に依存し、３４または８２オク

テットである。 

 注５－「解放」(REL)メッセージが最初の切断復旧メッセージであり、アクセスコネクションが、まだ「通

信中」状態に移行しておらず、さらに、JT-Q931-b/JT-X25 マッピングサービスがディジタル網に

より提供される場合に、ユーザ・ユーザ情報要素は送出され得る。 

しかし、JT-X25手順が本情報転送のために使用されてからのアクセスコネクションの「通信中」

状態への移行の場合には、ユーザ・ユーザ情報要素は送出されない。 

 注６－最小の長さは２オクテットである。また、標準の最大デフォルト長は１３１オクテットである。 
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3.2.8 「解放完了」(RELease COMPlete) 

 本メッセージは公衆用基地局もしくはディジタル網のいずれか一方から送信され、本メッセージを送信

している装置がチャネル（もしあれば）および呼番号を解放したことを示す。解放されたチャネルは再利

用が可能となり、さらに本メッセージを受信した装置は呼番号を解放する。 (参照 表 3-30/JT-Q931-b) 

 

表 3-30/JT-Q931-b 「解放完了」(REL COMP)メッセージ内容 

 

 メッセージ種別 ：解放完了 

 定義区間    ：ローカル（注１） 

 方向      ：両方向 

情 報 要 素 参 照 方 向 種 別 情報長 

プロトコル識別子 4.2 両方向 Ｍ １ 

呼番号 4.3 両方向 Ｍ ２～＊ 

メッセージ種別 4.4 両方向 Ｍ １ 

理由表示 4.5.12 両方向 Ｏ（注２） ２～32 

表 示 4.5.16 ｎ→ｃ Ｏ（注３） （注４） 

ユーザ・ユーザ 4.5.30 ｃ→ｎ Ｏ（注５） （注６） 

 

 注１－本メッセージはローカルな意味を持つが、最初の切断復旧メッセージとして使用される時はグロ

ーバルな意味をもつ情報を転送し得る。 

 注２－本メッセージが最初の切断復旧メッセージである場合は必須である。また、エラー処理条件の結

果として「解放完了」(REL COMP)メッセージが送信される場合も本メッセージに含まれる。 

 注３－ディジタル網が、公衆用基地局に表示される情報を提供する場合、本メッセージに含まれる。 

 注４－最小の長さは２オクテットである。また、最大長はディジタル網に依存し、３４または８２オク

テットである。 

 注５－「解放完了」(REL COMP)メッセージが最初の切断復旧メッセージであり、アクセスコネクション

が、まだ「通信中」状態に移行しておらず、さらに、JT-Q931-b/JT-X25 マッピングサービスがデ

ィジタル網により提供される場合に、ユーザ・ユーザ情報要素は送出され得る。 

しかし、JT-X25手順が本情報転送のために使用されてからのアクセスコネクションの「通信中」

状態への移行の場合には、ユーザ・ユーザ情報要素は送出されない。 

 注６－最小の長さは２オクテットである。また、標準の最大デフォルト長は１３１オクテットである。 
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3.2.9 「呼設定」(SETUP) 

 本メッセージは発信公衆用基地局からディジタル網へ、もしくはディジタル網から着信公衆用基地局に

アクセスコネクション設定を開始するために転送される。（参照 表 3-31/JT-Q931-b） 

 

表 3-31/JT-Q931-b 「呼設定」(SETUP) メッセージ内容 

 

 メッセージ種別 ：呼設定 

 定義区間    ：ローカル 

 方向      ：両方向 

情 報 要 素 参 照 方 向 種 別 情報長 

プロトコル識別子 4.2 両方向 Ｍ １ 

呼番号 4.3 両方向 Ｍ ２～＊ 

メッセージ種別 4.4 両方向 Ｍ １ 

伝達能力 4.5 両方向 Ｍ（注１） ４～11 

チャネル識別子 4.5.3 両方向 Ｏ（注２） ２～＊ 

経過識別子 4.5.23 ｃ→ｎ Ｏ（注３） ２～４ 

表 示 4.5.16 ｎ→ｃ Ｏ（注４） （注５） 

情報速度 4.6.3 ｎ→ｃ Ｏ（注６） ２～６ 

エンド・エンド中継遅延 4.6.2 ｎ→ｃ Ｏ（注８） ２～11 

中継遅延選択表示 4.7.7 ｎ→ｃ Ｏ（注７） ２～５ 

ﾊﾟｹｯﾄﾚｲﾔﾊﾞｲﾅﾘﾊﾟﾗﾒｰﾀ 4.6.4 ｎ→ｃ Ｏ（注９） ２～３ 

ﾊﾟｹｯﾄﾚｲﾔｳｨﾝﾄﾞｳｻｲｽﾞ 4.6.5 ｎ→ｃ Ｏ（注 10） ２～４ 

パケットサイズ 4.6.6 ｎ→ｃ Ｏ（注 11） ２～４ 

閉域ユーザグループ 4.6.1 ｎ→ｃ Ｏ（注 12） ４～７ 

着信課金表示 4.6.8 ｎ→ｃ Ｏ（注 13） ３ 

発番号 4.5.10 Both Ｏ（注 14） ２～＊ 

発サブアドレス 4.5.11 Both Ｏ（注 15） ２～23 

着番号 4.5.8 ｎ→ｃ Ｏ（注 16） ２～＊ 

着サブアドレス 4.5.9 ｎ→ｃ Ｏ（注 17） ２～23 

転送元番号 4.6.7 ｎ→ｃ Ｏ（注 18） ２～＊ 

ユーザ・ユーザ 4.5.30 ｎ→ｃ Ｏ（注 19） （注 20） 

 

 注１－伝達能力情報要素は、もし適当であれば、パケットモードのアクセスコネクションを含む ITU-T

テレコミュニケーション・サービスを記述するのに用いることができる。 

 注２－本情報要素はディジタル網から公衆用基地局への方向において必須。公衆用基地局からディジタ

ル網への方向においては、公衆用基地局がチャネルを表示することを要求する場合、本メッセー

ジに含まれる。 

含まれない場合は、“任意チャネルの受付可能”とみなして解釈される。 

 注３－私設ディジタル網におけるインタワーキングの事象の場合、本メッセージに含まれる。 

 注４－ディジタル網が、公衆用基地局に表示される情報を提供する場合、本メッセージに含まれる。 

 注５－最小の長さは２オクテットである。また、最大長はディジタル網に依存し、３４または８２オク

テットである。 
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 注６－ディジタル網が JT-X25/JT-Q931-b 情報要素マッピングをインプリメントしており、かつ呼に対す

る情報転送速度を着信公衆用基地局へ表示する場合に、ディジタル網から公衆用基地局への方向

で本メッセージに含まれる。 

 注７－ディジタル網が JT-X25/JT-Q931-b 情報要素マッピングをインプリメントしており、かつ呼に対す

る最大許容中継遅延を着信公衆用基地局へ表示する場合に、ディジタル網から公衆用基地局への

方向で本メッセージに含まれる。 

 注８－ディジタル網が JT-X25/JT-Q931-b 情報要素マッピングをインプリメントしており、かつ呼に対す

るエンド・エンド中継遅延を着信公衆用基地局へ表示する場合に、ディジタル網から公衆用基地

局への方向で本メッセージに含まれる。 

 注９－ディジタル網が JT-X25/JT-Q931-b 情報要素マッピングをインプリメントしており、かつ呼に対す

るパケットレイヤバイナリパラメータを着信公衆用基地局へ表示する場合に、ディジタル網から

公衆用基地局への方向で、本メッセージに含まれる。 

 注 10－ディジタル網が JT-X25/JT-Q931-b情報要素マッピングをインプリメントしており、かつ呼に対す

るパケットレイヤウィンドウサイズを着信公衆用基地局へ表示する場合に、ディジタル網から公

衆用基地局への方向で、本メッセージに含まれる。 

 注 11－ディジタル網が JT-X25/JT-Q931-b情報要素マッピングをインプリメントしており、かつ呼に対す

るパケットサイズを着信公衆用基地局へ表示する場合に、ディジタル網から公衆用基地局の方向

で、本メッセージに含まれる。 

 注 12－ディジタル網が JT-X25/JT-Q931-b情報要素マッピングをインプリメントしており、かつ呼に属す

る閉域接続グループを着信公衆用基地局に表示する場合に、ディジタル網から公衆用基地局の方

向で、本メッセージに含まれる。 

 注 13－ディジタル網が JT-X25/JT-Q931-b情報要素マッピングをインプリメントしており、かつ呼に適用

される着信課金要求を着信公衆用基地局に表示する場合に、ディジタル網から公衆用基地局の方

向で、本メッセージに含まれる。 

 注 14－公衆用基地局・ディジタル網間での公衆用基地局識別が必要な場合に、公衆用基地局からディジ

タル網の方向で、本メッセージに含まれる。ディジタル網が JT-X25/JT-Q931-b 情報要素マッピン

グをインプリメントしており、かつ発番号を着信公衆用基地局への表示を行う場合に、ディジタ

ル網から公衆用基地局の方向で、本メッセージに含まれる。 

 注 15－公衆用基地局・ディジタル網間での公衆用基地局識別が必要な場合に、公衆用基地局からディジ

タル網の方向で、本メッセージに含まれる。ディジタル網が JT-X25/JT-Q931-b 情報要素マッピン

グをインプリメントしており、かつ発サブアドレスを着信公衆用基地局への表示を行う場合に、

ディジタル網から公衆用基地局の方向で、本メッセージに含まれる。 

 注 16－ディジタル網が JT-X25/JT-Q931-b情報要素マッピングをインプリメントしており、かつ着番号を

着信公衆用基地局への表示を行う場合に、ディジタル網から公衆用基地局の方向で、本メッセー

ジに含まれる。 

 注 17－ディジタル網が JT-X25/JT-Q931-b情報要素マッピングをインプリメントしており、かつ着サブア

ドレスを着信公衆用基地局への表示を行う場合に、ディジタル網から公衆用基地局の方向で、本

メッセージに含まれる。 

 注 18－ディジタル網が JT-X25/JT-Q931-b情報要素マッピングをインプリメントしており、かつ呼のコー

ル・ダイバージョンまたは転送が起動された番号を着信公衆用基地局へ表示を行う場合に、ディ

ジタル網から公衆用基地局の方向で、本メッセージに含まれる。 

 注 19－発信公衆用基地局が、公衆用基地局情報を含み、かつディジタル網が、JT-X25/JT-Q931-b 情報要

素マッピングをインプリメントする場合に、ディジタル網から公衆用基地局の方向で、本メッセ
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ージに含まれる。 

注 20－最小の長さは２オクテットである。また、標準の最大デフォルト長は１３１オクテットである。 
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3.2.10 「状態表示」(STATUS) 

 本メッセージは「状態問合」(STATUS ENQ)メッセージに対する応答として、または節 5.8に示されるエ

ラー状態を通知するために任意の時点で公衆用基地局またはディジタル網から送信される。（参照 表

3-32/JT-Q931-b） 

 

表 3-32/JT-Q931-b 「状態表示」(STATUS) メッセージ内容 

 

 メッセージ種別 ：状態表示 

 定義区間    ：ローカル 

 方向      ：両方向 

情 報 要 素 参 照 方 向 種 別 情報長 

プロトコル識別子 4.2 両方向 Ｍ １ 

呼番号 4.3 両方向 Ｍ ２～＊ 

メッセージ種別 4.4 両方向 Ｍ １ 

理由表示 4.5.12 両方向 Ｍ ４～32 

呼状態 4.5.7 両方向 Ｍ ３ 

表 示 4.5.16 ｎ→ｃ Ｏ（注１） （注２） 

 

 注１－ディジタル網が、公衆用基地局に表示される情報を提供する場合、本メッセージに含まれる。 

 注２－最小の長さは２オクテットである。また、最大長はディジタル網に依存し、３４または８２オク

テットである。 

 

3.2.11 「状態問合」(STATUS ENQuiry) 

 本メッセージは、公衆用基地局もしくはディジタル網によって、レイヤ３の同位エンティティからの「状

態表示」(STATUS)メッセージ要求がある場合いつでも送信される。また、「状態問合」(STATUS ENQ)メ

ッセージに対する応答としての「状態表示」 (STATUS)メッセージ送出は必須である。（参照  表

3-33/JT-Q931-b） 

 

表 3-33/JT-Q931-b 「状態問合」(STATUS ENQ）メッセージ内容 

 

 メッセージ種別 ：状態問合 

 定義区間    ：ローカル 

 方向      ：両方向 

情 報 要 素 参 照 方 向 種 別 情報長 

プロトコル識別子 4.2 両方向 Ｍ １ 

呼番号 4.3 両方向 Ｍ ２～＊ 

メッセージ種別 4.4 両方向 Ｍ １ 

表 示 4.5.16 ｎ→ｃ Ｏ（注１） （注２） 

 

 注１－ディジタル網が、公衆用基地局に表示される情報を提供する場合、本メッセージに含まれる。 

 注２－最小の長さは２オクテットである。また、最大長はディジタル網に依存し、３４または８２オク

テットである。 
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3.3   ユーザ信号ベアラサービス制御用メッセージ                          

 

3.4   グローバル呼番号を用いたメッセージ 

  表 3 －48／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂに、節 4.3 で定義されたグローバル呼番号用メッセージを要約する。 

 

表 3 －48／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂ 

グローバル呼番号用メッセージ 

 

   参    照 

 

 

 

 

 

  メッセージ 

    初期設定  (RESTart) 

    初期設定確認  (RESTart ACKnowledge) 

    状態表示  (STATUS) 

 

3.4.1 

3.4.2 

3.4.3 

＃ 
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3.4.1   「初期設定」(RESTart)  

  本メッセージは、公衆用基地局もしくはディジタル網から表示されたチャネルまたはインタフェースの

初期設定（アイドル状態に戻す）を要求するために転送する。 

 (参照  表 3-49/JT-Q931-b)  

 

表 3 －49／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂ 

「初期設定」(REST)メッセージ内容 

 

  メッセージ種別：初期設定 

  定義方向      ：ローカル 

方向          ：両方向 

 

情  報  要  素 参  照 方  向 種  別 情報長 

プロトコル識別子    4.2    両方向      Ｍ     １ 

呼番号    4.3    両方向  Ｍ（注 1）     ３ 

メッセージ種別    4.4    両方向      Ｍ     １ 

チャネル識別子    4.5.13    両方向  Ｏ (注 2）   ２～＊ 

初期設定表示    4.5.25    両方向      Ｍ     ３ 

 

  注 1－本メッセージは節 4.3 で定義されるグローバル呼番号と共に送られる。 

注 2－初期設定対象の特定のチャネルを表示する必要がある場合、本メッセージに含まれる。 

 

 

3.4.2   「初期設定確認」(RESTart ACKnowledge)  

  本メッセージは初期設定(REST)メッセージの受信を確認するため及び要求された初期設定が完了したこ

とを示すために転送される。  （参照  表 3-50/JT-Q931-b)  

 

表 3 －50／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂ 

「初期設定確認」(REST ACK)メッセージ内容 

 

  メッセージ種別：初期設定確認 

  定義方向      ：ローカル 

方向          ：両方向 

 

情  報  要  素 参  照 方  向 種  別 情報長 

プロトコル識別子    4.2    両方向      Ｍ     １ 

呼番号    4.3    両方向  Ｍ（注 1）     ３ 

メッセージ種別    4.4    両方向      Ｍ     １ 

チャネル識別子    4.5.13    両方向  Ｏ (注 2）   ２～＊ 

初期設定表示    4.5.25    両方向      Ｍ     ３ 

 

  注 1－本メッセージは節 4.3 で定義されるグローバル呼番号と共に送られる。 

注 2－既に初期設定されている特定のチャネルを表示する必要がある場合、本メッセージに含まれる。 
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3.4.3   「状態表示」(STATUS) 

  本メッセージは節 5.8 に示されるエラー状態を通知するために任意の時点で公衆用基地局またはディジ

タル網から送信される。  （参照  表 3-51/JT-Q931-b)  

 

表 3 －51／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂ 

「状態表示」(STATUS)メッセージ内容 

 

  メッセージ種別：状態表示 

  定義方向      ：ローカル 

方向          ：両方向 

 

情  報  要  素 参  照 方  向 種  別 情報長 

プロトコル識別子     4.2    両方向      Ｍ     １ 

呼番号     4.3    両方向  Ｍ（注）     ３ 

メッセージ種別     4.4    両方向      Ｍ     １ 

理由表示     4.5.12    両方向      Ｍ   4 ～32 

呼状態     4.5.7    両方向      Ｍ     ３ 

 

  注－本メッセージは節 4.3 で定義されるグローバル呼番号で転送され得る。 
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４．メッセージフォーマットと情報要素のコーディング 
  本節の図や文章では、メッセージ内容について規定する。各オクテット内では、ビットは、まずビット

１を最初に送出し、続いてビット２、ビット３と送出していく。同様にオクテットもオクテット１、オク

テット２という順番で送出する。 

 

4.1   概  要 

  本プロトコル内の各メッセージは、次の部分から構成されている。 

   (1) プロトコル識別子 

   (2) 呼番号 

   (3) メッセージ種別 

   (4) 他の情報要素 

  要素 (1)、 (2)、 (3)は、全てのメッセージに共通であり、含まれていなければならない。一方、要素 (4)

は各メッセージ種別に応じて規定される。この構成を図４－１／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂに例として示す。 

 

ビット    ８       ７       ６       ５       ４       ３       ２       １  オクテット 

 プロトコル識別子   １ 

 ０       ０       ０       ０ 呼番号長   ２ 

 呼番号値   ３ 

 ０ メッセージ種別       

 他の情報要素       

 

図４－１／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂ  通常メッセージ構成 

 

 

  メッセージには、公衆用基地局やディジタル網など特定の装置が必要とし、処理し得る以上の情報を持

つものもある。全ての装置は、メッセージに含まれている処理上、必要としない余分な情報を無視できる

ようにする必要がある。例えば、呼設定で表示される“発番号”が公衆用基地局にとって重要でないもの

なら、公衆用基地局はそれを無視する。 

  他の方法で規定する場合を除いては、特定の情報要素は、与えられたメッセージ内に一度のみ存在し得

る。 

・ 
・ 
・ 
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“デフォルト”とは、定義された値が、割り当てのない場合、もしくは複数個の値から選択する場合に使

用される。 

  呼番号値のように、フィールドが１オクテット以上に拡張されたとき、オクテット番号が大きくなるに

つれてビット値は小さくなる。フィールド内、最下位のビットは、そのフィールドの１番大きな番号のオ

クテットの１番小さなビットに相当する。 

 

4.2   プロトコル識別子 

  プロトコル識別子は、本標準内で定義される他のメッセージとユーザ網呼制御へのメッセージを識別す

るために用いられる。プロトコル識別子は、また他のＩＴＵ－Ｔ標準と本標準にコード化するＯＳＩ網レ

イヤプロトコル群と本標準のメッセージの識別もする。 

  プロトコル識別子は、各メッセージの１番目に配置される。表４－１／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂに示される

ようにコード化する。 

 

ビット     ８       ７       ６       ５       ４       ３       ２       １  オクテット 

 

 

 

JT-Q931-b  公衆用基地局－ディジタル網呼制御メッセージ 

 ０       １       ０       ０       ０       １       １       ０ 

プロトコル識別子 

 

  １ 

 

 

図４－２／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂ  プロトコル識別子 

 

 

プロトコル識別子の値は、表４－１／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂから用いたもの。 
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表４－１／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂ  プロトコル識別子 

 

８  ７  ６  ５    ４  ３  ２  １ 

０  ０  ０  ０    ０  ０  ０  ０     ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３１節 4.5.30の規定により 

 割り当てられる。メッセージプロトコル識別子に 

０  ０  ０  ０    ０  １  １  １     は使用不可。 

 

０  ０  ０  ０    １  ０  ０  ０     ＪＴ－Ｑ９３１/Ｉ．４５１ユーザ網呼制御メッセージ 

０  ０  ０  ０    １  ０  ０  １     ＪＴ－Ｑ２９３１ユーザ網呼制御メッセージ 

０  ０  ０  １    ０  ０  ０  ０     標準ＪＴ－Ｘ２５を含め他網レイヤあるいは、レ 

 イヤ３プロトコルのために予約済（注） 

０  ０  １  １    １  １  １  １ 

 

０  １  ０  ０    ０  ０  ０  ０     国内使用 

 

０  １  ０  ０    ０  ０  ０  １     国内使用    ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３１節 4.5.30 

       の規定により割り当てられる。メッセージプロト 

 コル識別子には使用不可。 

 

０  １  ０  ０    ０  ０  １  ０     国内使用     ＰＢＸ間ディジタルインタフェース 

 （共通チャネル信号方式） 

 

０  １  ０  ０    ０  ０  １  １     ＲＣＲ  ＳＴＤ-28 無線区間無線管理メッセージ 

０  １  ０  ０    ０  １  ０  ０     ＲＣＲ  ＳＴＤ-28 無線区間移動管理メッセージ 

０  １  ０  ０    ０  １  ０  １     ＲＣＲ  ＳＴＤ-28 無線区間呼制御メッセージ 

 

０  １  ０  ０    ０  １  １  ０     ＪＴ－Ｑ９３１－ｂ公衆用基地局－ディジタル網 

                  呼制御メッセージ 

 

０  １  ０  ０    ０  １  １  １ 

 国内使用 

０  １  ０  ０    １  １  １  １ 

 

０  １  ０  １    ０  ０  ０  ０     標準ＪＴ－Ｘ２５を含め他網レイヤあるいは、レ 

 イヤ３プロトコルのために予約済（注） 

１  １  １  １    １  １  １  ０ 

 

  上記以外                           予約済 

 

 

（注）これらの値は、ジェネラルフォーマット識別子を含む、標準ＪＴ－Ｘ２５パケットの１番目のオク

テットとプロトコル識別子とを区別するために予約されている。 

〜 

〜 

〜 

〜 
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4.3 呼番号 

  呼番号は、ローカル公衆用基地局－ディジタル網間インタフェースでの呼を識別するため、特定なメッ

セージに用いられる。呼番号は、ディジタル網を介してエンド・エンドに使用されるものではない。 

  呼番号は、各メッセージの２番目に配置される。呼番号は図４－３／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂに示されるよ

うにコード化する。呼番号長の値は、オクテット１のビット１～４に示されておりその最大長のデフォル

ト値は３オクテットである。受信側での処理は、呼番号値フィールドの数値に基づいており、呼番号情報

要素長とは全く関係ないものである。 

  すべてのディジタル網や公衆用基地局は、２オクテットの呼番号値をサポートできるようにする必要が

ある。 

  「呼番号」情報要素は、呼番号値と呼番号フラグを含んでいる。 

  呼番号値は、呼に対して公衆用基地局－ディジタル網間インタフェースの発側で割り当てられる。これ

ら呼番号値はＤチャネルレイヤ２論理リンクコネクション内で発側に関しては、唯一となっている。呼番

号値は、呼の開始時に割り付けられ、呼の存在する間は維持される。呼の終了後に、その呼番号値は他の

呼に割り当てられることもある。リンクの両側で発呼したそれぞれの呼に同じ値をつけてしまった場合に

は、Ｄチャネルレイヤ２論理リンクコネクション上に２つの等しい呼番号値が用いられる場合もありうる。 

  呼番号フラグは、０か１かの値をとる。レイヤ２論理リンクのどちら側で呼番号を発呼したか識別する

ために用いられる。発側から着側に向かうメッセージでは、必ず呼番号フラグを０に設定し、着側から発

側に向かうメッセージでは、常に呼番号フラグを１に設定する。 

ゆえに、呼番号フラグは、呼に対する呼番号値の割り当て側を識別し、同一呼番号値への同時割り付け

を解決することを目的としている。呼番号フラグは、グローバル呼番号を用いる手順にも適用される。

（例：初期設定手順） 

 

（注）  グローバル呼番号の数値は、０である。グローバル呼番号を含むメッセージを受信した装置は、

このデータリンクコネクション識別子に属するすべての呼番号に関してこのメッセージを受け取

ったものとして取り扱う必要がある。 

         (参照  図 4-5/JT-Q931-b) 

 

  ビット    ８       ７       ６       ５       ４       ３       ２       １  オクテット 

  ０       ０       ０       ０   呼番号長（オクテット単位）   １ 

 フラグ    ２ 

 

 

 

呼    番    号    値 

 
  ・ 

  ・ 

  ・ 

 

 

呼番号フラグ（オクテット２） 

  ビット８ 

        ０  メッセージは、呼番号の生成側から送られる。 

        １  メッセージは、呼番号の生成側へ送られる。 

 

図４－３／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂ  呼番号情報要素 
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                    図４－４                                          〔非標準〕 

 

 

  ビット    ８      ７       ６       ５       ４       ３       ２       １  オクテット 

 

 

 

   ０      ０       ０       ０ 

呼番号長 

   ０       ０       １       ０ 
 

    １ 

 

 

 

０／１ 

フラグ 

 

 

   ０       ０       ０       ０       ０       ０       ０ 

呼    番    号    値 

 

    ２ 

 

    ０      ０       ０       ０       ０       ０       ０       ０     ３ 

                                （ｂ）２オクテット呼番号値 

 

図４－５／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂ  グローバル呼番号コード化の例 

 

 

4.4 メッセージ種別 

  メッセージ種別は、送出されるメッセージの機能を識別するために用いる。 

  メッセージ種別は、各メッセージの３番目に配置され、図４－６／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂや表４－２／Ｊ

Ｔ－Ｑ９３１－ｂに示されているようにコード化する。 

  ビット８は、拡張ビットとして、将来の使用のため予約されている。 

 

ビット    ８       ７       ６       ５       ４       ３       ２       １  オクテット 

 ０ メ  ッ  セ  ー  ジ  種  別   １ 

 

図４－６／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂ  メッセージ種別 
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表４－２／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂ  メッセージ種別 

 

８  ７  ６  ５  ４  ３  ２  １ 

０  ０  ０  ０  ０  ０  ０  ０      国内規定のメッセージ種別へのエスケープ（注） 

０  ０  ０  －  －  －  －  －      呼設定用メッセージ 

            ０  ０  ０  ０  １      －呼出 (ALERTing)  

            ０  ０  ０  １  ０      －呼設定受付 (CALL PROCeeding) 

            ０  ０  １  １  １      －応答 (CONNect) 

            ０  １  １  １  １      －応答確認 (CONNect ACKnowledge) 

            ０  ０  ０  １  １      －経過表示 (PROGress)  

            ０  ０  １  ０  １      －呼設定 (SETUP) 

 

０  １  ０  －  －  －  －  －      呼切断用メッセージ 

            ０  ０  １  ０  １      －切断 (DISConnect)  

            ０  １  １  ０  １      －解放 (RELease) 

            １  １  ０  １  ０      －解放完了 (RELease COMPlete)  

            ０  ０  １  １  ０      －初期設定 (RESTart) 

            ０  １  １  １  ０      －初期設定確認 (RESTart ACKnowledge) 

 

０  １  １  －  －  －  －  －      その他のメッセージ 

            ０  ０  ０  ０  ０      －分割 (SEGMENT) 

            ０  １  １  １  ０      －通知 (NOTIFY)  

            １  １  １  ０  １      －状態表示 (STATus)  

            １  ０  １  ０  １      －状態問合 (STATus ENQuiry)  

 

 

  （注）これが使用された場合メッセージ種別は、国内規定に基づき、次のオクテットで定義される。 

 

 

 4.5  他の情報要素 

 4.5.1  コーディング規定 

 他の情報要素のコーディングは、以下に述べるコーディング規定に従う。これらの規定は、メッセージ

処理をする各装置が、処理上、必要である情報要素を見つけ、必要でないものを無視するように考えられ

たものである。 

 ２種類の情報要素を規定する。 

   (1) 単一固定長情報要素  図４－７ (a)／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂ及び図４－７ (b)／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂ 

   (2) 可変長情報要素  図４－７ (c)／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂ 

 

  以下の情報要素に関して、情報要素識別子ビットのコーディングを表４－３／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂに示

す。 

  メッセージ中の各情報要素には特定な順番がある。可変長フォーマットの情報要素識別子のコード値は、

メッセージ中の各情報要素の現れる順番に従い、小さい方から割り付けられる。これは、受信装置が全体

のメッセージを見ずに特別の情報要素の有無を判断できるためである。 
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  単一固定長情報要素は、メッセージ内の任意の場所に設置され得る。 

  単一固定長情報要素は２つのタイプがある。タイプ１の情報要素は、ビット７，６，５で示す。ビット

７，６，５が‘０１０’はタイプ２単一固定長情報要素として予約済である。 

  ここでは、情報要素についての記述に、予備ビットを含んでいる場合、これらの予備ビットは、０に設

定されている。将来の実用を考えると、予備ビットが１に設定されているからといって、メッセージを拒

否すべきではない。 

  可変長情報要素の第２のオクテットは、最初のオクテットのコーディングに関係なくその情報要素内容

（オクテット３以下）の総オクテット長を示している。情報要素内容のオクテットの数は、バイナリーで

コード化され、最下位はビット１（２０ ）である。 

  オプショナルになっている可変長情報要素は、存在し得るが、内容を持たない。例えば、「呼設定」(SETUP) 

メッセージは、オクテット長ゼロのチャネル識別子情報要素を含んでいることもある。これは受信側に情

報要素が“存在していない”ものとして処理される。同様に、情報要素がない場合は、“情報要素内容を

持たない”として処理される。 

  次の規定は可変長情報要素のコーディングに適用する。 

   (a)   オクテット番号における最初の数字は、１つのオクテットあるいはオクテットのグループであ

る。 

     (b)   各オクテットグループは、情報要素内の独立した単位である。オクテットグループの内部構造

は以下に示す方法とは別の方法で定義されることもあり得る。 

     (c)   オクテットグループは、何らかの拡張法の使用により形成される。拡張ビットとしてビット８

を使用し、オクテット(N) を次にくるオクテット(Na,Nb…) へ拡張できる方法が望ましい。 

          ビット‘０’は、オクテットが次のオクテットへ継続していることを示す。 

          ビット‘１’は、このオクテットが最後のオクテットであることを示す。 

          １つのオクテット(Nb)が存在すれば前のオクテット(Nと Na) もまた存在する。 

          4.5.5 節などの記述では、別のオクテットがあとに続く場合、ビット８は“0/1 拡張”と書かれ

ている。 

          これが拡張領域上最後のオクテットであれば、ビット８は“1 拡張”と書かれている。 

          仕様を追加する場合、追加オクテットが、それ以前の最後のオクテットのあとで定義されうる

（その場合、“1 拡張”という記述を“0/1 拡張”に変更）ので装置はそのような追加オクテット

を受け入れる準備をする必要がある。ただし、これらのオクテットをその装置が解釈したりその

内容に従い機能したりする必要はない。 

   (d)   上で定義された拡張法に加えて、オクテット(N) のビット７～１の表示により次のオクテット

(N１，N２…) へ拡張される。 

   (e)    (c)と (d)の拡張法は組合せて使用されうる。拡張法 (c)は、順序の上で優先権をもつ。従って、

全てのオクテット Na,Nb …は必ずオクテット N１，N２…の前に現れる。この規則は、オクテット

N１，N２…がオクテット Na,Nb …の拡張法を用いて拡張される場合にも適用される。 

   (f)   同様な規則は、拡張法 (d)が繰り返される場合にも適用される。即ちオクテット N1.1，N1.2 …は

オクテット N２の前に現れる。 

   (g)   オプショナルのオクテットはアスタリスク(＊) の印をつける。 

 

     注１－拡張法 (c)は、繰り返し使用できない。即ち、オクテット 4b になるべきオクテットにオ

クテット 4aの拡張法を組み込むことはできない。 

        注２－プロトコル設計者は、複数の拡張法の使用をする場合、結果としてのコーディングが唯

一の解釈となることを保証するよう注意すべきである。 
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      注３－幾つかの情報要素には、コーディング標準フィールドが規定されている。情報要素がコーデ

ィング標準の国内標準で規定される場合、情報要素の構造を本勧告の規定と同様に規定する

ことを推奨する。 

 

ビット  ８       ７     ６     ５       ４     ３     ２     １      オクテット 

 

 １ 情報要素識別子 情報要素内容       １ 

 

                 (a)単一固定長情報要素フォーマット（タイプ１） 

 

 

ビット  ８       ７     ６     ５     ４     ３     ２     １      オクテット 

 

 １ 情  報  要  素  識  別  子       １ 

 

                 (b)単一固定長情報要素フォーマット（タイプ 2 ） 

 

 

ビット  ８       ７     ６     ５     ４     ３     ２     １      オクテット 

     ０           情報要素識別子       １ 

                        情報要素内容長       ２ 

                      情報要素内容 

 

                            (c)可変長情報要素フォーマット 

                図４－７／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂ    情報要素フォーマット 

3 
・ 
・ 
・ 

～ ～ 
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        表４－３／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂ    情報要素識別子コーディング 

 

ビット                                                                           

８７６５４３２１：                                                  参照           最大長   

１：：：－－－－  単一固定長情報要素                                      （オクテット） 

 ０００－－－－  予約済    （注１） 

 ００１－－－－  シフト指定[Shift] （注２）                4.5.3/4.5.4      1 

 ０１０００００  モアデータ[More Data]                                       

 ０１００００１  送信完了[Sending complete]                                   

 ０１１－－－－  輻輳制御レベル[Congestion level]                              

 １０１－－－－  繰り返し表示[Repeat indicator]                    4.5.24             １ 

 

０：：：：：：：  可変長情報要素 

 ０００００００  分割メッセージ[Segmented message]              4.5.26 

 ００００１００  伝達能力[Bearer capability]                        4.5.5             10 

 ０００１０００  理由表示[Cause]  (注 2)                        4.5.12           32 

 ００１００００  呼識別[Call identity]                                      

 ００１０１００  呼状態[Call state]                                4.5.7            3 

 ００１１０００  ﾁｬﾈﾙ識別子[Channel identification]                4.5.13          (注 4) 

 ００１１１１０  経過識別子[Progress indicator] (注 2)              4.5.23             4 

 ０１０００００  網特有ファシリティ[Network specific facilities]               

 ０１００１１１  通知識別子[Notification indicator]                4.5.22             3 

 ０１０１０００  表示[Display]                                           

 ０１０１００１  日時[Date/time]                                         

 ０１０１１００  キーパッドファシリティ[Keypad facility]                   

 ０１１０１００  シグナル[Signal]                                        

 １００００００  情報速度[Information rate]                                  4.6.3 

 １００００１０  エンド・エンド中継遅延[End-to-end transit delay]             4.6.2 

 １００００１１  中継遅延選択表示                                        4.6.9 

                 [Transit delay selection and indication] 

 １０００１００  パケットレイヤバイナリパラメータ                        4.6.4 

                 [Packet layer binary parameters] 

 １０００１０１  パケットレイヤウィンドウサイズ                          4.6.5 

                 [Packet layer window size] 

 １０００１１０  パケットサイズ[Packet size]                                4.6.6 

 １０００１１１  閉域ユーザグループ[Closed user group]                        4.6.1 

 １００１０１０  着信課金表示[Reverse charge indication]                      4.6.8 

 １１０１１００  発番号[Calling party number]                     4.5.10       (注 4) 

 １１０１１０１  発ｻﾌﾞｱドﾚｽ[Calling party subaddress]                4.5.11           23 

 １１１００００  着番号[Called party number]                      4.5.8        (注 4) 

 １１１０００１  着ｻﾌﾞｱドﾚｽ[Called party subaddress]                 4.5.9              23 

 １１１０１００  転送元番号[Redirecting number]                          4.6.7 

 １１１１０００  中継網選択[Transit network selection]                    

＃ 

＃ 

＃ 

＃ 

＃ 

＃ 

＃ 

＃ 

＃ 

＃ 
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 １１１１００１  初期設定表示[Restart indicator]                    4.5.25            3 

 １１１１１００  低位レイヤ整合性[Low layer compatibility]  （注 2)      4.5.19         18  

 １１１１１０１  高位レイヤ整合性[High layer compatibility]           4.5.17            5  

 １１１１１１０  ユーザ・ユーザ[User-user]                                4.5.30    131 

 １１１１１１１  拡張のためのエスケープ (注 3) 

       上記以外   予約済 (注 5) 

 

  （注１）可変長情報要素の最大長制限は、現在の TTC 標準のコーディング値だけを考慮している。 

          本標準の今後の拡張は、これらの制限に制約されない。 

 （注２）本情報要素は、繰り返され得る。 

 （注３）このエスケープの仕組は、コード群５、６、７により制限されている（節 4.5.2参照）。 

          拡張エスケープを使用すると情報要素識別子はオクテットグループ３に含まれ、情報要素の内

容は図４－８／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂに示される連続オクテットに従う。 

 （注４）最大長は、ディジタル網依存である。 

 （注５）予約済の値の内ビット５～８が‘００００’にコード化されたものは、受信側によって理解す

る必要がある（節 5.8.7.1参照）。 

 

ビット  ８  ７  ６  ５  ４  ３  ２  １    オクテット 

 

 

 

０ 

拡張のためエスケープ 

１  １  １  １  １  １  １ 

 

  １ 

          情報要素内容長   ２ 

 

 

１ 

 

    情報要素識別子   ３ 

    

                                    情報要素内容 

                          ～                               ～ 

    ｅｔｃ． 

 

図４－８／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂ  拡張エスケープ使用の情報要素フォーマット 

 

 

4.5.2  コード群の拡張 

  節 4.5.1 で述べたフォーマットを用いると、情報要素識別子の値は、可変長情報要素に関しては１２８、

また固定長情報要素に関しては最低８となる。 

  単一オクテットフォーマットにおける値の１つは、以下に述べるシフト操作のために規定されている。

そのほかに、単一オクテット及び可変長フォーマットの両方において１つの値が予約されている。したが

って残りの少なくとも１３３が割当可能な情報要素識別子である。 

  最低でも１３３の情報要素識別子のそれぞれが８つのコード群に拡張できる。ひとつのコード群から別

のコード群へのシフトを容易にするために各コード群で共通の１つの単一オクテットフォーマットを使用

している。このシフト情報要素の内容は、次にくる情報要素群または情報要素に使用されるコード群を識

別する。任意の与えられた時点で使用するコード群は、“使用中コード群”として用いられる。暗黙の内

に、コード群０を初期の“使用中コード群”とする。 

  ２つのコード群シフト手順が適用されている。すなわち、固定シフトと一時シフトである。 

拡張 

４ 
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  コード群４は、ＩＳＯ／ＩＥＣ標準による使用として設けられている。 

  コード群５は、国内利用に適用する情報要素群として設けられている。 

  コード群６は、公衆網もしくは私設網特有の情報要素群として設けられている。 

  コード群７は、ユーザ特有の情報要素群として設けられている。 

  節 4.5.1で定められたコーディング規定は、任意の使用中コード群に属する情報要素に適用される。 

  ある使用中コード群から別のコード群へのシフト（すなわち固定シフト手順によるもの）はもとコード

群よりも数値の高いコード群へのみ可能である。 

一時シフト手順を用いるとコード群４，５，６，７に属する単一可変長情報要素は、使用中コード群で

あるコード群０に属する情報要素と一緒に出現しうる（節 4.5.4参照）。 

公衆用基地局またはディジタル網は、固定シフト、一時シフトの両方のシフト情報要素を認識する能力

並びにあとに続く情報要素長を決定する能力を持つべきである。ただし、これらの装置は、これらの情報

要素の内容に従い機能したり解釈したりする必要はない。これによりその装置は、その後に続く情報要素

の開始位置を決定できる。 

  コード群７は、将来のサービス定義、両者の合意、あるいは特定公衆用基地局に対しローカルデジタル

網を介してサポートする準備がされている以外、認識されない情報要素処理手順（節 5.8.7.1参照）に従い、

ローカルディジタル網の最初の交換で処理される。 

  コード群６は、ローカルディジタル網（公衆か私設かどちらか）に特有の情報要素が予約されている。

それ自体では、ローカルディジタル網間の境界、国内、国際上の境界を介する意味を持たない。それゆえ、

コード群６の情報要素は、発信側網の最後の交換や境界を越えた最初の交換で認識されない情報要素の処

理手順（節 5.8.7.1参照）に従い処理される。両者の合意がある場合は、この限りではない。 

  コード群５は、国内使用予約済の情報要素に残されている。それ自体、国際上の境界を介する意味を持

たない。それゆえ、コード群５の情報要素は、国際上の境界を越えた最初の交換で認識されない情報要素

の処理手順（節 5.8.7.1参照）に従い処理される。両者の合意がある場合は、この限りではない。 

  コード群４は、ＩＳＯ／ＩＥＣ標準で定義される情報要素に残されている。 

 

4.5.3  固定シフト手順 

  固定シフト手順では、新たに使用するコード群を示すために情報要素を用いる。１度指定されたコード

群は、他のコード群の使用を指定する別の固定シフト情報要素が現れるまで、継続する。例えば、メッセ

ージ内容解析開始時には、コード群０が使用中であるとする。もしコード群５の固定シフトが指定された

場合には、次の情報要素群は、他のシフト情報要素が指定されるまで、コード群５で割り当てられた情報

要素識別子に従い、処理される。この手順は、もとのコード群よりも高い数値のコード群にシフトするた

めだけに使用される。 

  固定シフトは、固定シフト情報要素を含むメッセージ内でのみ有効である。全てのメッセージ内解析開

始時における使用中コード群は、コード群０である。 

  固定シフト情報要素は、単一オクテット情報要素フォーマットを使用し、図４－９／ＪＴ－Ｑ９３１－

ｂや表４－４／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂが示すようにコード化する。 

 

       ビット    ８     ７     ６     ５     ４     ３     ２     １ 

 

 

 

 

  １ 

 

      シフト 

  ０     ０     １ 

      識別子 

 

  ０ 

 

 

  コード群識別子 

 

 

オクテット１ 

 

                                             ↑ 

                              ビット４の î０îは固定シフトを示す。 

図４－９／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂ  固定シフト情報要素
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表４－４／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂ  固定シフト情報要素 

        

               コード群識別子（ビット３～１）： 

 

               ３  ２  １ 

               ０  ０  ０    適用できない 

               ０  ０  １       

                             予約済 

               ０  １  １ 

               １  ０  ０    コード群４：ＩＳＯ／ＩＥＣ使用の情報要素 

               １  ０  １    コード群５：国内使用の情報要素（注） 

               １  １  ０    コード群６：公衆網もしくは私設網特有の情報要素 

               １  １  １    コード群７：ユーザ特有の情報要素 

 

 （注） 本標準は、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．９３１に準拠したＪＴ－Ｑ９３１をベースとしており、ＩＴＵ

－Ｔ勧告で定義されているものについては、そのコードをそのまま使用している。ここでコー

ド群５は、ＩＴＵ－Ｔ勧告で規定されている以外のコードをＴＴＣで規定する場合に用いる。 

 

 

4.5.4  一時シフト手順 

  一時シフト手順は、特定のコード群に対し、一時的にシフトするのに用いる。一時シフト手順では、単

一オクテットの情報要素を用い、単一オクテットの次に来る情報要素の解析に用いる情報要素コード群を

識別する。単一情報要素の次に来る情報要素の解析のあと、次に来る情報要素の解析には、一時シフトを

する直前に使用していたコード群に戻る。例えば、コード群０は、メッセージ内容解析開始時に使用され

る。もし、コード群６に対する一時シフトが設定されれば、次に来る情報要素のみがコード群６に割当て

られた情報要素識別子に従い処理される。この情報要素の処理後コード群０が再び、次の情報要素の処理

に使用される。一時シフト情報要素が現在のコードセットを示す場合、誤りとすべきではない。固定シフ

ト情報要素は、一時シフト情報要素の直後には続かない。もし、この組合せが受取られた場合、固定シフ

ト情報要素のみが受取られたとみなすべきである。 

  一時シフト情報要素は、単一オクテット情報要素フォーマットを使用し、図４－１０／ＪＴ－Ｑ９３１

－ｂ及び表４－５／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂのようにコーディングする。 

 

 

ビット   ８     ７     ６     ５     ４     ３     ２     １        オクテット 

 

 

 

 

 １ 

 

      シフト 

 ０     ０     １ 

      識別子 

 

  １ 

 

 

  コード群識別子 

 

 

        １ 

 

                                            ↑ 

                        ビット４の ì１î は一時シフトを示す。 

 

                 図４－１０／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂ  一時シフト情報要素 

〜 
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                 表４－５／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂ  一時シフト情報要素 

 

           コード群識別子（ビット３～１）： 

            

           ３  ２  １ 

           ０  ０  ０    コ－ド群０：ＪＴ－Ｑ９３１－ｂ情報要素 

           ０  ０  １       

                         予約済 

           ０  １  １ 

           １  ０  ０    コード群４：ＩＳＯ／ＩＥＣ使用の情報要素 

           １  ０  １    コード群５：国内使用の情報要素   

           １  １  ０    コード群６：公衆網もしくは私設網特有の情報要素 

           １  １  １    コード群７：ユーザ特有の情報要素 

 

～ 
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4.5.5 伝達能力〔Bearer capability〕 

  伝達能力情報要素の目的は、ディジタル網が提供する伝達サービス要求を表示することである。本情報

要素は、ディジタル網によって使用される可能性のある情報のみを含む。付属資料Ｉ参照のこと。通信可

能性確認に関連している伝達能力情報要素の使用法は、付属資料Ｂで記述している。 

  伝達能力情報要素は、図４－１１／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂと表４－６ａ／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂ～表４－６

ｊ／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂに示されているようにコード化する。 

  本情報要素がない場合には、伝達能力のデフォルトは想定されない。 

  本情報要素の最大長はＴＴＣ標準を使用している場合は、１０オクテットである。 

 

 

    

   

 

     

       

 

       

 

      

     

   

          

           
   

 

            
   

 

        
   

       
   

ビット ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ オクテット 

  伝達能力  

 ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０     １ 

  情報要素識別子  

 
 

伝達能力内容長 
 

 
    ２ 

 １ 
拡 張 

ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ標準 情報転送能力  
    ３ 

 
 

１ 
拡 張 

転送モード 情報転送速度  
    ４ 

 
 

１ 
拡 張 

レートマルチプライヤ 
 

    4.1 
    （注 1) 

 ０／１ ０ １ ユーザ情報レイヤ１プロトコル     ５ 
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 拡 張 レイヤ１識別   

 ０／１ 同期／ ｲﾝﾊﾞﾝﾄﾞ ユーザ速度     ５ａ 

 拡 張 非同期 交 渉      （注 2) 

 ０／１ 
拡 張 

中間速度 
 

送 信 
ＮＩＣ 

受 信 
ＮＩＣ 

送信ﾌﾛ 
ｰ制御 

受信ﾌﾛ 
ｰ制御 

０ 
予  備 

    ５ｂ 
    （注 3) 

 ０／１ 
 

速度整 多 重 動 作 ＬＬＩ 被割当 ｲﾝﾊﾞﾝﾄﾞ 
ｱｳﾄﾊﾞ 

０     ５ｂ 
    （注 4) 

 拡 張 合ﾍｯﾀﾞ ﾌﾚｰﾑ モード 交 渉 割 当 ﾝﾄﾞ交渉 予 備  

 ０／１ 
拡 張 

ストップ 
ビット数 

データ 
ビット数 

パリティ情報     ５ｃ 
    （注 2) 

 １ 
拡 張 

二 重 
モード 

モデムタイプ     ５ｄ 
    （注 2) 

 １ １ ０  ユーザ情報レイヤ２プロトコル     ６＊ 

 拡 張 レイヤ２識別   

 ０ １ １ ユーザ情報レイヤ３プロトコル     ７＊ 

 拡 張 レイヤ３識別   

 ０ ０ ０ ０ 追加レイヤ３プロトコル情報     ７ａ＊ 

 拡 張 予  備 (最上位ビット)     （注 5） 

 １ ０ ０ ０ 追加レイヤ３プロトコル情報     ７ｂ＊ 

 拡 張 予  備 (最上位ビット)     （注 5） 

 

 

 

図４－１１／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂ  伝達能力情報要素 

 

（注１）オクテット４がマルチレート（６４kbit/sベースレート）を示す場合、このオクテットが存在する。

そうでなければ、このオクテットは存在しない。 

（注２）このオクテットは、オクテット３が非制限ディジタル情報を示し、オクテット５がＴＴＣ標準速

度整合（ＪＴ－Ｖ１１０／ＪＴ－Ｘ３０またはＪＴ－Ｖ１２０）を示す場合に存在する。また、

オクテット３が 3.1kHzオーディオを示し、オクテット５が標準ＪＴ－Ｇ７１１を示す場合も存在

する。 

（注３）このオクテットはオクテット５がＴＴＣ標準速度整合（ＪＴ－Ｖ１１０／ＪＴ－Ｘ３０）を示す

場合にのみ存在する。 

（注４）このオクテットはオクテット５がＴＴＣ標準速度整合（ＪＴ－Ｖ１２０）を示す場合にのみ存在

する。 

（注５）オクテット７がＩＳＯ／ＩＥＣ ＴＲ９５７７（ネットワークレイヤにおけるプロトコル識別） 

を示す場合のみ、このオクテットが含まれる。 

 

 

表４－６ａ／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂ  伝達能力情報要素 

 

 コーディング標準（オクテット３） 

   ビット 
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   ７  ６ 

   ０  ０      ＴＴＣ標準、この場合下記のようにコーディングする 

   ０  １      ＩＳＯ／ＩＥＣ標準（注）                                                   

   １  ０      国内標準（注） 

   １  １      インタフェースの網（公衆または私設のいずれも）側において定義された標準（注） 

 

   （注）これら他のコーディング標準は、必要な伝達能力がＴＴＣ標準のコーディングで表せない場合

のみ使用されるべきである。 

 

 情報転送能力（オクテット３） 

   ビット 

   ５  ４  ３  ２  １ 

   ０  ０  ０  ０  ０      音声 

   ０  １  ０  ０  ０      非制限ディジタル情報 

   ０  １  ０  ０  １      制限ディジタル情報 

   １  ０  ０  ０  ０      3.1kHzオーディオ 

   １  ０  ０  ０  １      トーン／アナウンスを伴う非制限ディジタル情報 

   １  １  ０  ０  ０      ビデオ 

   上記以外                予約済 

 

 転送モード（オクテット４） 

   ビット 

   ７  ６ 

   ０  ０      回線交換モード 

   １  ０      パケット交換モード 

    上記以外    予約済 

 

 

＊ 
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表４－６ｂ／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂ 伝達能力情報要素 

 

情報転送速度（オクテット４） 

 

     ビット 

 ５ ４ ３ ２ １         回線交換モード             パケット交換モード 

 ０ ０ ０ ０ ０                －                  このコードはパケット交換 

                                                        モードの呼に使用する。 

 １ ０ ０ ０ ０                64 kbit/s               － 

 １ ０ ０ ０ １           2 × 64 kbit/s               － 

 １ ０ ０ １ １               384 kbit/s               － 

 １ ０ １ ０ １              1536 kbit/s               － 

 １ ０ １ １ １              1920 kbit/s               － 

 １ １ ０ ０ ０           ﾏﾙﾁﾚｰﾄ (64kbit/s ﾍﾞｰｽﾚｰﾄ)   － 

 上記以外                       予約済 

 

 （注１）情報転送速度として２×６４kbit/sが用いられる場合、オクテット３と４のコーディングは、両

方の６４kbit/sチャネルに関係する。 

 （注２）付加属性を表４－７／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂに定義する。 

  

 

レートマルチプライヤ（オクテット 4.1） 

 

 ベースレートの倍数表現を２進表示でコード化する。 

 倍数は、２からインタフェース上有効なＢチャネルの最大数におよぶ、あらゆる値をとりうる。 

＊ 
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表４－６ｃ／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂ 伝達能力情報要素 

 

ユーザ情報レイヤ１プロトコル（オクテット５） 

      ビット 

 ５ ４ ３ ２ １ 

 ０ ０ ０ ０ １ ＴＴＣ標準速度整合(JT-V110, JT-I460及び JT-X30)：これは下記に定義され

たオクテット５ａと、オプションのオクテット５ｂ，５ｃ，５ｄが存在す

ることを表している。 

 ０ ０ ０ １ ０ 標準 JT-G711  μ-law 

 ０ ０ ０ １ １ 勧告 G.711 A-law 

 ０ ０ １ ０ ０ 標準 JT-G721 32 kbit/s ADPCMと標準 JT-I460 

 ０ ０ １ ０ １ 標準 JT-H221と JT-H242  

 ０ ０ １ １ ０ 標準 JT-H223と JT-H245  

 ０ ０ １ １ １ TTC非標準速度整合：これは、オクテット５ａとオプションとして 

 のオクテット５ｂ，５ｃ，５ｄの存在を表している。このコード値を使用 

 した場合は、オクテット５ａのユーザ速度が、ユーザによって定義された 

 ものであることを示している。さらに、オクテット５ｂ，５ｃ，５ｄがも 

 し存在するならば、ユーザ定義の速度整合として一貫性のものである。 

 ０ １ ０ ０ ０ ＴＴＣ標準速度整合 (JT-V120)：これは下記に定義されたオクテット５ａ 

 とオクテット５ｂの存在を、また、オプショナルにオクテット５ｃと５ｄ 

 の存在を表している。 

 ０ １ ０ ０ １ ＴＴＣ標準速度整合(JT-X31)：ＨＤＬＣフラグスタッフィング。 

 上記以外 予約済 

 

 （注） 転送モードが｢回線交換モード｣であり情報転送能力が｢非制限ディジタル情報｣あるいは｢制限

ディジタル情報｣であり、またユーザ情報レイヤ１プロトコルが網に明示されないとするとオク

テット５は省略すべきである。転送モードが「回線交換モード」であり、かつユーザ情報レイ

ヤ１プロトコルが網に識別されるならばオクテット５は存在すべきである。もし、転送モード

がパケット交換モードであれば、オクテット５は省略されることがある。上記以外の場合は、

オクテット５は存在すべきである。 
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表４－６ｄ／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂ 伝達能力情報要素 

 

同期／非同期（オクテット５ａ） 

 ビット 

  ７  

  ０   同 期 

  １   非同期 

 

 （注）同期ユーザ速度の場合、オクテット５ｂ－５ｄは省略可能。 

 

インバンド交渉（オクテット５ａ） 

 ビット 

  ６  

  ０   インバンド交渉不可 

  １   インバンド交渉可 

 

 （注）標準ＪＴ－Ｖ１１０及びＪＴ－Ｘ３０あるいはモデムタイプ勧告参照 
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表４－６ｅ／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂ 伝達能力情報要素 

 

ユーザ速度 (オクテット５ａ） 

   ビット 

 ５ ４ ３ ２ １ 

 ０ ０ ０ ０ ０ 速度は、標準 JT-I460のＥビットで示されている。あるいはインバンドで 

 交渉されるかもしれない。 

 ０ ０ ０ ０ １ 0.6kbit/s  勧告 X.1  

 ０ ０ ０ １ ０ 1.2kbit/s   

 ０ ０ ０ １ １ 2.4kbit/s  勧告 X.1 

 ０ ０ １ ０ ０ 3.6kbit/s   

 ０ ０ １ ０ １ 4.8kbit/s  勧告 X.1  

 ０ ０ １ １ ０ 7.2kbit/s   

 ０ ０ １ １ １ 8  kbit/s  標準 JT-I460 

 ０ １ ０ ０ ０ 9.6 kbit/s  勧告 X.1 

 ０ １ ０ ０ １  14.4 kbit/s   

 ０ １ ０ １ ０  16  kbit/s  標準 JT-I460 

 ０ １ ０ １ １  19 .2kbit/s   

 ０ １ １ ０ ０  32  kbit/s  標準 JT-I460 

 ０ １ １ ０ １  38.4  kbit/s  標準 JT-V110 

 ０ １ １ １ ０  48 kbit/s  勧告 X.1 

 ０ １ １ １ １  56 kbit/s   

１ ０ ０ １ ０  57. 6 kbit/s 勧告 V14拡張 

１ ０ ０ １ １  28. 8 kbit/s 標準 JT-V110 

  １ ０ １ ０ ０  24 kbit/s 標準 JT-V110 

 １ ０ １ １ ０ 0.100kbit/s  勧告 X.1 

 １ ０ １ ０ １ 0.1345kbit/s 勧告 X.1 

 １ ０ １ １ １ 0.075/1.2kbit/s 勧告 X.1(注)  

 １ １ ０ ０ ０ 1.2/0.075kbit/s 勧告 X.1(注)  

 １ １ ０ ０ １ 0.050kbit/s  勧告 X.1 

 １ １ ０ １ ０ 0.075kbit/s  勧告 X.1 

 １ １ ０ １ １ 0.110kbit/s  勧告 X.1 

 １ １ １ ０ ０ 0.150kbit/s  勧告 X.1 

 １ １ １ ０ １ 0.200kbit/s  勧告 X.1 

 １ １ １ １ ０ 0.300kbit/s  勧告 X.1 

 １ １ １ １ １  12 kbit/s  勧告 X.1 

 上記以外 予約済 

 

 （注）第１の速度は、呼の順方向（発→着）のユーザ速度を表し、 

    第２の速度は、呼の逆方向（着→発）のユーザ速度を表す。 
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表４－６ｆ／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂ 伝達能力情報要素 

 

標準ＪＴ－Ｖ１１０／ＪＴ－Ｘ３０速度整合に対するオクテット５ｂ 

 

中間速度（オクテット５ｂ） 

 

 ビット 

 ７ ６ 

 ０ ０   未使用 

 ０ １   8kbit/s  

 １ ０   16kbit/s 

 １ １   32kbit/s 

 

送信網独立クロック (送信ＮＩＣ)  (オクテット５ｂ) （注１） 

 

 ビット 

  ５  

  ０    網独立クロックでデータ送信の必要無し 

  １    網独立クロックでデータ送信の必要有り 

 

 （注１）呼の順方向の送信に関連する。 

 （注２）標準ＪＴ－Ｖ１１０及びＪＴ－Ｘ３０参照 

 

受信網独立クロック（受信ＮＩＣ）（オクテット５ｂ）（注１） 

 

 ビット 

  ４  

  ０    網独立クロックで受信不可（すなわち、送信側では、このオプション手順をサポートして 

                    いない。） 

  １    網独立クロックで受信可 （すなわち、送信側では、このオプション手順をサポートして 

                    いる。） 

 

 （注１）呼の逆方向の送信に関連する。 

 （注２）標準ＪＴ－Ｖ１１０及びＪＴ－Ｘ３０参照 

 

送信フロー制御（オクテット５ｂ）（注１） 

 

 ビット 

  ３  

  ０    データ送信でフロー制御機構を必要としない。 

  １    データ送信でフロー制御機構を必要とする。 

 

 （注１）呼の順方向の送信に関連する。 

 （注２）標準ＪＴ－Ｖ１１０及びＪＴ－Ｘ３０参照 
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表４－６ｇ／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂ 伝達能力情報要素 

 

受信フロー制御（オクテット５ｂ）（注１） 

 

 ビット 

  ２  

  ０ フロー制御機構をともなうデータ受信が不可 

 （すなわち、送信側では、このオプション手順をサポートしていない） 

  １ フロー制御機構をともなうデータ受信が可 

 （すなわち、送信側では、このオプション手順をサポートしている） 

 

 （注１）呼の逆方向の送信に関連する。 

 （注２）標準ＪＴ－Ｖ１１０及びＪＴ－Ｘ３０参照 

 

標準ＪＴ－Ｖ１２０速度整合に対するオクテット５ｂ 

 

速度整合ヘッダ（オクテット５ｂ） 

 

 ビット 

  ７  

  ０ 速度整合ヘッダを含んでいない 

  １ 速度整合ヘッダを含んでいる 

 

データリンクにおける多重フレーム確立サポート（多重フレーム）（オクテット５ｂ） 

 

 ビット 

  ６  

  ０ 多重フレーム確立サポートしない。ＵＩフレームのみ受け入れる。 

  １ 多重フレーム確立サポート 

 

動作モード（オクテット５ｂ） 

 

 ビット 

  ５  

  ０ ビットトランスペアレントモード 

  １ プロトコルセンシティブモード 

 

論理リンク識別子交渉（ＬＬＩ交渉）（オクテット５ｂ） 

 

 ビット 

  ４  

  ０ デフォルト ＬＬＩ＝２５６ 

  １ 完全なプロトコル交渉（注） 

 

 （注）プロトコル交渉の実行に使用されるコネクションはオクテット５ｂのビット２に表示される。 
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表４－６ｈ／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂ 伝達能力情報要素 

 

被割当／割当（オクテット５ｂ） 

 

 ビット 

  ３  

  ０ メッセージ発側 “デフォルトは被割当” 

  １ メッセージ発側 “割当のみ” 

 

インバンド／アウトバンド交渉（オクテット５ｂ） 

 

 ビット 

  ２  

  ０ 交渉は、一時的な信号コネクション上の「ユーザ情報」(USER INFO) メッセージで行わ 

 れる。 

  １ 交渉は、論理リンク０を使用してインバンドで行われる。 

 

 （注）「ユーザ情報」（USER INFO)メッセージは本標準の対象外である。 
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表４－６ｉ／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂ 伝達能力情報要素 

 

ストップビット数（オクテット５ｃ） 

 

 ビット 

 ７ ６ 

 ０ ０ 未使用 

 ０ １ １ビット 

 １ ０ 1.5ビット 

 １ １ ２ビット 

 

パリティビットを除くデータビット数（データビット数）（オクテット５ｃ） 

 

 ビット 

 ５ ４ 

 ０ ０ 未使用 

 ０ １ ５ビット 

 １ ０ ７ビット 

 １ １ ８ビット 

 

パリティ情報（オクテット５ｃ） 

 

 ビット 

 ３ ２ １ 

 ０ ０ ０ 奇数 

 ０ １ ０ 偶数 

 ０ １ １ 無 

 １ ０ ０ ０に強制指定 

 １ ０ １ １に強制指定 

 上記以外 予約済 
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表４－６ｊ／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂ 伝達能力情報要素 

 

二重モード（オクテット５ｄ） 

 

 ビット 

  ７  

  ０ 半二重 

  １ 全二重 

 

モデムタイプ（オクテット５ｄ） 

 

   ビット 

 ６ ５ ４ ３ ２ １ 

 ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

 国内使用 

 ０ ０ ０ １ ０ １ 

 ０ １ ０ ０ ０ １ 勧告Ｖ．２１ 

 ０ １ ０ ０ １ ０ 勧告Ｖ．２２ 

 ０ １ ０ ０ １ １ 勧告Ｖ．２２ bis 

 ０ １ ０ １ ０ ０ 勧告Ｖ．２３ 

 ０ １ ０ １ ０ １ 勧告Ｖ．２６ 

 ０ １ ０ １ １ ０ 勧告Ｖ．２６ bis 

 ０ １ ０ １ １ １ 勧告Ｖ．２６ ter 

 ０ １ １ ０ ０ ０ 勧告Ｖ．２７ 

 ０ １ １ ０ ０ １ 勧告Ｖ．２７ bis 

 ０ １ １ ０ １ ０ 勧告Ｖ．２７ ter 

 ０ １ １ ０ １ １ 勧告Ｖ．２９ 

 ０ １ １ １ ０ ０ 勧告Ｖ．３２ 

  ０ １ １ １ １ ０ 勧告Ｖ．３４ 

 １ ０ ０ ０ ０ ０ 

 国内使用 

 １ ０ １ １ １ １ 

 １ １ ０ ０ ０ ０ 

 ユーザ特有 

 １ １ １ １ １ １ 

 上記以外 予約済 

〜 

〜 

〜 
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表４－６ｋ／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂ 伝達能力情報要素 

 

ユーザ情報レイヤ２プロトコル（オクテット６） 

 

   ビット 

５ ４ ３ ２ １ 

０ ０ ０ １ ０    標準ＪＴ－Ｑ９２１－ｂ［３］ 

０ ０ １ １ ０    標準ＪＴ－Ｘ２５リンクレイヤ 

０ １ １ ０ ０    ＬＡＮロジカル・リンク・コントロール（ＩＳＯ／ＩＥＣ８８０２）（注２） 

上記以外         予約済 

 

（注１）転送モードがパケット交換モードであればオクテット６は存在すべきである。他のケースではユ 

ーザレイヤ２プロトコルがディジタル網に識別される場合、オクテット６は存在すべきである。

そうでなければオクテット６は省略すべきである 

（注２）これらのコーディングは、転送モードが「回線交換モード」である場合に限り使用可能である。 
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表４－６ｌ／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂ 伝達能力情報要素 

 

ユーザ情報レイヤ３プロトコル（オクテット７） 

 

   ビット 

 ５ ４ ３ ２ １ 

 ０ ０ ０ １ ０   標準ＪＴ－Ｑ９３１－ｂ 

 ０ ０ １ １ ０   標準ＪＴ－Ｘ２５パケットレイヤ 

 ０ １ ０ １ １   ＩＳＯ／ＩＥＣ ＴＲ９５７７［８２］（ネットワークレイヤにおけるプロト 

コル識別）（注２）（注３） 

 

 上記以外        予約済 

 

 （注１）ユーザ情報レイヤ３プロトコルがディジタル網に識別される場合オクテット７は存在すべきで

ある。そうでなければオクテット７は省略すべきである。 

 （注２）ユーザ情報レイヤ３プロトコルが「ネットワークレイヤ識別」を表示しているならば、実際の

ディジタル網に対するユーザ情報レイヤ３プロトコルを識別するためにオクテット７aと７bが含

まれる可能性がある。 

 （注３）これらのコーディングは、転送モードが｢回線交換モード｣である場合に限り使用可能である。  

 

オクテット７a及び７b（注１）（注２） 

ビット８（拡張）は、オクテット７aにおいて０、及び７ｂにおいて１、に設定される。 

両オクテットのビット７～５は予備（０に設定）である。 

 

 ７ａ        ７ｂ 

   ビット      ビット 

 ４ ３ ２ １  ４ ３ ２ １ 

 １ １ ０ ０  １ １ ０ ０   インターネットプロトコル（IP）(RFC791)(ISO/IEC TR9577) 

 １ １ ０ ０  １ １ １ １   ポイント･ポイントプロトコル(PPP)(RFC1548) 

 上記以外               予約済 

 

 （注１）ユーザ情報レイヤ３プロトコルが「ネットワークレイヤ識別」を表示しているならば、実際の

ディジタル網に対するユーザ情報レイヤ３プロトコルを識別するためにオクテット７aと７bが含

まれる可能性がある。 

 （注２）ユーザ情報レイヤ３プロトコルが「ネットワークレイヤ識別」を表示しているならば、実際の

ディジタル網に対するユーザ情報レイヤ３プロトコルを識別するためにオクテット７aと７bが含

まれる可能性がある。これらのコード値は ISO/IEC TR9577[82]に矛盾なく割り当てられる。 
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表４－７／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂ 伝達能力属性 

 

伝  達  能  力  属  性 付    加    属    性 

転送モード 情報転送能力 構      造 通信形態 呼設定法 対対性 

回線交換 音    声 ８kHz 構造 ﾎﾟｲﾝﾄ・ﾎﾟｲﾝﾄ 即  時 両方向対称 

回線交換 非制限データ ８kHz 構造 ﾎﾟｲﾝﾄ・ﾎﾟｲﾝﾄ 即  時 両方向対称 

回線交換 制限データ ８kHz 構造 ﾎﾟｲﾝﾄ・ﾎﾟｲﾝﾄ 即  時 両方向対称 

回線交換 3.1kHz ｵｰﾃﾞｨｵ ８kHz 構造 ﾎﾟｲﾝﾄ・ﾎﾟｲﾝﾄ 即  時 両方向対称 

 

回線交換 

 

トーン／アナ 

ウンスを伴う 

非制限データ 

 

８kHz 構造 

 

 

ﾎﾟｲﾝﾄ・ﾎﾟｲﾝﾄ 

 

 

即  時 

 

 

両方向対称 

 

回線交換 ビデオ ８kHz構造 ﾎﾟｲﾝﾄ・ﾎﾟｲﾝﾄ 即 時 両方向対称 

パケット 非制限データ サービスデータ 

ユニット構造 

ﾎﾟｲﾝﾄ・ﾎﾟｲﾝﾄ 即 時 両方向対称 

 

 注１－情報転送速度として、２×６４kbit/sが用いられる場合、制限された遅延差（ＲＤＴＤ）をもつ８

kHz 構造が提供される。 

 注２－情報転送速度としてマルチレート（６４kbit/sベースレート）が用いられる場合、タイムスロット

シーケンス構造が提供されるべきである。 
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4.5.6 呼識別〔Call identity 〕    

 

4.5.7 呼状態〔Call state〕 

  呼状態情報要素は、現在の呼のステータス状態（節２．１参照）やグローバルインタフェース状態（節

２．４参照）を記述するために用いられる。 

  呼状態情報要素は、図４－１３／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂや表４－８／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂに示されている

ようにコード化する。 

  ＴＴＣ標準コーディングを使用すると本情報要素の最大長は３オクテットである。 

 

 ビット    ８       ７       ６       ５       ４       ３       ２       １    オクテット 

 

 

 

 

  ０ 

 

                        呼状態 

   ０       ０       １       ０       １       ０       ０ 

                    情報要素識別子 

 

  １ 

 

                           呼状態内容長   ２ 

 

 

 

 

 ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ 標準 

 

    呼状態値／グローバルインタフェース状態 

 

    （状態値はバイナリーでコード化する） 

 

  ３ 

 

 

図４－１３／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂ  呼状態情報要素 

 

 

表４－８ａ／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂ  呼状態情報要素 

 

コーディング標準（オクテット３） 

  ビット 

  ８  ７ 

  ０  ０      ＴＴＣ標準、この場合下記のようにコーディングする 

  ０  １      ＩＳＯ／ＩＥＣ標準（注） 

  １  ０      国内標準（注） 

  １  １      インタフェースの網（公衆または私設のいずれも）側において定義された標準（注） 

 

  （注）これら他のコーディング標準は、必要な呼状態がＩＴＵ－Ｔ標準及びＴＴＣ標準のコーディング

状態で表せない場合のみ使用されるべきである。 

 

＃ 
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表４－８ｂ／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂ  呼状態情報要素 

 

 呼状態値（オクテット３） 

   ビット 

   ６  ５  ４  ３  ２  １         公衆用基地局状態         ディジタル網状態 

   ０  ０  ０  ０  ０  ０         Ｃ０－空き             Ｎ０－空き 

   ０  ０  ０  ０  ０  １         Ｃ１－発呼             Ｎ１－発呼 

   ０  ０  ０  ０  １  １         Ｃ３－発呼受付         Ｎ３－発呼受付 

   ０  ０  ０  １  ０  ０         Ｃ４－呼出通知         Ｎ４－呼出通知 

   ０  ０  ０  １  １  ０         Ｃ６－着呼             Ｎ６－着呼 

   ０  ０  ０  １  １  １         Ｃ７－呼出中           Ｎ７－呼出中 

   ０  ０  １  ０  ０  ０         Ｃ８－応答             Ｎ８－応答 

   ０  ０  １  ０  ０  １         Ｃ９－着呼受付         Ｎ９－着呼受付 

   ０  ０  １  ０  １  ０         Ｃ10－通信中           Ｎ10－通信中 

   ０  ０  １  ０  １  １         Ｃ11－切断要求         Ｎ11－切断要求 

   ０  ０  １  １  ０  ０         Ｃ12－切断通知         Ｎ12－切断通知 

   ０  １  ０  ０  １  １         Ｃ19－解放要求         Ｎ19－解放要求 

   ０  １  ０  １  １  ０               －               Ｎ22－呼廃棄 

   上記以外                       予約済                 予約済 

 

 グローバルインタフェース状態値（オクテット３） 

   ビット 

   ６  ５  ４  ３  ２  １         状態 

   ０  ０  ０  ０  ０  ０         ＲＥＳＴ  ０－空き 

   １  １  １  １  ０  １         ＲＥＳＴ  １－初期設定要求 

   １  １  １  １  １  ０         ＲＥＳＴ  ２－初期設定 

   上記以外                       予約済 
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4.5.8 着番号〔Called party number〕 

  着番号情報要素は、通信相手を指定し、図４－１４／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂ及び表４－９／ＪＴ－Ｑ９３

１－ｂに示すようにコード化する。本情報要素の最大長はディジタル網に依存する。 

 

 ビット  ８       ７       ６       ５       ４       ３       ２       １    オクテット 

 

 

 

 

   ０ 

 

                           着番号 

  １       １       １       ０       ０       ０       ０ 

                       情報要素識別子 

 

    １ 

 

 着番号内容長     ２ 

 

 

１ 

拡張 

 

番号種別 

 

番号計画識別 
 

    ３ 

 

 

 

０ 

 

 

番号ディジット 

                               （注） 

（ＩＡ５キャラクタ） 

 

    ４ 

 

 

  （注）番号ディジットは、オクテット４から入力された順番と同じ番号で現れる。すなわち最初にダイ

ヤルされた番号ディジットが、最初のオクテット４に入れられる。 

 

図４－１４／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂ  着番号情報要素 

 

 

表４－９ａ／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂ  着番号情報要素 

 

番号種別（オクテット３）（注１） 

  ７  ６  ５ 

  ０  ０  １      国際番号                      （注２） 

  ０  １  ０      国内番号                      （注２） 

  ０  １  １      網特有番号                    （注３） 

  １  １  １      拡張用に予約済 

  上記以外        予約済 

= = = 
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表４－９ｂ／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂ  着番号情報要素 

 

   （注１）国際、国内の定義は、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．３３０を参照。 

   （注２）プレフィックスやエスケープを含まない。 

   （注３）番号種別“網特有番号”は、サービスを提供する網特有の管理番号あるいは、サービス番号

を示すことに使われる。例えば、オペレータをアクセスする場合に使用される。 

 

 番号計画識別（オクテット３） 

   ４  ３  ２  １ 

   ０  ０  ０  １      ＩＳＤＮ／電話番号計画（ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｅ．１６４） 

   １  ０  ０  ０      国内番号計画 

   １  ０  ０  １      私設網番号計画 

   １  １  １  １      拡張用に予約済 

   上記以外            予約済 

 

 番号ディジット（オクテット４以上） 

   このフィールドは、適当な番号計画で指定される形式に従って、ＩＡ５キャラクタでコード化される。 
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4.5.9 着サブアドレス〔Called party subaddress〕 

  着サブアドレス情報要素は、着信者のサブアドレスを識別するために用い、図４－１５／ＪＴ－Ｑ９３

１－ｂ及び表４－１０／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂに示すようにコード化する。サブアドレスの定義に関しては、

ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．３３０参照。 

  本情報要素の最大長は２３オクテットである。 

 

 ビット  ８       ７       ６       ５       ４       ３       ２       １    オクテット 

 

 

 

 

   ０ 

 

                        着サブアドレス 

   １       １       １       ０       ０       ０       １ 

                        情報要素識別子 

 

    １ 

 

 

 

                      着サブアドレス内容長     ２ 

 

 

 

１ 

 

拡張 

 

サブアドレス種別 

 

偶数／奇 

 

数表示 

  ０    ０       ０ 

 

予    備 

 

    ３ 

 

 

 

 

サブアドレス情報 

 

 

 

    ４ 

 

             図４－１５／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂ  着サブアドレス情報要素 

 

 

            表４－１０ａ／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂ  着サブアドレス情報要素 

 

サブアドレス種別（オクテット３） 

  ７  ６  ５ 

  ０  ０  ０      ＮＳＡＰ（Ｘ．２１３／ＩＳＯ  ８３４８  ＡＤ２） 

  ０  １  ０      ユーザ特有サブアドレス 

  上記以外        予約済 

 

 

= = 
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表４－１０ｂ／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂ  着サブアドレス情報要素 

 

偶数／奇数表示（オクテット３） 

  ４ 

  ０      アドレス信号の数が偶数 

  １      アドレス信号の数が奇数 

 

  （注）偶数／奇数表示は、サブアドレス種別がユーザ特有サブアドレスの時使用され、コード化はＢＣ

Ｄである。 

 

サブアドレス情報（オクテット４以上） 

 ＮＳＡＰ（Ｘ．２１３／ＩＳＯ８３４８ＡＤ２）アドレスは、ＡＦＩ（Authority and Format Identifier)を

含むオクテット４の定義に従って構成される。コード化は、Ｓインタフェースにおける端末選択のために

使用する場合を除いて、Ｘ．２１３／ＩＳＯ８３４８ＡＤ２で定義されるように推奨２進符号化によって

行われる。このサブアドレス種別の定義についてはＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．３３４を参照。 

 ユーザ特有サブアドレスの場合、フィールドの最大長は２０オクテットで公衆用基地局の仕様に従いコ

ード化される。Ｘ．２５網とインタワーキングする場合はＢＣＤ符号化が適用される。 
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4.5.10 発番号〔Calling party number〕 

  発番号情報要素は、呼の発信元を識別するために用い、図４－１６／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂ及び表４－１

１／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂに示すようにコード化する。本情報要素の最大長はディジタル網に依存する。 

 

  ビット  ８       ７       ６       ５       ４       ３       ２       １    オクテット 

 

 

 

 

   ０ 

 

                           発  番  号 

    １       １       ０       １       １       ０       ０ 

                         情報要素識別子 

 

    １ 

 

 

 

 

 

発番号内容長 

 

 

    ２ 

 

 

 

 

０／１ 

 

拡  張 

 

番号種別 

 

 

番号計画識別 

 

 

    ３ 

 

 

 

 

  １ 

 

拡  張 

 

表示識別子 

 

   ０       ０       ０ 

 

        予  備 

 

網検証識別子 

 

 

    ３ａ＊ 

 

   ０ 番号ディジット 

 

（ＩＡ５  キャラクタ） 

 

    ４＊ 

 

図４－１６／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂ  発番号情報要素 

 

 

表４－１１ａ／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂ  発番号情報要素 

 

番号種別（オクテット３）（注１） 

  ７  ６  ５ 

  ０  ０  １      国際番号                    （注２） 

  ０  １  ０      国内番号                    （注２） 

  ０  １  １      網特有番号                  （注３） 

  １  １  １      拡張用に予約済 

  上記以外        予約済 

 

  （注１）国際、国内の定義は、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．３３０を参照。 

  （注２）プレフィックスやエスケープを含まない。 

  （注３）番号種別“網特有番号”は、サービスを提供する網特有の管理番号あるいは、サービス番号を

示すことに使われる。例えば、オペレータをアクセスする場合に使用される。 

 

= = = 
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表４－１１ｂ／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂ  発番号情報要素 

 

番号計画識別（オクテット３） 

  ４  ３  ２  １ 

  ０  ０  ０  １      ＩＳＤＮ／電話番号計画（ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｅ．１６４） 

  １  ０  ０  ０      国内番号計画 

  １  ０  ０  １      私設網番号計画 

  １  １  １  １      拡張用に予約済 

  上記以外            予約済 

 

表示識別子（オクテット３ａ） 

  ７  ６      意  味 

  ０  ０      表示許可 

  ０  １      表示制限 

  １  ０      インタワーキングのため利用出来ない番号 

  １  １      予約済 

 

  （注）このフィールドの意味と使用法は、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．９５１の３章と４章に定義される。ただ

し、表示制限の場合でも番号ディジットを送出してもよい。 

 

網検証識別子（オクテット３ａ） 

  ２  １      意  味 

  ０  ０      ユーザ記入、網検証なし 

  ０  １      ユーザ記入、網検証成功 

  １  ０      ユーザ記入、網検証失敗 

  １  １      網記入 

 

番号ディジット（オクテット４以上） 

  このフィールドは、適当な番号計画で指定される形式に従って、ＩＡ５キャラクタでコード化される。 
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4.5.11 発サブアドレス〔Calling party subaddress〕 

  発サブアドレス情報要素は、発信側のサブアドレスを識別するために用い、図４－１７／ＪＴ－Ｑ９３

１－ｂ及び表４－１２／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂに示すようにコード化する。サブアドレスの定義に関しては、

勧告Ｉ．３３０参照。 

  本情報要素の最大長は２３オクテットである。 

 

  ビット  ８       ７      ６       ５       ４       ３       ２       １   オクテット 

 

 

 

 

   ０ 

 

                        発サブアドレス 

    １      １       ０       １       １       ０       １ 

                        情報要素識別子 

 

    １ 

 

 

 

 

                      発サブアドレス内容長 

 

 

    ２ 

 

 

 

 

  １ 

 

拡  張 

 

サブアドレス種別 

 

偶数／奇 

 

数表示 

０       ０       ０ 

 

      予  備 

 

    ３ 

 

  

サブアドレス情報 

 

 

    ４ 

 

図４－１７／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂ  発サブアドレス情報要素 

 

 

表４－１２ａ／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂ  発サブアドレス情報要素 

 

サブアドレス種別（オクテット３） 

  ７  ６  ５ 

  ０  ０  ０      ＮＳＡＰ（Ｘ．２１３／ＩＳＯ  ８３４８  ＡＤ２） 

  ０  １  ０      ユーザ特有サブアドレス 

  上記以外        予約済 

 

偶数／奇数表示（オクテット３） 

  ４ 

  ０      アドレス信号の数が偶数 

  １      アドレス信号の数が奇数 

 

（注）偶数／奇数表示は、サブアドレス種別がユーザ特有の時使用され、コード化はＢＣＤである。 

 

= = 
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表４－１２ｂ／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂ  発サブアドレス情報要素 

 

サブアドレス情報（オクテット４以上） 

  ＮＳＡＰ（Ｘ．２１３／ＩＳＯ８３４８ＡＤ２）アドレスは、ＡＦＩ(Authority and  Format Identifier)を

含むオクテット 4 の定義に従って構成される。コード化は、Ｓインタフェースにおける端末選択のために

使用する場合を除いて、Ｘ．２１３／ＩＳＯ８３４８ＡＤ２で定義されるように推奨２進符号化によって

行われる。このサブアドレス種別の定義については勧告Ｉ．３３４を参照。 

  ユーザ特有サブアドレスの場合、フィールドの最大長は２０オクテットで、ユーザの仕様に従いコード

化される。Ｘ．２５網とインタワーキングする場合はＢＣＤ符号化が適用される。 

 

4.5.12 理由表示〔Cause 〕 

理由表示情報要素の内容と使用法標準はＪＴ－Ｑ８５０に定義される。 

 

4.5.13 チャネル識別子〔Channel identification〕 

  チャネル識別子情報要素は、本信号手順によって制御されるインタフェース内のチャネルを識別するた

めに用いられ、図４－１８／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂ、表４－１３／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂに示すようにコード

化される。 

  本情報要素の最大長のデフォルト値はディジタル網に依存する。 

  

ビット   ８       ７       ６      ５       ４       ３       ２       １    オクテット     

 

 

 

 

   ０ 

 

                       チャネル識別子 

   ０       ０      １       １       ０       ０       ０ 

                       情報要素識別子 

 

    １ 

 

 

 

 

 

チャネル識別子内容長 

 

 

    ２ 

 

 

 

 

 

１ 

 

拡  張 

 

ｲﾝﾀﾌｪ-ｽ 

識別 

子有無 

表示 

ｲﾝﾀﾌｪ-ｽ 

種別 

 

 

０ 

 

予  備 

 

変更不 

 

可表示 

 

D ﾁｬﾈﾙ 

選  択 

表  示 

 

 

情報ﾁｬﾈﾙ選択 

 

 

 

    ３ 

 

 

 ０／１   

                       インタフェース識別子                        3.1 * 

 拡  張    （注） 

 

  （注）オクテット３の“インタフェース識別子有／無表示”フィールドが“暗黙のうちに識別されるイ

ンタフェース”を示すとき、オクテット 3.1 は省略される。 

        オクテット 3.1 が存在する場合、このオクテットは拡張ビット（ビット８）を使用することによ

って拡張されてもよい。 

 

              図４－１８／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂ  チャネル識別子情報要素 

＝ ＝ 
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表４－１３ａ／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂ  チャネル識別子情報要素 

 

インタフェース識別子有無表示（オクテット３） 

  ７ 

  ０            暗黙のうちに識別されるインタフェース（注） 

  １            オクテット 3.1 から始まる１もしくはそれ以上のオクテットで明確に識別されるイン 

                タフェース。 

 

  （注）本情報要素を運んでいるＤチャネルを含むインタフェースを示す。 

 

 

表４－１３ｂ／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂ  チャネル識別子情報要素 

 

インタフェース種別（オクテット３） 

６ 

０            基本インタフェース 

上記以外      予約済 

 

  （注）インタフェースがインタフェース識別子有無表示フィールド（オクテット３：ビット７）と、も

し存在する場合はインタフェース識別子フィールド（オクテット 3.1 ）との指定によって識別さ

れているので、インタフェース種別もこれにより認識される。 

 

変更不可表示：（オクテット３） 

  ４ 

  ０            指定されたチャネルを変更してもよいことを示す。 

  １            指定されたチャネルは変更できないことを示す。 

 

  （注）変更不可表示はＢチャネル選択においてのみ意味がある。 

 

Ｄチャネル選択表示（オクテット３） 

  ３ 

  ０            指定チャネルはＤチャネルでない。 

上記以外      予約済 

 

  （注）Ｄチャネルを指定することができるのは、このＤチャネル選択表示ビットのみである。 

 

情報チャネル選択（オクテット３）（注１） 

              基本インタフェース 

  ２  １ 

  ０  １        Ｂ１チャネル 

  １  ０        Ｂ２チャネル 

  １  １        任意チャネル（注２） 

上記以外      予約済 
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表４－１３ｃ／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂ  チャネル識別子情報要素 

 

  （注１）情報チャネル選択は、Ｄチャネルには適用されない。 

  （注２）この値は、初期設定手順では使用されない。 

 

インタフェース識別子（オクテット 3 .1） 

本情報が指定するインタフェースに対し、加入契約時に与えられた２進数コード。加入契約時にインタ

フェース識別子用の２進数コードで、使用されるオクテット数と各オクテットの内容を指定する。 

 

（注）インタフェースが暗黙のうちに規定される場合はオクテット 3.1 は省略される。オクテット３の

「情報チャネル選択」フィールド（ビット２～１）が、「任意チャネル」と指定されているとき、インタ

フェース識別子フィールドが存在する場合は全て「０」に設定される。 

 

 

4.5.14 輻輳制御レベル〔Congestion level〕                 

 

4.5.15 日時〔Date/time 〕                        

 

4.5.16 表示〔Display 〕                         

 

4.5.17 高位レイヤ整合性〔High layer compatibility〕 

 高位レイヤ整合性情報要素は、相手ユーザが整合性をチェックするための手段を提供する。（付属資料

Ｂ参照） 

 高位レイヤ整合性情報要素は、図４－２３／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂと表４－１５／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂに

示すようにコード化する。 

 高位レイヤ整合性情報要素は、選択のための２つの高位レイヤ能力を指定するために、「呼設定」(SETUP) 

メッセージの中に繰り返すことができる。高位レイヤ整合性情報要素が繰り返し識別子情報要素なしに繰

り返されているならば、デフォルトとして優先度の低い順に設定されているものとして解釈すべきである。 

  本情報要素の最大長は５オクテットである。 

 

 （注）－高位レイヤ整合性情報要素は、網内では、発信側のエンティティと、発信側のエンティティに

より番号で指示された着信側のエンティティとの間をトランスペアレントに運ばれる。 

     明らかに、テレサービスを実行する機能を持つ網は、この情報をこのテレサービスを与えるた

めに解析してもよい。 

 

＃ 

＃ 

＃ 
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                 ８      ７      ６      ５      ４      ３      ２      １       オクテット  

 

 

 

 

  ０ 

 

                    高位レイヤ整合性 

  １      １      １      １      １      ０      １ 

                    情報要素識別子 

 

      １ 

 

                     高位レイヤ整合性内容長       ２ 

 

 

  １ 

拡  張 

コーディング 

    標  準 

        解釈法 

 

  ﾌﾟﾛﾄｺﾙﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ 

  表現法 
      ３ 

 

 

 

０／１ 

拡  張 

                  高位レイヤ特性識別 

 
      ４ 

 

   １ 

拡  張 

                拡張高位レイヤ特性識別 

 
      ４ａ* 

     （注１） 

 

 

  １ 

拡  張 

                拡張テレビ電話特性識別 

 
      ４ａ* 

     （注２） 

 

   （注１）－このオクテットは、オクテット４が保守またはマネジメントを示すとき存在してもよい。 

   （注２）－このオクテットは、オクテット４がオーディオビジュアルを示すとき存在してもよい。 

 

図４－２３／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂ 高位レイヤ整合性情報要素 



  － 77 － ＪＴ－Ｑ９３１－ｂ 

表４－１５ａ／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂ 高位レイヤ整合性情報要素 

 

コーディング標準（オクテット３） 

 ７ ６ 

 ０ ０   ＩＴＵ－Ｔ勧告およびＩＴＵ－Ｔ勧告に準拠するＴＴＣ標準（この場合下記コーディング

に従う） 

 ０ １   ＩＳＯ／ＩＥＣ標準（注１） 

 １ ０   国内標準（注１、注２） 

 １ １   インタフェースの網（公衆または私設のいずれも）側において定義された標準（注１） 

 

 （注１）－これら他のコーディング標準は、必要な高位レイヤ整合性がＩＴＵ－Ｔ勧告およびＩＴＵ－

Ｔ勧告に準拠するＴＴＣ標準のコーディングで表せない場合のみ使用されるべきである。 

 （注２）－国内標準コーディングの場合、解釈法、プロトコルプロファイル表現法は、ＩＴＵ－Ｔ勧告

およびＩＴＵ－Ｔ勧告に準拠するＴＴＣ標準と同様のコーディングに従い、高位レイヤ特性

識別は国内標準として規定される。拡張高位レイヤ特性識別はこの場合使用しない。 

 

 

表４－１５ｂ／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂ 高位レイヤ整合性情報要素 

 

解釈法（オクテット３） 

 ５ ４ ３ 

 １ ０ ０   最初の高位レイヤ特性識別（オクテット４）を使用する。 

 上記以外    予約済 

 

 （注１）－解釈法は高位レイヤ特性識別（オクテット４）がどのように解釈されるかを示す。 

 （注２）－現在「解釈法」に対するコード値はただひとつしかない。しかしながら「解釈法」は、それ

が拡張されて、かつ複数の“高位レイヤ特性識別”が使用された状況において、それらの間

の正確な関係が表示される必要があるとき（例．シーケンシャル使用、選択リスト、同時使

用）、“高位レイヤ特性識別”の利用法を表示できることを意図している。このような拡張

は今後検討される必要がある。 

 

プロトコルプロファイル表現法（オクテット３） 

 ２ １ 

 ０ １   高位レイヤプロトコルプロファイル（属性の仕様なし） 

 上記以外  予約済 

 

 （注）現在「プロトコルプロファイル表現法」に対するコード値はただひとつしかない。すなわち“プ

ロファイル値”は使用される高位レイヤプロトコルの組合せによりサポートされるひとつのサー

ビスを表示するために使用される。他の表現法の必要性（たとえば高位の各レイヤで使用される

プロトコルのレイヤごとの表示形態によるサービス表示）は今後検討される必要がある。 
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表４－１５ｃ／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂ 高位レイヤ整合性情報要素 

 

 高位レイヤ特性識別（オクテット４） 

 ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ 

 ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ 電 話 

 ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ Ｇ２／３ファクシミリ（勧告 F.182) 

 ０ １ ０ ０ ０ ０ １ Ｇ４ファクシミリ（クラス１）（勧告 F.184) 

 ０ １ ０ ０ １ ０ ０ Ｇ４ファクシミリ（クラス２と３）（勧告 F.184) 

 ０ １ ０ １ ０ ０ ０ （注７） 

 ０ １ １ ０ ０ ０ １     （注７） 

 ０ １ １ ０ ０ １ ０ シンタックスベースのビデオテックス 

 （勧告 F.300 と T.102) 

 ０ １ １ ０ ０ １ １ ゲートウェイあるいはインタワーキングユニット経由でイン 

 タワークする国際ビデオテックス 

 (勧告 F.300 と T.101) 

 ０ １ １ ０ １ ０ １ テレックスサービス（勧告 F.60)  

 ０ １ １ １ ０ ０ ０ メッセージ・ハンドリング・システムズ（ＭＨＳ） 

           （標準 JT-X400シリーズ)  

 １ ０ ０ ０ ０ ０ １ ＯＳＩアプリケーション（注２）（勧告 X.200シリーズ ) 

 １ ０ ０ ０ ０ １ ０ FTAMアプリケーション（ISO8571) 

 １ ０ １ １ １ １ ０ 保守のために予約済（勧告 Q.94X)（注４） 

 １ ０ １ １ １ １ １ マネージメントのために予約済（注４） 

 １ １ ０ ０ ０ ０ ０ テレビ電話（JT-F720, JT-F721, 及び F.731 profile 1a）（注５） 

 １ １ ０ ０ ０ ０ １ テレビ会議（勧告 F.702及び F.731 profile 1b）（注５） 

 １ １ ０ ０ ０ １ ０ オーディオグラフィック会議（勧告 F.702及び F.731（少なくとも

profile 2a2を含み、オプションとして 2a1,2a3,2b1,2b2,及び 2bcを

含む））（注５,６）  

 １ １ ０ ０ ０ １ １ オーディオビジュアルサービスのために予約済 

 (勧告 F.700シリーズ)  

    

 １ １ ０ １ １ １ １ 

 １ １ ０ １ ０ ０ ０ マルチメディアサービス（勧告 F.700シリーズ）（注５） 

 １ １ ０ １ ０ ０ １ オーディオビジュアルサービスのために予約済 

       (勧告 F.700シリーズ) 

  

 １ １ ０ １ １ １ １ 

 １ １ １ １ １ １ １ 予約済 

 

 

〜 

〜 
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表４－１５ｄ／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂ 高位レイヤ整合性情報要素 

 

上記以外                予約済 

 （注１）－上記のコーディングは“コーディング標準”が“ＩＴＵ－Ｔ標準およびＴＴＣ標準”であり、

さらに“プロファイル表現法”が“高位レイヤプロトコルプロファイル”である場合に適用

される。 

 （注２）－これ以上の整合性チェックはＯＳＩ高位レイヤプロトコルにより行われる。 

 （注３）－ＩＴＵ－Ｔ勧告が規定されているサービスについてのみコード値が追加される。勧告Ｉ．２

４１参照。 

 （注４）－このコードが含まれる時、オクテット４ａがあってもよい。 

（注５）－このコードが使われた時、オクテット４ａがあってもよい。 

 （注６）－このコード値でマルチメディアサービスであると確認された場合、最低限の通信能力を保証

する、必須の共通の核となる通話機能を持たなければならない。 

 （注７）－このコード値は、削除された勧告 F.200シリーズにおいて、以前、割当てられていた。 
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表４－１５ｅ／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂ 高位レイヤ整合性情報要素 

 

 拡張高位レイヤ特性識別（オクテット４ａ） 

 ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ 

 ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ 電 話 

 ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ Ｇ２／３ファクシミリ（勧告 F.182) 

 ０ １ ０ ０ ０ ０ １ Ｇ４ファクシミリ（クラス１）（勧告 F.184) 

 ０ １ ０ ０ １ ０ ０ Ｇ４ファクシミリ（クラス２と３）（勧告 F.184) 

 ０ １ ０ １ ０ ０ ０ （注４） 

 ０ １ １ ０ ０ ０ １     （注４） 

 ０ １ １ ０ ０ １ ０ シンタックスベースのビデオテックス（勧告 F.300 と T.102) 

 ０ １ １ ０ ０ １ １ ゲートウェイあるいはインタワーキングユニット経由でイン 

 タワークする国際ビデオテックス (勧告 F.300 と T.101) 

 ０ １ １ ０ １ ０ １ テレックスサービス (勧告 F.60)  

  ０ １ １ １ ０ ０ ０ メッセージ・ハンドリング・システムズ（ＭＨＳ） 

 （標準 JT-X400シリーズ)  

  １ ０ ０ ０ ０ ０ １ ＯＳＩアプリケーション（注２）（勧告 X.200シリーズ） 

 １ ０ ０ ０ ０ １ ０ FTAMアプリケーション（ISO8571) 

  １ ０ １ １ １ １ ０ 割り当て不可 

 １ ０ １ １ １ １ １ 割り当て不可 

 １ １ ０ ０ ０ ０ ０ テレビ電話（JT-F720, JT-F721, 及び F.731 profile 1a） 

 １ １ ０ ０ ０ ０ １ テレビ会議（勧告 F.702及び F.731 profile 1b） 

 １ １ ０ ０ ０ １ ０ オーディオグラフィック会議（勧告 F.702 及び F.731（少なくと

も profile 2a2を含み、オプションとして 2a1,2a3,2b1,2b2,及び 2bc

を含む）） 

 １ １ ０ ０ ０ １ １ オーディオビジュアルサービスのために予約済 

    (勧告 F.700シリーズ)  

   

１ １ ０ ０ １ １ １ 

１ １ ０ １ ０ ０ ０ マルチメディアサービス（勧告 F.700シリーズ） 

  １ １ ０ １ ０ ０ １ オーディオビジュアルサービスのために予約済 

       (勧告 F.700シリーズ) 

 １ １ ０ １ １ １ １ 

 １ １ １ １ １ １ １ 予約済 

上記以外                 予約済 

〜 

〜 
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表４－１５ｆ／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂ 高位レイヤ整合性情報要素 

 

 拡張オーディオビジュアル特性識別（オクテット４ａ） 

 ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ 

 ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ JT-H221の初期チャネルの能力設定 

０ ０ ０ ０ ０ １ ０ JT-H221の第二チャネルの能力設定 

０ １ ０ ０ ０ ０ １ 3.1 kHz オーディオまたは音声の呼に関連する初期チャネルの能

力設定 

 

 （注１）－上記のコーディングは“コーディング標準”が“ＩＴＵ－Ｔ標準およびＴＴＣ標準”であり、

さらに“プロファイル表現法”が“高位レイヤプロトコルプロファイル”である場合に適用

される。 

 （注２）－これ以上の整合性チェックはＯＳＩ高位レイヤプロトコルにより行われる。 

 （注３）－ＩＴＵ－Ｔ勧告が規定されているサービスについてのみコード値が追加される。勧告 I.241参

照。 

 （注４）－このコード値は、削除された勧告 F.200シリーズにおいて、以前割当てられていた。 

 

 高位レイヤ特性識別（国内標準）（オクテット４） 

 ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ 

 ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ 静止画映像伝送装置（ＪＪ－４１．１０） 

 上記以外  予約済み 
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4.5.18 キ－パッドファシリティ〔Keypad facility 〕            

 

4.5.19 低位レイヤ整合性〔Low layer compatibility〕 

 低位レイヤ整合性情報要素は、アドレスで指示されたエンティティ（例えば、発信側によって、番号で

指示されたリモートユーザやインタワーキングユニットや網の高位レイヤ機能ノードのような）との通信

可能性確認に使用されるべき手段を提供する。低位レイヤ整合性情報要素は、発信側エンティティと、発

信側のエンティティより番号で指示された着信側のエンティティとの間を網内では、トランスペアレント

に運ばれる。付属資料Ｂ及び付属資料Ｉ参照。 

 もし、低位レイヤ整合性交渉を網が許容するならば（付属資料Ｊ参照）、低位レイヤ整合性情報要素は

着信側のエンティティから発信側のエンティティへもトランスペアレントに運ばれる。 

 低位レイヤ整合性情報要素は、図４－２５／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂと表４－１６／ＪＴ－９３１－ｂに示

すようにコード化する。本情報要素の最大長は１８オクテットである。 

  網は、情報要素の最大長として１６オクテットのみをサポートする場合もある。 

＃ 
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８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １  オクテット 

 低位レイヤ整合性  
０ １ １ １ １ １ ０ ０    １ 

 情報要素識別子  

低位レイヤ整合性内容長       ２ 

０／１ 

拡  張 

コーディング 

標準 

情報転送能力 

 
      ３ 

 

１ 交渉 ０ ０ ０ ０ ０ ０    ３a* 
拡  張 指示 予  備  

１ 

拡  張 

転送モード 情報転送速度       ４ 

 

１ 

拡  張 

レートマルチプライヤ 

 
      4.1(注 1)* 

 

０／１ ０ １         ５* 
拡  張 レイヤ１識別 ユーザ情報レイヤ１プロトコル  

０／１ 

拡  張 

同期／ 

非同期 

ｲﾝﾊﾞﾝﾄﾞ 

交渉 

ユーザ速度 

 
      ５a(注 2)* 

 

０／１ 

拡  張 

中間速度 

 

送  信 

ＮＩＣ 

 

受  信 

ＮＩＣ 

 

送  信 

フロー 

制  御 

受  信 

フロー 

制  御 

０ 

予  備 

 

 

      ５b(注 3)* 

 

０／１ 

拡  張 

 

 

ヘッダ 

 

多重フ 

レーム 

提  供 

動  作 

モード 

 

ＬＬＩ 

交  渉 

 

割  当 

  ／ 

被割当 

ｲﾝﾊﾞﾝﾄﾞ/ 

ｱｳﾄﾊﾞﾝﾄﾞ 

交  渉 

０ 

予  備 

 

      ５b(注 4)* 

 

 

０／１ 

拡  張 

ストップ 

ビット数 

データ 

ビット数 

パリティ情報 

 
      ５c(注 2)* 

 

１ 

拡  張 

二  重 

モード 

モデムタイプ 

 
      ５d(注 2) 

 

０／１ １ ０ ユーザ情報レイヤ２プロトコル    ６* 
拡  張 レイヤ２識別   

０／１ 動作モード ０ ０ ０ ＪＴ－Ｑ９３３    ６a(注 5)* 
拡  張  予  備 使  用  

１ 

拡  張 

ユーザ特有レイヤ２プロトコル 

 
      ６a(注 6)* 

 

１ 

拡  張 

ウィンドウサイズ（Ｋ） 

 
      ６b(注 5)* 
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０／１ 

拡  張 

１       １ 

レイヤ３識別 

ユーザ情報レイヤ３プロトコル 

 
      ７* 

 

１ 

拡  張 

ユーザ特有レイヤ３プロトコル 

 
      ７a(注 8)* 

 

０／１ 

拡  張 

動作モード 

 

０       ０       ０       ０       ０ 

予  備 
      ７a(注 7)* 

 

０／１ 

拡  張 

０       ０       ０ 

予  備 

デフォルトパケットサイズ 

 
      ７b(注 7)* 

 

１ 

拡  張 

パケットウィンドウサイズ 

 
      ７c(注 7)* 

 

０ 

拡  張 

０       ０       ０ 

予  備 

追加レイヤ３プロトコル情報 

（最上位ビット） 
   ７a(注 9)* 

１ 

拡  張 

０       ０       ０ 

予  備 

追加レイヤ３プロトコル情報 

（最下位ビット） 
   ７b(注 9)* 

 

図４－２５／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂ 低位レイヤ整合性情報要素 

 

（注１）オクテット４がマルチレート（６４kbit/sベースレート）を示す場合、このオクテットが存在する。

そうでなければ、このオクテットは存在しない。 

（注２）このオクテットは、オクテット３が非制限ディジタル情報を示し、オクテット５がＴＴＣ標準速

度整合（ＪＴ－Ｖ１１０／ＪＴ－Ｘ３０またはＪＴ－Ｖ１２０）を示す場合に存在する。また、

オクテット３が 3.1kHz オーディオを示し、オクテット５が標準ＪＴ－Ｇ７１１を示す場合も存在

する。 

（注３）このオクテットは、オクテット５がＴＴＣ標準速度整合（ＪＴ－Ｖ１１０,  ＪＴ－Ｉ４６０及び

ＪＴ－Ｘ３０）を示す場合にのみ存在する。 

（注４）このオクテットは、オクテット５がＴＴＣ標準速度整合（ＪＴ－Ｖ１２０）を示す場合にのみ存

在する。 

（注５）このオクテットは、オクテット６が表４－１６／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂに示されている確認形ＨＤ

ＬＣの手順を示す場合にのみ存在する。 

（注６）このオクテットは、オクテット６がユーザ特有レイヤ２プロトコルを示す場合にのみ存在する。 

（注７）このオクテットは、オクテット７が表４－１６／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂに示されている標準ＪＴ－

Ｘ２５、ＩＳＯ／ＩＥＣ８２０８またはＸ．２２３／ＩＳＯ８８７８に基づいたレイヤ３プロト

コルを示す場合にのみ存在する。 

（注８）このオクテットは、オクテット７がユーザ特有レイヤ３プロトコルを示す場合にのみ存在する。 

（注９）このオクテットは、オクテット７で ISO/IEC TR9577が表示されたときに含まれる。 
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表４－１６ａ／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂ 低位レイヤ整合性情報要素 

 

コーディング標準（オクテット３） 

ビット 

７ ６ 

 ０ ０ ＩＴＵ－Ｔ勧告およびＩＴＵ－Ｔ勧告に準拠するＴＴＣ標準（この場合下記コーディング 

 に従う） 

 ０ １ ＩＳＯ／ＩＥＣ標準（注） 

 １ ０ 国内標準（注） 

 １ １ インタフェースの網（公衆または私設のいずれも）側において定義された標準（注） 

 

 （注）これら他のコーディング標準は、必要な低位レイヤ整合性がＩＴＵ－Ｔ勧告およびＩＴＵ－Ｔ勧

告に準拠するＴＴＣ標準のコーディングで表せない場合のみ使用されるべきである。 

 

情報転送能力（オクテット３） 

 ビット 

 ５ ４ ３ ２ １ 

 ０ ０ ０ ０ ０ 音 声 

 ０ １ ０ ０ ０ 非制限ディジタル情報 

 ０ １ ０ ０ １ 制限ディジタル情報 

 １ ０ ０ ０ ０ 3.1kHz オーディオ 

 １ ０ ０ ０ １ トーン／アナウンスを伴う非制限ディジタル情報（注） 

 １ １ ０ ０ ０ ビデオ 

 上記以外  予約済 

 

 

交渉指示（オクテット３ａ） 

 ビット 

  ７ 

  ０ アウトバンド交渉不可能 

  １ アウトバンド交渉可能 

 

 （注１）低位レイヤ整合性交渉の表示は付属資料Ｊ参照 

 （注２）オクテット３ａが省略された場合“アウトバンド交渉不可能”とみなされる 

 

転送モード（オクテット４） 

 ビット 

 ７ ６ 

 ０ ０ 回線交換モード 

 １ ０ パケット交換モード 

 上記以外 予約済 
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表４－１６ｂ／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂ 低位レイヤ整合性情報要素 

 

情報転送速度（オクテット４） 

ビット 

５ ４ ３ ２ １  回線交換モード パケット交換モード 

 ０ ０ ０ ０ ０      － このコードはパケット交換 

 モードの呼に使用する。 

  １  ０  ０  ０  ０    ６４kbit/s                           － 

  １  ０  ０  ０  １    ２×６４kbit/s                        － 

  １  ０  ０  １  １    ３８４kbit/s                              － 

  １  ０  １  ０  １    １５３６kbit/s                            － 

  １  ０  １  １  １    １９２０kbit/s                            － 

  １  １  ０  ０  ０    マルチレート（６４kbit/sベースレート）  － 

 上記以外              予約済 

 

 （注１） 情報転送速度として２×６４kbit/s が用いられる場合、オクテット３と４のコーディングは、

両方の６４kbit/sチャネルに関係する。 

 （注２） 付加属性を表４－１７／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂに定義する。 

 

 

表４－１６ｃ／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂ 低位レイヤ整合性情報要素 

 

レートマルチプライヤ（オクテット 4.1） 

 ベースレートの倍数表現を２進表示でコード化する。倍数は、２からインタフェース上有効なＢチャネ

ルの最大数におよぶあらゆる値もとりうる。 
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表４－１６ｄ／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂ 低位レイヤ整合性情報要素 

 

ユーザ情報レイヤ１プロトコル（オクテット５） 

 

     ビット 

 ５ ４ ３ ２ １ 

 ０ ０ ０ ０ １ TTC 標準速度整合(JT-V110/JT-X30)：これは下記に定義されたオクテット 

 ５ａとオプションのオクテット５ｂ，５ｃ，５ｄが存在することを表して 

 いる。 

 ０ ０ ０ １ ０ 標準 JT-G711μ-law 

 ０ ０ ０ １ １ 勧告 G.711 A-law 

 ０ ０ １ ０ ０ 標準 JT-G721 32 kbit/s ADPCMと標準 JT-I460  

 ０ ０ １ ０ １ 標準 JT-H221と JT-H242  

 ０ ０ １ １ ０ 標準 JT-H223と JT-H245 

 ０ ０ １ １ １ TTC 非標準速度整合：これはオクテット５ａとオプションとしてのオク 

 テット５ｂ，５ｃ，５ｄの存在を表している。このコード値を使用した場 

 合は、オクテット５ａのユーザ速度がユーザによって定義されたものであ 

 ることを示している。さらに、オクテット５ｂ，５ｃ，５ｄがもし存在す 

 るならば、ユーザ定義の速度整合として一貫性のあるものである。 

 ０ １ ０ ０ ０ TTC 標準速度整合 (JT-V120)：これは下記に定義されたオクテット５ａと 

 オクテット５ｂの存在を、また、オプショナルにオクテット５ｃと５ｄの 

 存在を表している。 

 ０ １ ０ ０ １ TTC 標準速度整合(JT-X31)：ＨＤＬＣフラグスタッフィング。 

 上記以外 予約済 

 

 （注） 転送モードが回線交換モードであり情報転送能力が非制限ディジタル情報あるいは制限ディジ

タル情報であり、また特定のユーザ情報レイヤ１プロトコルがアドレスされたエンティティに

明示されるとするとオクテット５は存在すべきである。もし転送モードがパケット交換モード

であればオクテット５は省略されることがある。 
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表４－１６ｅ／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂ 低位レイヤ整合性情報要素 

 

同期／非同期（オクテット５ａ） 

 

 ビット 

  ７  

  ０ 同 期 

  １ 非同期 

 

 （注）同期ユーザ速度の場合、オクテット５ｂ－５ｄは省略可能。 

 

インバンド交渉（オクテット５ａ） 

 

 ビット 

  ６  

  ０ インバンド交渉不可 

  １ インバンド交渉可 

 

 （注）標準ＪＴ－Ｖ１１０及びＪＴ－Ｘ３０あるいはモデムタイプ勧告参照 

 

ユーザ速度 (オクテット５ａ） 

     ビット 

 ５ ４ ３ ２ １ 

 ０ ０ ０ ０ ０ JT-I460 に関して、速度はオクテットの５ｂのビット 7,6 の中間速度により

指定される。JT-V110 及び JT-X30 に関して、速度はＥビット（同期データ

のみ）で示されるか、またはインバンドで交渉される。JT-V120 に関して、

速度は指示されないか、またはインバンドで交渉されうる。 

 ０ ０ ０ ０ １ 0.6kbit/s 勧告 X.1 

 ０ ０ ０ １ ０ 1.2kbit/s  

 ０ ０ ０ １ １ 2.4kbit/s 勧告 X.1 

 ０ ０ １ ０ ０ 3.6kbit/s  

 ０ ０ １ ０ １ 4.8kbit/s 勧告 X.1 

 ０ ０ １ １ ０ 7.2kbit/s  

 ０ ０ １ １ １ 8  kbit/s 標準 JT-I460 
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表４－１６ｆ／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂ 低位レイヤ整合性情報要素 

 

 ０ １ ０ ０ ０ 9.6kbit/s 勧告 X.1 

 ０ １ ０ ０ １ 14.4kbit/s  

 ０ １ ０ １ ０ 16  kbit/s 標準 JT-I460 

 ０ １ ０ １ １ 19.2kbit/s  

 ０ １ １ ０ ０ 32  kbit/s 標準 JT-I460 

 ０ １ １ ０ １ 38 .4kbit/s 標準 JT-V110 

 ０ １ １ １ ０ 48  kbit/s 勧告 X.1 

 ０ １ １ １ １ 56  kbit/s  

 １ ０ ０ ０ ０ 64  kbit/s 勧告 X.1 

１ ０ ０ １ ０     57. 6 kbit/s 勧告 V14拡張 

１ ０ ０ １ １     28. 8 kbit/s 標準 JT-V110 

  １ ０ １ ０ ０ 24 kbit/s 標準 JT-V110 

 １ ０ １ ０ １ 0.1345kbit/s勧告 X.1 

 １ ０ １ １ ０ 0.100kbit/s 勧告 X.1 

 １ ０ １ １ １ 0.075/1.2kbit/s 勧告 X.1(注)  

 １ １ ０ ０ ０ 1.2/0.075kbit/s 勧告 X.1(注)  

 １ １ ０ ０ １ 0.050kbit/s 勧告 X.1 

 １ １ ０ １ ０ 0.075kbit/s 勧告 X.1 

 １ １ ０ １ １ 0.110kbit/s 勧告 X.1 

 １ １ １ ０ ０ 0.150kbit/s 勧告 X.1 

 １ １ １ ０ １ 0.200kbit/s 勧告 X.1 

 １ １ １ １ ０ 0.300kbit/s 勧告 X.1 

 １ １ １ １ １ 12  kbit/s  

 上記以外 予約済 

 

 （注）第１の速度は呼の順方向（発→着）のユーザ速度を表し、第２の速度は呼の逆方向（着→発）の

ユーザ速度を表す。 
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表４－１６ｇ／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂ 低位レイヤ整合性情報要素 

 

標準ＪＴ－Ｖ１１０／ＪＴ－Ｘ３０速度整合に対するオクテット５ｂ 

中間速度（オクテット５ｂ） 

 ビット 

 ７ ６ 

 ０ ０ 未使用 

 ０ １ 8kbit/s  

 １ ０ 16kbit/s 

 １ １ 32kbit/s 

 

送信網独立クロック (送信ＮＩＣ)  (オクテット５ｂ) （注１） 

 ビット 

  ５  

  ０ 網独立クロックでデータ送信の必要無し 

  １ 網独立クロックでデータ送信の必要有り 

 

 （注１）呼の順方向の送信に関連する 

 （注２）標準ＪＴ－Ｖ１１０及びＪＴ－Ｘ３０参照 

 

受信網独立クロック（受信ＮＩＣ）（オクテット５ｂ）（注１） 

 ビット 

  ４  

  ０ 網独立クロックで受信不可（すなわち、送信側では、このオプション手順をサポートして 

 いない。） 

  １ 網独立クロックで受信可 （すなわち、送信側では、このオプション手順をサポートして 

 いる。） 

 

 （注１）呼の逆方向の送信に関連する 

 （注２）標準ＪＴ－Ｖ１１０及びＪＴ－Ｘ３０参照 

 

送信フロー制御（オクテット５ｂ）（注１） 

 ビット 

  ３  

  ０ データ送信でフロー制御機構を必要としない。 

  １ データ送信でフロー制御機構を必要とする。 

 

 （注１）呼の順方向の送信に関連する 

 （注２）標準ＪＴ－Ｖ１１０及びＪＴ－Ｘ３０参照 
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表４－１６ｈ／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂ 低位レイヤ整合性情報要素 

 

受信フロー制御（オクテット５ｂ）（注１） 

 ビット 

  ２  

  ０ フロー制御機構をともなうデータ受信が不可 

 （すなわち、送信側では、このオプション手順をサポートしていない） 

  １ フロー制御機構をともなうデータ受信が可 

 （すなわち、送信側では、このオプション手順をサポートしている） 

 

 （注１）呼の逆方向の送信に関連する 

 （注２）標準ＪＴ－Ｖ１１０及びＪＴ－Ｘ３０参照 

 

標準ＪＴ－Ｖ１２０速度整合に対するオクテット５ｂ 

 

速度整合ヘッダ（オクテット５ｂ） 

 ビット 

  ７  

  ０ 速度整合ヘッダを含んでいない 

  １ 速度整合ヘッダを含んでいる 

 

データリンクにおける多重フレーム確立サポート（多重フレーム）（オクテット５ｂ） 

 ビット 

  ６  

  ０ 多重フレーム確立サポートしない。ＵＩフレームのみ受け入れる。 

  １ 多重フレーム確立サポート 

 

動作モード（オクテット５ｂ） 

 ビット 

  ５  

  ０ ビットトランスペアレントモード 

  １ プロトコルセンシティブモード 

 

論理リンク識別子交渉（ＬＬＩ交渉）（オクテット５ｂ） 

 ビット 

  ４  

  ０ デフォルト ＬＬＩ＝２５６ 

  １ 完全なプロトコル交渉（注） 

 

 （注）プロトコル交渉の実行に使用されるコネクションはオクテット５ｂのビット２に表示される。 
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表４－１６ｉ／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂ 低位レイヤ整合性情報要素 

 

被割当／割当（オクテット５ｂ） 

 ビット 

  ３  

  ０ メッセージ発側は“デフォルトは被割当” 

  １ メッセージ発側は“割当のみ” 

 

インバンド／アウトバンド交渉（オクテット５ｂ） 

 ビット 

  ２  

  ０ 交渉は、一時的なシグナルコネクション上の「ユーザ情報」(USER INFO) メッセージで 

 行なわれる。 

  １ 交渉は、論理リンク０を使用してインバンドで行なわれる。 

 

 （注）「ユーザ情報」（USER INFO)メッセージは本標準の対象外である。 

 

ストップビット数（オクテット５ｃ） 

 ビット 

 ７ ６ 

 ０ ０ 未使用 

 ０ １ １ビット 

 １ ０ 1.5ビット 

 １ １ ２ビット 

 

パリティビットを除くデータビット数（データビット数）（オクテット５ｃ） 

 ビット 

 ５ ４ 

 ０ ０ 未使用 

 ０ １ ５ビット 

 １ ０ ７ビット 

 １ １ ８ビット 
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表４－１６ｊ／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂ 低位レイヤ整合性情報要素 

 

パリティ情報（オクテット５ｃ） 

 ビット 

 ３ ２ １ 

 ０ ０ ０ 奇 数 

 ０ １ ０ 偶 数 

 ０ １ １ 無 

 １ ０ ０ ０に強制指定 

 １ ０ １ １に強制指定 

 上記以外 予約済 

 

二重モード（オクテット５ｄ） 

 ビット 

  ７  

  ０ 半二重 

  １ 全二重 

 

モデムタイプ（オクテット５ｄ） 

   ビット 

 ６ ５ ４ ３ ２ １ 

 ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

 国内使用 

 ０ ０ ０ １ ０ １ 

 ０ １ ０ ０ ０ １ 勧告Ｖ．２１ 

 ０ １ ０ ０ １ ０ 勧告Ｖ．２２ 

 ０ １ ０ ０ １ １ 勧告Ｖ．２２ bis 

 ０ １ ０ １ ０ ０ 勧告Ｖ．２３ 

 ０ １ ０ １ ０ １ 勧告Ｖ．２６ 

 ０ １ ０ １ １ ０ 勧告Ｖ．２６ bis 

 ０ １ ０ １ １ １ 勧告Ｖ．２６ ter 

 ０ １ １ ０ ０ ０ 勧告Ｖ．２７ 

 ０ １ １ ０ ０ １ 勧告Ｖ．２７ bis 

 ０ １ １ ０ １ ０ 勧告Ｖ．２７ ter 

 ０ １ １ ０ １ １ 勧告Ｖ．２９ 

 ０ １ １ １ ０ ０ 勧告Ｖ．３２ 

 ０ １ １ １ １ ０ 勧告Ｖ．３４ 

 １ ０ ０ ０ ０ ０ 

 国内使用 

 １ ０ １ １ １ １ 

〜 

〜 



 ＪＴ－Ｑ９３１－ｂ － 94 －  

表４－１６ｋ／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂ 低位レイヤ整合性情報要素 

 １ １ ０ ０ ０ ０ 

 ユーザ特有 

 １ １ １ １ １ １ 

 上記以外 予約済 

 

ユーザ情報レイヤ２プロトコル（オクテット６） 

 

 ５ ４ ３ ２ １ 

 ０ ０ ０ ０ １ ＩＳＯ１７４５基本モード 

 ０ ０ ０ １ ０ 標準ＪＴ－Ｑ９２１（注４） 

 ０ ０ １ １ ０ 標準ＪＴ－Ｘ２５リンクレイヤ（注１、４） 

 ０ ０ １ １ １ ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２５マルチリンク（注４） 

 ０ １ ０ ０ ０ 拡張ＬＡＰＢ；半二重用（Ｔ．７１） 

 ０ １ ０ ０ １ ＨＤＬＣ ＡＲＭ（ＩＳＯ ４３３５）（注４） 

 ０ １ ０ １ ０ ＨＤＬＣ ＮＲＭ（ＩＳＯ ４３３５）（注４） 

 ０ １ ０ １ １ ＨＤＬＣ ＡＢＭ（ＩＳＯ ４３３５）（注４） 

 ０ １ １ ０ ０ ＬＡＮロジカル・リンク・コントロール 

 （ＩＳＯ ８８０２／２） 

 ０ １ １ ０ １ 標準ＪＴ－Ｘ７５シングルリンク手順（ＳＬＰ）（注４） 

 ０ １ １ １ ０ 標準ＪＴ－Ｑ９２２（注４） 

 ０ １ １ １ １ 標準ＪＴ－Ｑ９２２のコア仕様 

 １ ０ ０ ０ ０ ユーザ特有（注２） 

 １ ０ ０ ０ １ ＩＳＯ７７７６ ＤＴＥ－ＤＴＥ手順（注３、４） 

 上記以外 予約済 

 

 （注１）この標準は、ＩＳＯ７７７６ ＤＴＥ－ＤＣＥ手順と整合性がある。 

 （注２）このコーディングが含まれる場合、オクテット６ａはユーザ特有レイヤ２プロトコルに対する

ユーザコーディングを含む。 

 （注３）この標準は、標準ＪＴ－Ｔ９０において定義された適用規則により修正された標準ＪＴ－Ｘ７

５と整合性がある。 

 （注４）このコーディングが含まれる場合、ＴＴＣ標準コーディングされたオクテット６ａ、６ｂが含

まれるかもしれない。 

〜 
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表４－１６ｌ／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂ 低位レイヤ整合性情報要素 

 

ＴＴＣ標準コーディングに対するオクテット６ａ 

 

動作モード（オクテット６ａ） 

 ビット 

 ７ ６ 

 ０ １ 通常モード 

 １ ０ 拡張モード 

 上記以外 予約済 

 

ＪＴ－Ｑ９３３使用（オクテット６ａ） 

 ビット 

 ２ １ 

 ０ ０ 標準ＪＴ－Ｑ９３３において定義されたコーディングが未使用のとき使用 

 上記以外 予約済 

 

ユーザプロトコルに対するオクテット６ａ 

ユーザ特有レイヤ２プロトコル情報（オクテット６ａ） 

 オクテット６ａの使用とコーディングは、ユーザの定義した要求に従う。 

 

ウィンドウサイズ（ｋ）（オクテット６ｂ） 

 ｋパラメータのビット１～７の２進コーディングは、１から１２７の範囲の値をとる。 

 

ユーザ情報レイヤ３プロトコル（オクテット７） 

  ビット 

 ５ ４ ３ ２ １ 

 ０ ０ ０ １ ０ 標準ＪＴ－Ｑ９３１ 

 ０ ０ １ １ ０ 標準ＪＴ－Ｘ２５パケットレイヤ（注２） 

 ０ ０ １ １ １ ＩＳＯ／ＩＥＣ８２０８（データ端末のためのＸ．２５パケットレイヤプロ 

 トコル）（注２） 

 ０ １ ０ ０ ０ Ｘ．２２３／ＩＳＯ８８７８（ＯＳＩ－ＣＯＮＳを提供するためのＩＳＯ／ 

 ＩＥＣ８２０８と標準ＪＴ－Ｘ２５の使用）（注２） 

 ０ １ ０ ０ １ ＩＳＯ／ＩＥＣ８７４３（ＩＳＯコネクションレスモードプロトコル） 

 ０ １ ０ １ ０ ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．７０ミニマムネットワークレイヤ 

 ０ １ ０ １ １ ＩＳＯ／ＩＥＣ ＴＲ９５７７（ネットワークレイヤにおけるプロトコル識 

 別）（注３） 

 １ ０ ０ ０ ０ ユーザ特有（注１） 
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表４－１６ｍ／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂ 低位レイヤ整合性情報要素 

 

 上記以外           予約済 

 

 （注１）このコーディングが含まれる場合、オクテット７ａはユーザ特有レイヤ３プロトコルに対する

ユーザコーディングを含む。 

 （注２）このコーディングが含まれる場合、ＴＴＣ標準 JT-X25,勧告 X.223及び ISO/IEC 9577によるコー

ディングがなされたオクテット７ａ，７ｂ，７ｃが含まれうる。 

 （注３）このコーディングが含まれる場合、ＴＴＣ標準 JT-X25,勧告 X.223及び ISO/IEC 9577によるコー

ディングがなされたオクテット７ａ，７ｂが含まれうる。 

 

オクテット７ａ，７ｂ及び７ｃのＴＴＣ標準 JT-X25パケットレイヤ、ISO/IEC 8208及び勧告 X.223による

コーディング 

 

動作モード（オクテット７ａ） 

 ビット 

 ７ ６ 

 ０ １ 通常パケットシーケンス番号付与 

 １ ０ 拡張パケットシーケンス番号付与 

 上記以外 予約済 

 

デフォルトパケットサイズ（オクテット７ｂ） 

  ビット 

 ４ ３ ２ １ 

 ０ １ ０ ０ デフォルトパケットサイズ１６オクテット 

 ０ １ ０ １ デフォルトパケットサイズ３２オクテット 

 ０ １ １ ０ デフォルトパケットサイズ６４オクテット 

 ０ １ １ １ デフォルトパケットサイズ１２８オクテット 

 １ ０ ０ ０ デフォルトパケットサイズ２５６オクテット 

 １ ０ ０ １ デフォルトパケットサイズ５１２オクテット 

 １ ０ １ ０ デフォルトパケットサイズ１０２４オクテット 

 １ ０ １ １ デフォルトパケットサイズ２０４８オクテット 

 １ １ ０ ０ デフォルトパケットサイズ４０９６オクテット 

 上記以外 予約済 

 

パケットウィンドウサイズ（オクテット７ｃ） 

 パケットウィンドウサイズのビット１～７の２進コーディングは、１から１２７の範囲の値をとる。 
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表４－１７／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂ 低位レイヤ整合性属性 

 

ユーザプロトコルに対するオクテット７ａ 

ユーザ特有レイヤ３プロトコル情報（オクテット７ａ） 

オクテット７ａの使用とコーディングは、ユーザの定義した要求に従う。 

オクテット７ａと７ｂの ISO/IEC TR9577のためのコーディング（注） 

ビット８（拡張）は、オクテット７ａにおいて０、及び７ｂにおいて１、に設定される。 

両オクテットのビット７～５は予備（０に設定）である。 

    ７ａ      ７ｂ 

   ビット     ビット 

４  ３  ２  １    ４  ３  ２  １ 

１  １  ０  ０    １  １  ０  ０ インターネットプロトコル（ＩＰ）(RFC791)(ISO/IEC TR9577の

付属資料Ｃ) 

１  １  ０  ０    １  １  １  １ ポイント・ポイントプロトコル（ＰＰＰ）(RFC1548) 

上記以外 予約済み 

 

（注）ユーザ情報レイヤ３プロトコルが「ネットワークレイヤ識別」を示しているならば、アドレスエン

ティティに対する実際のユーザ情報レイヤ３プロトコル識別するために（オクテット７ａと７ｂが）含ま

れる可能性がある（付属資料Ｉ参照）。ISO/IEC TR9577 で定義されるどのネットワークレイヤプロトコ

ル識別コードも含まれ得る。オクテット７ｃは含まれない。 

 

低位レイヤ整合性属性 付   加    属    性 

転送モード 情報転送能力 構      造 通信形態 呼設定法 対対性 

回線交換 音    声 ８kHz 構造 ﾎﾟｲﾝﾄ・ﾎﾟｲﾝﾄ 即  時 両方向対称 

回線交換 非制限データ ８kHz 構造 ﾎﾟｲﾝﾄ・ﾎﾟｲﾝﾄ 即  時 両方向対称 

回線交換 制限データ ８kHz 構造 ﾎﾟｲﾝﾄ・ﾎﾟｲﾝﾄ 即  時 両方向対称 

回線交換 3.1kHz ｵｰﾃﾞｨｵ ８kHz 構造 ﾎﾟｲﾝﾄ・ﾎﾟｲﾝﾄ 即  時 両方向対称 

 

回線交換 

 

トーン／アナ 

ウンスを伴う 

非制限データ 

 

８kHz 構造 

 

 

ﾎﾟｲﾝﾄ・ﾎﾟｲﾝﾄ 

 

 

即  時 

 

 

両方向対称 

 

回線交換 ビデオ ８kHz 構造 ﾎﾟｲﾝﾄ・ﾎﾟｲﾝﾄ 即  時 両方向対称 

パケット 

 

交換 

 

非制限データ 

 

サービスデータ 

 

ユニット構造 

 

ﾎﾟｲﾝﾄ・ﾎﾟｲﾝﾄ 

 

 

即  時 

 

 

両方向対称 

 

 

 注１－情報転送速度として、２×６４kbit/sが用いられる場合、制限された遅延差（ＲＤＴＤ）をもつ８

kHz 構造が提供される。 

 注２－情報転送速度としてマルチレート（６４kbit/sベースレート）が用いられる場合、タイムスロット

シーケンス構造が提供されるべきである。 

 

 

4.5.20 モアデ－タ〔More data 〕                  

 

＃ 
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4.5.21 網特有ファシリティ〔Network specific facilities 〕        

 

4.5.22 通知識別子〔Notification indicator〕 

  通知識別子情報要素は、呼に関連した情報を通知するために用いる。 

  通知識別子情報要素は、図４－２８／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂ及び表４－１９／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂに示す

ようにコード化する。  

  本情報要素の最大長は３オクテットである。 

 

      ８      ７      ６      ５      ４      ３      ２      １    オクテット 

 

 

 

 

０ 

 

通  知  識  別  子 

 ０      １      ０      ０      １      １      １ 

情  報  要  素  識  別  子 

 

  １ 

 

 通  知  識  別  子  内  容  長   ２ 

 

 

 

１ 

 

拡  張 

 

通  知  内  容 

 

 

  ３ 

 

 

図４－２８／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂ  通知識別子情報要素 

＃ 
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表４－１９／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂ  通知識別子情報要素 

 

  通知内容（オクテット３） 

    ７  ６  ５  ４  ３  ２  １ 

    ０  ０  ０  ０  ０  ０  ０    ユーザ中断（Suspended） 

    ０  ０  ０  ０  ０  ０  １    ユーザ再開（Resumed） 

    上記以外                      予約済 

 

 

4.5.23 経過識別子〔Progress indicator〕 

  経過識別子情報要素は呼の生成中に起こったイベントを表すために用いる。本情報要素は、メッセージ

の中で２回までくり返されても良い。 

  経過識別子情報要素は、図４－２９／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂと表４－２０／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂに示すよ

うにコード化する。本情報要素の最大長のデフォルト値は４オクテットである。 

 

８      ７      ６      ５      ４      ３      ２      １    オクテット 

 

 

 

 

０ 

 

経  過  識  別  子 

０      ０      １      １      １      １      ０ 

情  報  要  素  識  別  子 

 

    １ 

 

 

 経  過  識  別  子  内  容  長     ２ 

 

 

１ 

拡  

張 

コーディング 

標準 

０ 

予  備 

生  成  源 

 
    ３ 

 

 

 

１ 

拡  

張 

経  過  内  容 

 
    ４ 

 

 

図４－２９／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂ  経過識別子情報要素 
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表４－２０ａ／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂ  経過識別子情報要素 

  コーディング標準（オクテット３） 

    ７  ６ 

    ０  ０      ＴＴＣ標準、この場合下記のようにコーディングする。 

    ０  １      ＩＳＯ／ＩＥＣ標準  （注） 

    １  ０      国内標準  （注） 

    １  １      生成源で定義された標準  （注） 

 

    （注） －これらのＩＴＵ－Ｔ標準およびＴＴＣ標準以外のコーディングは必要な経過識別子がＩＴ

Ｕ－Ｔ標準およびＴＴＣ標準のコーディングで表現されないときのみ使用される。 

 

  生成源（オクテット３） 

    ４  ３  ２  １ 

    ０  ０  ０  ０    ユーザ 

    ０  ０  １  ０    ローカルユーザ収容公衆網（自分側） 

    ０  ０  １  １    中継網（注１） 

    ０  １  ０  ０    リモートユーザ収容公衆網（相手側） 

    ０  １  ０  １    リモートユーザ収容私設網（相手側） 

    １  ０  １  ０    インタワーキング先の網 

    上記以外          予約済 

 

  （注１）この値はディジタル網によって生成される可能性がある。 

  （注２）公衆用基地局の場所により、自分及び相手側公衆網が一致することがある。 

  （注３）公衆用基地局は、ローカルユーザ収容公衆網とする。 
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                表４－２０ｂ／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂ  経過識別子情報要素 

 

  経過内容（オクテット４） 

                                                                         

            ７  ６  ５  ４  ３  ２  １    番号 

            ０  ０  ０  ０  ０  ０  １    １．    呼がＩＳＤＮエンド・エンドでない。これ以降の 

 経過情報はインバンドとなる。 

            ０  ０  ０  ０  ０  １  ０    ２．    非ＩＳＤＮ着側アドレス 

            ０  ０  ０  ０  ０  １  １    ３．    非ＩＳＤＮ発側アドレス 

            ０  ０  ０  ０  １  ０  ０    ４．    呼のＩＳＤＮへの復帰 

            ０  ０  ０  ０  １  ０  １    ５．    インタワーキングが発生し、その結果テレコミュ 

 ニケーションサービスが変更された。 

            ０  ０  ０  １  ０  ０  ０    ８．    インバンド信号ないし、適当なパターンが利用可 

 能。 

            上記以外                              予約済 

 

  （注１）この経過内容値は、完全なＩＳＤＮ環境におけるインタワーキングの場合のみ使用される。例

えば選択された伝達能力が未提供または、要求されたリソースやルートが、利用不可能な場合

である。非ＩＳＤＮ環境でのインタワーキングの場合＃１の経過内容が使用されるかもしれな

い。着側アドレスが非ＩＳＤＮの場合は、＃２の経過内容が使用されるかもしれない。 

  （注２）ＰＨＳとのインタワークはＩＳＤＮとみなす。 
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4.5.24 繰り返し表示〔Repeat indicator〕 

  繰り返し表示情報要素は、メッセージの中で繰り返されている情報要素がどのように解釈されるかを示

す。繰り返し表示情報要素は繰り返される情報要素の最初のものの前に位置する。 

繰り返し表示情報要素は図４－３０／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂ及び表４－２１／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂに示す

ようにコード化する。 

 

  （注） １つのメッセージの中でただ１回しか存在しない情報要素と繰り返し表示情報要素が組合され

たときもそれ自身をエラーとしない。 

 

          ８      ７      ６      ５      ４      ３       ２      １    オクテット 

 

 

 

 

１ 

 

繰り返し表示 

１      ０      １ 

情報要素 

 

繰り返し表示 

 

 

    １ 

 

 

 

図４－３０／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂ 繰り返し表示情報要素 

 

 

表４－２１／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂ 繰り返し表示情報要素 

 

繰り返し表示（オクテット１） 

 ４ ３ ２ １ 

 ０ ０ １ ０ 優先順に並べる 

 上記以外 予約済 
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4.5.25 初期設定表示〔Restart indicator〕 

  初期設定表示情報要素は、初期設定されたファシリティ（チャネルまたはインタフェース）のクラスを

識別するために用いる。 

  初期設定表示情報要素は、図４－３１／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂおよび表４－２２／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂに

示すようにコード化する。 

  本情報要素の最大長は３オクテットである。 

 

        ８       ７       ６       ５       ４       ３       ２       １    オクテット  

 

 

 

 

 ０ 

 

初  期  設  定  表  示 

 １       １       １       １       ０       ０       １ 

情  報  要  素  識  別  子 

 

    １ 

 

 初  期  設  定  表  示  内  容  長     ２ 

 

 

 １ 

拡  張 

０       ０       ０       ０ 

 

ク  ラ  ス 

 
    ３ 

 

 

図４－３１／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂ  初期設定表示情報要素 

 

 

表４－２２／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂ  初期設定表示情報要素 

クラス（オクテット３） 

  ３  ２  １ 

  ０  ０  ０    表示されたチャネル（注１） 

  １  １  ０    一つのインタフェース（注２） 

  １  １  １    全てのインタフェース（注３） 

上記以外      予約済 

 

  （注１）チャネル識別子情報要素は必ず含まれ、どのチャネルが初期設定されるのかを示す。 

  （注２）非対応信号方式が使用される場合で、初期設定されるインタフェースが信号チャネル（Ｄチャ

ネル）の含まれないものである場合、そのインタフェースを指示するため。チャネル識別子情

報要素が必要である。 

  （注３）２つもしくは、それ以上のインタフェースがＤチャネルにより制御される場合に使用され得る。

このコーディングの場合は、同一メッセージ内にチャネル識別子情報要素は含んではいけない。 
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4.5.26 分割メッセージ〔Segmented message〕 

  分割メッセージ情報要素は、本情報要素をもつメッセージが分割メッセージの一部であることを示すた

めに用いる。本情報要素は分割されたメッセージのメッセージ種別情報要素の後に位置する（付属資料Ｈ

参照）。 

  分割メッセージ情報要素は図４－３２／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂと表４－２３／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂで示す

ようにコード化される。 

 

        ８       ７       ６       ５       ４       ３       ２       １    オクテット  

 

 

 

 

０ 

 

分  割  メ  ッ  セ  ー  ジ 

０       ０       ０       ０       ０       ０       ０ 

情  報  要  素  識  別  子 

 

    １ 

 

 分  割  メ  ッ  セ  ー  ジ  内  容  長     ２ 

 

 

 

第  １ 

ｾｸﾞﾒﾝﾄ 

表  示 

 

残  り  セ  グ  メ  ン  ト  数 

 

 

    ３ 

 

 ０ 分  割  メ  ッ  セ  ー  ジ  種  別     ４ 

 

図４－３２／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂ  分割メッセージ情報要素 

 

 

表４－２３／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂ  分割メッセージ情報要素 

 

第１セグメント表示（オクテット３） 

  ８ 

  ０      第１セグメントの後続セグメント 

  １      分割されたメッセージの第１セグメント 

 

残りセグメント数（オクテット３） 

  送信すべきメッセージの残りセグメント数を示す２進数 

 

分割メッセージ種別（オクテット４） 

節 4.4 で示すようにコード化される。 

 

  （注）ビット８は拡張ビットとして将来のために予約されている。 
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4.5.27 送信完了〔Sending complete〕                 

         

4.5.28 シグナル〔Signal〕                      

         

4.5.29 中継網選択〔Transit network selection 〕          

 

4.5.30 ユ－ザ・ユ－ザ〔User-user 〕              

 ユーザ・ユーザ情報要素は、公衆用基地局間の情報転送に用いる。本情報要素は、ディジタル網によっ

て内容を解釈されることなく、トランスペアレントに転送されリモート公衆用基地局に運ばれる。 

 ユーザ・ユーザ情報要素は、図 4-36/JT-Q931-b および表 4-26/JT-Q931-b に示すようにコード化する。ユ

ーザ情報フィールドの内容に制限はない。 

 「呼設定」(SETUP) 、「呼出」(ALERT) 、「応答」(CONN)、「切断」(DISC)、「解放」(REL) 及び「解

放完了」(REL COM) メッセージにおける本情報要素長は最大１３１オクテットとする。 

 

 （注）ユーザ・ユーザ情報は、ディジタル網により、発信側のエンティティすなわち発信ユーザと、着

信側のエンティティ、たとえばリモートユーザ、あるいは発信側エンティティが指定する網の高

位レイヤ機能ノードとの間をトランスペアレントに運ばれる。 

 

 ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ オクテット 

  ユーザ・ユーザ  

 ０ １ １ １ １ １ １ ０     １ 

  情報要素識別子  

               ユーザ・ユーザ内容長     ２ 

                プロトコル識別子     ３ 

     ユーザ情報   ４ 

 

図 4-36/JT-Q931-b ユーザ・ユーザ情報要素 

 

＃ 

＃ 

＃ 

＝ ＝

＃ 



 ＪＴ－Ｑ９３１－ｂ － 106 －  

表 4-26/JT-Q931 ユーザ・ユーザ情報要素 

 

 

プロトコル識別子（オクテット３） 

  ビット 

 ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ 

 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０   ユーザ特有プロトコル（注１） 

 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １   OSI高位レイヤプロトコル 

 ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０   勧告 X.244（注２） 

 ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ １   システム管理コンバージェンス機能のために予約済 

 ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０   IA5キャラクタ（注４） 

 ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ １   勧告Ｘ.208/209符号化ユーザ情報（注５） 

 ０ ０ ０ ０ ０ １ １ １   標準 JT-V120速度整合 

 ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０   標準 JT-Q931/I.451ユーザ網呼制御メッセージ 

 ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０   標準 JT-X25を含む、他のネットワークレイヤあるいは 

                   レイヤ３プロトコルのために予約済（注３） 

 ０ ０ １ １ １ １ １ １    

 ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０   国内用 

 ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ １   国内用 勧告 X.208/209 (ASN: 抽象構文記法１）（注５） 

 ０ １ ０ ０ ０ ０ １ ０   国内用 PBX間ディジタルインタフェース (共通チャネル形 

                       信号方式） 

 ０ １ ０ ０ ０ ０ １ １   国内用 特定アプリケーション識別の共通フォーマット 

 ０ １ ０ ０ ０ １ ０ ０ 

                  国内用 

 ０ １ ０ ０ １ １ １ １ 

 ０ １ ０ １ ０ ０ ０ ０   標準 JT-X25を含む他のネットワークレイヤあるいは 

                   レイヤ３プロトコルのために予約済（注３） 

 １ １ １ １ １ １ １ ０   

 上記以外              予約済 

 

 （注１）ユーザ情報はユーザの必要性に応じて構成される。 

 （注２）ユーザ情報は、標準 JT-X25コールユーザデータを規定する勧告 X.244に従って構成される。 

 （注３）これらの値は、一般フォーマット識別子を含む JT-X25パケットの最初のオクテットとプロトコ

ル識別子を区別するために予約済である。 

 （注４）ユーザ情報は、IA5キャラクタで構成される。 

 （注５）ユーザ・ユーザ情報要素に含まれる勧告 X.208/209のコンポーネント、意味、及び使用方法は、

ユーザアプリケーションに依存し、他の標準で規定されるかもしれない。 

 

4.6 パケット通信のための情報要素                    

 以下で定義している情報要素は、標準 JT-X31で記述しているパケット通信のサポートで使用する。 

 パケット呼のアウトバンド呼制御のための情報要素の使用法は、今後の検討課題である。 

 

～
 

～
 

～
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4.6.1 閉域ユーザグループ (Closed user group) 

 閉域ユーザグループ情報要素の目的は、その呼で使用される閉域ユーザグループを示すことである。閉

域ユーザグループ情報要素は、X.25着呼パケットに X.25 CUG選択ファシリティまたは出アクセス選択フ

ァシリティが含まれる JT-X25/JT-Q931-bマッピングが適用された場合のX.25パケットモード呼に用いられ

る。 

 閉域ユーザグループ情報要素は図 4-37/JT-Q931-b 及び表 4-27/JT-Q931-b に示すようにコード化される。

本情報要素の最大長は７オクテットである。 

 

 ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ オクテット 

  閉域ユーザグループ  

 ０ １ ０ ０ ０ １ １ １       １ 

  情報要素識別子  

 

 

 

 

閉域ユーザグループ内容長 

 

 

      ２ 

 

 １ ０ ０ ０ ０   

  

拡 張 

予 備 CUG表示       ３ 

 

 

 

０ CUGインデックスコード 

 

（IA5キャラクタ） 

 

      ４ 

 

 

図 4-37/JT-Q931-b 閉域ユーザグループ情報要素 

 

 

＝ ＝ ＝
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表 4-27/JT-Q931-b 閉域ユーザグループ情報要素 

 

CUG表示（オクテット３） 

 ビット 

 ３ ２ １ 

 ０ ０ １   閉域ユーザグループ選択 

 ０ １ ０   出アクセス選択及び表示を持つ閉域ユーザグループ 

 上記以外    予約済 

 

CUGインデックスコード（オクテット４） 

   ビット 

 ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ 

 ０ １ １ ０ ０ ０ ０   ０ 

 ０ １ １ ０ ０ ０ １   １ 

 ０ １ １ ０ ０ １ ０   ２ 

 ０ １ １ ０ ０ １ １   ３ 

 ０ １ １ ０ １ ０ ０   ４ 

 ０ １ １ ０ １ ０ １   ５ 

 ０ １ １ ０ １ １ ０   ６ 

 ０ １ １ ０ １ １ １   ７ 

 ０ １ １ １ ０ ０ ０   ８ 

 ０ １ １ １ ０ ０ １   ９ 

 上記以外            予約済 

 （注）CUGインデックスコードは最大４桁の IA5キャラクタ表現され、上記の様にコード化される。 
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エンド・エンドの 
中継遅延の要求値 

エンド・エンドの 
中継遅延の最大値 

4.6.2 エンド・エンド中継遅延（End-to-end transit delay） 

 エンド・エンド中継遅延情報要素の目的は、バーチャルコールでの呼毎に適用される公称での最大許容

中継遅延を、要求したり示したりすることである。 

 エンド・エンド中継遅延は図 4-38/JT-Q931-b及び表 4-28/JT-Q931-bに示すようにコード化される。 

 本情報要素の最大長は１１オクテットである。 

 

 ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ オクテット 

  エンド・エンド中継遅延  

 ０ １ ０ ０ ０ ０ １ ０       １ 

  情報要素識別子  

 エンド・エンド中継遅延内容長       ２ 

 ０ ０ ０ ０ ０ ０        ３ 

 拡 張 予 備   

 

 

０ 

拡 張 

         ３ａ 

 

 

 

１ 

拡 張 

         ３ｂ 

 

 

 

０ 

拡 張 

０ ０ ０ 

予 備 

０ ０  

 

      ４＊ 

    （注１） 

 

 

０ 

拡 張 

           ４ａ＊ 

 

 

 

１ 

拡 張 

           ４ｂ＊ 

 

 

 

０ 

拡 張 

０ ０ ０ 

予 備 

０ ０  

 

      ５＊ 

    （注２） 

 

 

０ 

拡 張 

           ５ａ＊ 

 

 

 

１ 

拡 張 

           ５ｂ＊ 

 

 

図 4-38/JT-Q931-b エンド・エンド中継遅延情報要素 

 

 （注１）オクテット４、４ａ、４ｂはオプションである。存在する場合は、これらのオクテットは、エ

ンド・エンド中継遅延の要求値であるとみなされる。 

 （注２）オクテット５、５ａ、５ｂはオプションである。存在する場合は、オクテット４、４ａ、４ｂ

もまた、存在していなければならない。 

 

 

中継遅延の累計値 
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表 4-28/JT-Q931-b エンド・エンド中継遅延情報要素 

 

中継遅延の累計値（オクテット３(ビット１、２)、オクテット３ａ、３ｂ） 

 中継遅延の累計値は、ミリ秒単位で２進符号化される。オクテット３のビット２がこの値の最上位ビッ

トを示し、オクテット３ｂのビット１が最下位ビットを示す。 

 中継遅延の累計値はトータルで１６ビットをしめる。 

 

エンド・エンド中継遅延の要求値（オクテット４(ビット１、２)、オクテット４ａ、４ｂ） 

 エンド・エンド中継遅延の要求値は、ミリ秒単位で２進符号化される。オクテット４のビット２がこの

値の最上位ビットを示し、オクテット４ｂのビット１が最下位ビットを示す。 

 エンド・エンド中継遅延の要求値はトータルで１６ビットをしめる。 

 

エンド・エンド中継遅延の最大値（オクテット５(ビット１、２)、オクテット５ａ、５ｂ） 

 エンド・エンド中継遅延の最大値は、ミリ秒単位で２進符号化される。オクテット５のビット２がこの

値の最上位ビットを示し、オクテット５ｂのビット１が最下位ビットを示す。 

 エンド・エンド中継遅延の最大値はトータルで１６ビットをしめる。 

 （注）ISDN へのアクセス方法が標準 JT-X31 の場合、この手順は着側ディジタル網での通知フェーズで

のみ適用される。着側ディジタル網で、もし、エンド・エンド中継遅延ファシリティが X.25で着

呼してきた発呼要求パケットの中にあれば、その内容は以下のように、エンド・エンド中継遅延

情報要素にコピーされなければならない。 

   (1)  X.25 のエンド・エンド中継遅延ファシリティの中継遅延累計値のフィールド（オクテット３と

４）は、オクテット３、３ａ、３ｂにコピーされなければならない。このビットの順序は、上記

の記述で述べた通り守られねばならない。 

   (2)  X.25 のエンド・エンド中継遅延ファシリティの中に、もし、オクテット５と６が存在すれば、

それは、エンド・エンド中継遅延の要求値とみなされる。その存在する値は、オクテット４、４

ａ、４ｂにコピーされねばならない。ビットの順序は上記の記述に述べた通り守られねばならな

い。 

   (3)  X.25 のエンド・エンド中継遅延ファシリティの中に、もし、オクテット７と８が存在すれば、

それは、許容されるエンド・エンド中継遅延の最大値である。オクテット７と８は、オクテット

５、５ａ、５ｂにコピーされなければならない。ビットの順序は、上記の記述で述べた通り守ら

れねばならない。 
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4.6.3 情報速度（Information Rate） 

 情報速度情報要素の目的は、終端ユーザに着呼する JT-X25発呼要求パケットによって示されるスループ

ットを知らせることである。 

 この情報速度情報要素は図 4-39/JT-Q931-b及び表 4-29/JT-Q931-bに示すようにコード化される。 

 本情報要素の最大長は６オクテットである。 

 

 ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ オクテット 

  情報速度  

 ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０       １ 

  情報要素識別子  

      情報速度内容長       ２ 

 １ ０ ０        ３ 

 拡 張 予 備 着呼情報速度  

 １ ０ ０        ４ 

 拡 張 予 備 発呼情報速度  

 １ ０ ０        ５* 

 拡 張 予 備 最小着呼情報速度  

 １ ０ ０        ６* 

 拡 張 予 備 最小発呼情報速度  

 

図 4-39/JT-Q931-b 情報速度情報要素 

 

（注）この情報要素は、着側ディジタル網の通知フェーズでのみ適用する。もし、X.25着呼パケットにス

ループットクラスファシリティが存在する場合、その内容は情報速度情報要素にコピーされる。発

信公衆用基地局からのデータ転送方向における情報速度は、オクテット３にコピーされる。着信公

衆用基地局からのデータ転送方向における情報速度はオクテット４にコピーされる。このビット順

序は、表 4-30/JT-Q931-bに記述したように守られるべきである。 

もし、X.25 着呼要求パケットに最小スループットクラスファシリティが存在する場合、その内容は

情報速度情報要素にコピーされる。発信公衆用基地局からのデータ転送方向における最小情報速度

は、オクテット５にコピーされる。着信公衆用基地局からのデータ転送方向における最小情報速度

はオクテット６にコピーされる。このビット順序は、表 4-30/JT-Q931-b に記述したように守られる

べきである。 
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表 4-29/JT-Q931-b 情報速度情報要素 

 

着呼／発呼情報速度（オクテット３及び４） 

 この着呼／発呼情報速度を示すフィールドは、それぞれディジタル網から公衆用基地局方向および公衆

用基地局からディジタル網への情報速度を示すのに用いられる。 

 発信 DTEからのデータ転送方向で用いる情報速度は、オクテット３のビット５、４、３、２、及び１に

示される。着信 DTE からのデータ転送方向で用いる情報速度は、オクテット４のビット５、４、３、２、

及び１に示される。 

 これらのビットは、表 4-30/JT-Q931-bに示すようにコード化する。 

 

最小着呼／発呼情報速度（オクテット５及び６） 

 発信 DTEからのデータ転送方向で用いる最小情報速度は、オクテット５のビット５、４、３、２、及び

１に示される。着信 DTE からのデータ転送方向で用いる最小情報速度は、オクテット６のビット５、４、

３、２、及び１に示される。 

 これらのビットは、表 4-30/JT-Q931-bに示すようにコード化する。 

 

表 4-30/JT-Q931-b スループットクラスのコーディング 

 

 
 

ビット 
５ ４ ３ ２ １ 

スループットクラス 
[ビット／秒] 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  ０  ０  ０  ０  ０ 
  ０  ０  ０  ０  １ 
  ０  ０  ０  １  ０ 
  ０  ０  ０  １  １ 
  ０  ０  １  ０  ０ 
  ０  ０  １  ０  １ 
  ０  ０  １  １  ０ 
  ０  ０  １  １  １ 
  ０  １  ０  ０  ０ 
  ０  １  ０  ０  １ 
  ０  １  ０  １  ０ 
  ０  １  ０  １  １ 
  ０  １  １  ０  ０ 
  ０  １  １  ０  １ 
  ０  １  １  １  ０ 
  ０  １  １  １  １ 

        予約済 
        予約済 
        予約済 
            ７５ 
          １５０ 
          ３００ 
          ６００ 
        １２００ 
        ２４００ 
        ４８００ 
        ９６００ 
      １９２００ 
      ４８０００ 
      ６４０００ 
        予約済 
        予約済 
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4.6.4 パケットレイヤバイナリパラメータ（Packet Layer Binary Parameters） 

 パケットレイヤバイナリパラメータ情報要素の目的は、呼で使用するレイヤ３のパラメータの要求され

た値を示すためである。 

 パケットレイヤバイナリパラメータ情報要素は図 4-40/JT-Q931-b 及び表 4-31/JT-Q931-b に示すようにコ

ード化される。 

 本情報要素の最大長は３オクテットである。 

 

 ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ オクテット 

  パケットレイヤバイナリパラメータ  

 ０ １ ０ ０ ０ １ ０ ０       １ 

  情報要素識別子  

 パケットレイヤバイナリパラメータ内容長       ２ 

 １ ０ ０ ファスト 優先 送達 ﾓｼﾞｭﾛ  

 拡 張 予 備       セレクト データ 確認        ３ 

 

図 4-40/JT-Q931-b パケットレイヤバイナリパラメータ情報要素 

 

 

表 4-31/JT-Q931-b パケットレイヤバイナリパラメータ情報要素 

 

ファストセレクト（オクテット３） 

 ビット 

 ５ ４ 

 ０ ０   

 ０ １   

 １ ０  応答制限無しでのファストセレクト要求有り 

 １ １  応答制限有りでのファストセレクト要求有り 

 

優先データ(Expedited data) (オクテット３） 

 ビット 

  ３ 

  ０   要求無し／要求拒否 

  １   要求有り／要求受け付け 

 

送達確認(Delivery conf.) (オクテット３） 

 ビット 

  ２ 

  ０   リンク・バイ・リンク確認 

  １   エンド・エンド確認 

 

モジュロ（オクテット３） 

 ビット 

  １ 

 ファストセレクト要求無し 
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  ０   モジュロ   ８ 順序制御 

  １   モジュロ １２８ 順序制御 



  － 115 － ＪＴ－Ｑ９３１－ｂ 

4.6.5 パケットレイヤウィンドウサイズ（Packet Layer Window Size） 

 パケットレイヤウィンドウサイズ情報要素の目的は、呼で使用するレイヤ３のウィンドウサイズの要求

された値を示すことである。この値はバイナリでコード化される。 

 パケットレイヤウィンドウサイズは図 4-41/JT-Q931-bに示すようにコード化される。 

 本情報要素の最大長は４オクテットである。 

 

 ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ オクテット 

  パケットレイヤウィンドウサイズ  

 ０ １ ０ ０ ０ １ ０ １       １ 

  情報要素識別子  

 パケットレイヤウィンドウサイズ内容長       ２ 

 

 

１ 

拡張 

 

フォワード値 

      ３ 

 

 

 

１ 

拡張 

 

バックワード値 

      ４＊ 

    （注） 

 

図 4-41/JT-Q931-b パケットレイヤウィンドウサイズ情報要素 

 

 （注）このオクテットは省略可である。省略されたときは、デフォルト値を示すものとする。 
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4.6.6 パケットサイズ（Packet Size） 

 パケットサイズ情報要素の目的は、呼で使用されるパケットサイズの要求値を示すことである。この値

は１ｏｇ２ でコード化される。 

パケットサイズ情報要素は、図 4-42/JT-Q931-bに示すようにコード化される。 

本情報要素の最大長は４オクテットである。 

 

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ オクテット 

 パケットサイズ  

０ １ ０ ０ ０ １ １ ０       １ 

 情報要素識別子  

パケットサイズ内容長       ２ 

１ 

拡張 

 

フォワード値（注２） 

      ３ 

 

１ 

拡張 

 

バックワード値（注２） 

      ４＊ 

    （注１） 

 

 （注１）このオクテットは省略可である。省略されたときは、デフォルト値が要求されたものとする。 

 （注２）‘０００ ００００’は、予約済である。 

 

図 4-42/JT-Q931-b パケットサイズ情報要素 
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4.6.7 転送元番号（Redirecting number） 

 転送元番号情報要素の目的は、着信転送が起動されたところの番号を示すことである。 

 転送元番号情報要素は図 4-43/JT-Q931-b及び表 4-32/JT-Q931-bに示すようにコード化する。 

 本情報要素の最大長はディジタル網に依存する。 

 

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ オクテット 

 転送元番号  

０ １ １ １ ０ １ ０ ０       １ 

 情報要素識別子  

転送元番号内容長       ２ 

０／１ 

拡 張 

 

番号種別 

 

番号計画識別 

      ３ 

０／１  ０ ０ ０        ３ａ＊ 

拡 張 表示識別子 予 備 網検証識別子  

１ ０ ０ ０        ３ｂ＊ 

拡 張 予 備 転送理由  

０ 

 

予 備 

番号ディジット 

 

（IA5キャラクタ） 

      ４ 

 

 

図 4-43/JT-Q931-b 転送元番号情報要素 

＝ ＝ ＝



 ＪＴ－Ｑ９３１－ｂ － 118 －  

 

表 4-32a/JT-Q931-b 転送元番号情報要素 

 

番号種別（オクテット３）（注１） 

 ビット 

 ７ ６ ５ 

 ０ ０ ０   不 定   （注２） 

 ０ ０ １   国際番号  （注３） 

 ０ １ ０   国内番号  （注３） 

 ０ １ １   網特有番号 （注４） 

 １ ０ ０   市内番号  （注３） 

 １ １ ０   短縮番号 

 １ １ １   拡張用に予約済 

 上記以外    予約済 

 （注１）国際、国内、および市内番号の定義は、勧告 I.330を参照。 

 （注２）番号種別“不定”は、公衆用基地局あるいはディジタル網が、例えば国際番号、国内番号とい

った番号種別を認識できないときに使用される。この場合、番号ディジットフィールドはディ

ジタル網のダイヤル手順に従って構成される。例えば、プレフィックスやエスケープがあるか

もしれない。 

 （注３）プレフィックスやエスケープを含めてはならない。 

 （注４）番号種別“網特有番号”は、サービスを提供する網特有の管理番号あるいは、サービス番号を

示すことに使われる。例えば、オペレータをアクセスする場合に使用される。 

 

番号計画識別（オクテット３） 

 

番号計画（番号種別＝０００、００１、０１０及び１００に適用） 

 ビット 

 ４ ３ ２ １ 

 ０ ０ ０ ０   不 定         （注） 

 ０ ０ ０ １   ISDN／電話番号計画 （勧告 E.164） 

 ０ ０ １ １   データ番号計画    （勧告 X.121） 

 ０ １ ０ ０   テレックス番号計画  （勧告 F.69） 

 １ ０ ０ ０   国内番号計画 

 １ ０ ０ １   私設網番号計画 

 １ １ １ １   拡張用に予約済 

 上記以外      予約済 

 （注）番号種別“不定”は、公衆用基地局あるいはディジタル網が、例えば国際番号、国内番号といっ

た番号種別を認識できないときに使用される。この場合、番号ディジットフィールドはディジタ

ル網のダイヤル手順に従って構成される。例えば、プレフィックスやエスケープがあるかもしれ

ない。 
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表 4-32b/JT-Q931-b 転送元番号情報要素 

 

表示識別子（オクテット３ａ） 

 ビット 

 ７ ６ 

 ０ ０   表示許可 

 ０ １   表示制限 

 上記以外  予約済 

 （注）このフィールドの意味と使用法は、標準 JT-Q951-bの３章と４章に定義される。 

 

網検証識別子（オクテット３ａ） 

 ビット 

 ２ １ 

 ０ ０   ユーザ記入、網検証なし 

 ０ １   ユーザ記入、網検証成功 

 １ ０   ユーザ記入、網検証失敗 

 １ １   網記入 

 （注）オクテット３ａが省略されると“００－ユーザ記入、網検証なし”と見なされる。 

 

転送理由（オクテット３ｂ） 

  ビット 

 ４ ３ ２ １ 

 ０ ０ ０ ０   不定 

 ０ ０ ０ １   ビジー時着信転送または着信 DTEビジー 

 ０ ０ １ ０   無応答時着信転送 

 ０ １ ０ ０   呼毎着信転送 

 １ ０ ０ １   着信 DTE障害 

 １ ０ １ ０   着信 DTEによる着信転送 

 １ １ １ １   無制限着信転送または無条件着信転送 

 上記以外      予約済 

 

番号ディジット（オクテット４以上） 

 このフィールドは、適当な番号計画／網ダイヤル計画で指定される形式に従って、IA5 キャラクターで

コード化される。 
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4.6.8 着信課金表示（Reverse charging indication） 

 着信課金表示情報要素の目的は、その呼に対し着信課金が要求されていることを示す事である。着信課

金表示情報要素は、X.25着呼パケットに X.25着信課金ファシリティが含まれ、JT-X25/JT-Q931-bのマッピ

ングが適用された場合の X25パケットモード呼に用いられる。 

 着信課金表示情報要素は図 4-44/JT-Q931-bおよび表 4-33/JT-Q931-bに示すようにコード化される。 

 本情報要素の最大長は３オクテットである。 

 

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ オクテット 

 着信課金表示  
０ １ ０ ０ １ ０ １ ０       １ 

 情報要素識別子  

 
情報要素内容長 

 

      ２ 

１ ０ ０ ０ ０   
拡張 予 備 着信課金表示       ３ 

 

図 4-44/JT-Q931-b 着信課金表示情報要素 

 

 

表 4-33/JT-Q931-b 着信課金表示情報要素 

 

着信課金表示（オクテット３） 

 ビット 

 ３ ２ １ 

 ０ ０ １   着信課金要求 

上記以外    予約済 
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中継遅延選択表示値 

4.6.9 中継遅延選択表示（Transit delay selection and indication） 

 中継遅延選択表示情報要素の目的は、公称で最大に許される中継遅延の適用を、バーチャルコールにつ

いて呼毎に要求したり示したりすることである。 

 中継遅延選択表示情報要素は図 4-45/JT-Q931-b及び表 4-34/JT-Q931-bに示すようにコード化される。 

 本情報要素の最大長は５オクテットである。 

 

 ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ オクテット 

  中継遅延選択表示  

 ０ １ ０ ０ ０ ０ １ １       １ 

  情報要素識別子  

 中継遅延選択表示内容長       ２ 

 ０ ０ ０ ０ ０ ０        ３ 

 拡 張 予 備   

 

 

０ 

拡 張 

        ３ａ 

 

 

 

１ 

拡 張 

 

 

       ３ｂ 

 

 

図 4-45/JT-Q931-b 中継遅延選択表示情報要素 

 

 

表 4-34/JT-Q931-b 中継遅延選択表示情報要素 

 

中継遅延選択表示値（オクテット３（ビット１、２）、オクテット３ａ、３ｂ） 

 中継遅延選択表示値は、ミリ秒単位で２進符号化される。オクテット３のビット２は、ビット列の最上

位ビットを示し、オクテット３ｂのビット１は最下位ビットを示す。この中継遅延選択表示値は、トータ

ルで１６ビットをしめる。 

 （注）ISDN へのアクセス方法が標準 JT-X31 の場合、この手順は着側交換機での通知フェーズでのみ適

用される。着側交換機で、もし、中継遅延選択表示ファシリティが、X.25 で着信した発呼要求パ

ケットの中にあれば、２オクテットの値は、オクテット３、３ａ、３ｂに、オクテット３のビッ

ト２を最上位ビットとし、オクテット３ｂのビット１を最下位ビットとする順でコピーされなけ

ればならない。 
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5. 回線交換呼制御手順 
  この節では、回線交換モードでの伝達能力をサポートするＤチャネル信号手順について述べる。 

  この節で参照する呼状態は、ディジタル網側の状態・公衆用基地局側の状態および公衆用基地局側とデ

ィジタル網側共通の状態からなる。特に限定しない場合、以下で記述するすべての状態は、共通であると

解釈する（公衆用基地局側、ディジタル網側呼状態としてそれぞれ、節 2.1.1、2.1.2を参照）。呼状態の概

要図を付図Ａ－２／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂ、付図Ａ－３／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂ（付属資料Ａ）に示す。 

 

  この節で規定されている手順の詳細なＳＤＬ［Specification and Description Language］ダイアグラムと状

態遷移表は付図Ａ－４／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂ～付図Ａ－６／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂに示す。本文中に不明確

な点がある場合、付図Ａ－４／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂ～付図Ａ－６／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂのＳＤＬダイアグ

ラムを用いる。本文とＳＤＬダイアグラムが異なる場合、本文を優先する。 

 

  （注）－本節は回線交換接続制御に関するメッセージのシーケンスを記述する。この基本的なプロトコ

ルに対するオプションとしての拡張と、付加サービスの場合に適用する例外は、本標準あるいは

標準ＪＴ－Ｑ９３２－ａあるいはＱ．９５Ｘシリーズの勧告、もしくは各付加サービス規定で記

述される。 

 

  この仕様で用いるすべてのメッセージにはファンクショナル情報要素が含まれうる。ファンクショナル

情報要素は要素の生成や分析に際し公衆用基地局において、ある程度の処理機能を要求されるものである。 

 

  データリンクレイヤ最大フレーム長（標準ＪＴ－Ｑ９２１－ｂで定義）を超えたレイヤ３メッセージの

転送に適応させるために、メッセージ分割と再組立の手法が付属資料Ｈの記述に従って、オプションとし

て実現されうる。メッセージ分割は、最初のメッセージセグメントの送出時に、分割メッセージからなる

すべての情報が有効である場合にのみ用いられる。 

 

  （注）－メッセージ分割は、付加的には用いられるとしても、たとえば、分割モード中の数字送出によ

る数字の様に、情報が呼制御により今なお提供されている場合、現行の手順に替えて用いられる

ことはない。メッセージ分割は、メッセージ長が標準ＪＴ－Ｑ９２１－ｂで定義されたＮ２０１

パラメータの値を超える場合にのみ用いられる。 

 

5.1 発側インタフェースでの呼設定 

  これらの手順が起動される以前に、データリンクコネクションが公衆用基地局とディジタル網との間に

設定されていなければならない。すべてのレイヤ３メッセージは、ＤＬ－データ－要求プリミティブを用

いてデータリンクレイヤに送出される。標準ＪＴ－Ｑ９２０およびＪＴ－Ｑ９２１－ｂで述べられている

データリンクサービスが前提となっている。 

 

5.1.1 発呼要求 

  公衆用基地局が公衆用基地局－ディジタル網間インタフェースを介して「呼設定」(SETUP)メッセージを

転送することによって呼設定を開始する。「呼設定」(SETUP)メッセージ転送後公衆用基地局は、呼が「発

呼」状態になったとみなす。メッセージは節 4.3の手順に従って選ばれた呼番号を常に含む。伝達能力情報

要素は「呼設定」(SETUP)メッセージに必須である。 

 

  公衆用基地局がＤチャネルで制御されているすべての適当なチャネルが使用中であると知っている場合、
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公衆用基地局－ディジタル網間インタフェースを介して「呼設定」(SETUP)メッセージを送信しない。 

 

  さらに呼設定に必要な呼情報（すなわち、アドレスとファシリティ要求）を「呼設定」(SETUP)メッセー

ジに含みうる。 

 

  「呼設定」(SETUP)メッセージは呼の処理のためディジタル網によって要求されるすべての情報を含む。

特に、着アドレス情報が存在する場合は以下の情報要素に含まれる。 

  (a)  着番号情報要素（着サブアドレス情報要素が付加されることもある） 

 

  着サブアドレス情報は、もしあれば、着サブアドレス情報要素に含まれるべきである。 

 

5.1.2 Ｂチャネル選択－発信側 

  「呼設定」(SETUP)メッセージでは、公衆用基地局が次の１つを指定する。 

  (a) チャネルが指定されている。他チャネルへの変更不可（すなわち、チャネル識別子情報要素のオク

テット３の情報チャネル選択フィールド（ビット２～１）でチャネルが指定されており、かつ変更

不可表示フィールド（同情報要素のオクテット３のビット４）が“１”にセットされている状態）。 

  (b) チャネルが指定されている。他チャネルへの変更可（すなわち、チャネル識別子情報要素のオクテ

ット３の情報チャネル選択フィールド（ビット２～１）でチャネルが指定されており、かつ変更不

可表示フィールド（同情報要素のオクテット３のビット４）が“０”にセットされている状態）。 

  (c) 任意チャネル（すなわち、チャネル識別子情報要素のオクテット３の情報チャネル選択フィールド

（ビット２～１）が“任意チャネル”と指定されているか、またはチャネル識別子情報要素自体が

存在しない状態）。 

 

  指定がない場合は(c)とみなされる。(a)および(b)の場合、指定されたチャネルが提供できればディジタル

網はそのチャネルを選択する。 

 

  (b)の場合、ディジタル網が希望チャネルを提供できないならば、Ｄチャネルに対応する他の使用可能な

Ｂチャネルを選択する。(c)の場合、ディジタル網はＤチャネルに対応する適当なＢチャネルを選択する。 

  選択されたＢチャネルは「呼設定」(SETUP)メッセージに対してディジタル網から返送する最初のメッセ

ージ（すなわち「呼設定受付」(CALL PROC)メッセージ）中の“チャネルが指定されている、他チャネル

への変更不可”を含むチャネル識別子情報要素に表示される。このメッセージの送出後、ディジタル網は

情報チャネルの接続を行う。 

 

  公衆用基地局は、経過識別子＃８“インバンド信号ないし、適当なパターンが利用可能”および経過識

別子＃１“呼がＩＳＤＮエンド・エンドでない。これ以降の経過情報はインバンドとなる。”を含む「呼

設定受付」(CALL PROC)、「経過表示」(PROG)または「呼出」(ALERT)メッセージを受信するまで接続す

る必要はない。この時点まで、ディジタル網は公衆用基地局がＢチャネルを接続していないと仮定する。

「応答」(CONN)メッセージの受信により、公衆用基地局はＢチャネルを接続する（もし接続していないな

らば）。 

 

  (a)の場合で指定されたチャネルが使用できない時、および(b)、(c)の場合で利用できるチャネルがない時、

それぞれ理由表示＃４４“要求回線／チャネル利用不可”または理由表示＃３４“利用可回線／チャネル

なし”を含む「解放完了」(REL COMP)メッセージが節 5.3で規定されているようにディジタル網から送出
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される。 

 

  (a)の場合で指定されたチャネルが存在しない時、理由表示＃８２“無効チャネル番号使用”が「解放完

了」(REL COMP)メッセージに含まれる。 

 

5.1.3 分割発呼  

5.1.4 無効呼情報 

  ディジタル網は「呼設定」(SETUP)メッセージの受信後に、公衆用基地局から受信した呼情報が無効であ

ることを確認したならば（例．無効番号）、以下のどれか一つの理由表示と共に節 5.3で定義する呼切断復

旧を開始する。 

  ＃ １   “欠番” 

  ＃ ３   “相手ルートなし” 

  ＃２２  “相手端末番号変更” 

  ＃２８  “無効番号フォーマット（アドレス不完全）” 

 

5.1.5 発呼受付 

5.1.5.1 発呼受付 

  「呼設定」(SETUP)メッセージに、公衆用基地局から呼設定に必要なすべての情報が含まれていることお

よび要求されたサービスが利用可能であるとディジタル網が認めた場合、ディジタル網は呼を処理してい

ることを表示するために公衆用基地局に「呼設定受付」(CALL PROC)メッセージを転送し、「発呼受付」

状態に遷移する。 

  公衆用基地局が「呼設定受付」(CALL PROC)メッセージを受けた時、公衆用基地局は「発呼受付」状態

に遷移する。 

  同様に要求されたサービスが認められていないか利用可能でないと決定したなら、ディジタル網は次に

示す理由表示の中の１つを付加し、節 5.3に従い呼切断復旧を開始する。 

  (a)  ＃５７  “伝達能力不許可” 

  (b)  ＃５８  “現在利用不可伝達能力” 

  (c)  ＃６３  “その他のサービス利用不可クラス” 

  (d)  ＃６５  “未提供伝達能力指定” 

 

  （注１）付加サービスが認められていないまたは利用可能でないなら、使用する手順は付加サービス制

御手順によって決められる。 

  （注２）輻輳によりディジタル網がチャネルを割り当てられない場合、節 5.1.2に示す手順に従うべきで

ある。 

 

5.1.5.2 発呼受付（分割発呼）                       

5.1.6 発側インタフェースにおけるインタワーキングの通知 

  呼設定中に、呼はＩＳＤＮ環境を離れうる。例・他網または非ＩＳＤＮユーザとのインタワーキング、

もしくは発または着ユーザの非ＩＳＤＮ端末との相互接続のため。 

  このような場合、経過識別子情報要素が以下のいずれかのメッセージで発信公衆用基地局に返送される。 

  (a) 状態変化が要求される場合には、適当な呼制御メッセージ。（「呼設定受付」(CALL PROC) 、「呼

出」(ALERT)または「応答」(CONN)） 

  (b) 状態変化が不適当な場合には、「経過表示」(PROG)メッセージ。 

＃ 

＃ 
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  以下の経過内容の値のうち１つが公衆用基地局に送られるメッセージ内の経過識別子情報要素に含まれ

る。 

  (a)  ＃１“呼が、ＩＳＤＮエンド・エンドでない。これ以降の経過情報はインバンドとなる。” 

  (b)  ＃２“非ＩＳＤＮ着側アドレス” 

  (c)  ＃４“呼のＩＳＤＮへの復帰” 

 

   経過識別子情報要素が呼制御メッセージに含まれている場合、節 5.1以降で記述されている手順が適用

されるが、経過識別子１あるいは２が「呼設定受付」（CALL PROC）メッセージあるいは前の経過表示

(PROG)メッセージに含まれている場合にはタイマ T310 は起動されない。経過識別子情報要素が、「経過

表示」(PROG)メッセージに含まれている場合、状態変化は起こらないが公衆基地局用のタイマ T301 を除

く監視タイマが停止される。この両方の場合において経過内容＃１が公衆用基地局によって受信された場

合には、公衆用基地局は（もし前に接続されていない場合には）接続を行い、その後インバンド信号検出

のためＢチャネルを監視する。 

   「経過表示」(PROG)メッセージの発生するインタフェースで、呼が非ＩＳＤＮからＩＳＤＮ環境へ移

行する場合、以下の経過識別子情報要素の１つ以上がディジタル網へ送出される「呼設定」(SETUP)メッセ

ージに含まれる。 

  (a) ＃１“呼が、ＩＳＤＮエンド・エンドでない。これ以降の経過情報はインバンドとなる。” 

  (b) ＃３“非ＩＳＤＮ発側アドレス” 

 

5.1.7 呼出通知 

  着側で呼出しが開始されたことの表示をディジタル網が受信した場合、ディジタル網は、発側の公衆用

基地局－ディジタル網間インタフェースを介して「呼出」(ALERT)メッセージを送出し、「呼出通知」状

態に入る。公衆用基地局が「呼出」(ALERT)メッセージを受信した時「呼出通知」状態に遷移する。 

 

5.1.8 応答通知 

  ディジタル網は、着側で呼が受け付けられたことの表示を受信すると「応答」(CONN)メッセージを、公

衆用基地局－ディジタル網間インタフェースを介して送出し、「通信中」状態に遷移する。 

  このメッセージは発信公衆用基地局に、網内パスがディジタル網を通して設定されたことを通知する。 

 

  「応答」(CONN)メッセージの受信において、発側の公衆用基地局は、オプションとして「応答確認」(CONN 

ACK)メッセージを送信してもよい。そして「通信中」状態に入る。ディジタル網は、呼が「通信中」状態

に入っていることを認めた時、「応答確認」(CONN ACK) メッセージの受信により、何も動作しない。  

 

5.1.9  着信拒否 

  網又は着信側から、呼を受け付けることができないことの表示を受信した場合、ディジタル網は網ある

いは着信側により与えられた理由表示を用いて、節 5.3 の規定に従って発信側公衆用基地局－ディジタル

網間インタフェース上で呼解放手順を開始する。 

 

5.1.10 中継網選択                            

5.2  着側インタフェースでの呼設定 

  確実なデータリンクコネクションが、公衆用基地局が「呼設定」(SETUP) メッセージに答える以前に、

公衆用基地局により設定されていなければならない。 

  データリンクコネクションは、（ローカルな手順または自動割当手順により）ＴＥＩが割り当てられる

＃ 
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とすぐに、公衆用基地局により確立されうる。本手順はディジタル網のオプションである。 

  「呼設定」(SETUP) メッセージは、ＤＬ－ユニットデータ－要求プリミティブを用いてレイヤ２に届け

られる。 

  公衆用基地局－ディジタル網間インタフェースを介してやりとりされるすべてのメッセージに含まれる

呼番号は、網から送出される「呼設定」(SETUP) メッセージで特定される呼番号値を含む。 

 

5.2.1  着 呼 

  ディジタル網は、インタフェースを介して「呼設定」(SETUP) メッセージを転送することにより公衆用

基地局－ディジタル網間インタフェースでの呼の到着を示す。このメッセージは、Ｂチャネルが空でない

場合にも転送されうる。 

 

  必須情報要素の他にも「呼設定」(SETUP) メッセージは節 3.1.14で規定された情報要素を含みうる。 

  「呼設定」(SETUP) メッセージ送出後、ディジタル網はタイマＴ３０３、Ｔ３１２を開始する。（タイ

マＴ３０３とＴ３１２の値は節 9.1 に記してある。）その時ディジタル網は、「着呼」状態に入る。 

 

 （注）－タイマＴ３１２は、呼番号の保持を監視するために使用される。Ｔ３１２のタイマ値は、もし

ディジタル網切断指示が呼設定フェーズの間に受信されるならば、呼番号の解放の前に応答し

ているすべての公衆用基地局が解放される可能性を最大にするような値である。タイマＴ３１

２の満了後の手順については、節 5.3.2  (e)および節 5.2.5.3 を参照のこと。 

 

  「呼設定」(SETUP) メッセージは着信公衆用基地局が呼を処理するのに必要な全ての情報を含む。 

  「呼設定」(SETUP) メッセージの受信で、公衆用基地局は「着呼」状態に入る。 

 

  タイマＴ３０３の最初のタイムアウト以前に「呼設定」(SETUP) メッセージに対するレスポンスをディ

ジタル網が受信しない場合、「呼設定」(SETUP) メッセージを再送し、タイマＴ３０３及びＴ３１２を再

開始する。 

 

5.2.2 通信可能性確認 

  「呼設定」(SETUP) メッセージを受信した着信側は、「呼設定」(SETUP) メッセージに応答する前に通

信可能性確認を実行する。付属資料Ｂは、「呼設定」(SETUP) メッセージを受信した着信側により、実行

されるべき通信可能性確認を規定する。 

 

 「呼設定」(SETUP) のメッセージが転送された場合、不整合な着信側は、理由表示＃６５“未提供伝達

能力指定”または、理由表示＃８８“端末属性不一致”を含む「解放完了」(REL COMP)メッセージを送出

し、「空」状態に遷移する。ディジタル網は、節 5.2.5.3 に従って「解放完了」(REL COMP)メッセージを

処理する。 

 

5.2.3  Ｂチャネル選択－着信側 

  着信時、ディジタル網と公衆用基地局間においてＢチャネル選択のための交渉が許されている。同じＤ

チャネルにより制御されるＢチャネルだけが選択制御手順の対象である。選択制御手順は、以下のとおり

である。 

 

   (a)  「呼設定」(SETUP) メッセージでディジタル網は以下の１つを指定する。 
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   (1) チャネルが指定されている。他チャネルへの変更不可（すなわち、チャネル識別子情報要素のオ

クテット３の情報チャネル選択フィールド（ビット２～１）でチャネルが指定されており、かつ

変更不可表示フィールド（同情報要素のオクテット３のビット４）が“１”にセットされている

状態）。 

   (2) 任意チャネル（すなわち、チャネル識別子情報要素のオクテット３の情報チャネル選択フィール

ド（ビット２～１）が“任意チャネル”と指定されているか、またはチャネル識別子情報要素自

体が存在しない状態）。 

 

   (b)   (1)の場合、指定されたチャネルを受付けることができ、かつ利用可能ならば、公衆用基地局はそ

のチャネルを選択する。 

 

   (2)の場合、公衆用基地局は、Ｄチャネルと対応する任意に利用可能なチャネルを選択し、「呼設

定」(SETUP) メッセージに対する「呼設定受付」(CALL PROC) メッセージに、そのチャネルを表示

する。 

    (1)の場合で「呼設定受付」(CALL PROC) メッセージに表示されたＢチャネルがディジタル網に指

定されたチャネルと異なるか、 (2)の場合で「呼設定受付」(CALL PROC) メッセージに表示された

Ｂチャネルがディジタル網で受け付けられないなら、ディジタル網は理由表示＃６“チャネル利用

不可”を含む「解放」(REL) メッセージを送出して呼を切断復旧する。 

 

   (c)   チャネル識別子情報要素が最初に応答するメッセージに表示されていない場合、「設定」(SETUP) 

メッセージで指定されたＢチャネルが仮定される。 

 

   (d)   Ｂチャネルが公衆用基地局により選択されたとき、そのチャネルは公衆用基地局により接続され

うる。 

 

   (e)   (1)の場合で、Ｂチャネルが利用不可又は、 (2)の場合で利用できるチャネルがなく公衆用基地局

が要求された呼を処理できないならば、公衆用基地局はそれぞれ理由表示＃４４“要求回線／チャ

ネル利用不可”または理由表示＃３４“利用可回線／チャネルなし”を含む「解放完了」(REL COMP)

メッセージを返送し、「空」状態に戻る。 

 

5.2.4  分割着呼                             

5.2.5  呼出確認 

5.2.5.1  「呼設定」(SETUP) メッセージに対する応答 

  エンド・エンドの通話が成立するのに十分な条件が満足されていると判断した公衆用基地局は、「呼設

定受付」(CALL PROC) メッセージにより応答する（注参照）。そして、「着呼受付」状態に遷移する。 

 

  （注）経過識別子情報要素は、「呼設定受付」(CALL PROC) 、「呼出」(ALERT) 及び「応答」(CONN)

メッセージに含まれうる（例えば、アナログ端末が ISDN PABX に接続されているとき）。 

 

  エンド・エンドの通信が成立し得るが、「呼設定」(SETUP) メッセージの伝達能力情報要素が提供でき

ないと判断した公衆用基地局は、「解放完了」(REL COMP)メッセージを、理由表示＃６５“未提供伝達能

力指定”とともにディジタル網に送信し、「空」状態に遷移する。 

  エンド・エンドの通信が成立し得るが、呼を拒否することを公衆用基地局が望む場合、「解放完了」(REL 

＃ 
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COMP)メッセージを、理由表示＃２１“通信拒否”とともに転送し、「空」状態に遷移する。 

  ディジタル網は、これらの「解放完了」(REL COMP)メッセージを節 5.2.5.3 に従って処理する。 

  エンド・エンドの通信が成立しないと判断した公衆用基地局は（移動局からの応答がない場合等）、「呼

設定」(SETUP) メッセージを無視する。 

 

5.2.5.2  「呼設定受付」(CALL PROC) 及び「呼出」(ALERT) メッセージの受信 

  公衆用基地局からの「呼設定受付」(CALL PROC) メッセージの受信でディジタル網はタイマＴ３０３を

停止し、タイマＴ３１０を開始し、「着呼受付」状態に遷移する。 

  ディジタル網は、タイマＴ３１２の満了以前に「呼設定受付」(CALL PROC) メッセージを送った着信公

衆用基地局を「着呼受付」状態とみなす。公衆用基地局がタイマＴ３１２満了後に「呼設定受付」(CALL 

PROC) メッセージを送った場合の動作は、節 5.2.5.4 に記述してある。 

  「呼設定受付」(CALL PROC) メッセージを送出している公衆用基地局からの「呼出」(ALERT) メッセ

ージの受信で、ディジタル網はタイマＴ３１０（もし動作中なら）を停止しタイマＴ３０１（他の呼出監

視タイマ機能（例えば呼制御に関するもの）が存在しない場合）を開始し、「呼出中」状態に遷移し、発

信側に「呼出」(ALERT) メッセージを送出する。 

  ディジタル網は「呼設定受付」(CALL PROC) メッセージの次のメッセージとして、「呼出」(ALERT) メ

ッセージを送った着信公衆用基地局を「呼出中」状態とみなす。 

 

5.2.5.3  着信側における呼設定時の着信公衆用基地局の切断復旧 

  タイマＴ３０３の満了以前に「解放完了」(REL COMP)メッセージを受信した場合、その公衆用基地局の

切断復旧を開始する。 

  ディジタル網において呼の接続性が確認された公衆用基地局から、「応答」(CONN)メッセージ受信前に、

「切断」(DISC)、「解放」(REL) 、「解放完了」(REL COMP)メッセージを受信した場合、ディジタル網は

呼の切断復旧を開始する。 

  ディジタル網において呼の接続性が確認される以前の公衆用基地局から、「応答」(CONN)メッセージ受

信前に、「切断」(DISC)、「解放」(REL) 、「解放完了」(REL COMP)メッセージを受信した場合、ディジ

タル網はその公衆用基地局の切断復旧を開始する。 

  タイマＴ３０３が満了した（すなわち、「呼設定受付」(CALL PROC) メッセージなど有効なメッセージ

が来ない）場合、ディジタル網は「呼廃棄」状態に遷移する。 

                                                                       

5.2.5.4 呼設定不完了 

  ディジタル網がタイマＴ３０３の満了以前に、再送した「呼設定」(SETUP)メッセージに対して、何の応

答も受信しなかった場合、ディジタル網は発信側に対して、理由表示＃２０“加入者不在”を伴い、切断

復旧手順を開始する。ディジタル網は「呼廃棄」状態に遷移する。 

  ディジタル網がタイマＴ３１２を満了する以前の「呼廃棄」状態のとき、「呼設定」(SETUP)メッセージ

に対する「呼設定受付」(CALL PROC)メッセージを受信した場合、ディジタル網は理由表示＃１０２“タ

イマ満了による回復”を送る場合を除いて、節 5.3.2(b)の手順に従い着信公衆用基地局の切断復旧手順を開

始する。また、ディジタル網が、タイマＴ３１２の満了後、着呼に対する「呼設定受付」(CALL PROC)メ

ッセージを受信した場合、節 5.8.3.2に従い、無効呼番号を持ったメッセージの受信と解釈する。 

  ディジタル網が、「呼設定受付」(CALL PROC)メッセージを受信した後でかつ、タイマＴ３１０の満了

以前に、「呼出」(ALERT)、「応答」(CONN)または「切断」(DISC)メッセージを受信しなかった場合、デ

ィジタル網は発信側に対して、理由表示＃１８“着ユーザ応答なし”を含めて切断復旧手順を開始する。

また、ディジタル網は着信公衆用基地局に対しては、理由表示＃１０２“タイマ満了による回復”を送る
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場合を除いて、節 5.3.2(e)の手順に従い、着信公衆用基地局の切断復旧手順を開始する。 

  ディジタル網が、「呼出」(ALERT)メッセージを受信した後でかつ、タイマＴ３０１（または、ディジ

タル網内の呼出監視機能に従ったタイマ）の満了以前に、「応答」(CONN)または「切断」(DISC)メッセー

ジを受信しなかった場合、ディジタル網は発信側に対して、理由表示＃１９“着ユーザ呼出中応答なし”

を含めて切断復旧手順を開始する。また、ディジタル網は着信公衆用基地局に対しては、理由表示＃１０

２“タイマ満了による回復”を送る場合を除いて、節 5.3.2(e)の手順に従い、着信公衆用基地局の切断復旧

手順を開始する。 

 

5.2.6 着側インタフェースでのインタワーキングの通知 

  呼の確立の過程において、（例えば、別網、非ＩＳＤＮユーザ、又は発着ユーザの非ＩＳＤＮ装置との

インタワークのため）その呼がＩＳＤＮ環境に入り込む場合がある。この場合、呼がＩＳＤＮ環境へ入り

込んだポイントにおいて、着信公衆用基地局に送られる「呼設定」(SETUP)メッセージの中に以下のような

経過内容を含む経過識別子情報要素が含まれる。 

  (a)  ＃１“呼がＩＳＤＮエンド・エンドでない。これ以降の呼経過情報は、インバンド信号となる”。 

 

  （注）経過内容＃１の受信で、着信公衆用基地局は節 5.2.8の手順に従い、Ｂチャネルへの接続を行う。 

 

  (b)  ＃３“非ＩＳＤＮ発信側アドレス”。 

  更に、その公衆用基地局は、呼が着信側でＩＳＤＮを離れるか、又はインバンド情報／パターンが利用

可ならば、発信ユーザに、その通知を行い得る。そのような場合、経過内容は、公衆用基地局からディジ

タル網に以下のいずれかに含まれて送られる。 

  (a) 状態の変化が望まれる場合の適当な呼制御メッセージ（「呼設定受付」(CALL PROC) 、「呼出」

(ALERT)、「応答」(CONN)） 

  または 

  (b)  状態の変化が適当でない場合の「経過表示」(PROG)メッセージ 

  以下に述べる経過内容のうち１つは、ディジタル網へ送られるメッセージの経過識別子情報要素に含ま

れる。 

  (a)  ＃１“呼がＩＳＤＮエンド・エンドでない。これ以降の呼経過情報は、インバンド信号となる”。 

  (b) ＃２“非ＩＳＤＮ着信側アドレス” 

  (c) ＃４“呼のＩＳＤＮへの復帰” 

経過識別子情報要素が呼制御メッセージに含まれた場合、節 5.2で規定された手順が適用される。経過識

別子情報要素が「経過表示」(PROG)メッセージに含まれた場合、状態は変化せず、起動中の全ての監視タ

イマは継続される。 

（注）経過内容＃８の受信では、監視タイマに影響はなく網側では無視される。  

5.2.7 応 答 

  公衆用基地局は、ディジタル網に対して「応答」(CONN)メッセージを送出することより着呼の受付を通

知する。「応答」(CONN)メッセージを送出すると、公衆用基地局は、タイマＴ３１３（タイマＴ３１３の

値は、節 9.2で規定）を開始し「応答」状態に遷移する。「呼出」(ALERT)メッセージがディジタル網に対

して前もって送出されている場合、「応答」(CONN)メッセージは、呼番号のみ含んでいるかもしれない。 

  「呼設定」(SETUP)メッセージに表示されたＢチャネルを使って呼を受け付けることができて、呼出通知

が必要ない場合、「呼出」(ALERT)メッセージを先に送ることなしに「応答」(CONN)メッセージを送出し

てもよい。 
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5.2.8 通信可 

  「応答」(CONN)メッセージの受信において、ディジタル網は、（もし動作していれば）タイマＴ３０１、

Ｔ３１０を停止し、選択されたＢチャネルに対する回線交換パスを設定し、公衆用基地局に「応答確認」

(CONN ACK)メッセージを送出し、そして発信側に対して「応答」(CONN)メッセージを送出するための手

順を開始する。 

  「応答確認」(CONN ACK)メッセージは、回線交換接続の完了を示している。発信側が「応答」(CONN)

メッセージを受信するまで、エンド・エンド接続は保証されない。 

  公衆用基地局は、「応答確認」(CONN ACK)メッセージの受信でタイマＴ３１３を停止し、そして「通

信中」状態に遷移する。 

  「応答確認」(CONN ACK)メッセージの受信以前にタイマＴ３１３が満了した場合、公衆用基地局は、

節 5.3.3の手順に従って解放手順を開始する。 

  公衆用基地局は、チャネル選択が完結した後、Ｂチャネルを接続してもよい。 

 

5.3 呼切断復旧 

5.3.1 用 語 

  以下に述べる用語は本標準の切断復旧手順の中で使用される。 

  －チャネルが「接続された」 

    チャネルが本標準に従って確立されたＩＳＤＮ回線交換接続を行っている場合 

  －チャネルが「切断された」 

    チャネルがもはやＩＳＤＮ回線交換接続は行っていないが、まだ新たな接続に使用できない場合 

  －チャネルが「解放された」 

    チャネルがＩＳＤＮ回線交換接続を行っておらず、新たな接続に使用できる場合 

    同様に、「解放された」呼番号は再利用可能である。 

 

5.3.2 例外状態 

  正常な状態において、呼の切断復旧は一般的に公衆用基地局又はディジタル網が「切断」(DISC)メッセ

ージを送出し、節 5.3.3 と節 5.3.4 で決められた手順を続けた場合に行われる。以下に示す場合のみが、そ

の例外である。 

   (a) 「呼設定」(SETUP)メッセージの応答として、（例えば、使用できるＢチャネルがない場合）他の応

答が事前に送出されていなければ、「解放完了」(REL COMP)で応答し、呼番号を解放して「空」状

態に遷移することにより、公衆用基地局又はディジタル網は呼を拒否できる。 

   (b)  着信時選択されなかった公衆用基地局呼の切断復旧が、網からの「解放」(REL)もしくは「切断」

(DISC)メッセージで行われる（節 5.2.9参照）。 

   (c)                                                                 

   (d)  発呼側からのＢチャネル選択手順（節 5.2.3参照、節 5.1.2参照）の不成功は、「解放」(REL)メ

ッセージの送出によって終結される。「解放」(REL)メッセージは、理由表示＃６“チャネル利用不

可”を含んでいる。その後、ディジタル網と公衆用基地局は、節 5.3.3と節 5.3.4の手順を続ける。 

   (e) （ｉ）「呼設定」(SETUP)メッセージが転送された場合、網内からの切断通知をタイマＴ３１２の

満了以前の呼設定中に受信したならば、（もし動作中であれば) タイマＴ３０３を停止し、デ

ィジタル網は「呼廃棄」状態に遷移する。応答を返した公衆用基地局や、タイマＴ３１２の満

了以前に続いて応答を返す公衆用基地局は、（ディジタル網からの切断通知に含まれた理由表

示等を伴った）「解放」(REL)メッセージにより切断復旧され、節 5.3.4 の手順がその公衆用基

地局に対して続けられる。タイマＴ３１２の満了により、ディジタル網は節 5.8.3.2の手順に従

＃ 
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って、その後の全ての応答を取り扱う。ディジタル網は、切断復旧手順の完結として「空」状

態に遷移する。 

      （ii）「呼設定」(SETUP)メッセージが、転送された場合、網内からの切断通知をタイマＴ３１２の

満了後の呼設定中に受信したならばすでに応答している公衆用基地局は、（ディジタル網内か

らの切断通知に含まれた理由表示を伴った）「解放」(REL)メッセージにより切断復旧され、節

5.3.4 の手順がその公衆用基地局に対して続けられる。ディジタル網は、切断復旧手順の完結と

して、「空」状態に遷移する。 

 

5.3.3 公衆用基地局によって開始される切断復旧 

節 5.3.2及び節 5.8で述べられている例外とは別に、公衆用基地局は「切断」(DISC)メッセージの送出、

タイマＴ３０５（タイマＴ３０５の値は節 9.2で規定）の開始、Ｂチャネルの切断、そして「切断要求」状

態に遷移することにより、切断復旧を開始する。 

 

  （注）公衆用基地局が「解放」(REL)メッセージの送出によって呼の切断復旧を開始するとき、節 5.3.4

に記述された手順が続けられる。 

 

  「切断」(DISC)メッセージを受けることで、ディジタル網は「切断要求」状態に遷移する。 

  「切断」(DISC)メッセージの受信によりディジタル網はＢチャネルを切断し、リモート側に対し、ディ

ジタル網側の切断復旧手順を開始する。呼に使用されているＢチャネルが切断されると、ディジタル網は

「解放」(REL)メッセージを公衆用基地局へ送出し、タイマＴ３０８（タイマＴ３０８の値は節 9.1で規定）

を開始し、「解放要求」状態に遷移する。 

 

  （注）「解放」(REL)メッセージはローカルのみで意味があるものであり、リモート側からの切断復旧の

確認を意味するものではない。 

 

  「解放」(REL)メッセージを受けることにより公衆用基地局はタイマＴ３０５を停止し、Ｂチャネルを解

放し、「解放完了」(REL COMP)メッセージを送出し、呼番号を解放し、「空」状態に遷移する。公衆用基

地局からの「解放完了」(REL COMP)メッセージを受けることで、ディジタル網はタイマＴ３０８を停止し、

Ｂチャネル及び呼番号を解放し、そして「空」状態に遷移する。 

  タイマＴ３０５が満了となった場合、公衆用基地局は「切断」(DISC)メッセージに含まれていた理由表

示番号を入れた「解放」(REL)メッセージをディジタル網に送出し、タイマＴ３０８を開始し、「解放要求」

状態に遷移する。さらに、公衆基地局は理由表示＃１０２“タイマ満了による回復”で示される、第２の

理由表示情報要素を通知してもよい。 

  タイマＴ３０８が第一回目の満了となった場合、ディジタル網は「解放」(REL)メッセージを再送出し、

タイマＴ３０８を再開始する。さらに、ディジタル網は、理由表示＃１０２“タイマ満了による回復”を

示す第２の理由表示情報要素を通知してもよい。２度目のタイマＴ３０８の満了以前に公衆基地局からの

「解放完了」(REL COMP)メッセージを受けなかった場合、ディジタル網はＢチャネルを保守状態にし、呼

番号を解放し、「空」状態に遷移する。 

 

  （注１）節 5.5に記述されている初期設定手順が、保守状態にあるＢチャネルに用いられることがある。 

  （注２）「切断」(DISC)メッセージを受けたときにディジタル網がとり得るその他の動作については今

後の検討である。 
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  保守状態に関してとられる動作は、ディジタル網に依存する。 
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5.3.4 ディジタル網によって開始される切断復旧 

  節 5.3.2及び節 5.8に示した例外状態は別として、ディジタル網は「切断」(DISC)メッセージを送出し、

「切断通知」状態に遷移することにより、解放を開始する。「切断」(DISC)メッセージは、解放のために

ローカルで生成されるもので、Ｂチャネルが公衆用基地局－ディジタル網間インタフェースで切断された

ことを示すものではない。 

 

  （注）ディジタル網が「解放」(REL)メッセージの送出によって呼の切断復旧を開始するとき、節 5.3.3

に記述された手順が続けられる。 

 

5.3.4.1 トーン／アナウンスが提供される場合の切断復旧 

  インバンドトーン／アナウンスが提供される場合（節 5.4参照）、「切断」(DISC)メッセージは、経過内

容＃８“インバンド信号ないし、適当なパターンが利用可能”を含む。 

  ディジタル網は、タイマＴ３０６を開始し、そして「切断通知」状態に遷移する。 

  経過識別子の経過内容＃８を含んだ「切断」(DISC)メッセージの受信により、公衆用基地局は（もし、

まだ接続していなければ）インバンドトーン／アナウンスを受けるためにＢチャネルと接続し、「切断通

知」状態に遷移してもよい。一方、インバンドトーン／アナウンスの接続を行わずに切断復旧動作を続け

る場合、公衆用基地局はＢチャネルを切断し、「解放」(REL)メッセージを送出し、タイマＴ３０８を開始

し、「解放要求」状態に遷移する。 

  公衆用基地局が、提供されるインバンドトーン／アナウンスメントを利用している場合、公衆用基地局

が（ディジタル網から「解放」(REL)メッセージを受信する前に）、その後ひき続いて、Ｂチャネルからの

切断を行い、「解放」(REL)メッセージを送出し、タイマＴ３０８を開始し、そして「解放要求」状態に遷

移することによって、切断復旧を続けてもよい。 

  「解放」(REL)メッセージの受信により、ディジタル網はタイマＴ３０６を停止し、Ｂチャネルを切断・

解放し、「解放完了」(REL COMP)メッセージを送出し、呼番号を解放し、そして「空」状態に遷移する。 

  タイマＴ３０６が満了した場合、ディジタル網はＢチャネルを切断し、「切断」(DISC) メッセージにも

ともと含まれていた理由表示番号を入れた「解放」(REL)メッセージを送出し、タイマＴ３０８を開始し、

そして「解放要求」状態に遷移することにより、切断復旧動作を続ける。 

  さらに、「切断」(DISC)メッセージに含まれていた理由表示に加え「解放」(REL)メッセージは、理由表

示＃１０２“タイマ満了による回復”を示す第２の理由表示情報要素を含みうる。この理由表示は、満了

したタイマを識別する診断情報フィールドをオプションとして含み得る。 

  「解放」(REL)メッセージの受信により、公衆用基地局は節 5.3.3に従い動作する。 

 

5.3.4.2 トーン／アナウンスが提供されない場合の切断復旧 

  インバンドトーン／アナウンスが提供されない場合、「切断」(DISC)メッセージは経過識別子の経過内

容＃８“インバンド信号ないし、適当なパターンが利用可能”が含まれない。ディジタル網は「切断」(DISC)

メッセージを送出し、タイマＴ３０５を開始し、Ｂチャネルを切断し、そして「切断表示」状態に遷移す

ることにより、切断復旧を開始する。 

  経過内容＃８を含まない「切断」(DISC)メッセージを受信すると、公衆用基地局はＢチャネルを切断し、

「解放」(REL)メッセージを送出し、タイマＴ３０８を開始し、そして「解放要求」状態に遷移する。 

  「解放」(REL)メッセージの受信により、ディジタル網はタイマＴ３０５を停止し、Ｂチャネルを解放し、

「解放完了」(REL COMP)メッセージを送出し、呼番号を解放し、そして「空」状態に遷移する。 

  タイマＴ３０５が満了した場合、ディジタル網は、もとの「切断」(DISC)メッセージに含まれていた理

由表示番号を入れた「解放」(REL)メッセージを公衆用基地局に送出し、タイマＴ３０８を開始し、「解放
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要求」状態に遷移する。先の切断復旧の理由表示に加えて、「解放」(REL)メッセージは第２の理由表示情

報要素として理由表示＃１０２“タイマ満了による回復”を含みうる。 

 

5.3.4.3 切断復旧の成立 

  ディジタル網から「解放完了」(REL COMP)メッセージを受信した結果、公衆用基地局はタイマＴ３０８

を停止し、Ｂチャネル及び呼番号を解放し、そして「空」状態に遷移する。 

タイマＴ３０８が第一回目の満了となる前に、公衆用基地局が「解放完了」(REL COMP)メッセージを受

信しなかった場合、「解放」(REL)メッセージが再送出され、タイマＴ３０８が再開始される。２度目のタ

イマＴ３０８の満了以前にディジタル網からの「解放完了」(REL COMP)メッセージを受けなかった場合、

公衆用基地局はＢチャネルを保守状態にし、呼番号を解放し、「空」状態に遷移する。 

 

（注）保守状態のＢチャネルに対して節 5.5の初期設定手順が使用されうる。 

 

5.3.5 切断復旧手順の衝突 

  公衆用基地局とディジタル網の双方から同時に同じ呼に対して「切断」(DISC)メッセージが送出される

とき、切断復旧手順の衝突が起こる。ディジタル網が、「切断通知」状態の間に「切断」(DISC)メッセー

ジを受信した場合、ディジタル網はタイマＴ３０５またはＴ３０６（どちらでも動いている方）を停止し、

Ｂチャネルを切断し（もし切断されていなければ）、「解放」(REL)メッセージを送出し、タイマＴ３０８

を開始し、そして「解放要求」状態に遷移する。同様に、公衆用基地局が「切断要求」状態の間に「切断」

(DISC)メッセージを受信した場合、公衆用基地局は、タイマＴ３０５を停止し、「解放」(REL) メッセー

ジを送出し、タイマＴ３０８を開始し、そして「解放要求」状態に遷移する。 

  切断復旧手順の衝突は、双方が同時に同じ呼に対して「解放」(REL)メッセージを送出するときも生じる。

「解放要求」状態において、そのような「解放」(REL)メッセージを受信したエンティティはタイマＴ３０

８を停止し、呼番号とＢチャネルを解放し、（「解放完了」(REL COMP)メッセージを送受せずに）「空」

状態に遷移する。 

 

5.4 インバンド・トーンとアナウンス 

  呼状態の変化とは関連性がなく、又通信中状態に達する前のディジタル網により発生されるインバン

ド・トーン／アナウンスについては、「経過表示」(PROG)メッセージはインバンド・トーン／アナウンス

の適用と同時に返される。「経過表示」(PROG)メッセージは経過内容＃８“インバンド信号ないし、適当

なパターンが利用可能”を含む。 

 

  インバンド・トーン／アナウンスが呼状態変化と共に与えられなければならない場合は、インバンド情

報又は適切なパターンが現在使えることを示す経過内容＃８“インバンド信号ないし、適当なパターンが

利用可能”を持つ、適切なメッセージ（例えば「呼出」(ALERT)、「切断」(DISC)など・・該当の節を参照）

がインバンド・トーン／アナウンスの適用と同時に送出される。 

 

（注１）ディジタル網が“ＴＴＣ標準テレコミュニケーションサービス”を提供する場合、インバンド・

トーン／アナウンスの提供に関するサービス要求は、標準ＪＴ－Ｉ２００シリーズに示されてい

る。 

（注２）「経過表示」(PROG)メッセージが使用される場合、公衆用基地局は節 5.3.3 の手順に従って適用

されたインバンド・トーン／アナウンスの結果として、呼の切断復旧を開始するかもしれない。 
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5.5 初期設定手順 

初期設定手順は呼を「空」状態に、またはインタフェースをアイドル状態に戻すために用いられる。通

常、この手順は、相手側のインタフェースが他の呼制御メッセージに反応しない時、故障（例えば切断復

旧メッセージへの応答がないことによるタイマＴ３０８の満了に続く）が起きた時、発せられる。また、

初期設定手順は、ローカル故障、保守作業、操作ミスの結果としても、起動されうる。 

 

  (注１)  ＳＡＰＩ＝“０００００００”をもつこれらデータリンクに関連したレイヤ３手順及びリソース

は、初期設定手順により初期化される。 

  (注２)  グローバル呼番号の呼番号フラグは、初期設定手順に適用される。両方向のインタフェースが同

時に初期設定手順を開始した場合、それらは独立して扱われる。また、同一のチャネルまたは

インタフェースが指定された場合、それらは、全ての関連する初期設定手順が完了するまで、

再使用してはならない。 

 

5.5.1 「初期設定」(REST)メッセージの送信 

  「初期設定」(REST)メッセージはディジタル網または公衆用基地局により、チャネルまたはインタフェ

ースを「空」状態に戻すために送信される。 

 

  「初期設定」(REST)メッセージ内の初期設定表示情報要素は、“表示されたチャネル”か、“一つのイ

ンタフェース”かまたは、“全てのインタフェース”の中で、どれが初期設定されるか示す。 

  初期設定表示情報要素が、“表示されたチャネル”または、“一つのインタフェース”にコード化され、

かつインタフェースがＤチャネルの含まれない場合、チャネル識別子情報要素は、「空」状態に戻される

チャネルまたは「空」状態に戻されるインタフェースを示すために提供される。 

  初期設定表示情報要素が“一つのインタフェース”にコード化され、かつインタフェースがＤチャネル

の含まれるものの場合、チャネル識別子情報要素は省略されうる。 

  初期設定表示情報要素が“全てのインタフェース”にコード化される場合、チャネル識別子情報要素は

含んではならない。 

 

  「初期設定」(REST)メッセージを送信する時、送信側は「初期設定要求」状態に入り、タイマＴ３１６

を起動し、「初期設定確認」(REST ACK)メッセージを待つ。「初期設定確認」(REST ACK)メッセージを

受け取るとＴ３１６を停止し、チャネルと呼番号値を再使用のために解放したのち、「空」状態にはいる。 

  「初期設定確認」(REST ACK)メッセージがタイマＴ３１６満了前に届かない場合、「初期設定確認」

(REST ACK)メッセージが戻ってくるまで次の「初期設定」(REST)メッセージがいくつか送信される。その

間、チャネルまたはインタフェースを介して呼が「初期設定」(REST)メッセージの発信側に受け付けられ

ることはない。 

ディジタル網は連続する不成功の初期設定の回数をデフォルト値２で制限する。回数がこの制限値に達

すると、ディジタル網はそれ以上初期設定を試みない。適当なメンテナンスエンティティに指示が送られ

る。チャネルやインタフェースは保守作業が行われるまでサービス停止状態になる。  

 

  (注)  「初期設定確認」(REST ACK)メッセージが、指定されたチャネルのサブセットのみを示して受信

された場合、メンテナンスエンティティに指示が与えられる。アイドル状態に戻っていないチャ

ネルに対し、どのような動作をとるか決定するのは、メンテナンスエンティティの責任である。 

 

  「初期設定」(REST)、「初期設定確認」(REST ACK)メッセージはグローバル呼番号値（すべてゼロ）を
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含み、「初期設定要求」状態がそれに対応している。これらのメッセージは多重フレームモード（ＤＬ－

データ－要求プリミティブを用いる）で適切なポイント・ポイント通信データリンクを通って転送される。 

         

5.5.2 「初期設定」(REST)メッセージの受信 

  「初期設定」(REST)メッセージを受け取ると、受信側はグローバル呼番号に対応して「初期設定」状態

に入り、タイマＴ３１７を開始する。それから適切な内部動作を開始し、指定されたチャネルをアイドル

状態に、呼番号を「空」状態にもどす。内部の初期設定が完了すると、Ｔ３１７は停止し、「初期設定確

認」(REST ACK)メッセージは起動側に送信されたのち、「空」状態に遷移する。 

 

  (注１)   タイマＴ３１７満了時に、指定されたチャネルのサブセットのみが、アイドル状態に戻った場

合、アイドル状態に戻ったチャネルを示すチャネル識別子情報要素を含む「初期設定確認」(REST 

ACK)メッセージが、起動側へ送られる。 

 

  タイマＴ３１７が内部初期設定の完了前に満了した場合、メンテナンスエンティティに通知が送られる。

（すなわち、プリミティブがシステムマネージメントエンティティに送信される。） 

 

 すべての呼番号が「空」状態で、かつすべてのチャネルがアイドル状態の場合においても、受信エンテ

ィティは「初期設定」(REST)メッセージに対する「初期設定確認」(REST ACK)メッセージを起動側へ送る。   

 

  初期設定表示情報要素が“全てのインタフェース”にコード化された場合、Ｄチャネルに関連する全て

のインタフェース上の全ての呼はクリアされる。初期設定表示情報要素が“全てのインタフェース”にコ

ード化され、チャネル識別子情報要素が含まれる場合、チャネル識別子情報要素は、節 5.8.7.3に示された

手順に従って扱われる。 

 

  初期設定表示情報要素が“表示されたチャネル”にコード化され、チャネル表示情報要素が含まれない

場合、手順は節 5.8.6.1に従う。 

 

  初期設定表示情報要素が“一つのインタフェース”にコード化され、インタフェースにＤチャネルが含

まれている場合、そのインタフェース上のＤチャネルに関連する呼のみが初期設定される。 

 

  グローバル呼番号に対応している受信側 DSS1 プロトコル制御エンティティは、下記に示す条件を満た

す特定の呼番号に対応している DSS1 プロトコル制御エンティティに対してのみ、初期設定要求を指示す

る。 

  (ａ) 「初期設定」(REST)メッセージを受信した、グローバル呼番号に対応している DSS1 プロトコル

制御エンティティがサポートされているものと同一の、データリンクコネクションエンドポイン

ト識別子（DLCI、標準 JT-Q921-b参照）によりサポートされており、かつ、 

  (ｂ) 指定されたチャネルまたはインタフェースが一致しているか、あるいは（Ｄチャネルが暗黙的に

指定されて、Ｂチャネルが指定されない場合）チャネルがまだ割当てられていない呼設定状態の

呼を含むチャネルに関連していない。 
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5.6  呼の再接続                             

5.7  呼の衝突 

  呼の衝突はディジタル網では起こらない。同時に起こる発呼と着呼は別々に扱われ、別々の呼番号が割

り当てられる。 

  着呼と発呼が同じチャネルを選択した場合にチャネル選択衝突が起こるかもしれない。これは、節 5.1.2

と節 5.2.3のチャネル選択手順でディジタル網により解決される。 

  この様な衝突の場合、ディジタル網は公衆用基地局からの発呼要求よりも着呼に優先権を与える。他の

Ｂチャネルがディジタル網により割り当てられなかったり、呼を発した公衆用基地局に受け付けられなか

った場合、発呼は切断される。 

 

5.8  エラー状態の処理 

  ＪＴ－Ｑ９３１－ｂの公衆用基地局－ディジタル網間呼制御メッセージのプロトコル識別子を使用して

信号情報を転送する全ての手順は、節 5.8.1 から節 5.8.7 までに記述されているチェックを通ったメッセー

ジだけに適用される。節 5.8.1 から節 5.8.7 のエラー処理手順は、注がある場合を除き、通常の呼番号ある

いはグローバル呼番号を用いるメッセージに適用される。 

  詳細なエラー処理手順は、インプリメントに依存しディジタル網ごとに異なりうる。エラー状態に対す

る通常の処理を容易にするための機能は、本章で規定され、各インプリメントにおいても実現されるべき

である。 

  節 5.8.1から節 5.8.7は、優先順に記述されている。 

 

5.8.1  プロトコル識別子エラー 

  プロトコル識別子コードが“ＪＴ－Ｑ９３１－ｂ公衆用基地局－ディジタル網間呼制御メッセージ”と

は異なったメッセージを受信した場合、そのメッセージは無視される。 

  “無視”とは、メッセージを受信しなかったのと同様に何もしないことを意味する。 

 

5.8.2  欠損メッセージ 

  メッセージ長が短いために完全なメッセージ種別情報要素が含まれない場合そのメッセージは無視され

る。 

 

5.8.3  呼番号エラー 

5.8.3.1  無効呼番号形式 

  呼番号情報要素の第１オクテットのビット５からビット８までが００００に等しくない場合、そのメッ

セージは無視される。 

  呼番号情報要素の第１オクテットのビット１からビット４までが、受信側の装置で扱える最大長（節 4.8

参照）よりも大きい長さを示している場合、そのメッセージは無視される。 

 

5.8.3.2  呼番号の手順エラー 

  (f)だけ、グローバル呼番号を使うメッセージに対して適用する。 

  (a)  通信中或いは呼設定中と関連するとは認識されない呼番号を持つ「呼設定」(SETUP) メッセージ、

「解放」(REL) メッセージ、「解放完了」(REL COMP)メッセージ、「状態表示」(STATUS)メッセー

ジ、「状態問合」(STATUS ENQ)メッセージを除くいかなるメッセージを受信した場合にも、節 5.3の

手順に従って理由表示＃８１“無効呼番号使用”を伴った「解放」(REL)メッセージの送信により受信

したメッセージの呼番号の呼の切断復旧を開始する。 

＃ 



 ＪＴ－Ｑ９３１－ｂ － 138 －  

       あるいは、受信側エンティティは理由表示＃８１“無効呼番号使用”を伴った「解放完了」(REL 

COMP)メッセージを送信し、「空」状態に遷移しても良い。 

  (b)  通信中或いは呼設定中と関連するとは認識されない呼番号を持つ「解放」(REL)メッセージを受信し

た場合、理由表示＃８１“無効呼番号使用”を伴った「解放完了」(REL COMP)メッセージが受信した

メッセージのその呼番号へ返される。 

  (c)  通信中或いは呼設定中と関連するとは認識されない呼番号を持つ「解放完了」(RELCOMP)メッセー

ジを受信した場合、何の動作も行われない。 

  (d)  呼番号フラグが不正に“１”にセットされている呼番号をもつ「呼設定」(SETUP)メッセージを受

信した場合、このメッセージは無視される。 

  (e)  通信中或いは呼設定中と関連すると認識される呼番号を持つ「呼設定」(SETUP)メッセージを受信

した場合、この「呼設定」(SETUP)メッセージは無視される。 

  (f)  グローバル呼番号を持つ「初期設定」(REST)メッセージ、「初期設定確認」(REST ACK)メッセージ、

または「状態表示」(STATUS)メッセージを除くいかなるメッセージを受信した場合、何の動作もしな

いし、グローバル呼番号に関連した現在の状態を示した呼の状態と理由表示＃８１“無効呼番号使用”

を伴いグローバル呼番号を持つ「状態表示」(STATUS)メッセージが返される。 

  (g)  通信中或いは呼設定中と関連するとは認識されない呼番号を持つ「状態表示」(STATUS)メッセージ

を受信した場合、節 5.8.11の手順を適用する。 

  (h)  「状態問合」(STATUS ENQ)メッセージが通信中あるいは呼設定中と関連するとは認識されない呼

番号を持っている場合、節 5.8.10の手順が適用される。 

 

5.8.4  メッセージ種別またはメッセージ順序エラー  

  「空」状態以外の状態で、「解放」(REL) メッセージまたは「解放完了」(REL COMP)メッセージを除く

期待されないメッセージ又は認識されないメッセージを受信した場合、理由表示＃９８“呼状態とメッセ

ージ不一致又はメッセージ種別未定義又は未提供”と該当した詳細情報を伴った「状態表示」(STATUS)メ

ッセージが返される。 

  ディジタル網または公衆用基地局が、インプリメントされていない (または存在しないメッセージ種別

とインプリメントされているが呼状態と適合しないメッセージ種別を区別できるとき、次の理由を伴った

「状態表示」(STATUS)メッセージが送信される。 

  (a) 理由表示＃９７“メッセージ種別未定義又は未提供”または 

  (b) 理由表示＃１０１“呼状態とメッセージ不一致” 

 

  あるいは、同位エンティティの呼状態を要求する「状態問合」(STATUS ENQ)メッセージが送信される (節

5.8.10参照) 。この時、どちらの場合でも状態を変えてはならない。 

  「状態問合」(STATUS ENQ)メッセージの送信は、グローバル呼番号を用いたメッセージには適用できな

い。 

しかし、この手順には２つの例外がある。第１の例外は、ディジタル網または公衆用基地局が期待され

ない「解放」(REL) メッセージを受信した場合 (例えば、検出されない伝送誤りによって、「切断」(DISC)

メッセージが紛失されたとき) である。この場合、「状態表示」(STATUS)メッセージまたは「状態問合」

(STATUS ENQ)メッセージの送信は行わない。ディジタル網が期待されない「解放」(REL) メッセージを受

信した場合にディジタル網は、Ｂチャネルを切断解放し、ディジタル網内の接続及びリモート側との呼を、

公衆用基地局から送られてきた「解放」(REL) メッセージに含まれる理由表示、または含まれていない場

合は理由表示＃３１“その他の正常クラス”によって切断復旧し、公衆用基地局へ「解放完了」(REL COMP)

メッセージを返し、呼番号を解放し、すべてのタイマを停止し、「空」状態へ入る。公衆用基地局が期待
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されない「解放」(REL) メッセージを受信した場合、公衆用基地局は、Ｂチャネルを切断解放し、ディジ

タル網へ「解放完了」(RELCOMP) メッセージを返し、呼番号を解放し、すべてのタイマを停止し「空」

状態へ入る。 

 

  第２の例外は、ディジタル網または公衆用基地局が期待されない「解放完了」(REL COMP)メッセージを

受信した場合である。ディジタル網が期待されない「解放完了」 (REL COMP)メッセージを受信した場合

にディジタル網は、Ｂチャネルを切断解放し、ディジタル網内の接続及びリモート側との呼を、公衆用基

地局が表示した理由表示、または含まれていない場合は理由表示＃１１１“その他の手順誤りクラス”で

切断復旧し、呼番号を解放し、すべてのタイマを停止し、「空」状態へ入る。公衆用基地局が期待されな

い「解放完了」(REL COMP)メッセージを受信した場合、公衆用基地局は、Ｂチャネルを切断解放し、呼番

号を解放し、すべてのタイマを停止し、「空」状態へ入る。 

 

5.8.5  一般情報要素エラー 

  一般情報要素エラー手順は、コード群が０以外の情報要素にも適用されうる。この場合、理由表示情報

要素は診断情報フィールドにおいて、節 4.5 の固定シフト手順または一時シフト手順によりコード群が０

以外の情報要素であることを示しうる。  

 

5.8.5.1  誤った順序の情報要素 

  先行した可変長の情報要素のコード値よりも小さなコード値を持つ可変長の情報要素は、誤った順序の

情報要素と見なすべきである。  

ディジタル網または公衆用基地局が、誤った順序の情報要素を含んだメッセージを受信した場合、この

情報要素を無視し、このメッセージに対する処理を続けるのがよい。もしこの情報が必須のものであり、

ディジタル網または公衆用基地局がこれを無視することにした場合、節 5.8.6.1 に記述した必須情報要素不

足に対するエラー処理手順に従うべきである。もし捨てられた情報要素が必須のものでなかった場合、受

信側はメッセージの処理を続ける。 

 

   (注)  インプリメンテーションによっては、受信したメッセージの中で位置している順序にかかわらず

すべての情報要素を処理することを選択することもできる。 

 

5.8.5.2  重複した情報要素 

 情報要素の繰り返しは許されていないにもかかわらず、メッセージの中に情報要素が連続的に繰り返さ

れた場合、最初に現われた情報要素の内容だけを処理するべきであり、そして以降のすべての情報要素の

繰り返しは無視するべきである。情報要素の繰り返しが許される場合、許された情報要素の内容だけが処

理される。もし、情報要素の繰り返しの制限を越えている場合、制限までの情報要素の内容は処理され、

制限を越えた情報要素の繰り返しは無視される。 

 

5.8.6  必須情報要素エラー 

5.8.6.1  必須情報要素不足 

１つ以上の必須情報要素が不足している、「呼設定」(SETUP) メッセージ、「切断」(DISC)メッセージ、

「解放」(REL) メッセージ、または「解放完了」(REL COMP)メッセージ以外のメッセージを受信した場合、

このメッセージによって何も動作しないし状態も変わらない。理由表示＃９６“必須情報要素不足”を伴

った「状態表示」(STATUS)メッセージが返される。 
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  １つ以上の必須情報要素が不足している「呼設定」(SETUP) メッセージ、または「解放」(REL) メッセ

ージを受信した場合、理由表示＃９６“必須情報要素不足”を伴った「解放完了」(REL COMP)メッセージ

が返される。 

 

理由表示情報要素が含まれていない「切断」(DISC)メッセージを受信した場合は、ローカルインタフェ

ースに送出される解放メッセージに理由表示＃９６“必須情報要素不足”が含まれているという点を除い

て理由表示＃３１“その他の正常クラス”を伴った「切断」(DISC)メッセージを受信した場合と同じ動作

がとられる( 節 5.3 参照) 。 

 

理由表示情報要素が含まれていない「解放完了」(REL COMP)メッセージを受信した場合は、理由表示＃

３１“その他の正常クラス”を伴った「解放完了」(REL COMP)メッセージを受信したものと仮定する。 

 

 情報要素長が"0"に設定された情報要素は、情報要素が不足していると扱われる。 

 

5.8.6.2  必須情報要素内容エラー 

  伝達能力情報要素が「回線交換モード」と設定されていて、網がオクテット５ｂ、５ｃ、５ｄを解釈で

きない場合は、ディジタル網はプロトコルエラーとせずにこれらのオクテットを受け付け、変更無しに転

送しても良い。 

 

 １つ以上の無効な内容の必須情報要素を伴った「呼設定」(SETUP) メッセージ、「切断」(DISC)メッセー

ジ、「解放」(REL) メッセージ、または「解放完了」(REL COMP)メッセージ以外のメッセージを受信した

場合、このメッセージによって何も動作しないし状態も変わらない。理由表示＃１００“情報要素の内容

が無効”を伴った「状態表示」(STATUS)メッセージが返される。 

 

  １つ以上の無効な内容の必須情報要素を伴った「呼設定」 (SETUP)  メッセージまたは「解放」(REL) メ

ッセージを受信した場合、理由表示＃１００“情報要素の内容が無効”を伴った「解放完了」(REL COMP)

メッセージが返される。 

  

  無効な内容の理由表示情報要素を伴った「切断」(DISC)メッセージを受信した場合、理由表示＃１００

“情報要素の内容が無効”を伴った「解放」(REL) メッセージをローカルインタフェースに送信すること

を除いて、理由表示＃３１“その他の正常クラス”を伴った「切断」(DISC)メッセージを受信した場合と

同じ動作がとられる( 節 5.3 参照) 。 

 

  無効な内容の理由表示情報要素を伴った「解放完了」(REL COMP)メッセージを受信した場合は理由表示

＃３１“その他の正常クラス”を伴った「解放完了」(REL COMP)メッセージを受信したものと仮定する。 

  一般的に、最大長 (３章で与えられた) を越えた長さの情報要素は、内容誤りの情報要素として扱われる。 

 

    (注) 公衆用基地局のオプションとして、公衆用基地局によって理解できない理由表示値、生成源コー

ド、診断情報を、あたかも理由表示＃３１“その他の正常クラス”として扱い、理由表示＃１０

０“情報要素の内容が無効”を伴った「解放」(REL)メッセージを送信する代わりに他のエンティ

ティに渡してもよい。このオプションは、理由表示値、生成源コード、診断情報の勧告への将来

の追加による公衆用基地局の適合性のためのものである。 
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5.8.7  非必須情報要素エラー 

  以降の節は、必須であるとは認識されない情報要素についての動作に関係する。 

 

5.8.7.1  認識されない情報要素 

  １つ以上の認識されない情報要素を持つメッセージを受信した場合、受信エンティティは情報要素が“理

解する必要性あり”と指示されてコード化されているかどうかをチェックする (「理解する必要あり」と

指示されて予約されている情報要素識別子については表４－３／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂ参照) 。認識されな

い情報要素が“理解する必要性あり”と指示されてコード化されていた場合、節 5.8.6.1 必須情報要素不足

のエラー状態が発生したのと同じ手順をとる。認識されない情報要素が“理解する必要性あり”と指示さ

れてコード化されていない場合、受信エンティティは次の処理を行う。 

 

  受信メッセージ及びこれに含まれる認識され有効な内容を持つ情報要素に対して処理を行う。受信メッ

セージが「切断」(DISC)メッセージ「解放」(REL) メッセージ及び「解放完了」(REL COMP)メッセージ以

外である場合は１つの理由表示情報要素を含んだ「状態表示」(STATUS)メッセージが返されうる。「状態

表示」(STATUS)メッセージは、受信メッセージ処理後の受信側の呼状態を示す。理由表示情報要素には、

理由表示＃９９“情報要素未定義”を含み診断情報部分がもし存在すれば、そこには認識されなかったそ

れぞれの情報要素についての情報要素識別子が含まれる。 

  認識されない情報要素の送信側は、その後の動作を決定する。切断復旧メッセージが１つ以上の認識さ

れない情報要素を含んでいる場合、以下の方法でローカル公衆用基地局にエラーが報告される。 

  (a) １つ以上の認識されない情報要素を含んだ「切断」(DISC)メッセージを受信した場合、理由表示＃９

９“情報要素未定義”を伴った「解放」(REL) メッセージが返される。理由表示情報要素の診断情報

フィールドがある場合、そこには認識されなかった情報要素のそれぞれに対する情報要素識別子が含

まれる。 

  (b) １つ以上の認識されない情報要素を含んだ「解放」(REL) メッセージを受信した場合、理由表示＃９

９“情報要素未定義”を伴った「解放完了」(REL COMP)メッセージが返される。理由表示情報要素の

診断情報フィールドがある場合、そこには認識されなかった情報要素のそれぞれに対する情報要素識

別子が含まれる。 

  (c) １つ以上の認識されない情報要素を含んだ「解放完了」(REL COMP)メッセージを受信した場合、認

識されない情報については何も動作しない。 

 

  (注) 理由表示＃９９“情報要素未定義”の診断情報は、「状態表示」(STATUS)メッセージを受信した時

に選択すべき適切な回復手順の決定を容易にする。そのため、レイヤ３エンティティが「状態表示」

(STATUS)メッセージを受信した同位エンティティで適切な動作をとることを期待する場合、診断情

報を含めることはオプションであるが、診断情報を伴った理由表示＃９９“情報要素未定義”を提

供することを勧める。 

 

5.8.7.2  非必須情報要素内容エラー 

  無効な内容を持つ１つ以上の非必須情報要素を持つメッセージを受信した場合、動作はメッセージと認

識され有効な内容を持つ情報要素に対してなされる。１つの理由表示情報要素を含んだ「状態表示」

(STATUS)メッセージが返されうる。「状態表示」(STATUS)メッセージは、受信メッセージ処理後の受信側

の呼状態を示す。理由表示情報要素には理由表示＃１００“情報要素の内容が無効”を含み診断情報部分

がもし存在すれば、そこに無効な内容を持つそれぞれの情報要素についての情報要素識別子が含まれる。 

最大長 (３章で与えられた) を越えた長さを持つ情報要素は、内容エラーとして扱われる。しかし、アク
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セス情報要素 (例  着サブアドレス) に対しては理由表示＃４３“アクセス情報廃棄”が、理由表示＃１０

０“情報要素の内容が無効”の代わりに用いられる。しかし、あるディジタル網では、アクセス情報要素

は最大長の範囲内に切り詰められ処理される。 

 

 公衆用基地局のオプションとして、公衆用基地局によって理解できない理由表示値、生成源コード、診

断情報を無視するか、または、公衆用基地局の場合は、理由表示情報要素の内容を無視する代わりに他の

エンティティ (例えば、移動局) に渡してもよい。 

  また、オプションとして、理由表示＃１００“情報要素の内容が無効”を伴った「状態表示」(STATUS ENQ)

メッセージを送ってもよい。このオプションは、理由表示値、生成源コード、診断情報の勧告への将来の

追加による公衆用基地局の適合性のためのものである。 

 

 ディジタル網が低位レイヤ整合性情報要素や高位レイヤ整合性情報要素を解釈できない場合、プロトコ

ルエラーとせずにこれらの情報要素を受け付けても良い。 

 

5.8.7.3  予期しない認識された情報要素 

理解する必要性ありとしてコード化されず、そのメッセージに含まれるべきであると定義されないが、

１つの認識可能な情報要素を持つメッセージを受信した場合、受信エンティティは、 (以下の注を除いて) 

その情報要素を認識されない情報要素として処理し、節 5.8.7.1 で定義される手順を開始すべきである。 

理解する必要性ありとしてコード化されるが、そのメッセージに含まれるべきであると定義されない１

つの認識可能な情報要素を持つメッセージを受信した場合、受信エンティティは、節 5.8.6.1 で定義される

手順を開始すべきである。 

 

  (注) 情報要素の処理が受信されたメッセージから独立しているとき、いくつかにとっては予期しない認

識された情報要素の処理を選択してもよい。 

      この注の意味は不明確であり今後明確化する必要がある。 

 

5.8.8  データリンクリセット 

  ＪＴ－Ｑ９３１－ｂエンティティがＤＬ－設定－表示プリミティブによって自発的なデータリンク層の

リセットを通知された場合次の手順が適用される。 

  (a) 解放中の状態 (状態番号 N11,N12,N19,N22,C11,C12, 及び C19)にある呼は、何の動作もとらない。 

  (b) 設定中 (状態番号 N1,N3,N4,N6,N7,N8,N9,C1,C3,C4,C6,C7,C8,及び C9) 及び「通話中」状態にある呼

は５章の他の部分に含まれる手順に従い継続される。 

 

5.8.9 データリンク障害 

ネットワークレイヤエンティティがデータリンク障害であることをＤＬ－解放－表示プリミティブによ

ってデータリンク層エンティティから通知された場合、次の手順が適用される。 

  (a) 通信中状態以外のすべての呼は内部で切断復旧する。 

  (b) 通信中状態の呼に対しては、実装されている場合はタイマＴ３０９を開始する。 

  タイマＴ３０９がすでに動作中の場合は、再開始しない。 

  ＪＴ－Ｑ９３１－ｂエンティティは、ＤＬ－設定－要求プリミティブを送ることによってレイヤ２の再

設定を要求する。 

ＤＬ－設定－確認プリミティブによってレイヤ２再設定手順の通知があった場合は、次の手順を適用す

る。 



  － 143 － ＪＴ－Ｑ９３１－ｂ 

ＪＴ－Ｑ９３１－ｂエンティティはタイマＴ３０９を停止し、次のいずれかの処理を行う。 

  －ＪＴ－Ｑ９３１－ｂエンティティは、同位エンティティに対して、現在の呼の状態を通知するために、

理由表示＃３１“その他の正常クラス”を伴う「状態表示」(STATUS)メッセージを送信する。 

  －同位エンティティの呼状態を確かめるために節 5.8.10による状態問合せ手順を実行する。 

データリンク再設定の前にタイマＴ３０９が満了した場合、ディジタル網は、ネットワークコネクショ

ンを切断復旧し、理由表示＃２７“相手端末故障中”を伴ってリモート側に通知し、Ｂチャネルを切断解

放し、呼番号を解放し、「空」状態へ入る。 

  データリンク再設定の前にタイマＴ３０９が満了した場合、公衆用基地局は、もしあれば、関連するコ

ネクションを理由表示＃２７“相手端末故障中”を伴って切断復旧し、Ｂチャネルを切断解放し「空」状

態に遷移する。  

  タイマＴ３０９のインプリメントは、公衆用基地局側でオプションであり、ディジタル網側では、必須

である。 

ＪＴ－Ｑ９３１－ｂエンティティがデータリンク障害の結果として、内部的に呼を切断復旧するとき、

オプションとして「切断」(DISC)メッセージを送信するためにデータリンクを再設定してもよい。 

 

5.8.10 状態問合手順  

エンティティが、同位エンティティに呼の状態の正確さを検査したい場合、呼の状態を要求するために

「状態問合」(STATUS ENQ)メッセージを送ることがある。特にこの場合、節 5.8.8 と節 5.8.9 に示したエ

ラー状態の手順が適用されることがある。 

 

「状態問合」(STATUS ENQ)メッセージを送信する時、「状態表示」(STATUS)メッセージの受信を予期

してタイマＴ３２２を開始する。タイマＴ３２２が動作中の間は、唯１つの未解決な呼状態情報について

の要求が存在している。タイマＴ３２２がすでに動作している場合は、再開始しない。タイマＴ３２２が

満了する前に切断復旧メッセージを受信した場合、タイマＴ３２２を停止し呼の切断復旧を続ける。 

 

「状態問合」(STATUS ENQ)メッセージを受信した受信側は、現在の呼の状態の通知 (通信中の呼または

呼設定中の呼の場合は現在の呼の状態、通信中の呼または呼設定中の呼と関連しない場合は「空」状態) と

理由表示＃３０“状態問合への応答”または理由表示＃９７“メッセージ種別未定義又は未提供”を伴っ

た「状態表示」(STATUS)メッセージを回答する (節 5.8.4 参照) 。「状態問合」(STATUS ENQ)メッセージ

の受信によって状態は変わらない。 

上記のような状況での「状態表示」(STATUS)メッセージの送信または受信は、送信側と受信側のどちら

の呼の状態にも直接影響を与えない。「状態表示」(STATUS)メッセージの受信側は理由表示情報要素を調

べる。「状態表示」(STATUS)メッセージが理由表示＃９７“メッセージ種別未定義又は未提供” または

理由表示＃９８“呼状態とメッセージ不一致、またはメッセージ種別未定義又は未提供”を含んでいる場

合、タイマＴ３２２は「状態問合」(STATUS ENQ)メッセージの明白な応答があるまで継続する。理由表示

＃３０“状態問合への応答”を伴った「状態表示」(STATUS)メッセージを受信した場合、タイマＴ３２２

を停止し、その「状態表示」(STATUS)メッセージの情報に基づいて受信側の現在の状態に関係した適切な

動作をとる。理由表示＃９７“メッセージ種別未定義又は未提供”または理由表示＃９８“呼状態とメッ

セージ不一致、またはメッセージ種別未定義又は未提供”を伴った「状態表示」 (STATUS) メッセージを

受信した後にタイマＴ３２２が満了した場合、その「状態表示」 (STATUS) メッセージの情報に基づいて

受信側の現在の呼状態に関係した適切な動作をとる。 

それ以上の適切な動作は、インプリメントに依存する。しかし、動作は以下の章で適用される範囲で規

定される。 
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「状態表示」(STATUS)メッセージを受信しないでタイマＴ３２２が満了した場合、応答を受信するまで

「状態問合」(STATUS ENQ)メッセージを１回以上再送してもよい。「状態問合」 (STATUS ENQ) メッセ

ージの再送回数はインプリメントに依存する。「状態問合」(STATUS ENQ)メッセージの再送が最大回数に

達した場合、呼は理由表示＃４１“一時的障害”を伴ってローカルインタフェースで切断復旧される。ま

た必要ならばディジタル網も、理由表示＃４１“一時的障害”を用いてネットワークコネクションを切断

復旧する。 

 

5.8.11「状態表示」(STATUS)メッセージの受信 

 状態不一致を通知する「状態表示」(STATUS)メッセージを受信した場合、受信側エンティティは、 

   (a) 理由表示＃１０１“呼状態とメッセージ不一致”を伴った適切な切断復旧メッセージを送信するこ

とによって呼を切断復旧する。または、 

   (b) その他の (呼状態の) 不一致から回復を試みる動作をとる。 (本動作は、インプリメント上のオプシ

ョンである) 

以下に規定された以外の場合の呼状態が不一致かどうかの判定はインプリメント上の決定に委ねられる。 

   (a) 「空」状態において、「空」状態以外の任意の呼状態を通知した「状態表示」(STATUS)メッセージ

を受信した場合、受信側エンティティは次のいずれかをとる。 

     (1)   理由表示＃１０１“呼状態とメッセージ不一致”を伴った「解放」(REL) メッセージを送信し

て節 5.3 の手順に従う。 

     (2)   理由表示＃１０１“呼状態とメッセージ不一致”を伴った「解放完了」(REL COMP)メッセージ

を送信して「空」状態に止まる。 

   (b) 「解放要求」状態において、「空」状態以外の任意の呼状態を通知した「状態表示」(STATUS)メッ

セージを受信した場合、何の動作もとらない。 

   (c) 「空」状態以外のいかなる状態において、「空」状態を通知した「状態表示」(STATUS)メッセージ

を受信した場合、受信側はすべての資源を解放し、「空」状態へ遷移する。 

「空」状態において、「空」状態を通知する「状態表示」(STATUS)メッセージを受信した場合、そのメ

ッセージを廃棄し「空」状態にとどまり他に何の動作もとらない。必要ならば、ディジタル網は理由表示

＃４１“一時的失敗”を使ってコネクションを解放する。 

 

両立する呼の状態を通知し、かつ以下の理由表示の１つを含んでいる「状態表示」(STATUS)メッセージ

受信することがある。 

(a) ＃ 96 “必須情報要素不足” 

(b) ＃ 97 “メッセージ種別未定義又は未提供” 

(c) ＃ 98 “呼状態とメッセージ不一致、またはメッセージ種別未定義又は未提供” 

(d) ＃ 99 “情報要素未定義”または 

(e) ＃100 “情報要素の内容が無効”  

 

  この場合とられる動作は、インプリメントのオプションである。その他の手順が決められない場合、受

信側は受信した「状態表示」(STATUS)メッセージの理由表示を使用して、節 5.3 に記述されている手順で

呼を切断復旧する。 

  「初期設定要求」または「初期設定」状態において、グローバル呼番号を持ち状態不一致を通知する「状

態表示」(STATUS)メッセージを受信した場合、受信側ＪＴ－Ｑ９３１－ｂエンティティは層マネジメント

へ通知しこのメッセージによってそれ以上の動作はとらない。 

  「空」状態の場合、グローバル呼番号を持った「状態表示」(STATUS)メッセージの受信によって何の動



  － 145 － ＪＴ－Ｑ９３１－ｂ 

作もとらない。 

 

  （注）高位層のアクティビティ（例  システムまたは層マネジメント）の結果による動作は、（「初期

設定」(REST)メッセージの再送を含めて）インプリメントに依存する。 

 

  上記の場合を除いて、グローバル呼番号を持つ「状態表示」(STATUS)メッセージの受信時のエラー処理

手順はインプリメントのオプションである。 

5.9  公衆用基地局への通知手順 

  本手順は、呼の「通信中」状態において、通知識別子情報要素を含んだ「通知」(NOTIFY)メッセージを

送出することにより、ディジタル網が任意の適当な呼に関連したイベントを公衆用基地局に通知すること

を許す。本メッセージの送信又は受信により、インタフェースのいずれの側も状態変化はない。 

 

5.10 基本テレコミュニケーションサービスの識別と選択        

 

5.11 伝達能力選択のための信号手順                 

 

5.12 高位レイヤ整合性選択のための信号手順            

 

6. パケット通信手順                       
 本章は、ISDNにおけるパケット通信を提供するためのＤチャネル信号手順の役割を説明するためのもの

である。端末アダプタ機能についての完全な記述は標準 JT-X31にある。 

（注）端末とは公衆用基地局側の CSの中にあるパケット終端装置のこと。 

 

 標準 JT-X31に従い、公衆用基地局は次のいずれかの方法によりパケット交換設備にアクセスし得る。 

 ａ．PSPDNサービスへの回線交換形アクセス（ケースＡ） 

 本アクセスは、AU と呼ばれる公衆網（例えば PSPDN）のアクセスポートへ ISDN を介したトラン

スペアレントなアクセスコネクションを設定することによる。このコネクションは、公衆用基地局あ

るいはAUによって開始され得る。ISDNの観点からは、５章の回線交換形の呼制御手順が適用される。

この場合、Ｂチャネルだけが用いられる。 

 ｂ．ISDNバーチャルサーキットサービスへのパケット交換形アクセス（ケースＢ） 

 本アクセスは、ISDN のパケットハンドラー（PH）へのパケット交換形のアクセスコネクションを

設定することによる。このコネクションは、公衆用基地局あるいは ISDN によって設定され得る。こ

の場合、ＢチャネルとＤチャネルの両方が用いられ得る。 

 

 本標準の節 6.1～6.5、付録Ⅱは、標準 JT-X31の節 6.1～6.5、付録Ⅲと一致する。 

 「公衆用基地局」という用語は、ISDNパケットモード端末(TE1)あるいは既存のデータ端末装置(DTE/TE2)

に端末アダプタ(TA)が付いた組合せにより構成されるユーザ装置を指す。DTE は、公衆用基地局－ディジ

タル網インタフェース上の JT-Q931-b シグナリングメッセージで提供される情報のすべてを受信しなくと

もよい。 

 

 ISDNの TA/TE1の網に対するインタフェースは、S/Tインタフェースである。従って、TA/TE1の実現に

際しては、ＢチャネルとＤチャネルのコネクション確立および制御に関して、標準 JT-Q921-b および本標

準に記述されている手順を含むべきである。 

＃ 

＃ 

＃ 
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 呼毎アクセスコネクションに対しては、節 6.1から 6.4が適用される。呼毎アクセスコネクションのメッ

セージフロー図の例は付録Ⅱに示されている。 

 

 ＢチャネルとＤチャネル上での半固定コネクションとして２つの物理タイプを本章で示す。 

 

 タイプ１ 端末と PH/AU間に半固定的に物理レイヤが設定されている。すなわち、標準 JT-I430/I431物

理レイヤは起動状態を維持し、ISDNを介した物理パスが半固定的に接続されている。 

 

 タイプ２ 端末と PH/AU間に半固定的に X.25データリンクレイヤと物理レイヤが設定されている。（こ

の場合、公衆用基地局とディジタル網は X.25データリンクを設定状態に保つべきである。） 

 

 PVCが適用されるときは、タイプ２の半固定コネクションが存在しなければならない。 

 

 タイプ１の半固定コネクションでは、X.25呼の確立と解放は節 6.3の手順に従う。 

 タイプ２の半固定コネクションでは、X.25呼の確立と解放は節 6.3.2の手順に従う。 

 タイプ２の半固定コネクションを PVCとして用いる場合、以下の手順は適用されない。 

 

これらの半固定コネクションは、標準 JT-Q931-b手順を用いず、登録時の手順で設定される。 

 

6.1 発信アクセス 

 公衆用基地局が、発信 X.25バーチャルコールに対して既に確立されたチャネルを選択するならば、節 6.3

に記述された手順が適用される。選択チャネルが AU/PHへ確立されていなければ、節 6.3の手順を用いて

バーチャルコールを確立する前に、以下の小節に記述されているチャネルを活性化する手順が用いられる。 

 X.25データ呼の発信において、公衆用基地局はディジタル網の提供形態によって回線交換サービス（ケ

ースＡ）か、パケット交換サービス（ケースＢ）かを最初に決定しなければならない。回線交換呼の発信

の場合、公衆用基地局は節 6.1.1の手順に従う。パケット交換呼の発信の場合、公衆用基地局は使用するチ

ャネルが、ＢチャネルかＤチャネルかを決定する。公衆用基地局がＢチャネルを使用するならば節 6.1.2.1

に記述されている手順が用いられる。公衆用基地局がＤチャネルを使用するならば節 6.1.2.2に記述されて

いる手順が用いられる。 

 （注）ディジタル網によっては、すべてのタイプのアクセスを提供しないかも知れない。Ｂチャネルア

クセスの場合は、理由表示＃６５“未提供伝達能力指定”を付加した「解放完了」(REL COMP)

メッセージを送信することで、ディジタル網は提供していないサービスへの要求を拒否する。Ｄ

チャネルアクセス（SAPI=16を伴う SABME）を要求した場合、そのサービスを提供していない網

のポートでは、応答を返すことを必要としない。 

 

6.1.1 PSPDNサービスへの回線交換形アクセス（ケースＡ） 

 公衆用基地局と AU間のＢチャネルコネクションは、節 5.1に記述された呼の確立のためのＤチャネル信

号手順を用いて制御される。交換形コネクションとして使用される特定のＢチャネルは、節 5.1.2に記述さ

れ、表 6-1/JT-Q931-bに要約されたチャネル選択手順を用いて選択される。 

 

表 6-1/JT-Q931-b 公衆用基地局要求チャネルとディジタル網からの応答－AUまたは PHへの発信アクセス 
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「呼設定」(SETUP)メッセージ中に表示されたチャネル 

公衆用基地局からディジタル網 

情報チャネル選択 

 

チャネル 

変更不可表示 

Ｄチャネル選択表示 

注３ 

許容されるディジタル網

の応答 

ディジタル網から公衆用

基地局 

変更不可 なし Ｂi Ｂi 

変更可能 なし Ｂi,Ｂi’ 

任意のＢ （無視） なし Ｂi’ 

（なし） Ｂi’ 

 

 記号－ 

   B i ：指定された（空き）Ｂチャネル 

   B i’：他の任意の空きＢチャネル 

 （注１）他の全てのコーディングは無効である。 

 （注２）本表において、『「呼設定」(SETUP) メッセージ中に表示されたチャネル』という見出しの下

の全ての欄は、公衆用基地局からディジタル網へ、AUまたは PHへのコネクションを要求する

ために送られた「呼設定」(SETUP) メッセージ中に含まれるチャネル識別子情報要素の、公衆

用基地局に可能なコーディングを示している（節 4.5.13 参照）。『許容される網の応答』の下

の欄は、ディジタル網から公衆用基地局へ許容されている応答を示す。 

 （注３）Ｄチャネル選択表示は、「なし」の場合“０”に、「あり」の場合“１”にコード化する。 

 

 呼設定情報（例えば、AUを識別する着信番号、中継網選択等）および／または加入時の契約に基づいて、

ディジタル網は適切な AU へのコネクションを提供する。「呼設定」(SETUP) メッセージ内の伝達能力情

報要素は以下のようにコーディングされる。 

 

 －情報転送能力は次のいずれかにセットする。 

   (a) 「非制限デジタル情報」 

   (b) 「制限デジタル情報」 

 －転送モードは「回線交換モード」にセットする。 

 －情報転送速度は「64kbit/s」にセットする。 

 

 公衆用基地局は「呼設定」(SETUP) メッセージ内の低位レイヤ整合性情報要素の中にレイヤ１（例えば、

速度整合）、レイヤ２（例えば、LAPB）およびレイヤ３（例えば、標準 JT-X25）情報転送プロトコルを

指定し得る（付属資料Ｉ参照）。 

 

6.1.2 ISDNバーチャルサーキットサービスへのアクセス（ケースＢ） 

6.1.2.1 Ｂチャネル 

 呼毎アクセスによるＢチャネルコネクションは、節 3.2に定義されたメッセージを用い、以下の場合を除

いて節 5.1に述べられている呼の確立のためのＤチャネル信号手順により制御される。 

 

 a) 節 5.1.3に詳述されている分割発呼の手順は適用されない。 

 b) 節 5.1.5.2に詳述されている発呼受付及び分割発呼の手順は適用されない。 

 c)  節 5.1.6に詳述されている発信インタフェースにおけるインタワーキングの手順は適用されない。 

 d) 節 5.1.7に詳述されている呼出通知の手順は適用されない。 
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 e) 節 5.1.8に詳述されている応答通知の手順は次のように適用される。 

 

  －アクセスコネクションの受付により、ディジタル網は公衆用基地局・ディジタル網インタフェース

を通じて発信公衆用基地局に「応答」(CONN)メッセージを送り、通信状態に入る。 

  －このメッセージは、発信公衆用基地局に対し１つのアクセスコネクションが PH へ設定されたこと

を表す。 

  －この「応答」(CONN)メッセージの受信により、発信公衆用基地局は動作中であればタイマ T310 を

停止し、オプションとして「応答確認」(CONN ACK)メッセージを送ってもよく、その後、通信状態

に入る。 

 

 f)  節 5.1.9に詳述されている通信拒否の手順は次のように適用される。 

 

  －アクセスコネクションを受け付けることができない場合は、網は節 5.3に述べられているように、発

側の公衆用基地局・ディジタル網インタフェースにおいて ISDN アクセスコネクション切断復旧を

開始する。 

 

 g)  5.1.10に詳述されている中継網選択の手順は適用されない。 

 

 呼毎コネクションとして使用される特定のＢチャネルは節 5.1.2 に述べられ、表 6-1/JT-Q931-b にまとめ

られているチャネル交渉手順を用いて選択される。 

 ISDNの PHへの呼毎コネクションのために「呼設定」(SETUP) メッセージに含まれる伝達能力情報要素

は次のようにコーディングされる。 

 －情報転送能力は「非制限デジタル」にセットする。 

 －転送モードは「パケット交換モード」にセットする。 

 －情報転送速度は０００００にセットする。 

 －ユーザ情報レイヤ２プロトコルは「標準 JT-X25リンクレイヤ」にセットする。 

 －ユーザ情報レイヤ３プロトコルは「標準 JT-X25パケットレイヤ」にセットする。 

 

 （注）伝達能力情報要素に５ａ、５ｂ、５ｃ、５ｄを含めてはならない。 

 

 呼毎アクセスコネクションは、節 6.3に記述されている X.25リンクレイヤと X.25パケットレイヤ手順に

従い、パケット通信を提供するために使用され得る。ISDN網によっては特定のユーザプロファイルを選択

するために「呼設定」(SETUP) メッセージに発番号と発サブアドレスを要求するかもしれない。 

 

6.1.2.2 Ｄチャネル 

 節 6.3 に記述されている X.25 レイヤ３手順に従うパケット通信を提供するための ISDN 内の PH 機能へ

リンクレイヤコネクション（SAPI=16）を確立することにより、Ｄチャネルは ISDN ユーザ端末が、その

PH 機能へのアクセス可能とするコネクションを提供する。X.25 パケットレイヤは、標準 JT-Q920 によっ

て提供される確認形情報転送サービス（すなわち、Ｉフレーム）を用いる。その結果、Ｄチャネルアクセ

スを提供するために標準 JT-Q931-b手順を必要としない。 

 

 多数のパケットモードユーザ装置が、公衆用基地局と PH の間で転送されるフレーム内の適切なアドレ

ス（標準 JT-Q921-b参照）によって識別される個々の ISDNレイヤ２データリンクを用いて、同時にＤチャ

ネル上で動作することができる。 
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6.2 着信アクセス 

6.2.1 PSPDNサービスからのアクセス（ケースＡ） 

ISDNは節 5.2に記述されている手順を用いて回線交換モードのコネクションを設定する。X.25バーチャ

ルコールは公衆用基地局と AU間で節 6.3に記述されている手順を用いて設定される。 

 

6.2.1.1 概 要 

 AUによって実行される一般的な手順は標準 JT-X32に規定されている。 

 

6.2.1.2 チャネル選択 

 AUによって要求される ISDN物理回線が端末と AU間に存在しないならば、以下の節に記述されている

物理チャネル設定のための手順が適用される。 

 

 ディジタル網から公衆用基地局へ送られる「呼設定」(SETUP) メッセージのフォーマットは、節 3.1 に

従う。 

 

「呼設定」(SETUP) メッセージ内の伝達能力情報要素は、以下のようにコーディングされる。 

 －情報転送能力は次のいずれかにセットする。 

   (a) 「非制限デジタル情報」 

   (b) 「制限デジタル情報」 

 －転送モードは「回線交換モード」にセットする。 

 －情報転送速度は「64kbit/s」にセットする。 

 

 チャネル識別子情報要素は、表 6-2/JT-Q931-bに従ってコーディングされる。 
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表 6-2/JT-Q931-b  ディジタル網要求チャネルと公衆用基地局からの応答－AUからの着信アクセス 

 

「呼設定」(SETUP)メッセージ中に表示されたチャネル 

ディジタル網から公衆用基地局 

 

許容されるディジタル

網の応答 

情報チャネル選択 

 

チャネル 

変更不可表示 

Ｄチャネル選択表示 

注３ 

公衆用基地局からディ

ジタル網 

 

Ｂi 変更不可 なし Ｂi 

Ｂi 変更可能 なし  Ｂi,Ｂi’ 注１ 

 

 記号 B i ：指定された（空き）Ｂチャネル 

    B i’：他の任意の空きＢチャネル 

 （注１）他の全てのコーディングは無効である。 

 （注２）Ｄチャネル選択表示は、「なし」の場合は“０”に「あり」の場合は“１”にコーディングす

る。 

 

 

 着信公衆用基地局までのＢチャネルコネクションは、節 5.2に記述されている信号手順を用いてディジタ

ル網によって設定される。呼は、ポイント・ポイントデータリンク上に「呼設定」(SETUP) メッセージを

送ることにより提供される。 

 

 公衆用基地局は「呼設定」(SETUP) メッセージに対して、５章に規定されているように応答する。 

 

6.2.2 ISDNバーチャルサーキットサービスからのアクセス（ケースＢ） 

 X.25着呼を提供するために、ディジタル網は以下のステップをこの順に実行しなければならない。 

 

  (1) チャネル選択－        着呼で使用する物理チャネル／論理リンクを識別しなければな

らない。ディジタル網はチャネルを選択するためにユーザプロ

ファイル情報、ディジタル網リソース等を用い得る。あるいは、

以下の (2)の手順を行う。 

 

  (2) 物理チャネル／論理リンク設定－(1)で物理的なＢチャネルかＤチャネル上の論理リンクが決まら

ないとき、ディジタル網は節 6.2.2.3の手順を用い得る。続けて、

ディジタル網は (3)を行う。 

 

  (3) X.25 バーチャルコール設定－  ディジタル網は節 6.3 に記述された手順を用いてバーチャルコ

ールを設定する。 

 

 

 ISDNバーチャルサーキットベアラサービスの構成では、ディジタル網は新たな着呼パケットを送信する

ために使用するチャネル種別を以下のように選択する。 

  (1)   ディジタル網とすべてのユーザパケットモード端末間の着呼提供手順（標準 JT-X31 の節 3.2.3.2、
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節 3.2.3.3参照）によって、新たな着呼パケットを ISDNユーザに通知してもよい。 

  (2)   PHとコネクションが設定されている端末への着バーチャルコールは JT-Q931-b着呼提供手順（標

準 JT-X31の節 3.2.3.1、節 3.2.3.2参照）を用いることなく、設定されているアクセスコネクションで

直接端末に提供してもよい。 
 

6.2.2.1 Ｂチャネル 

 チャネル交渉なしに X.25 呼がＢチャネルに提供される場合、節 3.2 のメッセージを使用して、節 5.2 に

記述された手順が以下の例外とともに適用される。 

 a) 節 5.2.4に示した分割着呼の手順は適用されない。 

 b)  節 5.2.5.2に示した「呼設定受付」(CALL PROC) メッセージおよび「呼出」(ALERT) メッセージの

受信に対する手順は、次の例外とともに適用される。 

 

  －「呼出」(ALERT) メッセージの受信によって、ディジタル網は対応する「呼出」(ALERT) メッセー

ジを発信公衆用基地局に送ってはならない。 

 

 c) 節 5.2.5.4で詳述される不完了呼に対する手順は、下記の注とともに適用される。 

 

  －ディジタル網は表 6-5/JT-Q931-bからの適切な切断原因を使用して発信 X.25 DTEに対し、着 X.25バ

ーチャルコールを切断復旧する。 

 

 d) 節 5.2.6に示した着信側インタフェースにおけるインタワークの通知に対する手順は下記の例外とと

もに適用される。 

 

  －呼設定中に ISDN環境に入った呼の場合は利用できない。 

  －着信公衆用基地局宅内の中で ISDN環境から離れた呼の場合は通知は発信側へ送られない。 

  －インバンドの情報／パターンの場合、利用できない。 

 

 e) 節 5.2.8に示した通信可に対する手順は次の例外とともに適用される。 

 

  －ディジタル網は発信公衆用基地局へ「応答」(CONN)メッセージを送る手順を開始してはならない。 

 

 f) 節 5.9に示した公衆用基地局への通知に対する手順は適用されない。 

 

 設定済のＢチャネルコネクションを使う場合は、着呼パケットは節 6.3に従って送信される。 

 

 新たにＢチャネルコネクションを設定する場合は、選択された公衆用基地局の識別は最初に受信した「応

答」(CONN)メッセージのコネクションエンドポイントサフィックス(CES)による。 

 

6.2.2.2 Ｄチャネル 

 Ｄチャネルは、ISDNの PHから ISDN端末へのアクセス、およびその逆のアクセスを可能にするコネク

ションを提供する。このアクセスは、端末またはディジタル網への ISDN リンクレイヤコネクション

（SAPI=16）を設定することによって行われる。このリンクレイヤコネクションは節 6.3に定義されている

X.25レイヤ３手順に基づいて、パケット通信を提供するために使用することができる。 
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 レイヤ２手順は標準 JT-Q921-b に従う。パケットモードの SAPI(16)を含むすべてのＤチャネルレイヤ２

フレームは自動的に公衆用基地局と PH 機能間でルーティングされるので、Ｄチャネルはパケットアクセ

スに対して半固定コネクションを提供する。 

 

 着呼が公衆用基地局インタフェースにおいてパケットモードのユーザ端末に提供されるとき、チャネル

選択手順は節 6.2.2.3の記述に従う。 

 

複数のパケットモード端末がそれぞれ個々のレイヤ２リンクを用いて、Ｄチャネル上で同時に動作する

ことができる。各レイヤ２リンクは、端末とディジタル網との間を転送されるフレーム中の該当するＴＥ

Ｉ（標準 JT-Q921-b参照）によって識別される。 

 

6.2.2.3 着呼提供 

6.2.2.3.1 着呼提供時のチャネル選択 

 着呼提供手順は５章の手順とレイヤ３メッセージを用いて行われる。着呼提供手順はＤチャネル上の信

号手順である回線交換呼制御手順が用いられ、チャネル選択がディジタル網オプションとして提供されて

いるならば、チャネル選択手順を伴う。 

 

 ５章に記述されている通り、ディジタル網は、着呼提供に「応答」(CONN)メッセージで最初に応答した

公衆用基地局を選択する。選択された公衆用基地局が新たなＢチャネル上に X.25の呼を設定するよう要求

していたならば、ディジタル網は「応答確認」(CONN ACK)メッセージを公衆用基地局に返送して、チャ

ネルが利用可能であることを知らせる。複数の端末が「呼設定」(SETUP) メッセージに対して肯定的に応

答したならば、ディジタル網は理由表示＃２６“選択されなかった公衆用基地局の切断復旧”を付加した

「解放」(REL) メッセージを送信して、選択されなかった各端末を切断する。 

 

  選択された公衆用基地局が設定済ＢチャネルまたはＤチャネル上にX.25呼を設定するよう要求していた

場合は、ディジタル網は理由表示＃７“呼が設定済みのチャネルへ着呼”を付加した「解放」(REL) メッ

セージを送信して、「応答」(CONN)メッセージに応答する。ディジタル網はまた理由表示＃２６“選択さ

れなかった公衆用基地局の切断復旧”を付加した「解放」(REL) メッセージを、肯定的に応答した他のす

べての端末に返送する。ディジタル網はその後に選択されたチャネル上に X.25の呼を送信する。 

 

 （注１）「解放」(REL) メッセージと着呼パケットの送信はどちらが先でもよい。 

 （注２）ディジタル網は「解放」(REL) メッセージを送信し、公衆用基地局は「解放完了」(REL COMP)

メッセージで応答する。 

 

 最初に肯定的に応答した公衆用基地局が示したチャネルが使用できない状態にあるときは、ディジタル

網は JT-Q931-b呼切断復旧手順を用い、理由表示＃６“チャネル利用不可”を付加して呼を切断復旧する。

「呼設定」(SETUP) メッセージ中に示したチャネルを公衆用基地局が受け入れない場合、公衆用基地局は

理由表示＃３４“利用可回線／チャネルなし”または理由表示＃４４“要求回線／チャネル利用不可”を

付加した「解放完了」(REL COMP)メッセージで呼を切断復旧する。 

 

 ディジタル網オプションや加入時の合意に基づいて、ディジタル網は特定の着呼に対してアクセスチャ

ネルやアクセスチャネル種別（例えば、ＢまたはＤ）を選ぶ場合がある。 

 



  － 153 － ＪＴ－Ｑ９３１－ｂ 

 チャネル識別子情報要素が、情報チャネル選択＝チャネルなし、チャネル変更不可表示＝１、Ｄチャネ

ル選択表示＝１の時、伝達能力情報要素は以下のようにコーディングされる。 

 －情報転送能力は「非制限デジタル情報」にセットする。 

 －転送モードは「パケット交換モード」にセットする。 

 －情報転送速度は「パケット交換モード（０００００）」にセットする。 

 －ユーザ情報レイヤ２プロトコルは「標準 JT-Q921-b」にセットする。 

 －ユーザ情報レイヤ３プロトコルは「標準 JT-X25パケットレイヤ」にセットする。 

 

 それ以外の場合、伝達能力情報要素は以下のようにコーディングされる。 

 －情報転送能力はａ）「非制限デジタル情報」あるいはｂ）「制限デジタル情報」にセットする。 

 －転送モードは「パケット交換モード」にセットする。 

 －情報転送速度は「パケット交換モード（０００００）」にセットする。 

－ユーザ情報レイヤ２プロトコルは「標準 JT-X25リンクレイヤ」にセットする。 

－ユーザ情報レイヤ３プロトコルは「標準 JT-X25パケットレイヤ」にセットする。 

 

 端末がＤチャネル表示設定で応答するならば（表 6-3/JT-Q931-b 参照）、レイヤ２プロトコルは標準

JT-Q921-b(LAPD)が使用される。 

 

 着呼に対するチャネル選択手順は、発信側で選択されたチャネル種別とは無関係である。この点でユー

ザ速度と利用可能な帯域に互換性があれば、両端で使用されるチャネル種別の組合せは任意である。 

 この手順で用いられるチャネル選択手順の原則は表 6-3/JT-Q931-bに示されている。 

 

 （注３）「空きＢチャネル」と「変更可能」を表示するチャネル識別子情報要素を含んだ着信の「呼設

定」(SETUP) メッセージが、放送形式データリンク上に送信されたときには、着信公衆用基地

局は異なる空きＢチャネルで応答することは許されていない。異なる空きＢチャネルで応答す

るオプションはポイント・ポイント着呼提供に限定される。 

 （注４）パケット交換モード呼の着信を提供するディジタル網は、SAPI=0 でパケット交換モード呼の

JT-Q931-b信号手順を用いるべきである。 

本オプションは、パケット交換モード呼に対して以下の制限のもとで JT-Q931-b の全手順を用

いるべきである。 

すべての呼に対して「指定チャネルはＤチャネルである」を選択し、またチャネル選択手順を

適用しない。SAPI=16手順をインプリメントする端末は、ポータビリティ確保のため SAPI=0手

順もインプリメントするべきである。） 

（ ）内は本標準の対象外である。 
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表 6-3/JT-Q931-b  ディジタル網要求チャネルと公衆用基地局からの応答－パケットモード着信アクセス 

 

「呼設定」(SETUP)メッセージ中に表示されたチャネル 

ディジタル網から公衆用基地局 

許容される公衆用基地局の

応答 

情報チャネル選択 

 

チャネル変更不可表示 

 

Ｄチャネル選択表示 

（注２） 

公衆用基地局からディジタ

ル網 

なし Ｂｉ Ｂｉ 変更不可 

あり Ｂi，Ｄ 

なし Ｂi，Ｂi’，Ｂj 

 

Ｂｉ 変更可能 

あり Ｂi，Ｂi’，Ｂj，Ｄ 

なし Ｂj  

変更可能 
あり Ｂj，Ｄ 

 

チャネルなし 

変更不可 あり Ｄ 

 

 記号 Ｂi ：指定された（空き）Ｂチャネル 

    Ｂi’ ：他の任意の空きＢチャネル 

    Ｂj ：公衆用基地局の制御により設定済みＢチャネル（無条件通知クラスを契約している公衆用

基地局は、公衆用基地局に割りあてられている半固定Ｂチャネルを指定してもよい） 

    Ｄ ：Ｄチャネル 

 （注１）他のすべてのコーディングは無効である。 

 （注２）Ｄチャネル選択表示は「なし」の場合は“０”に、「あり」の場合は“１”にコード化する。 

 

6.2.2.3.2 情報要素のマッピング 

  ディジタル網によっては、着呼パケット中のすべてあるいは一部の情報を「呼設定」(SETUP) メッセー

ジ中にマッピングするサービス（標準 JT-X31の節 3.2.3参照）を提供することがある。X.25着呼パケット

の情報要素から JT-Q931-b「呼設定」(SETUP) メッセージの情報要素へのマッピングを表 6-4/JT-Q931-bに

示す。着呼パケットはこれらのフィールドを含んだまま送信される。マッピングの条件は標準 JT-X31の節

3.2.3参照のこと。 
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表 6-4/JT-Q931-b  X.25着呼ﾊﾟｹｯﾄの情報から対応する JT-Q931-b「呼設定」(SETUP)ﾒｯｾｰｼﾞ情報要素へのﾏｯ

ﾋﾟﾝｸﾞ 

 

 

 

X.25着呼パケット中の情報 

 

JT-Q931-b「呼設定」(SETUP)中の 

対応する情報要素 

起呼 DTEアドレス 発番号（注７） 

被呼 DTEアドレス 着番号 

起呼ユーザデータ ユーザ・ユーザ（注２） 

Ａビット（注３） 継続検討中 

Ｄビット パケットレイヤバイナリパラメータ 

 

モジュロ パケットレイヤバイナリパラメータ 

フロー制御パラメータネゴシエーション パケットサイズ、パケットレイヤ 

                      ウィンドウサイズ 

スループットクラスネゴシエーション 情報速度（注５） 

 

ファーストセレクト パケットレイヤバイナリパラメータ 

X.25ユーザ 着信課金 着信課金表示 

閉域ユーザグループ選択 閉域ユーザグループ 

出接可閉域ユーザグループ選択 閉域ユーザグループ 

相互形閉域ユーザグループ選択 継続検討中 

ファシリティ 

転送遅延選択／表示 中継遅延選択表示 

着信転送通知／DTEによる着信転送通知 転送元番号 

起呼アドレス拡張 発サブアドレス 

 

被呼アドレス拡張 着サブアドレス（注６） 

DTE エンドツウエンド転送遅延 エンド・エンド中継遅延 

最小スループットクラス 情報速度（注４） 

優先データネゴシエーション パケットレイヤバイナリパラメータ 

優先（プライオリティ） 継続検討中 

ファシリティ 

保護（プロテクション） 継続検討中 

 

（注１）マッピングの要求は標準 JT-X31３章参照。 

（注２）ユーザ・ユーザ情報要素のユーザデータの最大長はディジタル網に依存するが、３２または１２

８オクテットである。 

（注３）Ａビットマッピングは継続検討中。 

（注４）この情報は、情報速度情報要素が JT-Q931-b の「呼設定」(SETUP) メッセージで提供されるとき

でも、必ずしも存在するとは限らない。 

（注５）JT-X25着呼パケットにスループットクラスネゴシエーションが設定されていないとき、そのバー

チャルコールに適用するディジタル網のデフォルトスループット値が提供される。 

（注６）ディジタル網は、X.25着呼パケットのコーディングが JT-X25(88)に準拠していると仮定して、X.25

着呼パケットの被呼アドレス拡張ファシリティのパラメータフィールドの第１オクテットのビッ

ト８、７を JT-Q931-b の「呼設定」(SETUP) メッセージの着サブアドレス情報要素の第３オクテ

ットのサブアドレス種別にマッピングする。したがって、着公衆用基地局は、X.25 着呼パケット

のコーディングが’８４年版の ITU-T勧告 X.25に準拠しているとき、そのサブアドレス種別は正
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しくないかもしれないことに注意すべきである。 

（注７）このマッピングは必須であり、オクテット３ａは、表示識別子が“表示許可”に、ディジタル網

検証識別子が“ディジタル網記入”に設定される。 

 

6.2.2.3.3 着呼提供手順なしのチャネル選択 

 ディジタル網と公衆用基地局があらかじめ合意していれば、ディジタル網は着信公衆用基地局に対して

設定済のＢチャネルあるいはＤチャネルリンク上にチャネル選択のための信号手順なしに直接呼をルーテ

ィングしてもよい。 

 

6.3 X.25バーチャルコールの設定と解放 

 すべての場合、一旦物理チャネルを選択し、さらに必要なら PHあるいは AUに接続すれば、バーチャル

コールは以下の手順に従って設定される。ディジタル網によっては、勧告 X.32の端末識別手順の一部も必

要であるかも知れない。 

 

6.3.1 リンクレイヤの設定と解放 

 リンクレイヤ（Bチャネル上の LAPB あるいは D チャネル上の LAPD）の設定は、次によって開始され

る。 

 －発呼の場合、発信端末 

 －ケースＡの着呼の場合、AU 

 －ケースＢの着呼の場合、PH 

 

 リンクレイヤの解放は次によって開始され得る。 

 －端 末 

 －ケースＡの場合、AU 

 －ケースＢの場合、PH 

 

6.3.2 パケットレイヤバーチャルコールの設定と解放 

 レイヤ３の呼設定と解放には X.25パケットレイヤ手順が用いられる。パケットレイヤ手順は、更にリン

クレイヤの設定状態あるいは解放状態を制御、監視することが可能である。 

 

 ケースＢでは、PHはタイマ T320（標準 JT-Q931-b に定義された）を保持してもよい。T320は、もしイ

ンプリメントされているならば、次の場合に起動される。 

  (a) 最後のバーチャルコールの切断時 

  (b) 発信Ｂチャネルアクセスコネクションの場合、ディジタル網による「応答」(CONN)メッセージの

送信時 

  (c)  着信Ｂチャネルアクセスコネクションの場合、ディジタル網による「応答確認」(CONN ACK)メッ

セージの送信時 

  (d)  Ｄチャネルアクセスコネクションのためのリンクレイヤ設定時 

 

 タイマ T320は次の場合に停止される。 

  (a) 最初の（次の）バーチャルコール設定時 

  (b) 公衆用基地局からの JT-Q931-b切断復旧メッセージの受信時 

  (c) Ｄチャネル上の SAPI=16リンクの切断時 
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 タイマ T320の満了により PHはリンクレイヤを解放し、Ｂチャネルアクセスの場合、Ｂチャネルの切断

復旧を開始する。 

 

 X.25論理チャネルは、それらの下位の論理リンクと関連している。特に、パケット通信にＢチャネルを

用いた場合、論理チャネルとそれらの下位の LAPB 論理リンクには関連性がある。従って、それぞれ異な

るＢチャネル上で同一の論理チャネル番号が同時に使われることがある。 

 

6.4 呼の切断復旧 

6.4.1 Ｂチャネルアクセス 

 交換形コネクションの切断は、節 5.3に記述されている呼切断復旧のためのＤチャネル信号手順に従って

実行される。PSPDN サービスへアクセスするためには、例外は適用されない。ISDN バーチャルサーキッ

トサービスの場合は、節 3.2のメッセージが用いられ、下記の例外が適用される。 

 ・節 5.3.1 の用語で定義されている用語の「ISDN 回線交換接続」は、「呼毎パケットモードアクセスコ

ネクション」に置き換えて適用される。 

 ・節 5.3.2で詳述されている例外条件 (f) は適用されない。 

 ・節 5.3.4.1のトーンとアナウンスをともなう切断復旧手順は用いられない。 

 

 Ｂチャネルは、公衆用基地局によっていつでも切断復旧され得るが、一般的にはそのＢチャネル上の最

後のバーチャルコールの切断復旧に引き続いて切断される。 

 

 ケースＢの ISDN バーチャルサーキットサービスで、X.25 バーチャルコールがＢチャネル上に存在して

いる間に公衆用基地局が JT-Q931-b の切断復旧メッセージを使用してＢチャネルアクセスを切断復旧する

と、ディジタル網は切断原因＃１７“リモート手順誤り”、診断符号＃64“呼設定、呼切断または登録の

問題（呼設定の問題）”を付加して X.25バーチャルコールを切断する。 

 

 ケースＢの場合、X.25 データ転送フェーズ中に、PH が JT-Q931-b の初期設定表示を受信すると、X.25

バーチャルコールは以下のように扱われる。 

 ・パケットハンドラへの呼毎コネクションによって設定された交換形バーチャルサーキットに対しては、

切断原因＃９“障害”、診断符号＃０“追加情報なし”を付加した X.25切断指示パケットが送られる。 

 ・パケットハンドラへのセミパーマネントコネクションによって設定されたバーチャルコールに対して

は、何の処理も実行されない。 

 

 タイマ T320 の満了で、ディジタル網は、X.25 のリンクレイヤとアクセスコネクションを切断復旧し得

る。Ｂチャネルの切断復旧は、上記の例外を除き、節 5.3に記述されているように、理由表示＃１０２“タ

イマ満了による復旧”を付加しておこなわれる。 

 

6.4.2 Ｄチャネルアクセス 

 Ｄチャネルアクセスコネクションは節 6.3に記述されている切断手順を用いて切断復旧される。 

 

6.4.3 追加の誤り処理情報 

 ISDN アクセスコネクションの誤りが発生した場合または X.25 バーチャルコールが早切りされた場合、

節 5.8の規則が適用される。さらに、使用に適した理由表示／切断原因を決めるために、以下の規則が優先
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順位に従って適用される。 

  (1)  X.25 データ転送フェーズ中に PH が標準 JT-Q931-b の切断復旧メッセージあるいは「初期設定」

(REST)メッセージを受け取ったならば、節 6.4.1が適用される。 

  (2)  通常、ISDNアクセスコネクションが相手公衆用基地局に標準 JT-Q931-bメッセージを用いて拒否

されたならば、X.25 バーチャルコールは切断指示パケットと診断符号＃０“追加情報なし”を伴う

切断原因＃０“DTE復旧”を使って切断復旧される。 

 ディジタル網によっては、表 6-5/JT-Q931-b にしたがって X.25 の切断原因に対応する標準

JT-Q931-bの理由表示をマッピングする。 

  (3)  標準 JT-Q931-b の「呼設定」(SETUP) メッセージを公衆用基地局・ディジタル網インタフェース

に送信するのを妨げる条件が存在するならば、X.25 バーチャルコールは切断指示パケットを使用し

て切断復旧される。表 6-5/JT-Q931-bは適切な切断原因を選択するためのガイドラインとなる。すな

わち、インタフェースの条件を示す標準 JT-Q931-b理由表示の X.25へのマッピングが使用される。 

  (4)  標準 JT-Q931-b の「呼設定」(SETUP) メッセージが公衆用基地局・ディジタル網インタフェース

を経由して送られて、タイマ T303の２回目の満了以前に応答がないならば、規則(3)が適用される。 

  (5)  標準 JT-Q931-b の「呼設定」(SETUP) メッセージが公衆用基地局・ディジタル網インタフェース

を経由して送られて、呼の拒否とは異なるが、ISDNアクセスコネクションの切断復旧となるような

応答を公衆用基地局から受け取ったならば、X.25 バーチャルコールは切断指示パケットを使用して

切断復旧される。その切断指示パケットには診断符号＃64“呼設定、呼切断あるいは登録の問題”

を伴う切断原因＃１７“リモート手順エラー”が含まれる。 

  (6)  発信公衆用基地局からの X.25 復旧要求パケットを、着信公衆用基地局への X.25 着呼パケットの

送信に先立って受信したならば（早切り）、PHは発信公衆用基地局に切断確認パケットを送り、ア

クセスコネクションは以下のように扱われる。 

 

   ・標準 JT-Q931-bの「呼設定」(SETUP) メッセージが無条件通知クラス（標準 JT-X31 の節 3.2.3参

照）であった場合、もし設定されているならば、アクセスコネクションは切断復旧される。標準

JT-Q931-bの切断復旧メッセージは、表 6-6/JT-Q931-bに記述されている適切な理由表示を含む。 

   ・標準 JT-Q931-b の「呼設定」(SETUP) メッセージが条件付き通知クラス（標準 JT-X31 の節 3.2.3

参照）で、その標準 JT-Q931-b の「呼設定」(SETUP) メッセージに対して肯定的に応答する端末

が、少なくとも１つあるならば以下の２つのオプション中から選択される。 

 

    (a)  アクセスコネクションは、無条件通知クラスに関して述べられているように切断復旧される。 

    (b)  アクセスコネクションは、確立されて、タイマ T320がスタートする。タイマ T320の満了に

よりアクセスコネクションは切断復旧される。この理由表示は＃１０２“タイマ満了による復

旧”で診断情報はタイマ T320を表示する。 

 

6.4.4 理由表示／切断原因のマッピング 

6.4.4.1 PSPDNサービスへの／からのアクセス（ケースＡ） 

 AU は、ISDN あるいは PSPDN から送信された理由表示／切断原因間のマッピングをするとき、6.4.4.2

節の手順に従うのが望ましい。 

 

6.4.4.2 ISDNバーチャルサーキットサービスへの／からのアクセス（ケースＢ） 

 標準 JT-Q931-b と標準 JT-X25 の間で理由表示／切断原因のマッピングが必要な場合がいくつかある。

ISDN 網は標準 JT-Q931-b と標準 JT-X25 の間で理由表示／切断原因のマッピングを行うため、表
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6-5/JT-Q931-b、表 6-6/JT-Q931-bを使用する。付録Ⅱの図にいくつかの例を示す。 
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表 6-5/JT-Q931-b  JT-Q931-b理由表示フィールドから X.25切断原因フィールドへのマッピング 
 
項番 JT-Q931-b理由表示 ｺｰﾄﾞ JT-Q931-b診断情報 X.25切断原因 ｺｰﾄﾞ X.25診断 ｺｰﾄﾞ 
  1 
 

欠  番 
 

  1 
 

条件：不明、一時 
      的、永続的 

接続不可 
 

 13 
 

無効被呼アドレス 
 

 67 
 

  2 
 

相手へのルートなし   3 
 

条件：不明、一時 
      的、永続的 

接続不可 
 

 13 
 

無効被呼アドレス 
 

 67 
 

  3 
 

チャネル利用不可   6 
 

    （なし） 
 

リモート手順
誤り 

 17 
 

呼設定、呼切断 
又は登録の問題 

 64 
 

  4 
 

正常切断 
 

 16 
 

条件：不明、一時 
      的、永続的 

DTE 復旧 
 

  0 
 

追加情報なし 
 

  0 
 

  5 
 

着ユーザビジー 
 

 17 
 

    （なし） 
 

相手 DTE ビジ
ー 

  1 
 

使用可論理チャネ
ルなし 

 71 
 

  6 
 

着ユーザレスポン
スなし 

 18 
 

    （なし） 
 

リモート手順
誤り 

 17 
 

呼設定、呼切断 
又は登録の問題 

 64 
 

  7 
 

着ユーザ応答なし 
  （呼出中） 

 19 
 

    （なし） 
 

リモート手順
誤り 

 17 
 

呼設定、呼切断 
又は登録の問題 

 64 
 

  8 
 
 

通信拒否 
 
 

 21 
 
 

条件：不明、一時 
      的、永続的 
   ／ユーザ提 
   供の情報 

DTE 復旧 
 
 

  0 
 
 

追加情報なし 
 
 

  0 
 
 

  9 
 

相手加入者番号変
更 

 22 
 

新相手加入者番号 
 

接続不可 
 

 13 
 

無効被呼アドレス 
 

 67 
 

 10 
 

着側インタフェー
ス起動不可 

 27 
 

    （なし） 
 

障  害 
 

  9 
 

追加情報なし 
 

  0 
 

 11 
 

無効番号フォーマ
ット 
（不完全番号） 

 28 
 

    （なし） 
 

ローカル手順
誤り 
 

 19 
 

無効被呼アドレス 
 

 67 
 

 12 
 

その他の正常 
クラス 

 31 
 

    （なし） 
 

DTE 復旧 
 

  0 
 

追加情報なし 
 

  0 
 

 13 
 

利用可能回線／チ
ャネルなし 

 34 
 

    （なし） 
 

相手 DTE ビジ
ー 

  1 
 

使用可論理チャネ
ルなし 

 71 
 

 14 網障害  38     （なし） 障  害   9 追加情報なし   0 
 15 一時的失敗  41     （なし） 障  害   9 追加情報なし   0 
 16 交換機輻輳  42     （なし） 網輻輳   5 追加情報なし   0 
 17 
 

要求回線／チャネ
ル利用不可 

 44 
 

    （なし） 
 

相手 DTE ビジ
ー 

  1 
 

使用可論理チャネ
ルなし 

 71 
 

 18 
 

その他のリソース
使用不可クラス 

 47 
 

    （なし） 
 

網輻輳 
 

  5 
 

追加情報なし 
 

  0 
 

 19 
 

サ ー ビ ス 品 質
(QOS)利用不可 

 49 
 

条件：不明、一時 
      的、永続的 

網輻輳 
 

  5 
 

追加情報なし 
 

  0 
 

 20 
 

伝達能力不許可 
 

 57 
 

属性番号 
 

相手プロトコ
ル不一致 

 33 
 

追加情報なし 
 

  0 
 

21 
 

現在利用不可伝達

能力 
 58 
 

属性番号 
 

リモート手順

誤り 
 17 
 

呼設定、呼切断 
又は登録の問題 

 64 
 

 22 
 

その他のサービス

利用不可クラス 
 63 
 

    （なし） 
 

リモート手順

誤り 
 17 
 

呼設定、呼切断 
又は登録の問題 

 64 
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表 6-5/JT-Q931-b（つづき） 

 
項番 JT-Q931-b理由表示 ｺｰﾄﾞ JT-Q931-b 診断情

報 
X.25切断原因 ｺｰﾄﾞ X.25診断 ｺｰﾄﾞ 

 23 
 

未提供伝達能力指

定 
 65 
 

属性番号 
 

相手プロトコ

ル 不一致 
 33 
 

追加情報なし 
 

  0 
 

 24 
 

未提供チャネル種

別指定 
 66 
 

チャネルタイプ 
 

リモート手順

誤り 
 17 
 

呼設定、呼切断 
又は登録の問題 

 64 
 

 25 
 
 

その他のサービス

又はオプションの

未提供クラス 

 79 
 
 

    （なし） 
 
 

リモート手順

誤り 
 

 17 
 
 

呼設定、呼切断 
又は登録の問題 
 

 64 
 
 

 26 
 

無効呼番号値指定  81 
 

    （なし） 
 

リモート手順

誤り 
 17 
 

呼設定、呼切断 
又は登録の問題 

 64 
 

 27 
 

無効チャネル番号

使用 
 82 
 

チャネル識別 
 

リモート手順

誤り 
 17 
 

呼設定、呼切断 
又は登録の問題 

 64 
 

 28 
 

端末属性不一致 
 

 88 
 

パラメータ不一致 
 

相手プロトコ

ル不一致 
 33 
 

追加情報なし 
 

  0 
 

 29 
 

その他の無効メッ

セージクラス 
 95 
 

    （なし） 
 

リモート手順

誤り 
 17 
 

呼設定、呼切断 
又は登録の問題 

 64 
 

 30 
 

必須情報要素不足  96 
 

情報要素識別子 
 

リモート手順

誤り 
 17 
 

呼設定、呼切断 
又は登録の問題 

 64 
 

 31 
 

メッセージ種別未

定義又は未提供 
 97 
 

メッセージタイプ 
 

リモート手順

誤り 
 17 
 

呼設定、呼切断 
又は登録の問題 

 64 
 

 32 
 
 
 

呼状態とメッセー

ジ不一致、又はメッ

セージ種別未定義

又は未提供 

 98 
 
 
 

メッセージタイプ 
 
 
 

リモート手順

誤り 
 
 

 17 
 
 
 

呼設定、呼切断 
又は登録の問題 
 
 

 64 
 
 
 

 33 
 
 

情報要素／パラメ

ータ未定義または 
未提供 

 99 
 
 

情報要素識別子 
 
 

リモート手順

誤り 
 

 17 
 
 

呼設定、呼切断 
又は登録の問題 
 

 64 
 
 

 34 
 

情報要素内容無効 100 
 

情報要素識別子 
 

リモート手順

誤り 
 17 
 

呼設定、呼切断 
又は登録の問題 

 64 
 

 35 
 

呼状態とメッセー

ジ不一致 
101 
 

メッセージタイプ 
 

リモート手順

誤り 
 17 
 

呼設定、呼切断 
又は登録の問題 

 64 
 

 36 
 

タイマ満了による 
回復 

102 
 

タイマ番号 
 

リモート手順

誤り 
 17 
 

呼設定、呼切断 
又は登録の問題 

 64 
 

 37 
 

その他の手順誤り

クラス 
111 
 

    （なし） 
 

リモート手順

誤り 
 17 
 

呼設定、呼切断 
又は登録の問題 

 64 
 

 38 
 

その他のインタワ

ーキングクラス 
127 
 

    （なし） 
 

リモート手順

誤り 
 17 
 

呼設定、呼切断 
又は登録の問題 

 64 
 

 

（注１）X.25データ転送フェーズ中に切断が起きたとき、節 6.4.1に記述されている手順が用いられる。 

（注２）X.25データ転送フェーズ中に標準 JT-Q931-bの「初期設定」(RESTART) メッセージが受信された

とき、交換されたバーチャルサーキットは、切断原因＃９“障害”で診断符号＃０“追加情報な

し”を含む切断指示パケットにより切断される。パーマネントバーチャルサーキット上には、同

じ切断原因と診断符号を含んだ X.25リセットパケットが送られるであろう。 
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表 6-6/JT-Q931-b  着呼の早切りのための X.25切断原因から JT-Q931-b理由表示へのマッピング 

 

切断指示パケット中の X.25切断原因 JT-Q931-bエラー条件 

項番 X.25/X.96切断原因 ｺｰﾄﾞ  診 断 ｺｰﾄﾞ JT-Q931-b理由表示 ｺｰﾄﾞ 診  断 

  １ DTE復旧   0 追加情報なし   0 正常切断  16 （なし） 

  1XX DTE が設定  XX    

  ２ 網輻輳   5 追加情報なし   0 交換機輻輳  42 （なし） 

  ３ 障  害   9 追加情報なし   0 着側インタフェース 

起動不可 

 27 （なし） 

  ４ リモート手順誤り  17   （任意）  その他の手順誤りクラ

ス 

111 （なし） 

 

（注）上記のように X.25から JT-Q931-bへのマッピングを提供する代わりに、ディジタル網のオプション

として JT-Q931-b 理由表示へマッピングせず、X.25 切断指示パケットから切断原因をコピーするこ

とにより、PHは、オクテット３で『ITU-Tコーディング標準』、オクテット３ａで『X.25』を通知

する JT-Q931-b理由表示情報要素をコーディングし、オクテット４、５を標準 JT-X25に従ってコー

ディングしてもよい。 

 

6.5 アクセスの衝突 

 公衆用基地局のパケット交換モード発呼の要求と同時にディジタル網がそのインタフェースにおいてパ

ケット交換モード呼を提供するとき、ディジタル網は着呼に優先権を与える。もし、着呼を受け付けるこ

とが公衆用基地局の発呼要求の必要性を満たすと公衆用基地局が決定するならば、公衆用基地局は発呼要

求を切断復旧し着呼を受け付ける。 

 

7. ユーザ信号ベアラサービス呼制御手順            
 

8. 回線交換モードマルチレート(64kbit/s ﾍﾞｰｽﾚｰﾄ) 手順       
 

9. システム・パラメータ・リスト 
  次頁以降に掲げるタイマの表は記述が要約されている。 

  詳細は明確な記述のある５章を参照する事。 

 

9.1  ディジタル網側のタイマ 

  表９－１／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂに指定されているタイマは、インタフェースのディジタル網側で管理さ

れる。 

 

9.2  公衆用基地局側のタイマ 

  表９－２／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂに指定されているタイマは、インタフェースの公衆用基地局側で管理さ

れる。 

 

  タイマＴ３０５、Ｔ３０８及びＴ３１３は、全ての公衆用基地局側で必須である。 

 

＃ 

＃ 
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(S
ET

U
P)
を
再

送
信
し

T3
03
を
再
開
始
す

る
。
も
し
「
解
放
完
了
」

（
R

EL
 C

O
M

P)
が
受
信
さ

れ
て
い
れ
ば
呼
を
切
断
復
旧

す
る
。

 
 

網
内
の
接
続
を
切

断
復
旧
さ
せ
呼
の

廃
棄
状
態
へ
移

行
。

 
   

  
必

  
須

 
    

T3
05

 
  

  
３
０
秒

 
切
断
通
知

 
経
過
内
容
＃
８
を
持
た
な

い
「
切
断
」

(D
IS

C
)送
信

時
。

 

「
解
放
」

(R
EL

) 
又
は

 
「
切
断
」

(D
IS

C
)受
信
時
。

 
「
解
放
」

(R
EL

)を
送
信
。

 
 

 
 
―
―
―
―
―

 
必

  
須

 

T3
06

 
  

  
３
０
秒

 
  

注
５

 

切
断
通
知

 
経
過
内
容
＃
８
を
持
つ

 
「
切
断
」

(D
IS

C
)送
信
時
。

 
「
解
放
」

(R
EL

) 
又
は

 
「
切
断
」

(D
IS

C
)受
信
時
。

 
ト
ー
ン
／
ア
ナ
ウ
ン
ス
を
停

止
し
「
解
放
」

(R
EL

) 
を
送

信
。

 

  
 

 
―
―
―
―
―

 
ｲﾝ
ﾊﾞ
ﾝﾄ
ﾞﾄ
ｰﾝ

/ｱ
ﾅｳ
ﾝ

ｽが
供
給
さ
れ
て
い

る
場
合
は
必
須

5.
4,

 5
.3

.4
.1
及
び

JT
-I

. 2
00
ｼﾘ
ｰｽ
ﾞ 

参
照

 
T3

01
 

  
  
３
分
以
上

 
呼
出
中

 
「
呼
出
」

(A
LE

R
T)
受
信

 
時
。

 
「
応
答
」

(C
O

N
N

)受
信
時
。

 
呼
を
切
断
復
旧
す
る
。

 
  
―
―
―
―
―

 
注
２

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
注
は
表
の
最
後
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。

 
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
─
─
─
；
タ
イ
マ
が
再
開
始
さ
れ
な
い
事
を
示
す
。
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表
9-

1/
JT

-Q
93

1-
b 
デ
ィ
ジ
タ
ル
網
側
に
あ
る
タ
イ
マ

(2
/4

) 
  

タ
 イ

 マ
 

 
番

  
  
号

 

デ
フ
ォ
ル
ト

 
 

タ
イ
ム
ア
ウ
ト
値

 

 
呼
の
状
態

 
 

 
開

 始
 条

 件
 

 

 
正

 常
 停

 止
 条

 件
 

 

 
１
回
目
満
了
時
の
動
作

 
 

２
回
目
満
了
時
の

 
 動
作

 

 
備

  
  
考

 
 

T3
08

 
 

４
秒

 
 

注
１

 

解
放
要
求

 
  

「
解
放
」

(R
EL

) 
  

  
  

  
  

 送
信
時
。

 
「
解
放
完
了
」

(R
EL

 C
O

M
P)
又
は
、

「
解
放
」

(R
EL

) 
受
信
時
。

 
「
解
放
」

(R
EL

)を
再
送
信

し
、

T3
08
を
再
開
始
す
る
。 
Ｂ
ﾁｬ
ﾈﾙ
を
保
守
状

態
に
し
呼
番
号
を

解
放
す
る
。
注
６

 

 
必

  
須

 
 

T3
09

 
６
―
９
０
秒

 
 

注
７

 

任
意
の
安

定
状
態

 
デ
ー
タ
リ
ン
ク
切
断
時
で

安
定
状
態
の
呼
が
失
わ
れ

な
い
時
。

 

デ
ー
タ
リ
ン
ク
が
再
接
続
さ
れ
た

時
。

 
網
内
の
接
続
を
切
断
復
旧

し
、Ｂ
チ
ャ
ネ
ル
及
び
呼
番

号
を
解
放
す
る
。

 

  
 

 
―
―
―
―
―

 
必

  
須

 

T3
10

 
  

１
０
秒

 
   

着
呼
受
付

 
 

 

「
呼
設
定
受
付
」

 
(C

A
LL

 P
R

O
C

) 
受
信
時
。

 「
呼
出
」

(A
LE

R
T)

,「
応
答
」

(C
O

N
N

) 
又
は
｢切
断
｣(

D
IS

C
) 
受
信
時
。

 
｢切
断
｣(

D
IS

C
)受
信
時
は
“
理
由
表

示
”
を
記
憶
し
タ
イ
マ
は
継
続
す
る
。

 

5.
2.

5.
3 
に
よ
り
呼
を
切
断

 
復
旧
す
る
。

 
  

  
 

 
―
―
―
―
―

 
必

  
須

 

T3
12

 
T3

03
＋
２
秒

 
着
呼

 
呼
の
廃
棄

等
 

放
送
形
式
で
の
「
呼
設

定
」

(S
ET

U
P)

 の
送
信
又

は
再
送
信
時
。

 

タ
イ
ム
ア
ウ
ト

 
注
４

 
  

 
 
―
―
―
―
―

 
必

  
須

 

T3
14

 
４
秒

 
分
割
さ
れ

た
メ
ッ
セ

ー
ジ
受
信

 

メ
ッ
セ
ー
ジ
セ
グ
メ
ン
ト

を
受
信
し
た
時
。

 
最
終
セ
グ
メ
ン
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
受

信
し
た
時
。

 
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
廃
棄
す
る
。 

  
 

 
―
―
―
―
―

 
付
属
資
料
Ｈ
参

照
 
必

  
須

 
T3

16
 

  

２
分

 
  

初
期
設
定

要
求

 
「
初
期
設
定
」

(R
ES

T)
 送

信
時
。

 
「
初
期
設
定
確
認
」

(R
ES

T 
A

C
K

)受
信
時
。

 
「
初
期
設
定
」

 (
R

ES
T)

 
は
数
回
送
信
さ
れ
う
る
。

 
「
初
期
設
定
」

(R
ES

T)
は
数
回
送

信
さ
れ
う
る
。

 

5.
5が
ｲﾝ
ﾌﾟ
ﾘﾒ
ﾝﾄ
さ

れ
て
い
る
場
合
は

必
須

 
T3

17
 

注
３

 
初
期
設
定

 
「
初
期
設
定
」

(R
ES

T)
 

受
信
時
。

 
呼
番
号
の
内
部
で
の
切
断
復
旧
。

 
保
守
動
作
の
通
知
。

 
  

 
 
―
―
―
―
―

 
5.

5が
ｲﾝ
ﾌﾟ
ﾘﾒ
ﾝﾄ
さ

れ
て
い
る
場
合
は

必
須

 
 

─
─
─
；
タ
イ
マ
が
再
開
始
さ
れ
な
い
事
を
示
す
。
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表
9-

1/
JT

-Q
93

1-
b 
デ
ィ
ジ
タ
ル
網
側
に
あ
る
タ
イ
マ

(3
/4

) 
  

タ
 イ

 マ
 

 
番

  
  
号

 

デ
フ
ォ
ル
ト

 
 

タ
イ
ム
ア
ウ
ト
値

 

 
呼
の
状
態

 
 

 
開

 始
 条

 件
 

 

 
正

 常
 停

 止
 条

 件
 

 

 
１
回
目
満
了
時
の
動
作

 
 

２
回
目
満
了
時
の

 
 動
作

 

 
備

  
  
考

 
 

T3
20

 
 

  
  
３
０
秒

 
   

注
８

 

a)
Ｂ
チ
ャ

 
 
ネ
ル
ア

 
 
ク
セ
ス

 
：
通
信
中

 
b)
Ｄ
チ
ャ

 
 
ネ
ル
ア

 
 
ク
セ
ス

 
 
：
空

 

a)
Ｂ
チ
ャ
ネ
ル
ア
ク
セ
ス

  
 

 
「
応
答
」

 (
C

O
N

N
) 
送

 
 
信
又
は
受
信
時
。

  
 b)
Ｄ
チ
ャ
ネ
ル
ア
ク
セ
ス

 
 
Ｄ
Ｌ
 
設
定
 
確
認

 
 
又
は
Ｄ
Ｌ
 
設
定
 
表

 
示
受
信
時
。

 
c)
最
後
の
論
理
チ
ャ
ネ
ル

 
 
の
切
断
復
旧
時
。

 

発
呼
要
求
パ
ケ
ッ
ト
受
信
時

  
又
は

 
着
呼
パ
ケ
ッ
ト
送
信
時

  
又
は

 
「
切
断
」

(D
IS

C
)受
信
時

  
又
は

  
Ｄ
チ
ャ
ネ
ル
ア
ク
セ
ス
に
お
い
て

 
Ｄ
Ｌ
 
解
放
 
表
示
を
受
信
し
た

時
。

 

a)
Ｂ
チ
ャ
ネ
ル
ア
ク
セ
ス

 
リ
ン
ク
レ
イ
ヤ
を
切
断
し

切
断
復
旧
を
開
始
す
る
。

 
 b)
Ｄ
チ
ャ
ネ
ル
ア
ク
セ
ス

 
Ｄ
Ｌ
 
解
放
 
要
求
を
送

 
信
す
る
。

 

   
  

 
オ
プ
シ
ョ
ン

 
  

  
6.

3 
参
照

 

T3
22

 
  

  
  

  
４
秒

 
   

全
て
の

 
  
呼
状
態

 
  

「
状
態
問
合
」

(S
TA

T 
EN

Q
)送
信
時
。

 
「
状
態
表
示
」

(S
TA

TU
S)
、
「
切
断
」

（
D

IS
C

)、
「
解
放
」

(R
EL

)、
「
解

放
完
了
」

(R
EL

 C
O

M
P)
受
信
時
。

 

「
状
態
問
合
」

(S
TA

T 
EN

Q
)は
、
数
回
再
送
信
し

て
も
良
い
。

 

「
状
態
問
合
」

（
ST

A
T 

EN
Q

)
は
数
回
再
送
信

し
て
も
良
い
。

 

§
5.

8.
10
が
イ
ン

プ
リ
メ
ン
ト
さ
れ

て
い
る
時
は
必

須
 

 
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
─
─
─
；
タ
イ
マ
が
再
開
始
さ
れ
な
い
事
を
示
す
。
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表９－１／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂ  ディジタル網側にあるタイマ（４／４） 

 

 

  注１．このデフォルト値はレイヤ２でのデフォルト値（即ち〔N200+1〕×Ｔ２００）を使用すると仮定

したものである。 

        レイヤ２のデフォルト値が自動交渉手順によって変更される時、これらの値も変更される必要が

あるかどうかは、今後の課題である。 

 

  注２．ディジタル網が内部的な呼出しの時間監視機能を既に採用している場合、タイマＴ３０１は使用

されない。 

 

  注３．このタイマの値は実装に依存するがＴ３１６の値より小さくなければならない。 

 

  注４．呼の廃棄の状態の場合、呼番号は解放される。 

        それ以外では、Ｔ３１２の満了時にいかなる活動も行なわれない。 

 

  注５．このタイマ値は網に依存する。 

 

  注６．節 5.5 に述べられている初期設定手順は保守状態にあるＢチャネルに関して用いられる。 

 

  注７．このタイマ値は網に依存する。 

 

注８．この値はディジタル網－公衆用基地局間の同意により変更されるかも知れない。 

 



 

表
9-

2/
JT

-Q
93

1-
b 
公
衆
用
基
地
局
側
に
あ
る
タ
イ
マ

(1
/4

) 

  
タ

 イ
 マ

 
 

番
  

  
号

 

デ
フ
ォ
ル
ト

 
 

タ
イ
ム
ア
ウ
ト
値

 

 
呼
の
状
態

 
 

 
開

 始
 条

 件
 

 

 
正

 常
 停

 止
 条

 件
 

 

 
１
回
目
満
了
時
の
動
作

 
 

２
回
目
満
了
時
の

 
 動
作

 

 
備

  
  
考

 
 

T3
01

 

 

３
分
以
上

 

 

呼
出
通
知

 

 

「
呼
出
」

(A
LE

R
T)

 受

信
時
。

 

｢応
答
」

(C
O

N
N

) 
受
信
時
。

 

 

呼
を
切
断
復
旧
す
る
。

 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
注
は
表
の
最
後
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。

 

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 
 
 
；
タ
イ
マ
が
再
開
始
さ
れ
な
い
事
を
示
す
。
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表
9-

2/
JT

-Q
93

1-
b 
公
衆
用
基
地
局
側
に
あ
る
タ
イ
マ

(2
/4

) 

  
タ

 イ
 マ

 
 

番
  

  
号

 

デ
フ
ォ
ル
ト

 
 

タ
イ
ム
ア
ウ
ト
値

 

 
呼
の
状
態

 
 

 
開

 始
 条

 件
 

 

 
正

 常
 停

 止
 条

 件
 

 

 
１
回
目
満
了
時
の
動
作

 
 

２
回
目
満
了
時
の

 
 動
作

 

 
備

  
  
考

 
 

T3
03

 
     

４
秒

 
 

注
１

 
   

発
呼

 
「
呼
設
定
」

(S
ET

U
P)

  
送
信
時
。

 
「
呼
設
定
受
付
」

(C
A

LL
 P

R
O

C
)、
又

は
「
解
放
完
了
」

(R
EL

 C
O

M
P)
受
信

時
。

 

「
呼
設
定
」

(S
ET

U
P)

 を
再

送
信
し

T3
03
を
再
開
始
す

る
。
も
し
、
「
解
放
完
了
」

(R
EL

 C
O

M
P)
を
既
に
受
信

し
て
い
れ
ば
、
呼
を
切
断
復

旧
す
る
。

 

内
部
の
接
続
を
切

断
復
旧
し
「
解
放

完
了
」

(R
EL

 
C

O
M

P)
を
送
信
、

空
へ
遷
移
す
る
。

 

 

T3
05

 
３
０
秒

 
切
断
要
求

 
「
切
断
」

(D
IS

C
) 
送
信

時
。

 
「
解
放
」

(R
EL

) 
又
は

 
「
切
断
」

(D
IS

C
)受
信
時
。

 
「
解
放
」

(R
EL

) 
を
送
信
す

る
。

 
  
 
―
―
―

 
必

  
須

 

T3
08

 
  

４
秒

 
注
１

 
 

解
放
要
求

 
「
解
放
」

(R
EL

) 
送
信

時
。

 
「
解
放
完
了
」

(R
EL

 C
O

M
P)
又
は

 
「
解
放
」

(R
EL

) 
受
信
時
。

 
「
解
放
」

(R
EL

) 
を
再
送
信

し
T3

08
を
再
開
始
す
る
。

 
Ｂ
チ
ャ
ネ
ル
を
保

守
状
態
に
し
呼
番

号
を
解
放
す
る
。

注
５

 

必
  
須

 

T3
09

 
６
―
９
０
秒

 
 

注
６

 

任
意
の
安

 
定
状
態

 
デ
ー
タ
リ
ン
ク
切
断
時

で
安
定
状
態
の
呼
が
失

わ
れ
な
い
時
。

 

デ
ー
タ
リ
ン
ク
が
再
接
続
さ
れ
た
時
。

 
内
部
の
接
続
を
切
断
復
旧

し
、
Ｂ
チ
ャ
ネ
ル
及
び
呼
番

号
を
解
放
す
る
。

 

  
  

 
オ
プ
シ
ョ
ン

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 
 
 
；
タ
イ
マ
が
再
開
始
さ
れ
な
い
事
を
示
す
。
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表
9-

2/
JT

-Q
93

1-
b 
公
衆
用
基
地
局
側
に
あ
る
タ
イ
マ

(3
/4

) 

  
タ

 イ
 マ

 
 

番
  

  
号

 

デ
フ
ォ
ル
ト

 
 

タ
イ
ム
ア
ウ
ト
値

 

 
呼
の
状
態

 
 

 
開

 始
 条

 件
 

 

 
正

 常
 停

 止
 条

 件
 

 

 
１
回
目
満
了
時
の
動
作

 
 

２
回
目
満
了
時
の

 
 動
作

 

 
備

  
  
考

 
 

T3
10

 
  

注
４

 
 

３
０
～
１
２
０
秒

 
発
呼
受
付

 
「
呼
設
定
受
付
」

 
 (

C
A

LL
 P

R
O

C
) 
受
信

時
。

 

「
呼
出
」

(A
LE

R
T)
、
「
応
答
」

(C
O

N
N

)「
切
断
」

(D
IS

C
)、
又
は
「
経

過
表
示
」
（

PR
O

G
) 
を
受
信
し
た

時
。

 

「
切
断
」

(D
IS

C
) 
送
信
。

 
  

  
 

 

T3
13

 
４
秒

 
応

  
答

 
「
応
答
」 (

C
O

N
N

) 
送
信

時
。

 
「
応
答
確
認
」

(C
O

N
N

 A
C

K
) 
受
信

時
。

 
「
切
断
」

(D
IS

C
) 
送
信
。

 
  

  
 

    

 
注
１

 
  

 
 

 
 

 

 
必
 
須

 

T3
14

 
     

４
秒

 
     

分
割
さ
れ

た
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
受

信
し
た
時

 

メ
ッ
セ
ー
ジ
セ
グ
メ
ン

ト
を
受
信
し
た
時
。

 
    

最
終
セ
グ
メ
ン
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
受

信
し
た
時
。

 
    

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
廃
棄
す
る
。

 
     

  
  

 
     

付
属
資
料
Ｈ
参

照
 

 
必

  
須

 
  

 

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 
 
；
タ
イ
マ
が
再
開
始
さ
れ
な
い
事
を
示
す
。
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表
9-

2/
JT

-Q
93

1-
b 
公
衆
用
基
地
局
側
に
あ
る
タ
イ
マ

(4
/4

) 

  
タ

 イ
 マ

 
 

番
  

  
号

 

デ
フ
ォ
ル
ト

 
 

タ
イ
ム
ア
ウ
ト
値

 

 
呼
の
状
態

 
 

 
開

 始
 条

 件
 

 

 
正

 常
 停

 止
 条

 件
 

 

 
１
回
目
満
了
時
の
動
作

 
 

 
２
回
目
満
了
時

の
動
作

 

 
備

  
  
考

 
 

T3
16

 
  

  
  

  
２
分

 
  

初
期
設
定

要
求

 
「
初
期
設
定
」

(R
ES

T)
 

送
信
時
。

 
「
初
期
設
定
確
認
」

(R
ES

T 
A

C
K

) 
受
信
時
。

 
「
初
期
設
定
」

 (
R

ES
T)

 は
数
回
送
信
し
て
も
良
い
。

 
「
初
期
設
定
」
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付属資料Ａ：  公衆用基地局側及びディジタル網側ＳＤＬ図 

 

（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３１－ｂ に対する） 

 

この付属資料は基本的な回線交換呼の為のＪＴ－Ｑ９３１－ｂ プロトコル制御手順の概略及び詳細ＳＤ

Ｌ図である。 

ＳＤＬ図と５章の本文とが異なる場合は本文が優先される。 

同様に概略ＳＤＬ図と詳細ＳＤＬ図が異なる場合は詳細ＳＤＬ図が優先される。 

 

付図Ａ－１／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂ  は公衆用基地局側及びディジタル網側のＪＴ－Ｑ９３１－ｂプロトコ

ル制御のＳＤＬ図に用いられる記号を示す。 

 

付図Ａ－２／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂ  と付図Ａ－３／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂ  は公衆用基地局側のプロトコル

制御の概略及び詳細ＳＤＬ図である。 

 

付図Ａ－５／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂ  と付図Ａ－６／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂ  はディジタル網側のプロトコル

制御の概略及び詳細ＳＤＬ図である。 

 

付図Ａ－４／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂ  は公衆用基地局側、ディジタル網側の両サイドで適用されるグローバ

ル呼番号の詳細ＳＤＬ図である。 

 

付図Ａ－４／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂ  は公衆用基地局側のみのＳＤＬ図であるが、入力と出力のシンボルの

方向を入れ替える事により、同じＳＤＬ図がディジタル網側に適用出来る。 
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付図 A-1/ JT-Q931-b （１／２） 

JT-Q931-b  プロトコル制御の概略ＳＤＬ図  （公衆用基地局側） 

＊ 

：状態 

：呼制御部からのプリミティブ 

：呼制御部へのプリミティブ 

：ディジタル網側からのプリミティブ 

：ディジタル網側へのプリミティブ 

：プロシジャコール 

：判定 

：選択 

：保存 

：プロセス記述（タスク） 

：ＳＤＬ図には記述されていない 

資源管理 
Resource 

Management 

呼制御 
Call Control 

プロシジャコール 
（Procedure Call） 

プリミティブ 
（Primitives） 

SDL図に 
記述されている 
ブロック 

    JT-Q931-bプロトコル制御 
    JT-Q931-b Protocol Control 

ディジタル網側メッセージ 
（Message to/from Digital 

 Network Side） 

データリンクレイヤ 
Data Link Layer 

物理レイヤ 
Physical Layer 

公衆用基地局・ 
ディジタル網 
インタフェース 

ディジタル網 
（Digital Network） 

＊ 
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付図 A-1/ JT-Q931-b （２／２） 

JT-Q931-b  プロトコル制御の概略ＳＤＬ図  （ディジタル網側） 

＊ 

：状態 

：呼制御部からのプリミティブ 

：呼制御部へのプリミティブ 

：公衆用基地局側からのプリミティブ 

：公衆用基地局側へのプリミティブ 

：プロシジャコール 

：判定 

：選択 

：保存 

：プロセス記述（タスク） 

：ＳＤＬ図には記述されていない 

資源管理 
Resource 

Management 

呼制御 
Call Control 

プロシジャコール 
（Procedure Call） 

プリミティブ 
（Primitives） 

SDL図に 
記述されている 
ブロック 

    JT-Q931-bプロトコル制御 
    JT-Q931-b Protocol Control 

公衆用基地局側メッセージ 
（Message to/from CS） 

データリンクレイヤ 
Data Link Layer 

物理レイヤ 
Physical Layer 

公衆用基地局・ 
ディジタル網 
インタフェース 

公衆用基地局 
（CS） 

＊ 
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ａ） 発呼設定手順（１／２） 

 

付図 A-2／JT-Q931-b（１／８） 

 

JT-Q931-b プロトコル制御概略ＳＤＬ図（公衆用基地局側） 

  ０ 
空 

NULL 

 
呼設定 
SETUP 

 
呼設定要求 

SETUP REQUEST 

  １ 
発呼 

CALL INIT 

 
呼設定受付 

CALL PROCEEDING 

 
呼設定受付表示 

PROC INDICATION 

  ３     発呼受付 
OUTGOING CALL 

PROCEEDING 
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ａ） 発呼設定手順（２／２） 

 

付図 A-2／JT-Q931-b（２／８） 

 

JT-Q931-b プロトコル制御概略ＳＤＬ図（公衆用基地局側） 

  ３     発呼受付 
     OUTGOING CALL 
     PROCEEDING 

 
呼出 

ALERTING 

呼出表示 
ALERTING 

INDICATION 

  ４     呼出通知 
 CALL 
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CONNECT 

 
呼設定確認 

SETUP CONFIRM 

確認 
オプション 
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応答確認 

CONNECT ACK 

  １０    通信中 
ACTIVE 

 

 
応答 

CONNECT 



 ＪＴ－Ｑ９３１－ｂ － 176 －  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

b） 着呼設定手順（１／２） 

 

付図 A-2／JT-Q931-b（３／８） 

 

JT-Q931-b プロトコル制御概略ＳＤＬ図（公衆用基地局側） 
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呼設定応答 
SETUP 

RESPONSE 
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CONNECT 
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CONNECT 
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空 

NULL 

解放完了 
RELEASE 
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b） 着呼設定手順（２／２） 

 

付図 A-2／JT-Q931-b（４／８） 

 

JT-Q931-b プロトコル制御概略ＳＤＬ図（公衆用基地局側） 

  ７      呼出中 
CALL 

RECEIVED 

 
応答 

CONNECT 

 
呼設定応答 
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CONNECT 
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c） 分割着呼手順 

 

付図 A-2／JT-Q931-b（５／８） 

 

JT-Q931-b プロトコル制御概略ＳＤＬ図（公衆用基地局側） 
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d) 切断復旧手順 

 

付図 A-2／JT-Q931-b（６／８） 

 

JT-Q931-b プロトコル制御概略ＳＤＬ図（公衆用基地局側） 

＊ ＊ 状態 0､1､6､11､12､
19除く任意の状態 

ANY STATE EXCEPT 
0､1､6､11､12､19 
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    DISCONNECT 
     INDICATION 

 
切断 

DISCONNECT 

切断表示 
DISCONNECT 
INDICATION 

 1 9     解放要求 
RELEASE 
REQUEST 

解放完了 
RELEASE 

COMPLETE 

解放確認 
RELEASE 
CONFIRM 

 
解放 

RELEASE 

解放表示 
RELEASE 

INDICATION 

切断要求 
DISCONNECT 

REQUEST 

切断 
DISCONNECT 

  1 1     切断要求 
    DISCONNECT 
      REQUEST 

解放完了 
RELEASE 

COMPLETE 

解放 
RELEASE 

解放 
RELEASE 

切断 
DISCONNECT 
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e） 中断手順 

 

付図 A-2／JT-Q931-b（７／８） 

 

JT-Q931-b プロトコル制御概略ＳＤＬ図（公衆用基地局側） 

１０     
通信中 

ACTIVE 

 
通知 

NOTIFY 

通知表示 
NOTIFY 

INDICATION 

  １０      
通信中 

ACTIVE 
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f） 再開手順 

 

付図 A-2／JT-Q931-b（８／８） 

 

JT-Q931-b プロトコル制御概略ＳＤＬ図（公衆用基地局側） 
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ａ）発呼設定手順(1/2) 

付図 A-5/JT-Q931-b(1/9) 

 

ＪＴ－Ｑ９３１－ｂ プロトコル制御 概略ＳＤＬ図（ディジタル網側） 

呼設定受付 
 

CALL PROCEEDING 

呼設定受付要求 
 

PROC REQUEST 

０      空 
 

NULL 

呼設定 
 

SETUP 

呼設定表示 
SETUP 

INDICATION 

  １    発呼 
 

CALL INIT 

  ３  発呼受付 
OUTGOING CALL 

PROCEEDING 

解放完了 
RELEASE 

COMPLETE 

呼設定拒否要求 
REJECT 

REQUEST 

  0     空 
 

NULL 

5.1.1 

5.3.2.a 

5.1.5 
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ａ）発呼設定手順(2/2) 

付図 A-5/JT-Q931-b(2/9) 

 

ＪＴ－Ｑ９３１－ｂ プロトコル制御 概略ＳＤＬ図（ディジタル網側） 

 ３ 発呼受付 
OUTGOING CALL 
   PROCEEDING 

経過表示 
 

PROGRESS 

   呼設定応答 
   SETUP 

RESPONSE 

経過表示要求 
PROGRESS 
REQUEST 

  呼出要求 
  ALERTING 

REQUEST 

呼出 
 

ALERTING 

 ４  呼出通知 

CALL DELIVERED 

 ３ 発呼受付 
OUTGOING CALL 
   PROCEEDING 

  呼設定応答 
  SETUP 

RESPONSE 

応答 
CONNECT 

 

  10   通信中 
ACTIVE 

 

5.1.7 5.1.6 
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b）着呼設定手順(1/2) 

付図 A-5/JT-Q931-b(3/9) 

 

ＪＴ－Ｑ９３１－ｂ プロトコル制御 概略ＳＤＬ図（ディジタル網側） 

呼  設  定 
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b）着呼設定手順(1/2) 

付図 A-5/JT-Q931-b(4/9) 

 

ＪＴ－Ｑ９３１－ｂ プロトコル制御 概略ＳＤＬ図（ディジタル網側） 

呼  出 
 

ALERTING 

呼出表示 
 

ALERTING IND 

  9    着呼受付 
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PROCEEDING 

7  呼出中 
 

CALL RECEIVED 
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PROGRESS IND 
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5.2.6 
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b）着呼設定手順(2/2) 

付図 A-5/JT-Q931-b(5/9) 

 

ＪＴ－Ｑ９３１－ｂ プロトコル制御 概略ＳＤＬ図（ディジタル網側） 

応  答 
 

CONNECT 

呼設定確認 
   SETUP 

CONFIRM 

8  応答要求 
 CONNECT 

REQUEST 

7  呼出中 
 

CALL RECEIVED 

 
応答確認 

 
CONNECT ACK 

呼設定完了要求 
  SETUP 
COMP REQUEST 

10  通信中 
 

ACTIVE 

8  応答要求 
  CONNECT 

REQUEST 
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                                              注１．オプション（インバンドトーンのため） 

                                              注２．トーン管理に従う 

 

 

c）切断復旧手順(1/2) 

付図 A-5/JT-Q931-b(6/9) 

 

ＪＴ－Ｑ９３１－ｂ プロトコル制御 概略ＳＤＬ図（ディジタル網側） 

切  断 
 

DISCONNECT 

切  断 
 

DISCONNECT 

Bチャネル切断 
DISCONNECT 

      B-CHAN 

切断表示 
DISCONNECT 
         IND 

 
状態 0,11,12,19,22 
を除く任意の状態 

切断要求 
DISCONNECT 

REQUEST 

11  切断要求 
DISCONNECT 

     REQUEST 

Ｂチャネル切断 
DISCONNECT 

B-CHAN 

トーン管理 
 TONE 

MANAGEMENT 

12  切断通知 
DISCONNECT 

     INDICATION 

5.3.4 5.3.3 

注１ 

注 2 
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c）切断復旧手順(2/2) 

付図 A-5/JT-Q931-b(7/9) 

 

ＪＴ－Ｑ９３１－ｂ プロトコル制御 概略ＳＤＬ図（ディジタル網側） 

12  切断通知 
DISCONNECT 

     INDICATION 

11  切断要求 
DISCONNECT 

     REQUEST 

解  放 
 

RELEASE 

解放要求 
   RELEASE 

  REQUEST 切  断 
 

DISCONNECT 

Ｂﾁｬﾈﾙと呼番号 
   解放 
  RELEASE 

B-CHAN & CR 

解放確認 
 

RELEASE CONF 

19  解放要求 
    RELEASE 

  REQUEST 

解放完了 
    RELEASE 

COMPLETE 

0   空 
 

NULL 

Ｂﾁｬﾈﾙ解放 
   RELEASE 

B-CHAN  

解放表示 
 

RELEASE IND 

解  放 
 
     RELEASE 

解放完了 
   RELEASE 

  COMPLETE 

5.2.6 5.2.5.2 

呼番号 解放完了 
 

RELEASE CR 

0   空 
 

NULL 
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d）再開手順 

付図 A-5/JT-Q931-b(8/9) 

 

ＪＴ－Ｑ９３１－ｂ プロトコル制御 概略ＳＤＬ図（ディジタル網側） 
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e）中断手順 

付図 A-5/JT-Q931-b(9/9) 

 

ＪＴ－Ｑ９３１－ｂ プロトコル制御 概略ＳＤＬ図（ディジタル網側） 

 

通  知 
 

NOTIFY 

通信要求 
    NOTIFY 

    REQUEST 

10  通信中 
 

ACTIVE 

10  通信中 
 

ACTIVE 
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付属資料Ｂ：通信可能性確認 

            （ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３１－ｂに対する） 

            ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３１「付属資料Ｂ：通信可能性確認」に準拠する。 
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付属資料Ｃ：中継網選択                                                  

付属資料Ｄ：対称な呼の運用に関する拡張                                  

付属資料Ｅ：網特有ファシリティ選択                                      

付属資料Ｆ：Ｄチャネルバックアップ手順                                  

付属資料Ｇ：経過識別子の使用                                           
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付属資料Ｈ：メッセージ分割手順 

          （ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３１－ｂに対する） 

 

  このオプション手順は、公衆用基地局とディジタル網との双方の同意に基づいて使用される。 

 

Ｈ.1  概  説 
  データリンクレイヤがサポートできるフレームの長さよりも長いレイヤ３メッセージは、複数のセグメ

ントに分割することができる。 

  メッセージ分割はメッセージの長さがＮ２０１（標準ＪＴ－Ｑ９２１－ｂで定義) を越えた場合にのみ

使用すること。 

  他の標準ＪＴ－Ｑ９３１－ｂ機能に対するアーキテクチャ上の関係を付図Ｈ－１／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂ

に示す。これらの手順は特定のデータリンクコネクション内でのみ適用され、他の並列のデータリンクコ

ネクションにおける処理手順には影響しない。 

  １０００オクテットまたはそれ以上の長さのメッセージを必要とするアプリケーションをサポートする

ための手順は、今後の課題とする。これらの手順は、バックワードコンパティビリティと、情報を長メッ

セージのセグメントを用いて複数の呼番号でインタリーブさせる方法を検討している。これらの手順の詳

細は今後の課題である。 

 

Ｈ.2  メッセージ分割 
  以下の規定は、標準ＪＴ－Ｑ９３１－ｂメッセージが送信のために分割されるときに適用される。 

  (a)   メッセージセグメントの最大数のデフォルト値は８である。メッセージが長すぎて分割できない

場合は、ローカルな保守動作が通知されること。 

 

  (b)   第１メッセージセグメントはプロトコル識別子情報要素で始まり、直ちに、呼番号情報要素、分

割メッセージ種別、分割メッセージ情報要素、および分割されるメッセージのメッセージ種別に続

く最初のオクテットから始まるオクテットが続くこと。条件として、セグメントの最大長がデータ

リンクレイヤ情報フィールドの最大サイズを越えないこと。 

 

  (c)   後続する各メッセージセグメントは、プロトコル識別子情報要素で始まり、直ちに、呼番号情報

要素、分割メッセージ種別、分割メッセージ情報要素、及び一個または複数の分割されるメッセー

ジのメッセージ種別に続く最初のオクテットから始まる１または複数のオクテットが続くこと。条

件として、セグメントの最大長がデータリンクレイヤ情報フィールドの最大サイズを越えないこと。 

 

  (d)   分割メッセージ情報要素の第１セグメント表示フィールドは、分割メッセージの第１セグメント

を表示する様に設定され、他の任意のセグメントには設定されない。 

 

  (e)   分割メッセージ情報要素の残りセグメント数フィールドは、送信されなければならない残りのセ

グメントがいくつあるかを表示する様に設定すること。 

      付図Ｈ－２／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂ参照。 

 

  (f)   メッセージ種別情報要素は、分割メッセージを表示する様にコード化される。また、分割メッセ

ージ情報要素は元のメッセージのメッセージ種別を表示すること。 
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 (g)  いったん特定のデータリンクコネクションで第１セグメントが送信されたならば、そのデータリン

クコネクションで他の任意の呼番号に対する他の任意の（分割）メッセージが送信される前に、送

信中のメッセージの残りのセグメントがすべて（順序正しく）送信されなければならないものとす

る。すなわち、分割されたメッセージは、他のメッセージによってインタリーブされない。 

 

  (h)   例外的な状況において分割メッセージの送信は、異なった呼番号を含むメッセージまたはメッセ

ージセグメントの送出、「分割メッセージ」にコード化されていないメッセージ種別を持つメッセ

ージの送出、または同一メッセージに関係する後続するメッセージセグメントの送信の停止により、

アボートすることができる。 

 

  (i)   分割メッセージのオクテットの順序は、セグメント境界とは関係なく、保存される。 

 

Ｈ.3  分割メッセージの再組立 
   以下の規定は分割された標準ＪＴ－Ｑ９３１－ｂメッセージの受信と再組立に適用される。 

  (a)   再組立機能は、「第１セグメント」を表示する第１セグメント表示を持つ分割メッセージ情報要

素、または、呼番号、「分割メッセージ」にコード化されたメッセージ種別情報要素を含むメッセ

ージセグメントを受信したとき、「分割メッセージ受信中」状態に入り、メッセージセグメントを

蓄積する。 

 

  (b)   タイマＴ３１４は、残りセグメント数フィールドがゼロでない分割メッセージ情報要素を含むメ

ッセージセグメントを受信したとき、起動または再起動される。タイマＴ３１４は、最後のセグメ

ント、すなわち、残りセグメント数フィールドがゼロにコード化された分割メッセージ情報要素を

含むメッセージセグメントを受信したとき、停止する。タイマＴ３１４は、下記に特定化される規

定によるエラー手順が開始されたときに、起動または再起動されてはならない。 

 

  (c)   再組立機能においては、分割メッセージ情報要素を持つメッセージセグメントの受信は、メッセ

ージを更に節 5.8に規定されたＪＴ－Ｑ９３１－ｂ処理を行うために渡す前に、同じメッセージに関

係する最後のメッセージセグメント（すなわち残りセグメント数フィールドがゼロにコード化され

た分割メッセージ情報要素を含むセグメント）を持つべきである。再組立機能は「空」状態に入る。 

 

  (d)   タイマＴ３１４のタイムアウトにおいて、再組立機能はそれまで受信されたこのメッセージの全

てのセグメントを廃棄し、データリンクコネクションに対するレイヤ３マネージメントにメッセー

ジセグメントが紛失したことを通知し、「空」状態に入る。 

 

    （注）同一メッセージに関係する後続するメッセージセグメントは、規定 (f)に従って廃棄される。 

 

  (e)   再組立機能は、分割メッセージ情報要素の残りセグメント数フィールドがゼロにコード化された

メッセージセグメントを受信しないで同一分割メッセージの８個のメッセージセグメントを受信し

たとき、それまでに受信した全メッセージセグメントを廃棄し、データリンクコネクションに対す

るレイヤ３マネージメントにメッセージが廃棄されたことを通知し、「空」状態に入る。 

 

    （注）同一メッセージに関係する後続するメッセージセグメントは、規定 (f)に従って廃棄される。 
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  (f)   再組立機能は、「空」状態において、分割メッセージ情報要素を含むが呼番号またはメッセージ

種別情報要素を含まないメッセージセグメントを受信したとき、そのメッセージセグメントを廃棄

し、「空」状態を維持する。 

 

  (g)   「分割メッセージ受信中」状態において、再組立機能が分割メッセージ情報要素を含むメッセー

ジセグメントを受信したとき、残りセグメント数フィールドが前のメッセージセグメントの分割メ

ッセージ情報要素の残りセグメント数フィールドからデクリメントされていない場合は、再組立機

能はそれまで受信したこのメッセージの全セグメントを廃棄し、「空」状態に入る。 

 

    （注）同一メッセージに関係する後続するメッセージセグメントは、規定 (f)に従って廃棄される。 

 

  (h)   「分割メッセージ受信中」状態において、ＤＬ－解放－表示またはＤＬ－設定－表示が受信され

たならば、再組立機能はそれまで受信した全メッセージセグメントを廃棄し、ＤＬ－解放－表示ま

たはＤＬ－設定－表示プリミティブに対して更に標準ＪＴ－Ｑ９３１－ｂ処理をするために、これ

らのプリミティブを転送し、「空」状態に入る。 

 

  (i)   再組立機能は、「空」状態において、分割メッセージ情報要素の第１セグメント表示が「後続」

を表示するメッセージセグメントを受信した場合、そのメッセージセグメントを廃棄し、「空」状

態を維持する。 

 

  (j)  受信側エンティティにおいて、｢分割メッセージ受信中｣状態にて異なる呼番号のメッセージを受

信した場合、それまでに受信した分割メッセージの全メッセージセグメントを廃棄し、｢空｣状態に

入る。新規の呼番号で受信したメッセージは、通常処理で受信される。 

    （注）同一メッセージに関係する後続するメッセージセグメントは、規定(f)にしたがって廃棄される。 
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付図Ｈ－１／ＪＴ－Q９３１－ｂ  分割機能を含む論理構造 

   放送型 
 

ＣＥＩ  

JT-Q931-b 
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 オプションの   
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JT-Q931-b      
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 オプションの   
JT-Q931-b      
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  フィルター 

  レイヤ３ 
       

  レイヤ２ 

    ＣＥＩ  
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付図Ｈ－４／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂ  メッセージ分割処理ＳＤＬ  

他の全ての 
ＤＬ         

プリミティブ   

 ＤＬ－（ユニット） 
 データ－要求： 
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ＤＬ       
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0 
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データ－要求： 
（メッセージ） 

 
＞８セグメント 

 
？ 
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別子の後に挿入     

   レイヤ３ 
マネージャー 

   に通知 

ＤＬ－（ユニット） 
データ－要求：     
  （ﾒｯｾｰｼﾞｾｸﾞﾒﾝﾄ） 

最後の 
セグメントが 
送られた？ 

    
0 
 

   
0 
 

   
0 
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（注）分割は、任意のオクテットの           

      境界で行われる。                     

 

付図Ｈ－２／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂ  メッセージとセグメントの間の関係 

分割後のメッセージ 

JT-Q931-b プロトコル識別子 

呼番号 

メッセージ種別＝分割 

分割メッセージ（第 1,N-1,A)  

オクテット  №１ 

・ 
・ 
・ 

オクテット  №ｋ 

第１ 
セグメント 

分割前のメッセージ 
 
JT-Q931-b プロトコル識別子 
 
呼番号 
 
メッセージ種別＝Ａ 
 
オクテット  №１ 
 

・ 
・ 
・ 

 
オクテット  №ｋ 
 
オクテット  №ｋ＋１ 
 

・ 
・ 
・ 

 
オクテット  №ｚ 
 
オクテット  №ｚ＋１ 
 

・ 
・ 
・ 

 
オクテット  №ｍ 

JT-Q931-b プロトコル識別子 

呼番号 

メッセージ種別＝分割 

分割メッセージ（後続,N-2,A)  

オクテット  №ｋ＋１ 

・ 
・ 
・ 

オクテット  №ｚ 

・ 
・ 
・

第２ 
セグメント 

JT-Q931-b プロトコル識別子 

呼番号 

メッセージ種別＝分割 

分割メッセージ（後続,O,A)  
  
オクテット  №ｚ＋１ 

・ 
・ 
・ 

オクテット  №ｍ 

第 N(最後の) 
セグメント 
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ブロック図 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

付図Ｈ－３／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂ  分割機能相互作用図 

(ｴﾗｰ) 
 
(節 H.2a 
 
 参照） 

 (DL-ﾃﾞｰﾀ表示, 

  DL-ﾕﾆｯﾄﾃﾞｰﾀ表示， 
 
  DL-設定-表示， 

  DL-解放-表示） 

(DL-ﾃﾞｰﾀ要求, 
                   (ｴﾗｰ) 
DL-ﾕﾆｯﾄﾃﾞｰﾀ 要求) 
                   (節 H.3 
 
                    参照） 

マネージメント 
              
レイヤ３ 

マネージメント 
               
レイヤ３ 

レイヤ３ レイヤ３ 

分  割  処  理 再  組  立  処  理 

(DL-ﾃﾞｰﾀ表示, 

  DL-ﾕﾆｯﾄﾃﾞｰﾀ表示， 

  DL-設定-表示， 

  DL-解放-表示） 

  (DL-ﾃﾞｰﾀ要求, 
                    
  DL-ﾕﾆｯﾄﾃﾞｰﾀ要求) 
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付図Ｈ－５／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂ  メッセージ再組立処理ＳＤＬ（１／３） 

 ＤＬ－（ユニット）   
 データ－表示       

  (ﾒｯｾｰｼﾞ又はﾒｯｾｰｼﾞｾｸﾞﾒﾝﾄ) 

 
廃  棄 

 

呼番号とﾒｯｾｰｼﾞ 
種別（値＝分割）がﾌﾟﾛﾄｺﾙ 

識別子の後に 
存在？ 

   0 
空 

 

Ｂ 

2 2 
NO 

NO 

NO 

NO 

YES 

第１セグメントを 
蓄  積 

 他の全ての 
ＤＬ 

プリミティブ 

  他の全ての 
ＤＬ 

プリミティブ 

 ＤＬ－（ユニット） 
データ－表示 
（メッセージ） 

分割ﾒｯｾｰｼﾞ 情報 
要素がすぐ後に 

存在？ 

第１セグメント表示 
＝第１？ 

YES 

残りセグメント数 
＜８？ 

YES 

YES 

呼番号を 
保  存 

    Ｎ  ← 
 残りセグメント数 

Ｔ３１４をセット 
    （４秒） 

  
0 
 

   
0 
 

Ａ 

   
0 
 

   
1 
 



  － 257 － ＪＴ－Ｑ９３１－ｂ 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

    

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

付図Ｈ－５／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂ  メッセージ再組立処理ＳＤＬ（２／３） 

1 分割メッセージ  
 

   受信中 

 Ｂ １ 

NO 

NO 

NO 

NO 

NO 

NO 

YES 

YES 

YES 

ＤＬ－（ユニット） 
データ－表示 

(ﾒｯｾｰｼﾞ又はﾒｯｾｰｼﾞｾｸﾞﾒﾝﾄ) 

   
0 
 

 
廃  棄 

 

   他の全ての 
     ＤＬ 
   プリミティブ 

 
廃  棄 

 

Ｔ３１４を 
 

停  止 

メッセージ    
種別＝分割？ 

呼番号 
＝保存された 
呼番号？ 

分割メッセージ  
情報要素が 

  次の要素？ 

第１ 
セグメント表示 
＝後続？ 

 
 残りセグメント数 

   Ｎ－１？ 

 
残りセグメント数 

    ＝０？ 

Ｔ３１４を停止； 
      

メッセージを再組立 

Ｔ３１４を 
 

停  止 

 
廃  棄 

 

 Ｔ３１４をセット 
     （４秒）； 

 セグメントを蓄積 

 ＤＬ－（ユニット) 
   データ－表示   

(再組立されたﾒｯｾｰｼﾞ) 
 

 
Ｎ←Ｎ－１ 

 

YES 

YES 

YES 

Ｔ３１４が 
 

タイムアウト 

Ａ １ 

 
廃  棄 

 

Ｔ３１４を 
 

停  止 

   
0 
 

  
１ 

 

  
0 
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付図Ｈ－５／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂ  メッセージ再組立処理ＳＤＬ（３／３） 

 全ての蓄積された 
 

 セグメントを廃棄 

  
廃  棄 

 

  レイヤ３ 
  マネージャー 
  に通知 
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付属資料Ｉ：低位レイヤ情報コード化原則 

           （ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３１－ｂに対する） 

            ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３１「付属資料Ｉ：低位レイヤ情報コード化原則」に準拠する。 
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付属資料Ｊ：低位レイヤ整合性交渉 

            （ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３１－ｂに対する） 

            ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３１「付属資料Ｊ：低位レイヤ整合性交渉」に準拠する。 
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付属資料Ｋ：応答受信以前のベアラコネクション設定手順                

 

付属資料Ｌ：ベアラサービス変更のためのオプションとしての手順       

 

付属資料Ｍ：仮想私設網アプリケーションにおける私設相互接続をサポートするための追加基本呼制御手

順 

 

付属資料Ｎ：柔軟チャネル選択 

＃ 

＃ 

＃ 

＃ 
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付属資料Ｏ：インタフェース構造 

 

この付属資料では、公衆用基地局－ディジタル網間のインタフェース構造について記述する。この公衆

用基地局－ディジタル網間のインタフェース構造は標準ＪＴ－Ｉ４１１で規定されるインタフェース構造

をもとにして変更を加えたものである。以下にＪＴ－Ｉ４１１からの変更点を示す。 

 

１. 公衆用基地局－ディジタル網間インタフェースの参照構成及び規定点 
  インタフェースの参照構成を付図Ｏ－１／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂに示す。図に示すように、機能群として

は移動局（ＰＳ）、公衆用基地局（ＣＳ）、網終端装置（ＮＴ）からなる。参照点は付図Ｏ－１／ＪＴ－

Ｑ９３１－ｂに示すようにＸ1 点、Ｘ2 点がある。公衆用基地局－ディジタル網間インタフェースの規定

点はＸ1 点、Ｘ2 点である。インタフェース規定点Ｘ1 は、網終端装置（ＮＴ）と公衆用基地局（ＣＳ）

の接続点であり、インタフェース規定点Ｘ2 は網終端装置（ＮＴ）とディジタル網側の回線の最初の接続

点である。 

 

                移動局            公衆用              網終端 

                                  基地局                装置             ディジタル網 

                （ＰＳ）          （ＣＳ）            （ＮＴ） 

                                            Ｘ１ 点              Ｘ２ 点 

 

網終端装置  （ＮＴ）：伝送路終端等のレイヤ１機能を持つ 

公衆用基地局（ＣＳ）：移動局との間で陸上移動無線通信を行い移動局と網を接続する 

 

付図Ｏ－１／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂ  インタフェース規定点 

 

 

２. チャネル種別 
２.１  Ｂチャネル 

回線交換及びパケット交換に使用される。 

 

2.2  Ｄチャネル 

  １６kbit/sのみであり、回線交換用シグナリング情報及びパケット交換データを運ぶのに用いられる。 

 

2.3  Ｈチャネル 

  Ｈチャネルに関しては今後の検討課題とする。 

 

３．インタフェース構造 
  インタフェース構造に関しては、本標準では、一次群インタフェースについては今後の検討課題とし、

基本インタフェース（２Ｂ＋Ｄ）についてのみ規定する。ＪＴ－Ｉ４１１からの変更点は基本インタフェ

ースどうしでのＤチャネルの共用が可能な点である。付図Ｏ－２／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂにＤチャネル共用

時のインタフェース構造を示す。 

＊ 

＊ 
＊ 
＊ 

＊ 
＊ 
＊ 
＊ 
＊ 
＊ 

＊ 

＊ 
＊ 
＊ 

＊ 
＊ 

＊ 
＊ 

＊ 
＊ 
＊ 
＊ 
＊ 
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                           ２×Ｂ                                                             

 

                               Ｄ                                                             

 

 

                                                                                              

 

                           ２×Ｂ                                                             

 

                 （Ｄ：使用しない）                                                           

 

 ・ 

 ・ 

 ・ 

 

                           ２×Ｂ                                                             

 

                 （Ｄ：使用しない）                                                           

 

 

 

付図Ｏ－２／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂ  Ｄチャネル共用時のインタフェース構造 ＊ 
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４. アクセス能力 
４.１  基本アクセス能力 

  （１）２Ｂ＋Ｄ 

  （２）２Ｂ／Ｄ          

 

４.２  一次群速度アクセス能力 

  今後の検討課題とする。 

 

 （注）／は他のインタフェース上のＤチャネルを共用することを示す。 

 

５．レイヤ構成 
 

 

 

         

規定点Ｘ１ 規定点Ｘ２  

 

 

 

レイヤ３     ＴＴＣ標準レイヤ３仕様        ＪＴ－Ｑ９３１－ｂ  

 

 

 

    

 

 

レイヤ２     ＴＴＣ標準レイヤ２仕様        ＪＴ－Ｑ９２１－ｂ  

 

 

 

    

 

 

 

 

 

レイヤ１ 

（注１） 

    ＴＴＣ標準レイヤ１仕様 

    ＪＴ－Ｉ４３０準拠 

          （注２） 

ＴＴＣ標準メタリック加入者線 

    伝送方式レイヤ１仕様 

    ＪＴ－Ｇ９６０準拠 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

（注１）ポイント・ポイント動作、及び、常時起動に限定 

（注２）常時起動に関しては、ＴＴＣ標準レイヤ１仕様ＪＴ－Ｉ４３０－ａ準拠 

 

付図Ｏ－３／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂ  レイヤ構成 

＊ 
＊ 
＊ 
＊ 

＊ 
＊ 

＊ 

＊ 

＊ 
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付録Ⅰ：理由表示一覧表 

   （ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３１－ｂに対する） 

 

  付表Ⅰ－２／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂは標準ＪＴ－Ｑ９３１－ｂにおける理由表示の使用方法を示している。

他の利用方法は他の標準または勧告（たとえば標準ＪＴ－Ｑ７００シリーズや，ＪＴ－Ｑ６９９）で提供

されうる。 

  ＪＴ－Ｑ９３１－ｂのエンティティによって他の理由表示が用いられることは、ＪＴ－Ｑ９３１－ｂの

他の部分で定義されている手順によって妨げられるものではない。 

 

  付表Ⅰ－１／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂは付表Ⅰ－２／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂの生成場所の略号の意味を示す。 

 

          付表Ⅰ－１／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂ 

 

          付表Ⅰ－２／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂの生成場所の略号 

 

                      ＬＵ  ：  ローカルユーザ 

                      ＬＮ  ：  ローカル網 

                      ＴＮ  ：  中継網 

                      ＲＮ  ：  リモートネットワーク 

                      ＲＵ  ：  リモートユーザ 
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付表Ｉ－２／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂ  理由表示一覧表 

                                                                                    １／７  

理 

由 

表 

 

 

ｸﾗｽ 

 

 

値 

 

 

理由表示名 

 

 

診断情報 

 

 

参照部分 

 

代表的な 

受信側によって識別 

される代表的なﾒｯｾｰｼﾞ 

示 

＃ 

 

 

 

 

   

 

生成場所 

 

ﾘﾓｰﾄ 

ｲﾝﾀﾌｪｰｽ 

ﾛｰｶﾙ 

ｲﾝﾀﾌｪｰｽ 

 

1 

 

000 

 

0001 

欠番 

 

状態 

 

5.1.4 

 

ＬＮ 

 

 

 

解放完了 

切断 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.2.4 

 

ＲＵ 

 

解放完了 

切断 

 

 

 

 

2 

 

 

000 

 

 

0010 

指定中継網へ

のルートなし 

中継網識別

網特有ファ

シリティ情 

C.2 

E.3 

ＴＮ 

 

 

 

切断 

 

    報要素  ＬＮ  解放完了 

 

3 

 

000 

 

0011 

相手へのルー

トなし 

状態 

 

5.1.4 

 

ＬＮ 

 

 

 

解放完了 

切断 

  

 

 

 

 

 

 

 

5.2.4 

 

ＲＵ 

 

解放完了 

切断 

切断 

 

 

6 

 

 

000 

 

 

0110 

 

チャネル利用 

不可 

 

 

― 

 

5.2.3.1(c) 

5.3.2(d) 

6.2.2.3.1 

ＬＮ 

 

 

 

 

 

解放 

 

 

 

7 

 

 

000 

 

 

0111 

 

呼が設定済み 

のチャネルへ 

着呼 

 

― 

 

6.2.2.3.1 

 

 

ＬＮ 

 

 

 

 

 

解放 

 

 

16 

 

001 

 

0000 

 

正常切断 

 

状態 

 

 

 

ＲＵ 

 

切断 

 

切断 

 

 

17 

 

001 

 

0001 

着ユーザ 

ビジー 

 

― 

5.2.5.1 

5.2.5.4(b) 

ＲＵ 

 

解放完了 

 

切断 

 

     5.2.4 ＲＮ  切断 

 

18 

 

001 

 

0010 

着ユーザレス 

ポンスなし 

 

 

5.2.5.3 

 

ＲＮ 

 

 

 

切断 

 

 

19 

 

001 

 

0011 

着ユーザ呼出 

中／応答なし 

 

― 

5.2.5.3 

 

ＲＮ 

 

 

 

切断 

 

20 

 

001 

 

0100 

 

加入者不在 

 

― 

 

5.2.5.4 

 

ＲＮ 

 

 

 

切断 
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付表Ｉ－２／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂ  理由表示一覧表 

                                                                                   ２／７  

理 

由 

表 

 

 

ｸﾗｽ 

 

 

値 

 

 

理由表示名 

 

 

  診断情報 

 

 

参照部分 

 

代表的な 

受信側によって識別 

される代表的なﾒｯｾｰｼﾞ 

示 

＃ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生成場所 

 

ﾘﾓｰﾄ 

ｲﾝﾀﾌｪｰｽ 

ﾛｰｶﾙ 

ｲﾝﾀﾌｪｰｽ 

 

21 

 

 

001 

 

 

0101 

 

通信拒否 

 

 

状態： 

ユーザの提 

供する情報 

5.2.5.1 

5.2.5.4 

 

ＲＵ 

 

 

解放完了 

 

 

切断 

 

 

 

 

22 

 

 

001 

 

 

0110 

相手加入者番 

号変更 

新しい相手 

加入者番号 

5.1.4 

 

ＬＮ 

 

 

 

解放完了 

切断 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.2.4 

 

ＲＵ 

 

解放完了 

切断 

切断 

 

 

26 

 

 

001 

 

 

1010 

 

選択されなか 

ったユーザの 

切断復旧 

 

    ― 

 

5.3.2(b) 

6.2.2.3.1 

 

ＬＮ 

 

 

 

 

 

解放 

 

 

 

27 

 

001 

 

1011 

相手端末故障 

中 

 

    ― 

5.8.9 

 

ＲＮ 

 

 

 

切断 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

無効番号 

フォーマット 

(不完全番号) 

 

 

 

 

 

 

ＬＮ 

 

 

 

 

 

解放完了 

切断 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.2.4 

 

ＲＵ 

 

解放完了 

切断 

切断 

 

28 

 

001 

 

1100 

 

 

 

    ― 

 

5.1.5.2 

 

ＬＮ 

 

 

 

切断 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.2.4 

 

ＲＮ 

 

 

 

切断 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

5.1.4 

 

ＬＮ 

 

 

 

解放完了 

切断 

 

 

29 

 

 

001 

 

 

1101 

ファシリティ 

拒否 

ファシリテ 

ィ識別子 

手順の記

述なし 

ＬＮ 

 

 

 

解放完了 

切断 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＲＮ 

 

 

 

切断 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＲＵ 

 

解放完了 

切断 

 

 

 

30 

 

001 

 

1110 

状態問合への 

応答 

 

    ― 

5.8.10 

 

ＬＵ, Ｌ 

 

 

 

状態表示 
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付表Ｉ－２／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂ  理由表示一覧表 

                                                                                    ３／７  

理 

由 

表 

 

 

ｸﾗｽ 

 

 

値 

 

 

理由表示名 

 

 

診断情報 

 

 

参照部分 

 

代表的な 

受信側によって識別 

される代表的なﾒｯｾｰｼﾞ 

示 

＃ 

 

 

 

 

 

 

  生成場所 

 

ﾘﾓｰﾄ 

ｲﾝﾀﾌｪｰｽ 

ﾛｰｶﾙ 

ｲﾝﾀﾌｪｰｽ 

 

31 

 

001 

 

1111 

その他の正常

クラス 

 

― 

5.8.4 

 

ＲＮ 

 

 

 

解放完了 

切断 

 

 

 

 

 

 

利用可回線／

チャネルなし 

 

 

5.1.1 

5.1.2 

ＬＮ 

 

 

 

解放完了 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.2.3.1(b) 

5.2.3.1(e) 

5.2.3.2 

6.2.2.3.1 

ＲＵ 

 

 

 

解放完了 

 

 

 

切断 

 

 

 

34 

 

010 

 

0010 

 

 

 

― 

 

C.2 

 

ＬＮ 

 

解放完了 

切断 

解放完了 

切断 

 

 

  

 

 

 

 

 

C.2 

 

ＴＮ 

 

 

 

切断 

 

 

 

  

 

  

 

D.1.1(e) 

D.3(b) 

 

 

 

 

解放完了 

 

 

38 

 

010 

 

0110 

網障害 

 

 

 

手順の記述 

なし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 一時的障害 

 

 

 

5.8.8 

 

ＬＵ, ＬＮ 

 

 

 

切断 

 

41 

 

 

010 

 

 

1001 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.8.10 

 

 

ＬＮ, ＲＵ, 

ＲＮ 

 

切断 

 

 

切断 

 

 

42 

 

 

010 

 

 

1010 

 

交換機輻輳 

 

 

 

 

 

手順の記述 

なし 

 

  

 

 

解放 

解放完了 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アクセス情報

破棄 

破棄された

情報要素識

別子 

7.1.5.7 

 

ＲＵ, ＬＮ, 

ＲＮ 

 

 

輻輳制御 

 

43 

 

010 

 

1011 

 

 

 

 

 

7.1.6.1 

 

ＬＮ 

 

 

 

状態表示 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.8.7.2 

 

ＬＮ, Ｌ 

 

 

 

状態表示 
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付表Ｉ－２／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂ  理由表示一覧表 

                                                                                    ４／７  

理 

由 

表 

 

 

ｸﾗｽ 

 

 

値 

 

 

理由表示名 

 

 

診断情報 

 

 

参照部分 

 

代表的な 

受信側によって識別 

される代表的なﾒｯｾｰｼﾞ 

示 

＃ 

 

 

 

 

 

 

  

 

生成場所 

 

ﾘﾓｰﾄ 

ｲﾝﾀﾌｪｰｽ 

ﾛｰｶﾙ 

ｲﾝﾀﾌｪｰｽ 

 

 

 

 

 

 

要求回線／チ

ャネル利用不 

 

 

5.1.2 ＬＮ  

 

解放完了 

 

 

44 

 

 

 

010 

 

 

 

1100 

 

可 

 

 

 

 

 

― 

 

 

5.2.3.1(e) 

5.2.3.2 

6.2.2.3.1 

 

ＲＵ 

 

 

 

解放完了 

 

 

 

切断 

 

 

     D.1.1(e)   解放完了 

 

47 

 

 

010 

 

 

1111 

 

その他のリソ

ース使用不可

クラス 

 

 

 

手順の記述 

なし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

49 

 

011 

 

0001 

ＱＯＳ利用不

可 

状態 

 

 

 

 

 

 解放 

解放完了 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

要求ファシリ

ティ未契約 

フ ァ シ リ

テ ィ 識 別

子 

7.1.3.6 

7.1.4.3 

7.1.5.3 

ＲＵ 

 

 

解放完了 

切断 

切断 

 

 

50 

 

011 

 

0010 

 

 

 

 

 

7.1.7.4 

 

ＲＮ 

 

 

 

切断 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

ＬＮ 

 

 

 

解放完了 

 

 

 

57 

 

 

011 

 

 

1001 

伝達能力不許

可 

伝 達 能 力

識別 

5.1.5.2 

 

 

ＬＮ 

 

 

 

 

 

切断 

解放完了 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7.2.2 

 

ＬＮ 

 

 

 

解放 

解放完了 

 

 

58 

 

 

011 

 

 

1010 

現在利用不可

伝達能力 

伝 達 能 力

識別 

5.1.5.2 

 

 

ＬＮ 

 

 

 

 

 

切断 

解放完了 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7.2.2 

 

ＬＮ 

 

 

 

解放 

解放完了 

 

63 

 

 

 

011 

 

 

 

1111 

 

 

その他のサー

ビス又はオプ

ションの利用

不可クラス 

 

― 

 

 

5.1.5.2 

 

 

 

ＬＮ 

 

 

 

 

 

 

 

切断 

解放完了 
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付表Ｉ－２／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂ  理由表示一覧表 

                                                                                    ５／７  

理 

由 

表 

 

 

ｸﾗｽ 

 

 

値 

 

 

理由表示名 

 

 

診断情報 

 

 

参照部分 

 

代表的な 

受信側によって識別 

される代表的なﾒｯｾｰｼ  ゙

示 

＃ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生成場所 

 

ﾘﾓｰﾄ 

ｲﾝﾀﾌｪｰｽ 

ﾛｰｶﾙ 

ｲﾝﾀﾌｪｰｽ 

 

 

65 

 

 

100 

 

 

0001 

未提供伝達能

力指定 

伝達能力識

別 

5.1.5.2 

 

 

ＬＮ 

 

 

 

 

 

切断 

解放完了 

     6.1 ＬＮ  解放完了 

 

66 

 

 

100 

 

 

0010 

 

未提供チャネ

ル種別指定 

 

チャネル種 

別 

 

手順の記述 

なし 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

未提供ファシ

リティ要求 

ファシリテ

ィ識別子 

7.1.3.6 

7.1.4.3 

7.1.5.3 

ＲＵ 

 

 

解放完了 

切断 

切断 

 

 

69 

 

100 

 

0101 

 

 

 

 

 

7.1.7.4 

 

ＲＮ 

 

 

 

切断 

解放 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＬＮ 

 

 

 

解放 

解放完了 

 

70 

 

 

100 

 

 

0110 

 

制限ディジタ

ル情報伝達能

力 

 

― 

 

手順の記述

なし 

( 網ｵﾌﾟｼｮﾝ) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

79 

 

 

 

100 

 

 

 

1111 

 

 

その他のサー

ビス又はオプ

ションの未提

供クラス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

無効呼番号使

用 

 

 

5.8.3.2(a) 

 

ＬＵ, ＬＮ 

 

 

 

解放 

解放完了 

81 101 0001  ― 5.8.3.2(b) ＬＵ, ＬＮ  解放完了 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.8.3.2(f) 

 

ＬＵ, ＬＮ 

 

 

 

状態表示 

 

 

82 

 

101 

 

0010 

無効チャネル

番号使用 

チャネル識

別 

手順の記述 

なし 

 

 

 

 

解放完了 

 

 

83 

 

 

101 

 

 

0011 

 

指定された中

継呼識別番号

未使用 

 

― 

 

5.6.5 

 

 

ＬＮ 

 

 

 

 

 

再開拒否 
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付表Ｉ－２／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂ  理由表示一覧表 

                                                                                    ６／７  

理 

由 

表 

 

 

ｸﾗｽ 

 

 

値 

 

 

理由表示名 

 

 

診断情報 

 

 

参照部分 

 

代表的な 

受信側によって識別 

される代表的なﾒｯｾｰｼﾞ 

示 

＃ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生成場所 

 

ﾘﾓｰﾄ 

ｲﾝﾀﾌｪｰｽ 

ﾛｰｶﾙ 

ｲﾝﾀﾌｪｰｽ 

 

84 

 

101 

 

0100 

中継呼識別番

号使用中 

 

― 

5.6.3 

 

ＬＮ 

 

 中断拒否 

 

 

85 

 

101 

 

0101 

中継呼なし 

 

 

― 

5.6.5 

 

ＬＮ 

 

 

 

再開拒否 

 

 

86 

 

101 

 

0110 

指定中継呼切 

断復旧済 

 

 

5.6.5 

 

ＬＮ 

 

 

 

再開拒否 

 

 

87 

 

101 

 

0111 

CUG のメンバ

でないユーザ 

 

― 

JT-Q955 

 

ＲＮ 

 

 

 

切断 

 

 

 

88 

 

 

 

 

101 

 

 

 

 

1000 

 

 

端末属性不一

致 

 

 

 

不一致パラ

メータ 

 

 

 

5.2.2 

5.2.5.1 

5.2.5.3(a) 

B.3.2 

B.3.3 

ＲＵ 

 

 

 

 

解放完了 

 

 

 

 

切断 

 

 

 

 

 

 

91 

 

 

101 

 

 

1011 

無効中継網選 

択 

 

 

― 

C.2 

 

ＴＮ 

 

 

 

切断 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＬＮ 

 

 

 

 

 

切断 

解放 

解放完了 

 

95 

 

 

101 

 

 

1111 

 

その他の無効

メッセージク

ラス 

メッセージ

種別 

 

5.8 

 

 

ＬＮ 

 

 

 

 

 

解放完了 

状態表示 

 

 

 

96 

 

 

110 

 

 

0000 

必須情報要素

不足 

 

 

情報要素識

別子 

 

 

5.8.6.1 

 

 

 

ＬＮ, ＬＵ 

 

 

 

 

 

 

 

状態表示 

解放 

解放完了 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.8.11 

 

ＬＮ, ＬＵ 

 

 

 

状態表示 

 

 

97 

 

 

110 

 

 

0001 

 

メッセージ種

別未定義又は

未提供 

メッセージ

種別 

 

5.8.4 

5.8.10 

5.8.11 

ＬＮ, ＬＵ 

 

 

 

 

 

状態表示 
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付表Ｉ－２／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂ  理由表示一欄表 

                                                                                    ７／７  

理 

由 

表 

 

 

ｸﾗｽ 

 

 

値 

 

 

理由表示名 

 

 

診断情報 

 

 

参照部分 

 

代表的な 

受信側によって識別 

される代表的なﾒｯｾｰｼﾞ 

示 

＃ 

 

 

 

 

 

 

  

 

生成場所 

 

ﾘﾓｰﾄ 

ｲﾝﾀﾌｪｰｽ 

ﾛｰｶﾙ 

ｲﾝﾀﾌｪｰｽ 

 

98 

 

 

 

110 

 

 

 

0010 

 

 

呼状態とメッ

セージ不一致

又はメッセー

ジ種別未定義 

メッセージ

種別 

 

 

5.8.4 

 

 

 

ＬＮ, ＬＵ 

 

 

 

 

 

 

 

状態表示 

 

 

 

 

 

99 

 

 

110 

 

 

0011 

情報要素未定

義 

情報要素識

別子 

5.8.7.1 

5.8.11 

ＬＮ, ＬＵ 

 

 

 

 

 

状態表示 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.8.7.1 

 

ＬＮ 

 

 

 

解放 

解放完了 

 

 

100 

 

 

110 

 

 

0100 

情報要素内容

無効 

 

情報要素識

別子 

 

5.8.6.2 

 

 

ＬＮ, ＬＵ 

 

 

 

 

 

状態表示 

解放 

解放完了 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.8.7.2 

5.8.11 

ＬＮ, ＬＵ 

 

 

 

状態表示 

 

 

 

 

 

 

 

呼状態とメッ

セージ不一致 

メッセージ

種別 

5.8.4 

 

ＬＮ, ＬＵ 

 

 

 

状態表示 

 

101 

 

 

110 

 

 

0101 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.8.11 

 

 

ＬＮ, ＬＵ 

 

 

 

 

 

切断 

解放 

解放完了 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

タイマ満了に

よる回復 

 

 

タイマ番号 

 

 

 

5.2.4 

5.2.5.3 

5.6.5 

5.4.1 

ＬＮ 

 

 

 

 

 

 

 

切断 

 

 

 

102 

 

110 

 

0110 

 

 

 

 

 

5.3.3 

5.3.4 

ＬＮ 

 

 

 

解放 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

5.3.2(f) 

5.3.3 

5.6.5 

ＬＵ 

 

 

 

 

 

解放 

 

 

 

111 

 

110 

 

1111 

その他の手順

誤りクラス 

 

― 

5.8.4 

 

ＲＮ 

 

 

 

切断 

 

 

127 

 

 

111 

 

 

1111 

 

その他のイン

タワーキング

クラス 

 

― 

 

手順の記

述なし 
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付録Ⅱ：メッセージフロー図の例およびコーズマッピングに関する例                           

 

  本項目は対象外としている。                                                     

# 
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付録Ⅲ：  標準 JT-Q93X シリーズ及び ITU-T 勧告 Q.93X シリーズ、ITU-T 勧告 Q.95X シリーズの割当済

みの情報要素識別子及びメッセージ種別コーディングの一覧  （ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３１－ｂ

に対する） 

 

付図Ⅲ－１／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂ（ＩＴＵ－Ｔ  Ｑ．９３１） 

情報要素識別子コーディング（１／２） 

 

 
８  ７  ６  ５  ４  ３  ２  １ 
                                                                              参照標準, 勧告 
１  ：  ：  ：  －  －  －  －    単一固定長情報要素： 
    ０  ０  ０  －  －  －  －    予約済                                        JT-Q931      
    ０  ０  １  －  －  －  －    シフト指定（shift ）                            JT-Q931      
    ０  １  ０  ０  ０  ０  ０    モアデータ（more data ）                       JT-Q931        
    ０  １  ０  ０  ０  ０  １    送信完了（sending complete）                   JT-Q931        
    ０  １  １  －  －  －  －    輻輳制御レベル（congestion level）             JT-Q931      
    １  ０  １  －  －  －  －    繰り返し表示（repeat indicator）               JT-Q931 
０  ：  ：  ：  ：  ：  ：  ：    可変長情報要素： 
    ０  ０  ０  ０  ０  ０  ０    分割メッセージ（segmented message ）           JT-Q931      
    ０  ０  ０  ０  １  ０  ０    伝達能力（bearer capability ）                 JT-Q931      
    ０  ０  ０  １  ０  ０  ０    理由表示（cause ）                             JT-Q931      
    ０  ０  ０  １  １  ０  ０    接続先アドレス（connected address ）         （注１）         
    ０  ０  ０  １  １  ０  １    拡張ファシリティ（extended facility ）            Q.932      
    ０  ０  １  ０  ０  ０  ０    呼識別（call identity ）                       JT-Q931        
    ０  ０  １  ０  １  ０  ０    呼状態（call state）                           JT-Q931      
    ０  ０  １  １  ０  ０  ０    チャネル識別子（channel identification）       JT-Q931      
    ０  ０  １  １  ０  ０  １    データリンクコネクション識別子                 JT-Q933 
                                  （data link connection identifier ） 
    ０  ０  １  １  １  ０  ０    ファシリティ（facility）                       JT-Q932      
    ０  ０  １  １  １  １  ０    経過識別子（progress indicator）               JT-Q931      
    ０  １  ０  ０  ０  ０  ０    網特有ファシリティ                             JT-Q931 
                                   （network specific facilities ） 
    ０  １  ０  ０  １  ０  ０    端末機器（terminal capabilities ）             （注１）       
    ０  １  ０  ０  １  １  １    通知識別子（notification indicator）           JT-Q931      
    ０  １  ０  １  ０  ０  ０    表示（display ）                              JT-Q931      
    ０  １  ０  １  ０  ０  １    日時（date/time ）                            JT-Q931        
    ０  １  ０  １  １  ０  ０    キーパッドファシリティ（keypad facility ）     JT-Q931      
    ０  １  １  ０  ０  ０  ０    キーパッドエコー（keypad echo ）               （注１）       
    ０  １  １  ０  ０  １  ０    情報要求（information request ）               JT-Q932      
    ０  １  １  ０  １  ０  ０    シグナル（signal）                            JT-Q931      
    ０  １  １  ０  １  １  ０    スイッチフック（switchhook）                   （注１）     
    ０  １  １  １  ０  ０  ０    フィーチャアクティベーション                   JT-Q932 
                                   （feature activation） 
    ０  １  １  １  ０  ０  １    フィーチャインディケーション                   JT-Q932 
                                   （feature indication） 
    ０  １  １  １  ０  １  ０    サービスプロファイル識別子                     JT-Q932 
                                   （service profile identification） 
    ０  １  １  １  ０  １  １    エンド・ポイント識別子                         JT-Q932 
                                   （endpoint identifier ） 
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付図Ⅲ－１／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂ（ＩＴＵ－Ｔ  Ｑ．９３１） 

情報要素識別子コーディング（２／２） 

 
８  ７  ６  ５  ４  ３  ２  １                                            参照標準, 勧告 
 
    １  ０  ０  ０  ０  ０  ０    情報速度（information rate）               JT-Q931      
    １  ０  ０  ０  ０  ０  １    優先権レベル（precedence level）            Q.955.3      
    １  ０  ０  ０  ０  １  ０    エンド・エンド中継遅延                    JT-Q931 
                                   （end-end transit delay ） 
    １  ０  ０  ０  ０  １  １    中継遅延選択表示                             JT-Q931 
                                   （transit delay selection and indication） 
    １  ０  ０  ０  １  ０  ０    パケットレイヤバイナリパラメータ              JT-Q931 
                                   （packet layer binary parameters） 
    １  ０  ０  ０  １  ０  １    パケットレイヤウィンドウサイズ                JT-Q931 
                                   （packet layer window size） 
    １  ０  ０  ０  １  １  ０    パケットサイズ（packet size ）                 JT-Q931      
    １  ０  ０  ０  １  １  １    閉域接続（closed user group ）                 JT-Q931      
    １  ０  ０  １  ０  ０  ０    リンクレイヤコアパラメータ                    JT-Q933 
                                   （link layer core parameters） 
    １  ０  ０  １  ０  ０  １    リンクレイヤプロトコルパラメータ              JT-Q933 
                                   （link layer protocol parameters） 
    １  ０  ０  １  ０  １  ０    着信課金表示（reverse charging indication ）   JT-Q931      
    １  ０  ０  １  １  ０  ０    接続先番号（connected number）                    Q.951      
    １  ０  ０  １  １  ０  １    接続先サブアドレス（connected subaddress）         Q.951 
    １  ０  １  ０  ０  ０  ０    Ｘ．２１３プライオリティ（X.213 priority）     JT-Q933      
    １  ０  １  ０  ０  ０  １    レポート種別（report type ）                   JT-Q933      
    １  ０  １  ０  ０  １  １    リンク完全性確認                              JT-Q933 
                                   （link integrity verification ） 
    １  ０  １  ０  １  １  １    ＰＶＣ状態（PVC status）                       JT-Q933 
    １  １  ０  １  １  ０  ０    発番号（calling party number）                 JT-Q931 
    １  １  ０  １  １  ０  １    発サブアドレス（calling party subaddress）     JT-Q931 
    １  １  １  ０  ０  ０  ０    着番号（called party number ）                 JT-Q931 
    １  １  １  ０  ０  ０  １    着サブアドレス（called party subaddress ）     JT-Q931 
    １  １  １  ０  １  ０  ０    転送元番号（redirecting number）              JT-Q931,Q.952 
    １  １  １  ０  １  ０  １    転送元サブアドレス（redirecting subaddress）       Q.952 
    １  １  １  ０  １  １  ０    転送先番号（redirection number）                   Q.952 
    １  １  １  ０  １  １  １    転送先サブアドレス（redirection subaddress）       Q.952 
    １  １  １  １  ０  ０  ０    中継網選択（transit network selection ）       JT-Q931 
    １  １  １  １  ０  ０  １    初期設定表示（restart indicator ）             JT-Q931 
    １  １  １  １  １  ０  ０    低位レイヤ整合性（low layer compatibility ）   JT-Q931 
    １  １  １  １  １  ０  １    高位レイヤ整合性（high layer compatibility）   JT-Q931 
    １  １  １  １  １  １  ０    ユーザ・ユーザ（user-user ）                   JT-Q931 
    １  １  １  １  １  １  １    拡張のためのエスケープ                        JT-Q931 
    上記以外                      予約済（注２） 
 
 

    （注１） これらのコーディングは、この標準の以前の版とのバックワードコンパティビリティを保

証するために予約されている。 

    （注２） 予約済の値のうち、ビット５～８が‘００００’にコード化されたものは、受信側によっ

て理解する必要がある。将来の情報要素のために予約済である。（節 5.8.7.1 参照） 
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付図Ⅲ－２／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂ（ＩＴＵ－Ｔ  Ｑ．９３１） 

メッセージ種別のコーディング（１／２） 

 

８  ７  ６  ５  ４  ３  ２  １                                              参照標準, 勧告 

０  ０  ０  ０  ０  ０  ０  ０    国内規定のメッセージ種別へのエスケープ      JT-Q931  

 

０  ０  ０  －  －  －  －  －    呼設定用メッセージ： 

            ０  ０  ０  ０  １    呼出（ALERTING）                           JT-Q931 

            ０  ０  ０  １  ０    呼設定受付（CALL PROCEEDING ）             JT-Q931 

            ０  ０  ０  １  １    経過表示（PROGRESS）                      JT-Q931 

            ０  ０  １  ０  １    呼設定（SETUP ）                          JT-Q931              

            ０  ０  １  １  １    応答（CONNECT ）                         JT-Q931 

            ０  １  １  ０  １    呼設定確認（SETUP ACKNOWLEDGE ） JT-Q931 

            ０  １  １  １  １    応答確認（CONNECT ACKNOWLEDGE ） JT-Q931  

 

０  ０  １  －  －  －  －  －    通信中メッセージ： 

            ０  ０  ０  ０  ０    ユーザ情報（USER INFORMATION）            JT-Q931 

            ０  ０  ０  ０  １    中断拒否（SUSPEND REJECT）                JT-Q931 

            ０  ０  ０  １  ０    再開拒否（RESUME REJECT ）                 JT-Q931 

            ０  ０  １  ０  ０    保留（HOLD）                                JT-Q932 

            ０  ０  １  ０  １    中断（SUSPEND ）                       JT-Q931 

            ０  ０  １  １  ０    再開（RESUME）                            JT-Q931  

 

            ０  １  ０  ０  ０    保留確認（HOLD ACKNOWLEDGE） JT-Q932 

            ０  １  １  ０  １    中断確認（SUSPEND ACKNOWLEDGE ） JT-Q931 

            ０  １  １  １  ０    再開確認（RESUME ACKNOWLEDGE） JT-Q931 

            １  ０  ０  ０  ０    保留拒否（HOLD REJECT ）                    JT-Q932 

            １  ０  ０  ０  １    保留解除（RETRIEVE）                        JT-Q932 

            １  ０  ０  １  １    保留解除勧告（RETRIEVE ACKNOWLEDGE）    JT-Q932 

            １  ０  １  １  １    保留解除拒否（RETRIEVE REJECT ）            JT-Q932  

 

０  １  ０  －  －  －  －  －    呼切断メッセージ： 

            ０  ０  ０  ０  ０    チャネル解放（DETACH）                     （注） 

            ０  ０  １  ０  １    切断（DISCONNECT）                         JT-Q931 

            ０  ０  １  １  ０    初期設定（RESTART ）                       JT-Q931 

            ０  １  ０  ０  ０    チャネル解放確認（DETACH ACKNOWLEDGE）  （注） 

            ０  １  １  ０  １    解放（RELEASE ）                           JT-Q931 

            ０  １  １  １  ０    初期設定確認（RESTART ACKNOWLEDGE ）   JT-Q931 

            １  １  ０  １  ０    解放完了（RELEASE COMPLETE）              JT-Q931  
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付図Ⅲ－２／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂ（ＩＴＵ－Ｔ  Ｑ．９３１） 

メッセージ種別のコーディング（２／２） 

 

８  ７  ６  ５  ４  ３  ２  １ 

                                                                              参照標準, 勧告 

０  １  １  －  －  －  －  －    その他のメッセージ： 

            ０  ０  ０  ０  ０    分割（SEGMENT ）                             JT-Q931 

            ０  ０  ０  １  ０    ファシリティ（FACILITY）                       JT-Q931 

            ０  ０  １  ０  ０    登録（REGISTER）                               JT-Q932 

            ０  １  ０  ０  ０    登録解除確認（CANCEL ACKNOWLEDGE）           （注） 

            ０  １  ０  １  ０    ファシリティ確認（FACILITY ACKNOWLEDGE）     （注） 

            ０  １  １  ０  ０    登録確認（REGISTER ACKNOWLEDGE）             （注） 

            ０  １  １  １  ０    通知（NOTIFY）                                 JT-Q931 

            １  ０  ０  ０  ０    登録解除拒否（CANCEL REJECT ）                 （注） 

            １  ０  ０  １  ０    ファシリティ拒否（FACILITY REJECT ）           （注） 

            １  ０  １  ０  ０    登録拒否（REGISTER REJECT ）                   （注） 

            １  ０  １  ０  １    状態問合（STATUS ENQUIRY）                    JT-Q931 

            １  １  ０  ０  １    輻輳制御（CONGESTION CONTROL）   JT-Q931 

            １  １  ０  １  １    付加情報（INFORMATION ）           JT-Q931 

            １  １  １  ０  １    状態表示（STATUS）                           JT-Q931  

 

    （注） これらのコーディングは、この標準の以前の版とのバックワードコンパティビリティを          

保証するために予約されている。 
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付録 IⅤ：  情報要素のコーディング例 

 

1.  「チャネル識別子」情報要素 
  「チャネル識別子」情報要素のコーディング例を以下に示す。 

1.1  チャネル指定あり、Ｄチャネルを含むインタフェース 

    （Ｄチャネル共用にかかわらない。） 

 

              ビット  ８     ７     ６     ５     ４     ３     ２     １  

 

 

  ０ 

 

   ０     ０     １     １     ０     ０     ０ 

              情報要素識別子 

  オクテット１ 

 

 

 

  ０     ０     ０     ０     ０     ０     ０     １ 

                      情報要素長 

 

  オクテット２ 

 

 

 

  １ 

 

 

   ０ 

IFID 

有無 

  ０ 

ＩＦ 

種別 

  ０ 

 

予約 

 

変更 

可否 

  ０ 

Ｄch 

選択 

  ０     １ 

or１     ０ 

Ｂｃｈ選択 

 

  オクテット３ 

 

 

 

1.2  任意チャネル指定、Ｄチャネルを含むインタフェース 

    （Ｄチャネル共用にかかわらない。） 

 

       ビット ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １  

 ０ ０ ０ １ １ ０ ０ ０   オクテット１ 

  情報要素識別子  

 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １  

 

 

情報要素長   オクテット２ 

 

 

 

１ ０ 

IFID 

有無 

０ 

ＩＦ 

種別 

０ 

 

予約 

０ 

変更 

可否 

０ 

Ｄch 

選択 

１     １ 

 

Ｂｃｈ選択 

 

  オクテット３ 

 

＊ 

＊ 
＊ 
＊ 
＊ 

＊ 
＊ 
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1.3  チャネル指定あり、Ｄチャネルを含まないインタフェース 

 

              ビット  ８     ７     ６     ５     ４     ３     ２     １                         

 

 

  ０ 

 

   ０     ０     １     １     ０     ０     ０ 

               情報要素識別子 

  オクテット１ 

 

 

 

  ０     ０     ０     ０     ０     ０     １     ０ 

                      情報要素長 

 

  オクテット２ 

 

 

 

  １ 

 

 

   １ 

IFID 

有無 

  ０ 

ＩＦ 

種別 

  ０ 

 

予約 

 

変更 

可否 

  ０ 

Ｄch 

選択 

  ０     １ 

  １     ０ 

Ｂｃｈ選択 

 

  オクテット３ 

 

   １ インタフェース識別子   オクテット 3.1 

 

 

1.4  任意チャネル、Ｄチャネルを含まないインタフェース 

 

              ビット  ８     ７     ６     ５     ４     ３     ２     １                         

 

 

  ０ 

 

   ０     ０     １     １     ０     ０     ０ 

               情報要素識別子 

  オクテット１ 

 

 

 

  ０     ０     ０     ０     ０     ０     １     ０ 

                       情報要素長 

 

  オクテット２ 

 

 

 

  １ 

 

 

   １ 

IFID 

有無 

  ０ 

ＩＦ 

種別 

  ０ 

 

予約 

  ０ 

変更 

可否 

 ０ 

Ｄch 

選択 

  １     １ 

 

Ｂｃｈ選択 

 

  オクテット３ 

 

   １               インタフェース識別子   オクテット 3.1 

 

＊ 

＊ 
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1.5  任意チャネル、任意インタフェース 

  （Ｄチャネル共用に関わらず、任意チャネルを表示した着信時、ディジタル網は公衆用基地局にこの形

で送出する。） 

 

              ビット  ８    ７     ６     ５     ４     ３     ２     １                         

 

 

  ０ 

 

  ０     ０     １     １     ０     ０     ０ 

               情報要素識別子 

  オクテット１ 

 

 

 

  ０    ０     ０     ０     ０     ０     １     ０ 

                       情報要素長 

 

  オクテット２ 

 

 

 

  １ 

 

 

  １ 

IFID 

有無 

  ０ 

ＩＦ 

種別 

  ０ 

 

予約 

  ０ 

変更 

可否 

  ０ 

Ｄch 

選択 

  １     １ 

 

Ｂｃｈ選択 

 

  オクテット３ 

 

 

 

  １ 

 

  ０     ０     ０     ０     ０     ０     ０ 

           インタフェース識別子 

 

  オクテット 3.1 

 

＊ 
＊ 
＊ 
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2.  「伝達能力」情報要素 
「伝達能力」情報要素は、以下のコーディングに従う。 

2.1  情報転送能力（音声） 

 

              ビット  ８     ７     ６     ５     ４     ３     ２     １                         

 

 

  ０ 

 

   ０     ０     ０     ０     １     ０     ０ 

              情報要素識別子 

  オクテット１ 

 

 

 

  ０     ０     ０     ０     ０     ０     １     １ 

                      情報要素長 

 

  オクテット２ 

 

 

  １ 

拡張 

   ０     ０ 

  TTC 標準 

  ０     ０     ０     ０     ０ 

        音    声 

  オクテット３ 

 

 

 

  １ 

拡張 

   ０     ０ 

  回線交換 

  １     ０     ０     ０     ０ 

        ６４ｋbit/ｓ 

  オクテット４ 

 

 

 

  １ 

拡張 

   ０     １ 

  ﾚｲﾔ 1識別 

  ０     ０     ０     １     ０ 

    Ｇ．７１１μ－ｌａｗ 

  オクテット５ 

 

 

 

2.2  情報転送能力（3.1kHzオーディオ)  

 

              ビット  ８     ７     ６     ５     ４     ３     ２     １                         

 

 

  ０ 

 

  ０     ０     ０     ０     １     ０     ０ 

              情報要素識別子 

  オクテット１ 

 

 

 

  ０     ０     ０     ０     ０     ０     １     １ 

                      情報要素長 

 

  オクテット２ 

 

 

  １ 

拡張 

  ０     ０ 

  TTC 標準 

  １     ０     ０     ０     ０ 

    3.1ｋＨｚオーディオ 

  オクテット３ 

 

 

 

  １ 

拡張 

  ０     ０ 

  回線交換 

  １     ０     ０     ０     ０ 

          ６４ｋbit/ｓ 

  オクテット４ 

 

 

 

  １ 

拡張 

  ０     １ 

  ﾚｲﾔ 1識別 

  ０     ０     ０     １     ０ 

    Ｇ．７１１μ－ｌａｗ 

  オクテット５ 

 

 

＊ 
＊ 
＊ 

＊ 
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2.3 情報転送能力（非制限ディジタル情報） 

 

              ビット  ８     ７     ６     ５     ４     ３     ２     １                         

 

 

  ０ 

 

  ０     ０     ０     ０     １     ０     ０ 

             情報要素識別子 

  オクテット１ 

 

 

 

  ０     ０     ０     ０     ０     １     ０     ０ 

                      情報要素長 

  オクテット２ 

 

 

 

  １ 

 拡張 

  ０     ０ 

 TTC 標準 

  ０     １     ０     ０     ０ 

    非制限ディジタル情報 

  オクテット３ 

 

 

 

  １ 

 拡張 

  ０     ０ 

 回線交換 

  １     ０     ０     ０     ０ 

          ６４ｋbit/ｓ 

  オクテット４ 

 

 

 

 

  ０ 

 

 拡張 

  ０     １ 

 

 ﾚｲﾔ 1識別 

  ０     ０     ０     ０     １ 

  ＴＴＣ標準速度整合 

      (JT-V110/JT-X30) 

  オクテット５（注） 

 

 

 

 

 

 

  １ 

 

拡張 

  ０ 

 

同期 

  ０ 

 

交渉 

不可 

  ０     １     １     ０     ０ 

 

           ３２ｋbit/ｓ 

  

  オクテット５ａ（注） 

 

 

 

 

                      （注）本オクテットは省略可能である。 

ｲﾝﾊﾞﾝﾄﾞ 

＊ 
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付録 V：  呼処理シーケンス 

 

  本付録では、本標準の範囲外である認証や位置登録を含む公衆用基地局－ディジタル網間における代表

的な呼処理シーケンス概要を参考のため示す。 

 

  以下、ＰＨＳとは簡易型携帯電話システムの略称である。 

 

  これらは、 (1)ＰＨＳ事業者が認証を行なう場合と、 (2)ディジタル網が認証を行なう場合の呼処理シー

ケンス例であり、付図 V－１／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂは発呼シーケンス、付図 V－２／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂ

は着呼シーケンス、付図 V－３／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂは位置登録シーケンスをそれぞれ示している。 

 

＊ 

＊ 
＊ 

＊ 

＊ 
＊ 
＊ 
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(a)ＰＨＳ網で認証を行なう場合のシーケンス例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(b)ディジタル網で認証を行なう場合のシーケンス例 

付図Ｖ－１／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂ  呼処理シーケンス  発呼

呼設定 

公衆用基地局 ディジタル網 
PHS網における 
認証機能 

PHS網における 
認証機能 

PHS端末 

呼設定受付 

認証 認証要求 

認証応答 

呼出 

応答 

呼設定 

呼設定受付 

呼出 

応答 

呼設定 
公衆用基地局 ディジタル網 PHS端末 

呼設定受付 

認証要求 

認証応答 

呼出 

応答 

ファシリティ（認証要求） 

ファシリティ（認証応答） 

呼出 

応答 

呼設定 

呼設定受付 

＊ 

＊ 

＊ 

通話中 

通話中 
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(a)ＰＨＳ網で認証を行なう場合のシーケンス例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(b)ディジタル網で認証を行なう場合のシーケンス例 

付図Ｖ－２／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂ  呼処理シーケンス  着呼

呼設定 

着呼 

着呼応答 

公衆用基地局群 ディジタル網 
PHS網における 
認証機能 PHS端末 

呼設定受付 

認証 
認証要求 

認証応答 

呼出 

応答 

応答確認 
応答確認 

呼設定受付 

呼出 

応答 

呼設定 

呼設定 

着呼 

着呼応答 

公衆用基地局群 ディジタル網 
PHS網における 
認証機能 PHS端末 

呼設定受付 
呼設定受付 

ファシリティ（認証要求） 

認証要求 

ファシリティ（認証応答） 
認証応答 

呼出 

応答 

応答確認 
応答確認 

呼出 

応答 

呼設定 

＊ 

＊ 
＊ 

通話中 

通話中 
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(a)ＰＨＳ網で認証を行なう場合のシーケンス例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(b)ディジタル網で認証を行なう場合のシーケンス例 

 

付図Ｖ－３／ＪＴ－Ｑ９３１－ｂ  呼処理シーケンス  位置登録 

認証要求 

位置登録要求 

登録（位置登録要求） 

解放完了（位置登録応答） 
位置登録受付／拒否 

公衆用基地局 ディジタル網 
PHS網における 
認証機能 PHS端末 

認証応答 

認証 

認証要求 

位置登録要求 

ファシリティ（認証応答） 

解放完了（位置登録応答） 
位置登録受付／拒否 

公衆用基地局 ディジタル網 
PHS網における 
認証機能 PHS端末 

認証応答 

登録（位置登録要求） 

ファシリティ（認証要求） 

＊ 

＊ 

＊ 
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付録 VI： グループ化された複数インタフェースに対する着信 

 

  公衆用基地局への着信時、ディジタル網より無線呼出エリアに相当するグループ化された複数のインタ

フェースに対して「呼設定」（SETUP ）メッセージを送出する。本付録では、動作の理解を助けるために、

本条件に基づいた記述を行う。 

  複数インタフェースに対して着信を行うことから、同時に生起する呼が増加する。このため、呼番号長

は２オクテットとする。また、着信した複数のインタフェースに対して、通信に移行する呼は単一である

ため、チャネルの無効保留を避ける目的で、ディジタル網では公衆用基地局毎のチャネル選択を行わず、

任意チャネルを表示して着信する。 

  着信公衆用基地局は、節 5.8.1 から節 5.8.7 までに記述されている動作を行い、呼が継続できる場合は、

着信側を起動する。着信側が起動できない場合、公衆用基地局は「呼設定」（SETUP ）メッセージを無視

する。着信側は起動できるが、公衆用基地局が通信を継続できないと判断した場合、公衆用基地局は適当

な理由表示（例．理由表示＃６５“未提供伝達能力指定”、＃２１“通信拒否”等）を伴い、「解放完了」

（REL COMP）メッセージをディジタル網へ返送する。公衆用基地局が通信を継続できると判断したが、

着信側から呼切断を起動された場合、公衆用基地局はその切断の理由を伴ってディジタル網に対し、切断

復旧を開始する。着信側が起動可能でかつ、公衆用基地局が通信を継続できると判断し、着信側から切断

を要求されない場合、公衆用基地局は、ディジタル網に「呼設定受付」（CALL PROC ）メッセージを返

送する。 

  ディジタル網が送出した「呼設定」（SETUP ）メッセージに対して、複数の公衆用基地局からなんらか

の応答を受け取る可能性がある。 

  ディジタル網が送出した「呼設定」（SETUP ）メッセージに対して、複数の公衆用基地局から呼の継続

を要求された場合は、ディジタル網が最初に呼の接続性が確認できた公衆用基地局に対してのみ呼の接続

手順を実施する。ディジタル網が最初に呼の接続性が確認できた時点で、その以前にその他の公衆用基地

局からの呼の継続に対する要求があった場合、理由表示＃２６“選択されなかったユーザの切断復旧”を

伴う「解放」（REL ）メッセージにより、切断復旧を行う。呼の接続性が確認できた後、その他の公衆用

基地局からの呼の継続に対する要求を受けた場合で、タイマＴ３１２が動作中のとき、理由表示＃２６“選

択されなかったユーザの切断復旧”を伴う「解放」（REL ）メッセージもしくは、適切な理由表示（例. 理

由表示＃６３“その他のサービスまたはオプションの利用不可クラス”）を伴う「切断」（DISC）メッセ

ージにより、要求を送信した公衆用基地局の切断復旧を行う。タイマＴ３１２満了後、その他の公衆用基

地局からの呼の継続に対する要求を受信した場合、ディジタル網は無効呼番号を持つメッセージとみなし、

要求を送信した公衆用基地局に対し節 5.8.3.2 の切断復旧手順を取る。 

  ディジタル網は、呼が継続している場合に、呼が継続している以外の公衆用基地局からの「解放完了」

（REL COMP）メッセージは無視する。また、「切断」（DISC）メッセージ、または「解放」（REL ）メ

ッセージを受信した場合は、インタフェース規定に従った動作をとるが、他のインタフェースで継続して

いる呼には影響を与えない。「呼設定」（SETUP ）メッセージ再送後のタイマＴ３０３満了前に、理由表

示を受信した場合、受信した理由をリモート側に通知する。プロトコル上、複数の理由を通知することが

可能であるが、一般的に生成源がユーザを示すものが優先される。理由を受信していない場合、理由表示

＃２０“加入者不在”が用いられる。 
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付 録                ＴＴＣ標準用語対照表 

 

英        語 Ｔ Ｔ Ｃ 標 準 用 語 

access point 接続点 

alerting ACK 呼出確認 

alerting IND 呼出表示 

alerting REQ 呼出要求 

authentication request 認証要求 

authentication response 認証応答 

B-channel Ｂチャネル 

basic interface 基本インタフェース 

broadcast operation 放送形式 

call clearing 呼切断復旧 

call control 呼制御 

call delivered 呼出通知 

call information 呼情報 

call release 呼解放 

call request 発呼要求 

cancel acknowledge 登録解除確認 

cancel reject 登録解除拒否 

channel identification チャネル識別子 

circuit mode 回線交換モード 

circuit switching 回線交換 

clear indication 切断指示 

clearing 切断復旧 

connect request 応答要求 

D-channel Ｄチャネル 

data link connection identifier データリンクコネクション識別子 

diagnostic information 診断情報 

digital network ディジタル網 

disconnect IND 切断表示 

disconnect indication 切断通知 

disconnect REQ 切断要求 

DL-data-request ＤＬ－データ－リクエスト 

DL-data request ＤＬ－データ－要求 

DL-establish-confirm ＤＬ－設定－確認 

DL-establish-indication ＤＬ－設定－表示 

DL-establish-request ＤＬ－設定－要求 

DL-release-indication ＤＬ－解放－表示 

DL-unitdata-request ＤＬ－ユニットデータ－要求 

element identifier 情報要素識別子 
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英        語 Ｔ Ｔ Ｃ 標 準 用 語 

facility request ファシリティ要求 

H-channel Ｈチャネル 

IA5 character ＩＡ５キャラクタ 

incoming call preceeding 呼着呼受付 

interface identifier インタフェース識別子 

land mobile radio communication network 陸上移動通信網 

layer 1 レイヤ１ 

layer 2 レイヤ２ 

layer 3 レイヤ３ 

location registration acknowledge 位置登録受付 

location registration reject 位置登録拒否 

location registration request 位置登録要求 

message type information element メッセージ種別情報要素 

national numbering plan 国内番号計画 

network termination (NT) 網終端装置（ＮＴ） 

notification indicator 通知識別子 

notify indication 通知表示 

notify request 通知要求 

null 空 

numbering plan field 番号計画識別 

overlap receiving 分割着呼 

overlap sending 分割発呼 

personal handy phone system 簡易型携帯電話システム 

personal station (PS) 移動局（ＰＳ） 

private network numbering plan 私設網番号計画 

PROC indication 呼設定受付表示 

PORC REQ 呼設定受付要求 

PROG indication 経過表示表示 

progress REQ 経過表示要求 

protocol discriminaion プロトコル識別子 

public cell station (CS) 公衆用基地局（ＣＳ） 

RCR standard ＲＣＲ標準 

reference point 参照点 

reference point X1 Ｘ１点 

reference point X2 Ｘ２点 

register acknowledge 登録確認 

register reject 登録拒否 

reject IND 拒否表示 
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英        語 Ｔ Ｔ Ｃ 標 準 用 語 

release call reference 呼番号解放 

release CONF 解放確認 

release CR 呼番号解放完了 

release IND 解放表示 

release REQ 解放要求 

Research & Development Center for Radio Systems 電波システム開発センタ 

REST RESP 初期設定応答 

restart indicator 初期設定表示 

restart procedures 初期設定手順 

restart request 初期設定要求 

resume acknowledge 再開確認 

resume request 再開要求 

reverse charging indication 着信課金表示 

service access point identifier サービスアクセスポイント識別子 

setup COMP request 呼設定完了要求 

setup complete indication 呼設定完了表示 

setup IND 呼設定表示 

setup REQ 呼設定要求 

setup RES 呼設定応答 

status indication 状態表示通知 

suspend request 中断要求 

TEI (terminal endpoint identifier) ＴＥＩ（端末終端点識別子） 

unrestricted digital information 非制限ディジタル情報 
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